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特 別 講 演1.

(4月9日13.30～14.00)

座 長 海老名 敏明

葬楚型抗酸菌⑳脱床

熱欝騰洩辮鎌撃部 欝姥野 進

雖定型抗般般賦購す犠闘題は遣年躍瞭的な注欝を藥め

4に 至つたぶ現癌なお脱床的にも疫学的に感多 くの問懸

が残きれてい翫 今鰍 類 塞に於け靭 碇 難抗酸般癬⑳

般 脱床盤 を知診その成立に屬す墨毒察を試み嶺と共賦

欝本に於酵靭 綻 型抗脱般の漫灘縫についてき及す嶺.

①鑓本に於け導雖定型航脱般癒鐙頻鍵癒知嶺ためにわ

れわれは昭織 瓢婁36年 に全澱鐙鐵般般設 鱒33カ 所に

細査褒を送勢細査を依脱し,蝋 の細趨よ鯵得た 鰯 鰹の

難定型抗般般癖撫綱(文 部蜜科学欝號費綜含研究 ヂ航般

蒸の変異と分魏 灘登録綴11鋼 を含む),これ以外の文

獣 よ鞍知 鞍得た28佛,及 び我凝の策海地方に撫 ナ4灘

係懸般施設よ鞍得た146傍,奮 計獅 鰐の欝鍾憾癖 を得

た。こ鋤うち病歴が明らかであ齢薦株ぶ現雀存在 し難定

灘抗酸般である難とが礦認5れ た臨のは314綱 であつ

た。

②3騒 鋼の撲菌状溌は曙鍵i又は欝液 よ鞍1麟 のみ239

催箪驚押4灘34佛 黛 難麟以上33遡 驚切除肺慶髄液等 よ

鞍得た臨の8例 であつ た鱒 轍の うち現地細査 を行 い

難 伽 心魏o撒o欝 総 によ嶺1例,鷲 脇 麟㈱ 鳶捻o購 灘総

による1暮携,$心o㍑ 無鱒撫08鍮8に よ嶺14例 導R瞬 購.

O鱒 騨3騰 による1弼 食計31鰐(分 離源懸では喀獲i業

は切除鯵 よ滲 鱒 鋼,髄 液 よ鯵3例,麟 膜液 よむ2磯,

多発性膿瘍よ蓼の1鱗 であつた)の 非定型抗酸般癌と考

えられる癒繊 を得た尊

③これ らの脱床般は40才 以上の男惣 瓢多く掌禽併癒

又は簸捧の抵抗牲を下げ惹饗雛として寮2繊 瓢結核(脱

液 よ鯵難定型抗酸般,喀 蓬よ勢は結核薄を証鋤,1例 に

礁 燃撫融舗 磯 濾候群,1例 に肝硬変,嚇 纏に粉難般臆

2弼 にス勢撒イ ド鍵期遮用,1鰹 に分娩,1例 に流灘が

見られた鞠3黛働墨雛 定型貌般欝 隷 輔竃に舉常辮見を認

めた 総 鯛についてのみ鷺れば,8携 は鐵覚症なく残 蓼

はi朧状(漁 蓬,瞬,全 身倦憲感等)を ともなつて発見 叢

れた.そ 鐙症状は結核蕪 と殆んど差がなかつた鳶脱部

X灘 は溝なし7纏 に対して詳溝あ警18鰐 内薄盤甕細8

綴であつた.鵜 わ らに講していずれ臨般力な航締般趨に

よる化学療漁が行われてい犠購その効果は蜜般に1菌して

陰性化13弼 夢脱性のま蕊14測 養X灘 に隅㌧ては欝転

欝鋼拶不変18綴 畢悪化3鰹 であつた慧業手衛を行つた

10爾申合併疲 をおこした臨の3綴 掌衛後般騰盤のま 》は

2綴 であ 鯵又般G鱒 鱒 駕には 鷲0鶯輔0㍑ 熱憩鱒 欝鎌3

によ導ものが$心o㍑ 轍o懲o欝 織8に よ悉ものよ蓼予後は

不良であつた.

④簸も側数の拶い1鱗 撲藩鰐は癖繭灘難轟一数 臨1饗

繋論一が大部分で 翫償㏄捻o撫o灘 総 が多 く脱庫的慧法

にとぼ しい毒のと愚われた。

⑤切除鯵及び翻検 よ暮得 られた病理学的変化は結嫉症

と殆んど変 らなかつたがリンパ細胞,プ 予スマ細胞の滲

撫の箆 られた例があつた蔀

⑥ 懸 伽 畿鱒脚 欝懸1撫No難 樋 伽 撫r灘08醸 欝

6概3戯o心 無憩撚o欝 輪 驚株 を 製無難v及 び 鍼.麟 厩

を灘照 としてC欝 葬1マ ウスに懸す嶺病源性を㌧らぺた

が 騰 ㈱ 轟鱒欝 欝総1株 及びN鵬 麟 醜㏄捻輔o蕪磯難

3株 にはかな韓の毒力ぶ見もれたが残 韓は殆んど病灘性

ぶなかつた.

⑦撹結核趨8種,鉱 生物質3種,航 糞菌遡1種 に対し

て捻れ らの葬定型抗酸般 鐡 株はかな むの醗盤 を承し

た韓

⑥露定型捻脱欝によ犠感染の問懸については入から入

への感染鰹は発見 されなかつたがN登 難・麟o鵬 鍵o鋤 鐵

3鵜 疲 轟考えられ墨3携 に屬 してその濃導接触春12名

につきNo鋳 麟 畿0鎌騰羅0慕撫聡 の糟製ツベル リン簾応 を

行つた斑3名 の陽慧叢 を得たことは注欝すべきであ葛と

思われ凱

⑨雰定型抗酸菌の漫淫度をし難ため我凝の葉海地方に

於疲蕎屬係施設32力 蕨において主 として脱部膚瑛児蒋

に於畿愚露定型抗酸菌の欝出纈度をしらべたぶ灘設によ

む年度,舉 嚥 によつて 《ト3蔭%と 差ぶ見られたぶ金体

としては約き,灘鋸 蹴の培法に対Lて0、1S%で あつた。

又一方鍵康入及び粉塵般揚の作纂簸よ勢臨懸般 鍛 押齢

%の 鑛度に葬定型抗酸般の舞出ぶ見 られた。

⑱非定型抗酸麟の糟製ツペルグ亨ンの皮内反薦によ導

澱淫度の細査は文部霧科学獣験難究 雛 定型航般菌感染

の疫学的研究藩班の研究の一部 として行つたが 鷺3燕耀

よ蓼も舞定型抗酸般 簿に強 く鼠応す難例は,猟o鱒 心鍵

難灘0塞鑛 難夢N雛 ・麟0驚0織欝0難0暮麟8,S心0雛 磯r0懲0欝 懸

のそれぞれに対/。て砥 礎1%で あつた。

以上欝本において臨現在の薪少数なが ら葬定型貌酸麟

癬 とい う鳳との出来 嶺症綴が存在す嶺がその綴 は きわ
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めて少い もの と愚われ嶺.驚 して凱れらの症催⑳予後は

必ず1濁 良聾ではなかつた.ヌ 灘本にお酵葛露定型抗酸

麟癒の轄般 としては 猟 競㏄難癬驚o欝糠 によ葛恋のぶき

わめて譲れであ鯵3襟o寒㏄駄o撚o欝 鵜 によ導臨⑳ぶ嬢般

的多い菰とを上げ欝 悉燃

特 別 講 演2.

〈4月9縫1姦 。蔦～14。蕊)

座 長 山 村 雄 一

航酸菌⑳生化攣的分類

葉灘大学抗酸灘辮欝兜簸 今野 淳

従来,就 脱般は誌核菌と雑菌性抗脱般と載大別 惑れて

港えられて来た.そ の中結核菌は入型菌,牛 灘般,轡

型般に分縫 られ,人 聞の騨結核を趨す病簾薦は入型及び

牛難結籔般であるがわぶ鐵に於ては牛型菌の感染は殆ん

蕊ないとせられ脱床的に締結核は人型般の感染毒考えら

れて来た.抗 酸菌の鑑磐藝は実際的には慮型壌地に生蔑た

灘欝瓢一の性状,発 欝逮糞で殆んど鑑別憲れ,般 に数鹸

に講す導病療性から分類5れ て人型菌以外の抗脱般はす

べて雑菌性抗脱般として雀みられなかつた.

逝年 恥 蛾載灘〇三鍮環の 鯉Y麟o聯 糠磁三聡 聾の発見以

来,綜 般菌 と培蔑 勲憲異な滲夢ヌ鋤 物に慧す為病厭性 臨

聡らかに異な葛～群の抗酸蔽が人1菌に結核般によ難藤繕

嫉 とx縦 で臨病理学的に懲鷺別出来ない病変 を趨す箏

ぶ明 らかに憲れた。既の叛細'弊 定灘銃脱欝'A簿 麟戯

轟心濕・無就 糠心瀬(最 惣 ま 顯¢蒙3$麟艶《鑑灘翼o撮 α3漁 と

慾8れ 墨)を 従来の結核薦 と鑑懸する事が璽要な問題 毒

なつてい傷 航酸簾の分類には従来の謙灘轟一の性状,

鋤物に薄す番病原樵などの櫨に鄭 鉱学的の毒のとしては

・驚滋麟 驚礁羅応,諏 鱗o監一董麟o雛 繍o峯等の酸化灘光磁嚢

緯欝す4猷 鳳 硝酸塩選元翫応等ぶあ嶺が結核般と舞定

灘抗酸般の鑑別に不都含の点 嬉あ 畷1型 特異性はない.

欝凝は銃酸繭の申最臨薫要な入型般に特異的な翼応で

あ4ナ イアシン勢ス}を 先紅発兇したぶ,更 轍牛型繭に

轉異的な反慮であ墨識饗チンア ミダーゼ勢凱》を,又 雑

般盤撹酸麟と病懸般 《非定型抗般薦 を含む)を 鑑別す蕎

フ零ルムア ミダーゼ勢ス 》を考案Lた ので之等 を多 くの

魏醗般に実施 し,更 に 峯り璽薦 を鑑別す嶺輝灘等のウレ

アーゼ勢ス 誉を譲種抗酸繭に試みた.

〈1)ナ イアシン勢ス誉;甚 凝は抗般繭の中,人 麗結核

般⑳みがナイアシン(轟 濃チン酸)を 多量に廳生す嶺舉

を知 離そのナイアシンを化学的に定性定量する事によ滲

人型結核蕊 を鑑劉す犠方法 を案出し之をナイアシンテス

峯と名轍 ナた。爽施法は種凝検討した結果次鐙 ように蕎

つた・即ち灘漿瓢一 導0謙 以上又は培地の1/3以 上を般

う懸型培地に1ふ ～3。0醸 の熱 叡を注濯よく振嶽してS

分総水平に翻 鐙して菌の轟灘チン脱を抽鐵す灘尊抽出液

を0・1癬 ～0.2驚 匙宛4本 の小試験管畿移す.そ 鐙ナイ

アシンを定性するのに 翫C陣 ア織 リン法及び 敷c陣

ベンジジン法を併用す嶺熟鄭 ち4%瓢 タノールア轟撃ン

液0。1認 を小試般管 黛本に加蔑,残 蓼の2本 に3%識

タノールベンジジン液0ほ 認 を加え悉.次 鑓10%敷

C翼 水溶液 眠1癬 宛をア識蓑ンを加颪た試験管1本 と

ベンジジンを加蔑た試験管1本 に入れ 碁.10%歎C鍾

液 効 賦 ない灘加 〉試般管はそれぞれア酵 ン,ベ ンジ

ン法跨対照とな難.人 型般は 翫{》聾 ア識 婆ン法では

黄{滋に発色(脱性),対 照及び入型般以外跨抗脱般は無色

であ孫(験 性)醸 欺導捧 ベンジジン法では人型欝は桃色

灘澱 〈購性)毒 な蔭対照及び池の航酸麟は麟魚淀澱とな

嶺(懸挫〉礁既の方法では脱結嫉患藩から得た結般慧 難群

株はすぺてナイアシン勢ス 峯脱盤饗,簸 の抗酸般1鱒 株

すなわち牛型般 鱗 株,}り 型般12株,難 定型筑般般

43株,雑 般性抗酸般48株 の中,購 性 を曇 したのは 鷺CG

の1株 のみで簸の1鱒 株はすべて絵樵の結果を栄した.

鉱のナイアシンテス 》は般の薬麟鮒臨 毒力などとは無

蘭係に人型般に特異的な探応で抗酸般の型を決定す蕎生

化学的の ものとしては最初覇)勢ス 奉であ輪

鋤 瓢雛チンア 蒙ダーゼタ業》ゴ鎌滞及び 難0織沁短

は抗酸般の中牛型般が晶繋チンドア噸イ ドを分解する酵紫

ぶ叢だ弱い事を発見 した.鄭 ち抗脱菌 をよく水で洗滌し

藪1歎0の ジン酸緩簿液で2導～30鑓 麟癬 の般浮遊液を

作 むそれに1鵬 幕の瓢謙チンア撃ぜド齢 賦37℃8時

闇鈎芯諮せ生/二たアア螢黒アをネスレル試薬で定挫 し黄

裳滋に変ず薦臨鍛を購性,変 駕のないものを醸性 とす葛と

抗脱薄13難 株謬申人型薄,轡 型般,雑 藩性航般般載す

べて騰性,率 難般はすべて絵性,難 建i難窺酸薦は大部分

騰樵であつたが一部陰挫 を示すものもあつた箒

/3>ウ レアーゼテス泣 欝欝雲広木等は抗酸般僻 欝

饗型般がウレアーゼ弊猟}瞼1癒であ難蜜を報告 してい

導.そ の変法 を諸種抗酸般に試みた.航 鹸般1騒 株裟つ

いて試験して見導と,入灘般,塵 型脱,雑 般性抗酸般はす

ぺて購挫であつた、轡 型麟はすぺて翻 塗であつた魁 難

定型航酸般の申の 黙o㈱ 嫉 ㏄魏麟 緯購 慧鋤 金部漁び
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翫 轍糠 鱒聯8磯 鐙一紬 謙験盤の結果 癒灘もた難業 》欝

鑓病原樵のない暦雄,撫 研などの搬 識鶴盤であつた。

韓 フ愛ルムア箋ダーゼ7ツ 簿:病 灘樵抗酸麟(灘 定

型抗酸般を禽む)為 雑欝鍍航 酸麟癒鑑別す導方法はなか

つたが,欝 凝はツオルムア ミギーゼ勢ス 峯鵜よ馨羅晦 の

,鑑別⑳胃能性 を認めた鍮鄭ち識灘チンアミダーゼ墜叢 》

の 縛と蒙糠 獄般浮遊液賦ツオルムア響ぜド2惑 メ灘o薫簾

蔑8?℃6瀞 聞反礁 湊せ率ス勤ル試薬を加颪叢魚,般 愈

に変ず嶺臨の を購臨 変化のない曝のを陰挫 義す導と,

用いた抗般麟180株 の中,入 難,牛 璽,轡 型及び入醐

に病変の認め られた難定型抗酸繭はすぺて険雛であ 鞍
,

之に撰 し雑般性魏酸般はすべて陽挫であつた.

以上抗酸薄鐙生舞学的分類で実瞭的轍餐病院で実難し

得 犠労法を灘案して述べた箒

特 別 講 演3.

〈鴫月1《聡13。30～14。 韓)

座 長 岩 崎 竜 郎

駕攣療法欝用掌に熱縫蕊飾結撲購戟雄法の翼検討

京郷大学織縷磯究騰磐欝痩轍総 奪熱 孝

欝 長期傷学療滋鰯廃 達によ鯵,結 嫉轍病巣跨紋儀盤治癒

のみなもず麗数性治癒や般痕幾灘癒をも来L得 難よ撃に

なつたが,今 欝なお,焦 学蝦法のみを墨つて㌔ては雄痕

牲漆癒 を来 し難いも謬が少なくない。そ叢で,我 凝は,

結核性病雛の騰薮般雄弗を轡猫 譲難叢せしめ嶺癬Lい 践ぎ

法 憂見出そうとして,昭 灘 鍮 年以降,艦 学療法跨欝用
調下で繍結核懇戟療法

の再検討を嚢こてた彰

こ》にいう別戟療渋 とは,駈 脱別戟療i溝の範脱慧雄す

灘ものは勿論,灘 一チゾン療漁の ように溝炎作用を利用

しようとす撫療法を献驚めた広法のも跨をい 濕,擬 性特

異牲増殖性炎癒籔を一般灘急樵雄山樵炎鑑織に近骨か㌧

め嶺効果をもつものを凡て愈め海《}のであ葛.従 つて,

義 瑚のいう別般療漁は細戟療法とい うよ鯵略寧穆変灘般

法 と呼ぷ噂がよ畷雄難か と電}愚われ嶺。

1)結 嫉欝病 樂轟蟹職簸縷化 と肺結嫉別戟療渋

乾酬 爆物質は,普 遡跨壌死総織雛遮ぺて選か賦謄叡霞

れ難も 生・簿内で 一種灘異物と㌃て作別す難ため慧,そ

緯用屬部織 謙勘麦の差 瓢そあれ被包化鱗1轟1が認め 毒れ

藁

また,鮫 膜を構成する灘穣線維犠は,総 織舞学的にみ

ても一・般に緻欝かつ堅牢であ絵,病 蟻鐙安定/慕に役立つ

賦磁,そ の1歎叡簸摸撫を鋳げてい懸.

騰期費摩療法後の乾酪鑿をみ纂と,難 叢轍 大以ギの

ものでは,勢 くの場禽被膜が完礁懸れてい難爵叢,経1心熱

大堪 駈のものでは,鞍 包!賑せられ,病 巣跨戦救羅癬紅が

難 しくなつてい鴇猟翻,綴 管支織懸鮎た藻分や病巣礪灘

部の君凱かに綾膜簿成の罫充分な纈 欝が残藩れてお1欝,

x線 的織 溜一鷲安憲艦 蔦てい葛か跨よ駐こみ蔑獄がら,

病灘綴畿 斡鹸 濃み難と,な お欝漁鈴鍵れがあ騰と患われ

鑿 臨のが少なくない難

それであ纂から,結 核性病蟻鐙獣奴嬢終化を縫i進せし

め撫 謎叡 化学療法を鍵期紅董つて讐 謄と熱 歌,弊 も響

及的妻講鱒蟻の乾酪化や被包化を紡げる菰翫が必要であ勢

懸 礁乾酬 耽,警 職 化 されているもみでは,乾 醗盤物質

の携除や鍍膜鈴般壌を図導凱とが必要であ葛.

我離は,実 験材料や臨床材料載ついて検灘 した纏集,

結嫉性病業の戦駅擁痕化を館進せしめ導には,靴 学療法

と醜述の趨戟療溝とを瀬賞併用す導こ赴ぶ必饗な樵為を

明ちか紅もた.

2)結 綾幾病熱勝駁蚊簸渡化礁静瀬な灘般療法蹴と艦

学療濾翔

窯兎の実般的糠結核症を対象として,化 辮療法の併用

下で,麟 麓の業勢灘イ劉ホル騰ン,x線,趨 短波.ツ ベ

ルグ婆ン,繕 礦鐙結核麟薄成分及びグ亨チール婆チン簿

によ撫別般療法 を行い,如 轄なる別般療瀧が結核樵癩 鑿

の験載簸雄化㌶蕪濾であ嶺か毅ついて検討 した.

な載 今灘ダ攣チール誉チンを懇採 蓼上妻ゲたのは,本

購がそ跨投無難や煮雛 噸紛 条件の如侮によ融,繋 ルチ灘

イ ド代謝系纏種紺の般い影響を与流萎ものであ導からで

あ㍍

以まガ)諸療法について般聯検討した結 難,細 職療溝別

としては,少 なくとも実験的賦は,ツ ベルグ婆尉や ダ縫

チール讐チンが好適であ翰,こ れ賦醗す導弗学療法別と

しては,結 礫軽病 鍵鐙吸取藻膜紘をi叢し易いといわれて

い悉1蟻1系i脱 跨も藁芝)が最 遥}好趨なも跨な導鵜とが騨も

かとなつた.

そこで,我 輪漁,1N蔓疑 ツペルグ婆ン,蜜 たは ダ讐チ

騨篤、 チンによ纂別般療蕪毒鐙繕蒲 療法について臨床的

に妥}検講銀た"

3)脱 捧城 般

擬期駕学猿漁を脅つた1凝き拘 らず,な お効果が不充分

蔦 肺騨瞭徳の灘応 となつた建戴鋸を主な導漆療対象ゐし

薫難 ゐツベルグ餐ン,ま たは 殉 チール撃チン碑 轡

用療漁を欝つた、
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誌藩は40例(中3鋼 では後に肺切除般を施行)で 警

後藩は1欝 綱(中81例 では後に脱切除崎を雄行)で あ

鵜

灘 鷺 とツベルグ縫ンとの併用療法によつて毒かな鞍

⑳良効渠がみられたが踏本法では80%以 上の高率に頭

雄,発 熱等の醗作用が認められた.

これに対し,烈1{と ダ9チ ール挙チンとの併用療法で

は,翻 作用は殆ん どなく,脳 鷲とツベルクリンとの併用

療法の場禽に難べて,更 に優れた良効果が認めれた。

崎に,切 除藤所見か らみると,硬 化盤乾酪姓の 懲ので

曝,獲 大塞洞を伴う懲のや学研分類の罫難の鵬 を除外

すれば,治 療期閥が長期に菌3に 伴い,癒 痩化した病巣

の数が増加してお 鞍,6カ 月以上に薫つて治療が鶯われ

たものでは渉主病藥を対象とす3と 華約 学o%に き娘崎

藥を対象とす嶺と,約 鱒%に 籔痕化,ま たはこれに近

い勝兇が認めちれ,本 法が脱床的蕪も応用癒纏を麿する

も灘な蕎ことが明 らかとなつた償

以上の法成績か ら,騨 結核別般療法は化蟻療法が進歩

発達した今欝載おいてこそ種潔再検討されて然導ぺきも.

の と薦荒もれる曝

特 別 講 演4.

(4月10麟14議 蕪～14。4藩)

座 長 戸 田 忠 雄

無菌動物⑳結核症

熱齋羅大学懸学部購理学数塞 翻 ぎ1正 澄

岸本 英蕉

G麟 鱗敷総 繍 三瓢鐵1と は韓表.錫 管などいかなるとこ

ろにも検素よ微生物 を認めない趨等動物 をいう、つま勢

蝕撒0簾鋤麟驚 な 麟αo鍵 幽撫 瓢 を欠 く勸物という意

味であ難ぶ,検 索対象の中心にな3の は総般であ3た め

に,私 どもは無薦動物 と呼称 してい悉、無般鋤物は瓢の

ように細薄に対す愚処女生韓を提供してい3の で,こ の

生緯に単一繭雄を優襲せ㌔めれば,宿 主生韓とその菌雄

乏の麗に単一的な樵互屬係が成融立つが,こ の屬係を追

蹴す嵩瓢とによつて,懲 然界に鰯 ナ葛雄染のごとき篠雑

な機構 を分析す導ことぶ可能 であ凱 無菌勸物は抗擁

麟盤母組般た3琴 ンバ組般の発育ぶ きわ めて低細であ

む筆これに屬連 して無繭動物の血溝 翼}10濾1漁 き離 撚

脱 のそれに箆 して薯 い ・低値を承す。しかしなが 触

無撒磁鎗撒1に 特定細繭や異種蛋臼を与えると,無 蕪動

物は欝然動物裟劣らない徳般抗綜備 を与驚 る。 また,

欝翌o轡癒 簸や郷 禰 も灘 勧 闇毒磯 異がない ということ

になつてい悉、艦し細胞騰藩抗搾についてははつき鞍と

した結論麟出 されていない。

しか し,用 所感染防衛機構特 に織膜のそれは無菌動物

においてはなはだ鍛弱であ難.い ま般毒結核般1撫 響を

愚ル瞭脚}の 大腿内側皮下に注入す葛に,霞 然動物では

鱗崎間に して濃瘍を形成も,獲 光脱微鏡にて多数の結核:

般の集籏を認め悉も,無 薄鋤物においては膿雄形成能力

は弱 く,螢 光顕微鏡では結核麟はむしろ灘漫遙露 散在す

3傾 向がある.こ のことは48時 闘後において翼に強 く

な3.1遷 後になると欝然動物では膿蕩用辺裟類上皮細n

胞の出現があ鞍,そ の外用に禽甑管鰹芽般の形成が欝立.

つも,無 般動物ではなお灘核球の出現の段階 に とどま

弩,肉 芽般形成は貧騒であ4.叢 のようなところから,

誌核薦の用所押留機紙は無繭動物が鐵然動物に鰭 して欝

い ということぶ知られ懸心 このように無般動物において

郷留機転が儀下 してい難のは用蕨間藥系継胞の鑛刺般状

態の低細なことおよび好中球の数麟 の少ないことに譲鰹

するものと考えられ3.な お,抑 留機転にはこの外に線

維等析出雄麟 隷3撃 ンパ道の閉法,徳 環抗櫨猟臨 齢

電状態など種凝の鰹子を麹般考慮すべきは勿論であ観

一方用所揮留線 を突般後の結核蕗の金身撒嶺状況につ疑

ても鰻二較追究 した盤

織方結核般の粘脱面賦おけ3消 長に私 どもは多大の灘

心 を臨つてい導.無 菌勸物,纏 箪繭単一藩染鋤物,欝 然

動物の3者 の轡膜 に沈入された結核菌の消長 嘉 生簿傭

猟応について嬢較検討を加えた.こ の検討においては糖

核菌 猟 膜 常在菌との闇におけ導共存,共 生,叢 抗鐙麓

無の闘題にふれ嶺尊
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特 別 講 演5.

(4月 蕊0縫1蕪 鞄10～18拳40)

座 長 宮 本 忍

鷺鱗麟 選購鋤 鍼撫撫o縫麟 慧総 灘畿 縫綴 撫撫1雌

翼幾驚鷺雛 雛雛麟1羅8.

叢・!総8撫濁癒

婁:舳歎継 麟 織轍1輔 撒 駕謙 繰顯燃,難 撫畿撫 撫

A癒 鯉 礫 廳鍵 轍 量轍懸 難 薫驚 勲11驚雛 撫ゼ 猟1蹴 ・

鼠蜘 懸縫1灘 鰍樵8叢 鑿窯礁 醜A雛 蟹糠蘇澱幅 之織 総欝

撫 鞭鰍 繕舗 灘 縮 鋤嚢蕪麟.繍 麟 騰 董1聡譲意畫o難無欝・

騨1鞭 癬 騨 庶雛購鎌総叢輔轍購 耀禰 鎌黙 鷺購v購 総

蹴 甑 鎌蹴 《.難薫慧麟蕪 羅 雛羅 鱗 黛嫌麟礁聯.溜,舞

羅購磁載無 轍 鑛量醗 欝瓢 鑿撫磁 《謙騰 撫瞭戴総総撚蕪欝灘

漁 嬬 舞v鍵 醜獄1轍雛欝羅鍵 蟹 鷺織 購轄 丁麟轄鼠篇1幟聴

駄 議減,欝1撫 鐸鍵 ㈱K影 撒織 醜 薫鱗 伽 慧麟 謙 鷲灘
『癖
8紬 鳥 舞 轍 慕轍 無慧・翻 鞭 欝曲 無 癩蕪o憲1購鵯 織罫

輪 欝譲榊謡 騰 釣識 織講 総 礁難.礁舞 鍵懸 辮慧 薫難穀欝

総響磁 蹴 黛就細1薫鍮欝A1》騨藏撒懸鷺 鎌総.

璽)撫K3聡 撒総 鎌1磁 薫轍 蕪総 恥 羅麟 繰o蜘 薦欝

丁癖轄蝕蜘 懸 黙畿 麟難鞠響絵難響糠 も董羅畿1》矯廳 驚.

灘癖欝 欝懸熱撫灘 鼠o雛総 寒欝o総蕪1薫鍵 獅 野樵轟 癒糠 羅獣

丁無蟹麟 鎗難叢麟獣 総塁欝灘薫欝識豪鎌繍 慰1囎欝麟 麟心轍

娩嶽叢磁癩騰購 鯛 鰍 騰 欝購磯.1海 鱒 艶 撫聯 欝

勧無 義醜8量撫 鱒欝瞬黛欝鷲繧 撫 暴磁1撮 麟 廉 撫 細欝鎌.

.1濕難 雛磁4懇 獄繋総駄議癒撒 暮畿欝1。鞭慧鱗ま撒鮎

壕繍 講欝 鍍撚離 灘濾 蟹黙燃 撮照 葦蕪輪1量慕1犠o欝 婁滋網 雛

1瓢隷.露糠11灘繍.

1>量黛 灘騰 圭雛(濾 欝総 捻乳 草o欝繍 総1糠 　総 縫繊

鷺就麟 襟撫 鴛8藤難畿撒 翠o虻熱麟轍.糠 勲1董螺 撫灘

蔽3聡麟 瓢麟 蜘 飯 轍 鎌嚇 躍 蜘 磁騰 蓋3麟犠総蒙慧購

濕 姦鱗 麟宅1懸薫8撫鱗 心蚤撒 隷 轍 齢騒難獄櫨 無繍難齢灘蕪8

鍮 蜘 豪1撒濃礁獣 獣鍵癒 ご蔀伽蜘 鷲総 糠繍欝1蒙癒繰 ぼ聴.

欝繍燦撒敷.

撫 娩葦融欝嫉磯総麟 叢輪欝 撫廳賦餓 漁 暴錘舗黙

顯 細総 蕪灘搾麟 撫v磁 蕊繍熱 瞭 轟 撒噸8臨 澱

獅1蜘8撫 鍵3㈱ 撚 購 撫野L難 慧鋤騰 轍 亀繍 蜘 鮭

灘 聡 総撮慧 蒙滅 麟8撚 黙糠轟 磁 轍 欝鷺聯 磯 驚鷺

蔀斡識 量鞭慧Vo壌 麟鎌 繍心董撚 。1)錨 隷鍵紺 磁 鷺欝葦馨1

燃 廳黛量縞 撫 藤 綴 丁癖馨轍櫨獅 葦黙軸6灘 蕪轟10鷺8鱗磁

鱗 灘騰 難畿1焦1》議醜 蓬く撚難撫鎗量撫 黙11欝騰 漁 黙細響

翫8騨 難欝麟 細欝難濾 勲鍵繍 縫購8欝繍 撫黙慧絃,叢就 総

蕪 無撫灘縞 撫 轟鋤犠欝蜘 轟難1濕 鱗 無鷺購鱗 糠懸叢鋲

鰍 旛8曙 騰 醜 鷲鍵鍵識懸灘 寵 無織 。V㈱w曙 磁

撫 鍵A齢 量総 蹴 ・紬 電榊 廳 難講 韓 識 轍 董欝需

礁臨 鞭 鷺漁 難懸 蹴 麟 織鞭 猟漁 鑓麟 濾 鷺隷31諦 無,1、

搬 燃驚 憲職 聡 羅欝麟鱗L濕 鞭騰 蒙

A11黛舞欝織:1漁 漁v鍵 黛幟 磯齋 》磯 漁 麟8濕

A犠醸 鱗鎌 羅 ・銚 撫 麟 ・晦 醜 嚇濾 ㈱ 麟 ドll

　 A総 鞭犠癩 懸畿 護}撫$脚1餓 幟 海 翠o礁艶鎌鳳 、

A・曲 ・翫1醗 量瓢 鎌お 欝撫 ㈱ 瓢細 ・・ 漁 鱗癬1じ

撫181轍1量鑛 ゆ 緯K㈱ ・難癬 撫 響 騰 勸 麟 織ll・:、:

A・ゆ 艦 麟 濕 灘 沁・叢㈱K欝 灘 ㈱ 融 麟1犠ぬ3

　　翠麟 欝㈱繋獣糠1.

歎》薫欝醜 筆夢磁 轄騰 鍵難 繍 麟 繕 磁難vo11茎麟 織鷺鱒'、

v鍵 紬 蹴 癬 藝畿1総 黙K畿 欄 紬 撫 蜘 群籔ミ薫11晦

!・ 撫 糠繍 磁 ・繍 翼 購 鎌撫 磯 麟 鷲 瞬

　 顯 驚 韮撚薄麟麟 欝 翼麟 轟癒謝1撫 絆 漁 畑 蹴一『'、

撫 撚麟 総80購 濕 騒 総窯 蟹08鎌$醸 細

　麹纏 灘 瞬曲 麟謙1ゆ1・ 繍 蹴 麟 織 費憾 緯1

繍欝鎌輪欝 ㈱叢簸.

　 3・　聡難撚《緯就蘇　嬢8無　繧導濕難騰黙　V灘 叡灘1綴簿縫11醗台1繧警睡い
K欝 ㈱ 翻 蜘 懸 繭 難・・紬 熱1滋騰 騨 ・醜 記

、
欝蕪黙 。

4。 鷺総 鹸 懸総総 鱒 糠雛8糀蹴 臨 紬 響蕪麟 確1

　 　融欝1購黛憩磁籔轍 締 鱗 撫蓋撫 漁 無撫 黛轍.

　　瓢 貸38㈱ 織 漁 丁麟 燃 ・黙撫8艶 噸 ㌻ 撫 厩

　　　戯 感 賦Ko1峯 議欝聯 獄も漁 廳 欝1灘 欝鷺灘 磁'・・

　 蠣鰻 蕪鐘餓.

鞠 離 ・懸 醸8錨 灘 嵐磁 蟹蜘 伽 鋤 繊 瞬1

磁v・ 醜 慧難 騨 臨 磁欝慕総 繍 雛騨 麟 鋸 輪 灘嚢無

鞭 難聾鱒 磁醜A魔 畿無罎醸1磁 撫 黙K購 謙 黙導撫 憲∴

欝蜘 瓢 丁鶴 議礁 蓬竸簗1藪鱗 麟 醸 麟鮮 黙雛 総瓢藁:灘、1

縞 醗K羅 贈 ・鰍 撫 篁・傭 織 齢 礁・瞭 総藪緯航・

辮 墨駄藤 総 獄麟 慮馨欝雛vo黙 丁繋無轍曲 櫨騰ご董鎌 麟 撫㌶ご

o慰紬 瞬繍、 ・ 翻 ・81・癒 撫 敗 繊 叢幅8瞬li

撫 歟 総 灘撫 鎌鯉 繍㈱灘薫総磁 麟 雛職 鞭 ㈱ 轍 織べ

愈蜘 畿櫛 撒漁 帥 罫蝋 難董鐡 蕪撫 、 難8鵬 麟 馨雌驚:

爆灘欝識董》馨嵐戴欝v総瓢董《搬 騨量難継 講癒 《漁難V鷺総《撫1118雌轄ジ、

A1燐聡8無畿短1総o《至鍵K3v鍵11黛 慧11響鎗豪鷺鷺鷺」》沁締鷺康《藤睡㍉:、

鶴 ・鮮3撫 麟 鞭蝋 黛監麟 鍵鍵撫88欝 騒 無v戴麟 織 ＼

凱犠難欝懲勲慧撫ご獣縫叢08黛、騨疑買董懸　v《識　欝襲総鷺縫　購獄叢　!心慧薫縫翻:

19暮2　議織8黛慕磁わ鷺難.　1>馨r　V鷺翠獣慧1茎購難　鼠蕪黛欝.80轡o無1　蕪撫＼、

釜獅 欝電:無憩瓢癩欝 響論 繍3亀 麟 麟 懸 磯難,1囎 韓灘嗣、
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特 別 講 演6.

(4月11鑓13。3《 》～14.00)

座 長 日 下 部 周 利

13肇4丁難の閣題

大販大攣襲学部 堂野誌維雄騨

鰺14丁熱(以 下 丁蕪 と略す)に 屬す3諸 間懸のうち夢・

兼解決と驚えられ3次 の事項につき,.藩礎的ならびに脱

潔的検討を行つた結果を報告す愚.

1.丁 黛 誘導鉢に屬す犠研究

水溶性であつて/。かも醗作用の少ない誘導緯 を擦求す

3獲 的をもって,噺 たに14種 の誘導体を禽成 も寮その

試般管内結核般発育阻止作用を検 した結果,丁 難 の 魏 ・

叢憾 聡 醗 撫y1蜘 ぶ10%漁 漕加Ki罵 無驚欝寒天法地

では 轟騨¢¢で発驚 を阻止す蕃二とを認め鵡 そ篇で本

欝導檸につ き,マ ウスの輿験的繕核癬に対す贔治療効長

を検 したところ,丁 慕 訟ほぼ隅程雄の抗結嫉作用を膚す

3こ とぶ認められた鵜

2.丁 羅 の生体内運命に屬す3概 究

の 撫申濃麓の化攣的定量法について

鉢液ゆ般雄の化学的定量法 として,潔 一夢難グ勢フぜ

一によ3方 法 と分光光鹿法とを検討 した。

潔一予繋グ予フ描一によ孫方法は凄 半波電位 撫 嬢牒

一〇。讐V(職$Cの で定 量罵能であ3ぶ 筆感度が低いの

鴫 購 織蕪 中濃獲灘定に利用す3二 とは懸難であ葛.
一方分光光鍵法としては,丁 鷺投与後の患藩漁治 をク

糠鷲フ謙ルムで抽出後黛般酸にて羅抽出 し黛この般酸騒

につ き蝕改難譲糠1灘 璽分光光雄計で315騰 湛 および

、277灘μ にて吸光嚢のビーグを認めた.こ の際 欝胃 瓢μ

にお縫3般 光は,投 与後蒋聞とと懲に短波長別賦ずれ難

麟,瓢 ⑳ことはポーラ繋ダ予フぜ一で投与後時聞の縫過

蕊義もに第2波 の出幾す嶺ことと併せ慧えて恋盤投与数

崎驚後にT11代 謝雄物が出現し,し か 臨2欝 群 嘉慧お

脅3級 光は鳳の代謝巌物にも影響 婁れ 蒸もの 鉱思われ

叢.こ れに対 し3悠 里1瞬にお融凝汲光繊 滋かか犠影響は

み られず,丁 鷺 によ3級 光 を示す懲の と考鑑 もれ3の

で,菰 の波長にお緒3吸 光雄 をもつて定難す嶺凱ととし

た心

本法によつて実脱定嶽 した成般では事丁黛0藩 露1醸

雄欝投与後4～6崎 闘で長趨磁巾礦度3～4屑 ¢oを 紫

し,0惑 慰搬薬によ3蔵 騰内投与では3騨 導心前後の長藤

般度 を示 した。われわれ とは無麗係に 獄縫膿 らがほぼ

購般の方法を報告 してい3。 駐

の 騨 およびc駕 鷺 によ嶺㌘鶯生綜内動態の追及

$繍 および び転丁難 を用い,上 述の化攣的定難法の灘

否を検講す導とと懲に,一 方これら数尉性 丁雛を人およ

び象兎に投与して,そ の生隷内逮命を遮及した成般をの

べ鵜

の 羅中代謝雄物の玉蕪及

丁難 投与患嚢籏の濾紙グ撚饗 》グラツ繍一による検紫

の結果,丁 難その噛のは識響誌 れなかつた爵婁,紫外線に

よむ赤紫難の螢光 を承す業潔響}を 発出した.こ のもの

の本態についではビ饗ドン偉と権定 漆れ 嶺淋,そ の他

簸灘戯轡 叢体 および 櫛鷺撫y蓋蚤鱒総蜘 臨 童¢鶴羅 と考蔑

もれ3ス ぷ響きをも得た.徽 れ らの点についてもなお検

討脱行中であ嶺叢

3.繕 核般の 丁鷺 感受犠について

の 丁鷺未使用患藩 よ鞍分離した約 黛00糠の雄受性を

小灘培地 で検 したが筆2S撃綴 で約80%瀞 難0学鋤 で大部

分が発欝を慧灘藤 れた,一・方小絹培地 と撫漕加K茸鷲熱難鍵

寒天娘地 とに おけ3丁 雛の抗般 力の沈較では,後 蕾

にお酵31酬 鱒心鐙航繭力は脱藩 に蓬露 灘 黛5撃鋤 のそ

れ裟,ま た 難撃緯"は 蓉o㌢嬢 にそれぞれ羅敵した。 捻

れ も鐙成般と脱津成般を併せ考え萎と,門撒 耐激は小鱗

培地では 蓉o学鋤 以上.K薫 駕繍鍵 寒天糟地では細 以

上を眼界 とすれば よいのではないか と蓉え3.ま た

灘鷲1黙鍵 聯流醐寒天培地では2遡 闇で麟定欝能であ3

が,モ の鍵用性については薯らに検討中である誉
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熱〉試般管内に麟 ナ3丁 鷺翻牲の上轟は,欝 繍,s三,

c$の 併用によむあ嶺程雄遷鷲せ しめ得嶺.

の また 丁欝 禽欝塘地継飛培法によ鞍作つた 丁難 醗

盤麟は,惑 曝にT1蔵 を含まない壇地に継代 を露ねても安

定であ鯛 また難種薬利の添加培養によつても丁鷺醗樵

は影響婁れない凱為を認めた.

姦。 脱庫霰績

新たに200弼 以認二の締結核患f善に夢丁蕪 搬独あ鶏いは

蒸》A覧sLK蝋c$等 と鱒併用療溝を試みた成績のうち

駕3を 摘記すると次の如 くである.

の 再治療獣繕例に澱し,丁 鐘 単独 と 鑓,(欝,欝AS,

K越 等の併用 との効嬢を比般した結果裟よ燕 為,購 蝶

中結嫉繭の陰盤鵜率は嚢丁鷺 単独群において最 《　儀かつ

たが・地部欝用群では瓢れに箆も一般に高毒であ絵,般

中c5併 別群の成般が良欝であるように愚われた躊

熱>丁 鷺 単独撲与後 も藤脱盤を持続 もた癒別にお隷導

繭盤上碁は極めて速やかであつたが拳丁1竃に各種の薬部

を併総 した揚含に懲,そ の灘性出規の郷翻効果は鍵8ら麟議

でなかつた.

これち本購投与例か ら得た薦株の一部について検 した

結銀・丁蕪 灘性の上騨 とともに 丁鷺1鮒 性も上舞す4傾

向が認められた心 ・

の 本翔投夢癒例紅おけ3講 作用鐙う・も,叢 癒および

騰毛鰐が従来の報告に姥し比較的多かつた瓢と麟注 羅5

れ鵡 また講作用予防跨綴的 をもつて諸種薬部の併用を

試みた競 そのうも一部薬購が懲覚的諸癬状驚崎し多少

禽効であ3菰 とを認めた心

なお塞部坐薬の効果および翻作用にもき及もたい鵜

特 別 講 演7.

G飛11日 懲。欝～14。蕊)

座 長 岡 治 道

ザル凝イ ドージス及び結鞍症⑳病磯

窟都大掌結般醗甕燐 腐松 葵雄

本羅魔は襲昭灘 撚 年撃実験的動物結核癒の病墨の懇

般発生を観察したのに始ま嶺蕗この実験は,旛 めて膨大

な数に上3天 竺無に,樵 物蕪撫を主食 として鋼育 した点

に特徴があ滲,一 定の崎期に劉つて,所 細類上皮細鞄結

簾の建型雄ぶ見 ちれた.ど のようにしてこの総織轍淋饗

き犠か,又 経過して行 くかの観察灘 も,綴 織発生の追求

がこの欝究の主体であつた叢

般雄染によ鯵用所に慧趨す葛病変は,衆 知のごとく灘

出であ鶏麟 蕪とは漁管内の成分濤漏 沸 瓢藥諜3こ とで驚

組般細胞の変樵襲死は,長 賛の病変であ墨ぶ,蟷 の罅期

におこ葛.

増殖盤病変と鵜 結奮織線緯がっ くられ箒懇般猟癒

で,搬 知のごとく,病 樂の購離,肉 芽 よむ癒痕治癒裟製

る際の滋役 を演ず3購

演者は,上 説の輿験に礎 嚢昭灘24舞 似 来巻結核癒⑳

繋殖型綴般反臨 と繋殖型の病灘を論/5て来たが,そ の大

要は次のこ為くであ3.

繋殖灘 礎鱒蟹戴就曇驚 欝騨羅)と は病蟻騰辮に於て細

脱が分饗麟鱗してそ鐙撒 を増す鶏とを指す.炎 疲一一般に

於け3こ の漢慰翫結嫉盤病蟻については,既 に記般(緒

方 ・窯繕村;病 理麟総論,磐 崎;結 嫉の病理)が ある.

演蒋のいう繋幣型 とは,類 翫皮細胞鐙繋幾 を指す点に於

ては過玄の研究憲 と大盤が熱 ・.しかしながも,一 定の

病鰍 灘 ㍉ 繋贈惣 拳病懸 識 犠と,繁 殖灘の綴般簾慮

ぶおめ ・繋殖型の般勤 城 蓼立つことを主張す蕎
。こ

の病型の戴 滲立ちに一定の法購ぶあ3こ ゐをのべ導
.

繋殖型の病型純 る際には譲 躍 磯 般{嬬 は避の

方向に・即も・吸紋鱒方尚に違行す蕎.こ の瞭の組織舞

ゐしては・病藁用灘部にみられ嶺炎疲性永鷹,勲 等は

溝炎 し・譲趨漁球等の漫潤懲殆んど消鍵す嶺.般 酪物賀

臨吸駁の方向に進み・乾醗変性物鍵の用灘の類上皮細臓

の細胞聞雀脱湛拡大 し 他方,乾 酪化ぶ進行す導脱には
,

その中に遜常多核惣癬球を聡め得嶺のに茂 し襲籔叡の瞭

には多核縫識球は消槌して,藩 干の円形細飽を認め導の

みであ鵜 この轍の梱違によつて,緩 織癒癒はどちら⑳

方尚に向いてい3か を覇定し得 導,か くて類上皮継脱の

みよむな葛病棄ぶ成立 す嶺ぶ,こ れぶ繋般によ葛ことは

欝覇般分製雄を見 又 用屬組般を翫携す嶺轍ぶ認めら

れ嶺瓢とによむ確か蔦 ヌ、,この病期に山来葛i籍病藥は

初めから繋般盤のようであ嶺 又繁幾型病巣に於ては,

乾欝化物質の存在しないと菰ろ,鄭 ち,類 上皮細胞の藥

塊中には遜常,航 酸性菌は検出できない.

繁殖型の病棄は,漸 次,そ の中賦線維を生欝,灘 も,

増藩性病変がおこつて簸痩化に向う.然 し乍ら,難 の病

灘鐙場禽のよう鵜 増殖挫績般反癒で毒つて病巣ぶ拡 斡

ゆ くこ為はない・線維 を形成 しつつ病巣が拡が3灘 は,

増般難炎演であつて妻 こ跨際は,常 に,灘 出反慰を,》

くもかでも伴 うも鵜であつてき燐講肉芽総織 に該 欝す

為。

衆知のごとく,A瓢1鱒 薮 は,滲 繊型の病型では総般の
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破壌ぶ伴 うので響艶雛撮総 という欝葉で総般の撰耗 を嚢

琉し,こ れに欝 して,増 般型では,央 われた総般の部分

魁 綴般の増殖で補われることを意瞭せしめた(A鍵h・

0鷲 は総織反癒に於て,増 殖 をぱ線雄の座生とし,細 胞

の分襲般加を繁殖 として区別することをすすめている)鑛

か くて,A$畿 醗 等は結核癒の病雛及び病型を滲出型と

増般型の三型に別げて攣 これが今日の数科欝に説般 おれ

3遡 説であることは衆知の遜 のであ葛.

結核藏におけ葛繋殖型の組織薙応 と,病 型は,勉 のこ

型 と全 く長璽の臨のであるので,繁 殖型 を加えて鷹型と

す3の 麟雄松の学説であ孫。

般者等は種潔の動物 と,菌 株を用いて結核痘4>実験を

行い,繁 般型の病型が存在することを確めた.そ れであ

3か ら,人 間の結核疲に於ても,こ の病型の存在を予慧

す嶺ことは無麗でない.そ こで入体綴について,餓嚢ず瀬

紬 聴 蹴 て認 胤 焼 徽 ザ加 イド脳ジス懸

蕨講交感性酸炎 といわれるものであ3尊 漣

そこで,日 本及絡 瞭 於てザノぬ 弾 一ジス瀞 鶴 葦

きれた懇般材料を集めて細査したと訟ろ攣その多く轍蟄

結核癒の繁般型癒織轍に該当するもので,こ れは数科馨 鑓

に説 くところの繍 冶 数す臨 この搬 徽長質嘱 鋤 戦ll

つて診断憲れてい愚.長 蟹のものを分類すると,簾 　緯 ミ

細 不鋤 騨 搬凱 麟脱 騨鳥 てよ畦総
われるものであ鵜 次に淋雛般の,ジ ー壌ス ・レチク灘 、
一ジ飛 も罰 蝋 辮 難 数 算入 し鶏 諮 勘ll

な臨⑳ぶあ3。 その態のものとしては,他 の型の結嫉鑑3

或いは,ア 篤雛イ ドージス叉は硝子様物質の沈法を伴う

臨ので登病理学者は長等の ものを鑑別せねばならない馨

翼
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シ ン ポ ジ ア ム1.

肺結核における脱機能低下に関する諸問題

G月9難1難15～18。1溝

座 長 長 石 忠 三

L灘 織核におけ篶灘機能黛下に灘蜜轟驚闘懸

縷綜般難画学鎌撃欝)犠:叡 灘

肺鍮 瓢お縫燕概蹄機鰍 膿難懸は従来外科手籍緯濾礁か

も あ3い は祉会復蝿の闘題 蕊灘 鰍 。てなど色紺な観点

かも検討慰れてきたぶ,畿 膝機能の　般界慧ついてす 曝牽

だ定晃を得ていない篇

演潔は菰の幾肺撫8㌶ 麗す轟縄題を検灘す嘆蚤にあたつ

て・藤機能障審綜屬蓮した欝覚灘状,す なわも呼級轍難

の穣度を毒考 とす碁菰ととした,,恥 麟。ぎ傭韓 の分類鵜

驚華の変翼勃 賦 て呼験懲難の穫度を10段 階に分縫,

③平地をゆつく鞍な魯歩鵬懲が,人 並な遮5で 歩 くと懲

苦 しくな灘懲の,あ 犠いは誉れ以。転の患勢れを訴淺3も

鼻を第!騨 〈雛疲欝)と し,② 階澱をゆ嚇 く脅なも欝轟

灘が・入戴な速書では舞れない感の,あ 灘いは噺れ以上

の慰切れ鹸 税 轟が第1灘 瓢雄諮ない臨のを第 黛群(軽

錨群〉 ゐし ⑧第1群,第3群 に轟 諮ないも鐙を第3群

(対照群)と し 瓢轟も研発崎象について灘生灘学的轍

諸検査を施行L海 無

検査欝象転捻つた擁例すぺて轍ついて,鷹 バぜ讐グ予

ワギ瞬を行撫、㌧%蹄 滋黛,時 閥糠活瀧 〈1灘率 および

!秒 量)・3慧蹴 罫鱒9濕騒 癒灘黒ついて換気機能を検討す

難とと毒に・繕鞭昇降によ蒸還鋤盤撒試験を雄曾 し,規

麗鑓おいて脱床灘般 難検斑熱して嚢然費なわれ灘べき簡

羅な諸検査織般よ絵,藤 結嫉におけ灘儀繍囎 難を検討し

てみた。

婁麟馬 第1蹴 欝2群 に属す嶺症舞 離ついて爵呼気

分樵 鋤脚 無紐成 櫨 液ガ業および般 ・塩蕪畢衡〉およ

び循環蒔聡の灘定などを費なうとと斐》に,一 部繍弼賦つ

いては虐心力勢一つ簿ル渋など著謙よ孫群継な検索を脅賦
,

いろいろな障欝鶴子 を解析欝騨癒し九鶯

演審は難のよう鵜心灘盤撮 学的立場よ鞍撒轟溝題を検

討す導滋と曝鵜 醗結 撫箒病変ジ〉懸類,拡 が 絵毒の麗撚,

病鷹iとの騨熱,あ るいは心鷺灘瑛驚なども麹灘して,臨

癒的立場 よ鞍灘結鞍症載おけ嶺戴鱗機能跨概念 を構麟

し,い わゆる呼戦機能不異・癬裟灘す 恐見解 を概説 した

擬㌔

なお紙肺機能鈴穫嚢纏賦分は,騰 れそれ鐙応用欝的,

携陵ぱ撃衛議応跨決定,労 作能力ないむ廃疾の認定な蕊

によ警議窯考慮婁葛べきであ導と考蔑た.

焦 菌癒緯繕核に餓 強5黛 脱機能,崎 に擬盤脱窯屬撫

の屬達

(策載大学懸辮般)離 村 簸

灘結嫉はその長い経過申常に肺総般の般簸 毒修鍵 をぐ

嚇 磯 すか舷 その過懲 識おいて各穂 む心齢機籠障審を

摺来す3こ とが充分推察 きれ3。 崎に戴症締結嫉では雄

凝趨震の醗繁盤障審を盤L,拡 轍瞭審が鱗 籍で
,し か懲

肺活盤はそれ程減/3ないことが雄離認め晦れ嶺.演 藩は

辮嶺難盤繍結核が藤線維症 と㌧て姦め導癒麗,懸 塞盤瞳

憲 翼織 瀬 演 難との屬連慧戴、轄をおき考察 ㌧た所を遠

ぺ鵜

鷲TA叢 ぴに北本慧よ導窺癒肺結嫉につ き.蹴 パイ繋

磐 η 蓬一,藤 気翫 肺内ガス分瓢 換気力学,拡 数能

九 運鋤舞獄 心電霞等の譲検査を驚行 し,検 討 し,

1・ 繍結核の進長 為それに併う騰機能糠審について,

結麟繕 激病蟻の進屬と共に,膝 が縮少硬化を来し,漸

次閉舉歎瞭審が出現 し,蹄 内ガス分霧懲悪化鮎,拡 激 臨

陣審 書れ,運 醐崎睡吸困難ぷ撫競す3.

2・ 璽症騨結核謬灘機能障轡について

以上の如 き進屬を見せ3薫 疲繍結撫 謙之 姦障審 を全て

縦 變戯 菰呉現す導のではなく,膝気量変鶴,閉 竃盤揮 轡,

拡激灘審織 叢鵜著 しい食い逮いを兇せ,そ の多彩雛を蟻

す・臨本分魏 こ従 う瀬側箆溝盤長欝症型 纏 型)に おい

て/秒 執 認V,遍 麹欝,欝 鷹 縮事,鞭 騰抵抗,識 慧等

の懇化鰐多 く,鵡 と鑓 鍛賊罫鐙低下度は顕舉であ難爵1

1,1叢 灘闇には聡 らかな法は認めもれない.

3、1欝 塞蟹難 轡轍ついて

羅難欝 によ韓検認す嵩と大部分跨症例淋藩醗な減少 を

承も,し か臨糠溝量 鉱必ずしも畢行せず,粘 盤抗蝋も藩

増す怒醸惣があ蔭,難 癒鮪結核の溺叢惚蟻轡高慶な薦事

をボす。又本障害は大部分不可逆盤であ馨。

4。 漫性藤気騰との麗猟載ついて

かか態醗塞盤灘警は肺跨驚1響的変化では説鱗し蔑ず,

気滋系金般紅わた灘麹 灘1変 ぜ慕が璽視 され 灘。蟹鍼罫.

認紘 羅 蒙,残餓事,糊 盤抗抵など鈴変継 鱒 繊 羅1こ滋い

職 残気慧,1瀞 率,響 気鑓塞指数,1》心oなど轡機能に

おいて聡 愚かな食い違いをみせ,齢 実蟹の障轡を主偉訟

した懸膿難鐘轡な3樵 とをあもわもてい墨撫

瓢 難の騨線維漉 と鈴繕異嶽,特 載そ緯鉱散障審紅つ
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いて

肺嚢賀型,問 質型肺線肺癒歎は明らかに櫓舉し,気 管

震型第窯肺に近い変化を潔すが,肺 機能障審の過程か ら

賦別憲れる.%肺 濡量,%批0爾 者鐙関係から肺案質

型,問 蟹型,そ の混合型と3肺 に分けられ,本 癬の襖雑

性溝明承 きれる.

藩.肺 性心について

肺糖環肺審に長毒関鎌の深い拡散能力 と膚窯 就撒漁

麓 との問には大凡の逆単行関係ポ諸め られ るが,纏 澱欝

毒よく相関し,問 塞黙肺警が騨循環に無視 しえぬ影響を

与 えることを知 る.

3.心 肺機能からみた肺結核外科療法⑳醸騨

(蕪本大耀 蝉 肺)宮 本 忍

1.肺 結核の心締機能

肺結鞍患者を地(%)肺 活量によつて以下の3群 に分類

し,そ のうち肺動鎌圧中間魑ポ20瓢 雛縫蕪以上を紫 もた

肺高磁圧癒肺別を櫨の曝のと比較 した成諸は次の懸 勢で

ある。

軽 藏 群:80～60%VC… … ・1§ 別

中等癒肺:60{酵40%Vく)・ ・25別

叢 甕鷺肺:40%VC以 下 ・ ・19健

匙肺落量40%以 下を示 した19樋 中,肺 高慮羅癒肺

S鋼 ⑳平均姥肺活灘は27%で ある.分 崎換気難は軽癒,

中等藻i,璽 癬の各肺とも増加 してお鯵,姥 最大換気歎は

地肺活量の減少に姥総 して減少し,残 気率は逆に増加し

海がそ鐙灘舎に縛問肺活董減少は軽度 である。02消 般

量,全 肺癒流量,麿 幾肺撫流率は串等癒肺で肥常値 よ蔭

臨増加 しているが,菌 疲化につれて減少 し,肺 高藏羅藏

肺では最も儀磁をポしている.静 鰍磁混会率,肺 胞一動

諏撫問 砺 較差は逆に申等疲群が長 臨低 も しだいに増

簾 して糞猛群,肺 高譲1圧疲肺では諸 しい増撫ポ み られ

る燃このように中等癒肺(60～40%V⇔ は換気と蹴流の

講藤で他の群よ滲もすぐれてお 蔭,動 肺漁 傷 含鍛と02

分圧は他の肺 よ鯵も高い.こ れに反して,肺 高癒籏症群

で碁壌験欝内ガス混禽率麟箋藩 しく高 く(3.82%)爵 禽効熱肇胞

換気率は長 も低い(4翫8%).肺 胞気 儀 分圧は纏肺に

姥べて上昇 むてはいるが38瀞 雛麟 翌霧にとどま蓼,難 代

償性の肺胞性過剃換気の状能載ある.ま た,血 流醸で鋤

無蹴 儀 飽和縫は平均8戴 購%に 低下 し渉動脈血 《二儀 分

難は簸肺に比ぺて上舞し平均 鵜6難 謡 塘 となつている

ポ 晦 μ蹴 鱒漁 の状飾 こはない.右 心無事盤,肺 毛細

管総は姥藤活量の減少紅つれて上昇 し,肺 高漁膨症群で

長高驚(1、1簸 慕醜 無 鷲擁 繋渉10。4搬麟 絃)を 示 した心

平均肺循磯時間や肺漁量は中等疲群でわずか載増加して

いるポ,霧 藏化につれて減少する傾向がある撫すなわち

中等癒の肺結核では肺機能低下にたいし肺循環の代鍵梅

用が難常によく謄なわれているのに,難 疲肺では換気の

みならず嶽流 も錐代償盤 とな雛,そ のうちから肺轟麟 叢

症が発生する尊

2.肺 鞄拡散能力か らみた外科療法の眠界

α)A懸 嵐饗献 を用い 獅鵜穂rの 騰鰍嶽 獅蒙磁礪 法

によ蓼,肺 胞拡散能力 を灘定する鵜 匙縢活難と騨胞拡

敏能力との問に蕉の相関関係ポみ られ,そ の嬢関は蜜瀞

時(㌻ 欝 軒0。8鐙)よ 鞍も運勤蜘 簿時 く㌘潔十〇。877)に

薯聡である.安 静崎膿胞拡散能力 を各群慧ついて沈較す

ると,黛 症欝 〈40%VC以 下)で は 鋤。4～1凱0,平均簸

欝.海 心CO擁 漁/搬瓢鷺慰で駈常櫨に諏ぺて滅少 もている

ポ,軽 癬,中 等癬の爾肺ではそれぞれ平均値2乳4,38。1

鷺¢C(》/藤副撚麟 里騒で蕉常範関 にある.全 肺磁管抵筑

300靭 鷲8.㌶¢。¢撚嚥 以上の嬢測はすべで態膝活盤,肺

拡数能力の藷しい滅少 をきたしてお鞍糞いかなる外耕般

法懲心肺機能の藤からは不斑能である。しかし全肺撫管

抵抗が200～250⑳ 難8.総 心.心漁構 内外で姥肺灘黛ポ

30～40%の 藏鯛には肺脱拡敬能力⑳中等度ない/ポ薯滅別

が混禽するから,換 気障審 を改善できるような外轟療法

ならば驚能である。

4.講 後低肺機能轍⑳拳後および対策

(肺犠畢肺会肺核醗究勝)塩 沢 正竣

衛畿儀肺機能纒の予後を主とし,手 般適憲の隈界,慧

策にもふれてみたい 為懲う。%vcを 主指標に↑vcG

秒霧)を 翻指醸にと翰ひ%V(藩9以 下を低肺機能 とし幸

10鐙 鼠驚 で軽雄 瞬,巾 等蔑 鋤,鵡 廳 奪鶯〉,超高能 鱒

程雄に分脅,TV()を60%以 上毒以下に鷺分 した.

予後は悪化ポ,就 労状態,労 肺 総力の霧観的判定,心

性挙後,発 生毒なおから検肺した.① 悪化率は欝照群と

ほぼ問一であるが,た だ肺切除後に低肺機能となつた灘

のでは明 もかに高ポ饗ある.② 般労率は対照群よ蓼毒低

く嚢機能儀下鍵に臨 にて儀率となるがジ3隼 後には紺照

群鑓おいつき,C群 でも60～80%綜 達する.憲 た欝諸

状能や灘覚鰹状 毒%VC40を 境にして大部長な難,③ こ

轍で大切なことは労働能力の審観的把握であろう.演 考

らは還勤舞荷臨(撒 雌畿 鮮欝蹴 総欝綜よる)の 鋤駅癬

砺 飽灘度の畿下を指標紅して,鹸 大運鋤能力を実灘し

さらに持肺的能力講算撫 を試みた.労 肺 蒙力は%v萄

TVCと 携な稲騨を承 し,肺 切絵では心肺で 懸 嬢1以

下爵欝肺ではR養 獄1～2と な 韓澄肺成では灘切除の

1講 倍の能力を承した.た だしTV〈 コ60%以 下の霧禽の

能ヵは1/2訟 なる.そ 瓢で%V鶴TVC,綜 欝から労騰

能力の予測式 を作つてみたところ掌そ鐙算撫櫨は鍵灘憾

とよく一致し賛繕後の管理に利用噂きるこ亀を知つ島
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魔お懲切れ 毒労肺能力とが櫨関をもつのは,%v鷺5懸 以

下,叢 澱獄2以 下む嚇奮めみである.㊥ 撚《心 の安肺時

欝蕨箆灘,運 動難蒋崎の所晃発環灘,悪 轍事などは%v煮

跡黛下 と蕊毒鷺轟ポ翫な軽墾憶と載%v心 鱒 を縫綜L

て叢を示す,、しかし衛縫縫羅による所見の懇榔綴1灘は,

難群を除 きあま1ザ簿湾でない、,したがつて,心 挫予後は

.姥較的裏好といえる。⑤鑓生率は 欝%で,撃 衛の羨敷

によるものが半激をしめる.藤 欝除(/4%)と 胸麟 ぐ欝

%)と の灘に…諸醗撫叢を示一婁が,こ れは灘臨と手徳礎武

1礁雛購する。④ したがつて酔籍後鈴%V鷺 は4(1以 無に

義どめる菰ゐが望譲しく,少 な く翫茎、3{凄以、転を確保し

・鱒 以 ド瓢することは避けるぺ 糞である.

つぎ跨手籍壌礁の隈界癒箭後灘労肺能 力,徽 藏後の

心隷消費蕪 勤雛漁 《X義分薫,響 徳1隷 る永続的騨機能

低下・死亡纏こと賦紙肺機鷲劔砕死亡灘,死 亡簾鱒なお

・から検討した・をの結果,対 傭%v心 縛
,Tv《 二欝 を

鑵安載し・これ以上の嚇金轍 識…臨安金関内にあるとみ

てよ、㌔ それ以下鈴場隷 瓢は凝 一的の判断は許されない

が%V鷺40,TVC櫛 緯鐙ところを下眼界 証みるのが

婁灘 と灘颪る心

長後鵜 徳鹸低締能能の醸鑓,手 衛失敷の綴鑓,肺 切

験 後の鶴発癒 事衛鱒黒夫,徳 ゆ肺縫の管理な煮から繕

縫低肺機能鰐賦対する薄策に考察を加詫た.

叢5。 肺諸穣に勲鞭る黛肺機能に関する諸簡関,外 麟的

黛場かる

(窟肺尭攣肺鞍麟號醗磐肺搬灘 鋤 難辮肺之助

外科的立場か愚以下鐙諸閥関載ついて検誘する.

1)外 科的立場か晦する無肺般能の検討

叢ず糠結嫉瓢おける肺機能,す なわも,拡 敬,換 餓,

憲 流及びそれ等の摺薫関藻綜ついて検討し,藤 結嫉鵜お

酵る糠機能驚審の把懲 礁は肺容黛を愈む換気灘鐙検査が

簸 蟻総灘なこと及び手繕轡麹 〉判定職 麟紡 長大能力を

もつてするのが簸 も好滌な穏廊を知つた.

次い鴬 瓢融考丸方に蕊き,芋 講予後の判定欝標毒㌧

鴫%蹄 瀬量×時間藤澱量滅くなる鐙を選び,理 肺的鍮

山 も 実験緑 こ拳徳謹∫能な長蝋隈界 を崎間肺澱量を3擁

秒離 おする場禽にはK黙1縛0〈30×6の,1秒 ポ とする

勢 翼 はK灘2鵜0(30×3の と規定しき二の魏 諸が蕉L

いことを実地臨床的紅《}謝証知た。

以烹の外,左 磨別%腕 潜量をもつてする手肺紺武懸の

手徳響能 な長紙限界拭ついても検討したので,そ れ等載

ついても騰及する。

黛)低 獣磯龍患蔀簿崎中,衛 後管理 く肺胞鷲紙換気症

候群 を申心 として)

大餓罅戦時や般素験入蒔賦おける勲肺織酸素飽灘度や

淡酸ガス分瓢等の変鋤を知 ること紅よ書),糠機能陣轡の

般類や毯縫鐙把擁及び藤胞穏諏換気症鱗欝への準備状態

賦ある患者の発薩等が爆能なこ激を鴨 もか裟鮎,つ いで

肺胞韓紙 換気症群について実験的並び賦臨床鹸 瓢検討す

ること鑓よ轍 叢れに対する処縫 としては低韓濃管灘多

丁無A織 投与及 び爾藤の轡用等が好濾なことを明もかに

した。

以烹を暴㌶し,肺 鉋幾低換気症鍵群を中心為㌃て,儀

肺機能患者の徳中,徳 後管理轍ついて鈴われわれの響蔑

方 を述べる。

3)戴 締機能患藩の衛後の娃会復帰

徳後1勲 年以上 嚢縫過し,現 在般労 もつつあ る患藩

438名 に問診及び肺機能検査 を費ない壼鷲審能事の繊下

度について検討した.検 査対象は 獄。!鳳驚.3灘 以下の蕪

劔に隈つている,、

肺述の指擦,す なわち%鱗 懸鐙×1秒 瀧鵜嬢00(灘 ×

8の 以下のものでは畷ら爵藁轍仕事能率 の低下が諸め 曝

れ,諜 のあた琴鵜幾騰機能鈴纂灘を罐くのが妥峯かと愚

われる。

蝋}鱒 外,換 気指数や 礁黙蹴 欝 撒艶 賦ついても検

討したので,そ れ等についても弩察する船

シ ン ポ ジ ア ム2.

類 上 皮 細 胞

ぐ婦1糖 瓢 灘一蒙8。黛{/:〉

座 長 黒 羽 武

窯 結核鱗鍵に灘響る類上繊総胞鈴趨灘

く綴島難寛薩轡大学病理学教蹴)小 島 瑞

特熱挫 炎・轍 凱結鱗紅騰 メ擬1織 を特徴織 愛ている類ま一

波 細胞裁は云う叢もなく樹定響搾響本で欝膨又は灘円雄

鐙大 きな水泡状薄鞍をもつた騰界不肺鱒 懸総胞 を惹瞭

㌃,烹 皮継胞紘類繊した隷般般叢を承すことか賑かく名

琶けられたものである.寒 緯灘はその特異嶽膨態の譲綬

臨つて霊 くか ら濠日され,そ 鐙起雛紅関する鍵驚は鹸世

紀以来肺 しく,幾 麟の臆説が立てられた.之 等譲学説⑳

主凝は灘叢得るあらゆる可能性を関羅Lて いるが,検 索
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籍武の進歩翫共に次第に潮汰整懸 濫れて来た.然 し今難

に灘導亀之れを血液細胞露来 とす為学説 と綴織繕胞轡来

と織倣す禦説 とが封立し,墓 本的な点裟おいてす ら箆解

の一歎を欠 く状態賦あ為。簸墨冤解の不一致は学納の餐

凝麟炎症總胞の糟異な纂總胞発生論に立鐸してい孫こと

によ導.従 つて類上皮継胞の趨漂の決定は単に結核症の

病灘に賣献するだ磯でなく夢広 く炎疲一般における生韓

防衛機携の解明に露大な慧義 を膚す導ことにな凱 この

癒瞭か ら演藩は赤綺教擬摺導の下,多 數鐙騰輩と共に多

年に難 警濫の点を追求 し,従 来の諸学説を逐一吟味検討

す葛為共に各種鐙実験的観察か毒一応の結論を得撫 こ釜

つた。 ここにその概要 を述ぺると共に穣島繕大病霧諸氏

の共騰欝究成集の一一二を附加したい、

類土皮總胞の漁液細胞 磁来説の うち単球 海来 説は

鎌穣犠 とその一門によつて打ち立て られ婁天野等によつ

て翼に種凝の裏轍 妻がな婁れたもので,従 来の素朴な綴

織学的シペルの知昆から鱗皮し,類 上皮細胞に糟細な納

灘轡鵡舞麗 を与えた.然 しこの学説には欝なから論誤謬

演認められる.先 づ類上皮細胞ぶ漁液単球由来 として潔

然期待され導撫一濃内単球場拶藏が認め ちれないのであ

葛瀞鎚つて単球ぶ類上皮細胞に転化す導繭提条件として

病灘に遊出した単球が欝部で更に分製場殖し藩 しい形態

⑳菱化を演/二なければな毎ない.篇 の点に就ぎ穣等は膿

腔内食織胞を漁液単球と欝一総馳 と霧倣し,本 細鷹ぶ承

す種 凝⑳変態鍮を以つて組織内単球の場殖変態過程の騰

ヂルケー凱とした.然 し演藩の研究によ鯵廢腔内食細胞

綜他⑳擁腔内食總胞潤様縄辮 よ勢発盤Lた 一種の組織總

馳であ鯵,編 胞学的にも漁液細胞 と本質的に轟な孫績胞

種であ嶺ことが明 もかに書れた.更 に各種起炎物蟹によ

嶺炎症蟻において遡撫 戯 単球の消幾をつぶ 霞に追求も

た結墨,単 球鈴場殖変態過程 を確実に実灘す孫所見裟接

し得なかつた.単 球論の蟹大な根提は起生韓染色上単球

に串性赤花冠があ導,一 方類上皮細胞にも之れを認め養

菰とにあ蔭,爾 者の溝…牲 を花冠形成を以つて説明しよ

うとした.然 し中性赤花冠の形成は単球のみの專窟物で

はな く,館 腔内食継胞並びに機能冗進状態にあ嵩總内系

継鉋にもそれを認め,更 に類上皮継胞の中幾赤顯織鈴分

霜の盤格が後藩によむ近慨しているのであ翫 寒天注入

後蹴液内載類ま皮細胞,羅 細胞 が出現する事実(獅 潔・

療,生 鋤 麟!球 論を支捲す嶺膚力な撰見と灣歎れてい

た魁 辮悉類上皮継胞,藏 綴胞は実は漁液単球に露来し

た毒のではなく.撫 流内に入つた寒天によつて惹起され

た雛鑿瀧異物炎癒巣(主 として騨)勲 篭毒撫中に遊離し驚

總内系細胞に欝来す葛ことが究聡された。演藩等は翼に

譲兎頸静謙に麿構ガラス球を装鷲し,中 に結嫉戴塊を入

馨霧羨欝響讐 叢膿 灘 墜総 灘
の形成は勿論,羅 球,婆 ンパ球等の場殖轍は全く認めら'灘

れなかつた.以 まの 晦瞭実験の轄渠から類上皮継縫の瀧 藤

球由来説は蒼定婁5べ ぎものとの結論に灘した.

一方灘 欝 は鱈 摩染恕 譲 導組織学的観察から類鑛ll

納胞跨母織胞と醤婁れていた總内系納胞につ愚總職撃釣 ・3

検索を試み鵡 その繕累總内系総胞は特定な形態に騰1

ものではなく・ユ騰 職 にそ磯 能状態1篤 叙 鋸 な 悉

変態餘を示 してい嶺ものであ絵襲体腔内食細飽ぶ撫 腕ll

進状態 を物講嶺總内系の一変態像であ嶺ことが明らかに ・

きれた.構 して態較的静止の状態にあ籍皮下総織球で臨'、

被納激状態では懸定型の形態を脱 しで讐膨化,遊 雖化し

中盤赤驚冠 をもつた蟻球様細胞乃釜撃ンバ球様織膿形懇 、

に変態し得嶺叢とを縫癒球介入の無い鵬において爽誕す ＼

ることが出来鵡 臨 繍 蝋 欝獅 撚・R鋤 磯 等が炎鑑 、

巣に認め分化多潜能を賦与 したサンバ球な導ものが期萎

婆ンパ球様乃至羅球様化もた綴織球である公算大な導黙 、

のがあ導.總 内系糊 脚〉斯 嶺変態は炎癒巣において簸毒 冷

顕藩に羅 沸 鉱 変態過穣の方曝 測 激の強さ及び蟹に1

よつ臨 灘 毒れ,結 核病藥にあつては?次 類上皮綱 絨1
き

は欝講胞へと変態して行 く・この変態過程 は趨生林染ll

難,電 顕,叢 びに納臆化学的観察によつて明確にこれを

たど5こ とが出来葛.職 結核癒を奮め各種肉芽廢盤炎 ・

疲巣に出現す導類上皮納胞は納胞形態からヌ形成過程か'

ら漱つてこれが漁液細胞に鐵来するものではなく塗薫驚 ・

蕨の所講来分化聞葉細胞から発生する懲ので惑なく薫撮

所の總内系總胞の充進した機雖状態 を承す一変態嫁であ'

蕎ことが結論 婁れた。

2。 類上臓總胞の總織化攣的樵状

億 都大攣繕樵購究辮病避騨 講 水釜 照

継繊化学,特 に雖嚢の総織化学の鷹黛は穂の分野鐙そ

れに姥 し鵡 鮎較的薪しいと灘 う婁.

繕核病巣にお雛墨総織化学的研究の報欝は欝鎗～磯9灘

に難常多数あるが,そ の殆んどが,難 定餐埋標本翼ぐ》い

てであ鞍,羅 つ,系 繞的に組繊化学的漸見を綜会した研

究は比較的少いと云う事。

最選5力 年闇に隷 矯 癒繍 騨 的舞 鋤 進歩にはみ蕎 、

べ 選ものがあ葛と云う穣。

以上の歴史的な灣慮搬もとに,類 上皮継胞におけ導物

繋代謝を,特 に酵素の総繊化学的な立場から系畿的に邊 一

求 した.材 料は入韓 手籍魏出材料,及 び各動物の実験離

結核嬢の材料で,特 読家兎皮一下総繊における材將に璽慮

をおいた。 蝋れ らはすべて従来融懸定憾撰の標本以外に・、

C響08雛 に よ嶺瓢鮮切片及び一部の健は細鮮伸羅鱗艦 ・・



41

鑓婁点をおいて行なつた鱒

L酸 化 ・選光酵紫 毒y魏 無鱒驚磁轄 蜘 縫 猷癒及び

號永棄雖叢反礁ぷ初期の難 熱皮細麹鶴す馨畷爵も 蜘 場

性 を紫す諜とは聡 瓢蜘爆れてい纂事であ導が,騰 蜘 難饗

によ蒸各難脱水嚢酵嚢群の謀礁を検討 した結 雛,従 来知

もれてい灘窯ハク酸騰水嚢猟礁よ輿}裏 灘馨及び 丁欝鷲、

畷鍛11蟹総鷺猟応 が撚 めて強い1嚇轍 を承す灘を明 らか賦

し 凱編 こ輪欝照総蹴 な熱種 騰水嚢酵嚢欝跨反続諏 も

糧痩の差のあ薦事を牽・凱

凱 撚水分解酵紫その態1欝 難 の代謝賦灘連 ㌃て

総 董懸 懸鱒・礁藤総 鐸箋o鍛無轍難,1藁欝懸,総 総熱総,糖

鍵の鶴灘 難ついて麟 韓擁む鞭1議8繕,β灘1辮轄轍撫8灘,そ

誇癒 蛋 縫代謝 につ い《 獄傭 鋤脚癖o熱 鷺 等,更 に

11撫辮磯 勲0慰1翼 鍵o)欝110鱒糠 総灘 を始め各種 麟欝

鋤蕪繍 慈餓 総織化蟻的な特異盤を考慮しつつ,法 範懸

毒検討を行 なつた.

3・ 欝A$染 色豊$燃 糠 染難欝結嫉藤藥&等 心

4・ 一部,戴 趨蕪懸徽鏡及び變生鉢染義

以上の成績を難特其的な炎癬細鞄におけ難瑛羅と対鷺

Lつ つ,そ の形態 と機能の蘭達を灣察した穏

その撫,繊 織場養にけお嶺断鷲について臨藩干触れよ

㍉

3・ 類激籏總繕の驚峯顕微鏡的欝究

o神欝趨灣致攣)隷 森 武夫

蒙蒐の騰 既 騰 腎,醐 節等に結核薦 を接種 した後

の納鞄撲礁を主として總内系細胞の態嚢と類 薫波 細胞膨

成の過程 を電子〓微鎌 菰よ鞭観察した.無碗 藻慰の形態

撚いずれの臓器においても糠ぼ纐～一であ箒.即 も,好 巾

球反臨に次いで,幼 藩細總,成 熟食細胞⑳場生があ鯵,

貧食別激型食繍騰,離 類上皮繍灘の形態を経て類上皮纏

胞彩成を認め難.成 熱食納職の一般的な電廰像は,不 規

灘な細胞縷鍵起を禽す導購,納 胞体藤 徽は灣灘小胞簿の

良野な発灘を認め導凱為であ難.そ の簸糸毅捧及び嬢臨

系の(沁 董麟 装横 をみ葛鼎多 くの場禽欝1癒小胞偉をみ と轟

鞄 核織は特徴的な蕨毘は認め毒れない.幼 驚難では上

記の小器嘗の発逮は欝弱で弊欝禽型ではその場搬があ鯵

欝食檸(懸 購礁蝋 の や犠胞彩成を認め導崇

類上皮細聡では,継 臨膿突起の発達が…麟薯穫 で,幾

き2謀 鵜達戯5索 状突趨の密生 癒み婁5瓢ともあ認,細 臓

隷内鷺は灣藤小灘隷麟 灘黛全鱗 瓢密姦し,叢 繋A顯 織 郵

場隷してい難、然し火灘の欝食緯や塞鞄は認 められ な

い・糸粒隷は場加し,小 欝く,不 盤形で,塞 賛濃縫が上

欝/試てい駆 ども愚か とい颪ぱ細鞭体鶯縁識 こ分齎して

い臨 そ鐙撫径2-5購 購後鐙円形ないし構円膨の特殊

小体を認め臨 内欝が高電子濃凝均鍵性のも跨をA型,

内容に織細鍵蹴 微纏顯織が充満 していて姥較的蔑電子

濃座性の毒の嚢鷺灘,鐡 總蟹融・顯粒の分帯演疎で儀電

子濃度難の もの を心型 と名噛 強5と,類 上皮細胞ではA

飼難璽小1縄 認められ導ことがあるが
,欝 饗小鉢ぶ多數

凝 鷺現 ㌃てい鑿憶とが特幾的・謄あ蕎.

なお嚢鞄系砕 搬雛癖 装横 や懇灘小胞綜の撫状配列を

みる叢と臨あ駆 以Lの 機な定型的な類上皮細飽で認め

られ纂小器嘗の増加は欝食醗食繍胞が示す範懸を選かに

凌駕してい凝 ㌶ で,総 懸磯 鰭殊に細鞭鱒消癒遜穣の寛

進状態を墨すもの ど灣え鑓 縣.然 し結飾内部賦は贈賀

鞭粒の出規やその懸の変挫懲を承すものや,又 或蒸欝禽

には類L皮 細麹轍遭い性状 を牽す誌類上皮細灘 を認め導

こともあ嶺.

次1講 縄 購節腔内に種紺の物欝を投与 して,こ れもぶ

灣液膜下の食継胞に餐食せ られ,胞 韓内にて消化分解せ

もれ葛過程 を追求 して結核樵類烹皮織騰 と態較 した.

灘 ち

《1>蛋 爵蟹 鵬 郵アルブ篤ン憾 作,諜 態作),鑛 虫卵

鋭廢物翼 欝ツベルク夢ン反覆投舗 の灘 瓢,分 醸 瓢際

しては窯としてA灘 小体及び璽胞 を認め孫.

02)熱o難 擁就鰻o(鰯 虫卵 ・結核麟 ・鶏卵等鐙疑シチ

ン)で は薫 と/。て難型小韓と少數のC灘 小檸 を認め5
。

01×2>跨場禽⑳轉殊小綜は欝食体に近い大 慧霞を灘L,小

器窟の場撫愁欝食欝食細騰のそれを儀か鷺超え嶺のみで

あ嵩。

03>麟 虫概 慧ン鵬劇ク,マ ンナンの麓食後の消化で

はo)型小休が變めて多數鵜出規 瓢小器蜜鐙場加 臨顕薯で

繍嫉鷺懸上皮紹胞に綴めて滋似 した轍を潔す叢義を発見

した。

鑑 類よ麓纏麹繊環⑳発疫蟻的考察

ぐ駕灘蕪大学繕樵欝究勝病理蕩)森/日 灘雄

結核挫病変の特翼挫を物譲 蒸欝子の一つ赴して類上皮

細胞の出環は,書 くかち注麟せられ,数 多 く⑳欝究嚢に

よつて検討されてい導箒

従来のこの方灘の欝究は.結 核麟賦灘遮す導臨の為し

て欝璽成分の側か らと,更 に油辮i類を綴いた異物猟癒鐙

鋼か穆と,2つ の醤から欝なわれてお翰,あ 導藩は純然

た曼5異物簾応の際に出現す嶺総胞であ嶺といい,1父 あ薦

灘 震麟搾成分の串の轄異な膿欝が本総胞患親の〓であ導

といつてい鶴 しかL一 つぎ北大武澱病理においては永年

のア/〆釦ギー実験の結果,本 総職出現に抗醸抗体簾慰ぶ

密接礁麗藤 す葛とのアレ痴ギー説麟擾出譜れてい葛.

胤のよ彗紅従寒の礫究には夫館灘実験条陣㌶お響導差

が蕊いの作鍵飯説灘上の歩みよ蔭を障障 し℃5か 轍毒羅

蔑られ,演 欝はこれ らの灣えを亀う一慶撚藁縛的臓醜め灘
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べ く幾種類かの実験を行なつてみた。

先ず卵鷺アルブ ミン感作兎の気道内に醐抗原を注入す

葛鵜 蹄には単核總胞蘇応が根薮強 く起葛が,類 上皮細

脇の出現は認め難い難叉ツベルク亨ン(ギ ツ」)蛋溝座作

鷺にギツ」蟹霞を注入しても溝機であ葛。しかしこれ毒の

i號原を 麟錘職癬(主 成 分は流パラの一種)と 熟 こ注入

すれば醤10日以降少數ながら類上皮細胞が現われて嚢鰐

い結節炎の横成分となる.

次にこの 磁舞職 蹴 のみを蹄内畿注入すると,鐙 購

幾か ら類贈体肺炎巣が影成せられ,15縫 から鱗胞内,婆

ンパ小簿内に少数の類上皮細飽が現われて来灘.叉 単球

難猟応 を強く起す乳酸 を注入す轟と,大 醸核細胞性締炎

は起悉が,類 上皮細胞への進展は見られない。

次に結核繭加熱死菌を織死蔵免疫兎の騨内に注入す嶺

と,大 単核總胞性肺炎が強傭 駒,3鑓 鐵からそ跨ヰ1に

幼弱類上皮細胞の出規が認められ騨5購 難に始 まる繁殖

炎.結 簾形成は10欝 で完成する.こ の経過は非免疫兎

⑳場禽に姥べ,選 かに早 く,そ して程座的にも遷か紘強

いo

ヌ死繭免疫兎糠に菌体騰蛋霞繭分を注入す愚と,既 に

1鑓 還から単嫉細胞結簾及び幼溺類上皮總胞が出現 し,

3鷺 迄に著 い 戴 熱を晃せる農膿蛋海感作兎において鶴

全く縄鷺結果をえた。これ らの變過は死菌注 入を上廻

署5糠

一つぎ菌搾燐謄難懸分 を斑繭免疫兎齢に濾入した嶽禽,

初期⑳藤胞炎は強く起 孫ぶ,早 期に吸叡せ られて しま

う。その際燐謄賛に ギツ」蛋欝濁分を混禽 して注入して

も 類上皮總砲性繁殖炎 結節炎へ と進展する傾向は麗

い慧

以上の各爾分によ導病変膨成は舞感作兎においては選

かに遷 く塗しかも病変の拡が 絵において臨ごく弱い嬉の

にす 鍵ない鵡

なおrツ」皮内蘇態歓おいては類上皮細胞の出現を認め

難いぶ,猟 鑑の繰運しによつて軽度ながら繁殖性病巣の

出競を晃た先入の成績を確かめえた.

以よはわれわれのえた成績鐙一部にすぎないぶ,類 窯

皮總胞撫競の条件 とな導炎癒性鰹激としては,単 核績蹴

の灘出,場 殖をもたらす麟激物欝で,し かも擾期総驚辮軌

に存繞 しう導難駁叡性異物剃激であ葛ことがわか る。

R鷺5別 激物質と考えもれ悉 繭 鷲臓麟 の病 灘作絹が瓢

こ=に晃 鑓 聯.し かしこれだけでは広範な難!波 繕騰盤、

病擬は撫現しえない.そ こ裟アレルギー一規象の巣す役離

があ悉と考蔑られ15、

ここでアレルギー炎を見ると,全 て緯アレルギー炎に

本細胞が出規す蕎とは繊らない.そ の条件としては,第

1裟 そのアレルギー一炎は継嫉細胞性反応であ嶺ことであ

導.多 嫉灘鏡叉応の強いアレルギー炎は不濾であ軽,逢 癒

型猷応の膨武が必要であ難,し かもなお,遡 常のアレル

ギー皮内蘇応の如 く漁轡難簾臨を主韓としたものでなく

て,細 胞性或いは綴織性獄応が第一義的であ嶺ことも条

件 とな灘.第2鵜 抗癒,抗 体の鍛的均衡を考荒ねばなら

ない。強す蓼る反応は却つて不灘である。第3纏 反悠は

遷延しな韓ればなもない心瓢こにi筑原の吸敷挫夢変性の

問題が出て来 る.探 復濾射,認 彩抗療の嶽覺はこ瓢にあ

葛と考える.こ れ らの翻約はつ象鞍鋳述の異物剃激の条

件にすつか蓼あてはま凱

次に繭鉢成分について見嶺と,麟 簿謄蛋縫醸分が鹸 も

類上皮綱鷹性探応を場 くカぶ強い.こ の場禽騰質と蛋漁

の混禽状態ではなく,撫 合或いは化合状態が璽饗な国藻前

であることを知る藤しかしこのような贈蛋織醐分で臨曾

難感作兎においては異物別激 を驚華上廻葛穫簾の病原作三

矯 しかなく,繭 搾成分の特異的作簾ど讐えられたのは上.

述の一般条件にかなつてい悉に過ぎない とさえ考えられ

孫爵

最後にアレルギー競象は広大な類上皮細胞鱒病 蟻を作

らせ,し かも本總胞の成熱を健進す蕎わけであるが,そ

の際アレルギー現象は単な導補助的役警威にすぎないとし

て も,ア レルギー炎霞熱は,抗 原の局所的捕捉裟よつで

吸叡一を購審し,病 樂の孤立化,更 には修復をねらつた免

疫現象とも驚えられ,こ ⑳ような機騒が類上皮納胞性蕪

応の発親にもつなが悉禽 難的性探礁の一種と理解す導も

のであ観
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シ ン ポ ジ ア ム3、

外 来 治 療 か 入 院 治 療 か

(4月11日15.15～18.15)

座長 隈 部 英 雄

璽.外 来治療

礁臓 予鯵会渋答謬療辮)飯 塚 義彦

(拶)大 婁 敏雄

o結鞍予防鎌 職研魔鱗附灘療變紛 木野智座光

儂 鉄譲京保健讐理醗 麿賀 光

次の各項難 こついて述ぺ導.

A。 外来化学療法の治療成績概観

初醐211?蝋 再治療脚$醗 計2002働 蹴

時病灘の撫なものについての改欝と,終 了時病翻 螺 穣

悪化顕度とを示す輪

鷺・外来化蟻療法灣象佛 徽 る改善と,終 了後の悪化に

影響する国子の検欝成糠

c・ 外来化学療灘薄象鰐におけ導悪化鰐の検討成變

o。 繋静の検討

1・ 。転記薄象劔によ墨.改 瀞 と終了後の悪化 と安静と

の関遵幾の検討成縷

2・ 最遣の疲別によ導就労,趨 宅婆静,入 院の比較成

績(濃 蜘 徽 導改善⑳鰭較>

3。 入號.外 来の終了後の悪化の紘較

4・ 管麗集懸に隷 鵜 癌例によ嶺安静の検討成績

5・ 勸物実験によ導安静の検認成績

蕪。外来化学療法の問懸謙鐙検討

1.綴 薬率の検討成綾

2.税 簿別鐙検討成績

3.入 院離溶療の検討

4。 隷族内感藥の検討

焦 入院治療(入 院治療D

個 立購寒療謎醗〉 櫨村 敏奮

1)外 来濃療中の悪化の叢大鷲三について

艦学療法の出現綜よつて,以 鹸のような厳難な安静を

行なわなくても治導藩ぷ多 くな穆,稽 嶺紅進んだ病状の

者でも 選院又は就労治療で渚 鯵得悉場奮ぶあ葛ことは

多數の報告によつて承 毒れてい嶺.し かしながら現実に

は,外 来濃療に失敬し,璽 濾化しては ¢めて入院して来

る藩が後を絶たない。 し輝 滋 れ らは,欝 雛懲 を癖出L

ている場合が多 く,そ の後の濃療が露常絵困雖であむ,

殊鑓外科療法の漁慰を越蔑た者の予後は不農であ灘.父

仮に治癒しても 心騰機能が藩Lく 滅退 し,社 会復嬢 難

難とな葛蒋も少 くない。轉紅問懸視 書れねばならないの

は・入院す導まで載醗盤繭をどの位長 く群出しどれ程多

く感染せむめたかであ 翫 最 近,所 講 韓 繊w畿 曙

ご聡織織聡 の急激な場加が澄界的に注 欝きれ始めてお鑿

が・わが懸では20%を 越蔑ようとLて い嶺環状であ導婚

その感染源は・外来麟 勃蹴 な蒋為考 える買捲 であち

う。外来治療でも 醗性菌 を撲繊す蒸患者が場えてい孫

筈であ勧 場 窃の一般外来治療は,そ の検紫す ち殆ん薦

行 なわれていない現状であ愚.こ のようなことでは
,こ

れが翼紅央歌{粥を場す原国 とな鱒.こ れが又醗盤藤を鑿

麺 させるとゑ う悪徳膿 を生慧る危険がある.以 上のよう

娩 勸 鞭 につい磯 明し 又そ碗 簸について磯

察 を述べたい藤

2)化 学療法にお脅る安静の役懸について

強力な化学療法 を行なつてい嶺場禽,安 静が金 く不必

要であ嶺と薫 う極場な説 惑発袋されているが,入 院患春

治療の箋際の経験 とは一歎せず,少 くと臨競在の毅欝で

は安成し得ない。寧ろ,化 学療法の漉癒機転におけ嶺安

静の役劉 を㎎ もかにし,病 状に薦1二てこれを活懇す難こ

と溝必饗 と聴える。 この点について,變 々の検 討 を試

み・殊に・立畿位ぶ肺上部えの漁流を減少 婁せ萎ため,

灘上部に病巣が貯発す導と漱う攣説が化攣療法の勘事に

嚇〓係ぶあ導かどうか蓬・,廰床観察及び勸物実験によつ

て検討した。又,織 復期患者の作業療法が,魏 麟及び1・

繊轍に及ぼす影響を観察した.

3)入 醗錘進慧策としてのル ・ビ攣テー シ欝ンの意義

公衆衛生上叉は濡療上当然入院す響き患者溝,経 済的

理露で入院 しない場舎については今般の命令入辮麟座の

拡充ぶ果す役舗は大嚢い.し かし,将 来の復職不能の不

安よ鯵入院を轡難ない場禽の解決は容易でない硲 これに

簿 し,攣 ハビ亨勢一シ欝ン鋼座を拡充し,復 職文は灘讃'

な転職の可能性を確実にすることぶ,膚 効な灣策であ慈

こと凱 後保護施設及び麟復者相談窯の資料に基いて説

明したい。

(入院治療2)

o策;轍大学鏡醗欝病欝究勝)菅 野 變i

東北大抗研婬おいて,入 院なもぴに外来で,主 に3織 欝

欝ASJN難(縫 サルフ7一 翔)の3藩 掌ヌ一はこれ 愚のう

ち,2蒋 併別の化療 をうけた肺結核患藩を慧象 として観

黙 肺 レ線写糞:総 ての症別において,普 遜平颪撮影の
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他,必 ず断罵撮影,蒔 に気管支撮影 をおこなつたものの

みを贅料とした.結 核蔭=総 ての患奮に繰運し,こ の検

紫をおこなつた鷺喀痩の塗抹津一叉は培養潜或いは爾嚢を

濁縛に施行,喀 餐の欠 くも戯 こは灣液培養を別外なく実

灘.翼 に,赤 沈,体 温,舞 璽,肺 活量,ツ 反応,又,入

院患春では血液懸,摂 取せ嵩力鷲ワー,そ の継ゆ 諸検査

を定期的におこなつてい悉ので,こ れら総ての資料を病

状の経過職定に絹いた.灘 レ線織上の病難 二総て掌研分

類に よ難。蓋本型として 欝欝又はCを と鞍驚その病巣の

撫が琴は1乃 至2.空 溝は舞硬化壁鐙もので,そ の大 慧

憲は,1乃 鑑2に 限定して観察.慧 象とせ嶺患藩 ン…般

入院憲毒についは,昭 和34年 かも35年 の3が 鐸)灘

に退院櫨嶺もの,擾 蝦 畿麹 集検 をおこなつて絶えず鍵

座を管變一している2つ の集麟繁即 ち謎欝城票教暴と東北

大学生の入院患藩については昭和3心 年よむ昭職 舗 年

までのマ爵嘩闇に退院せ碁もの学外来患嚢については主

鵜 昭和3¢ 年以後,36年 宋までの闘に化療 をうけた臨

⑳について検討 した。

化療期聞;5カ 月に満た轟短いものは,こ の場含,問

題点が戯5と 藩え,一 応,入 院,外 来 と毒化療達競5力

薄以上に賣悉ものについて地較観察した.以 上の条件の
"下に
,次 のようなことに就いて論及す纂懸入醗群(入 院

⑳みの群,18院 後臨外来に遡院せる群),外来群,再 入醗

欝の3群 について,結 鎮菌の麟出,病 型,鍵 濁と化療の

種類とその期闇 との構互国係 を追求し,そ の濃療効果 を

観察した結果 を述べ纂.1叉,姥 較的,尚 一の傭入的又は

歎会的環境におかれていると箆なしてよい蜘 灘 く數鍛,

学生)の 化療勘果の闘題に触れ蕎.次 に入院糠結核患者

の う爆,講 蕊あ導臨のに就いて,既 往の治療 と蔵醗性と

の国係を追及 し,入 院によ蕎安静弗療の問懸裟欝及 す

蕎.灣 時に,結 核予防法によ灘 趣講に基糞化療をう酵た

藩核患者の外来濃療 と入院濃療の実態を保健蕨におけ灘

穣欝書に理われた蜜料とこれ ら患藩に灣する葉書を鷺/♪

て講ぺた成變について報轡する.

(入醗治療3)

o鍵 餐蜜滋畿国灘 騰覇)内 沼 誉

次 謬次ぎと発兇毒れる化学療法遡を,そ の〓著 な導抗

轄核作講に眩惑 されて,多 凝を纈座す嶺ことなく,従 来

のサナ 轡 ウム形武の療養の申に導入 した嚢らいはなか

ろうか黛これ等の問題 を解聡するために多 くの叢變がつ

識れつつあ葛ぶ,結 核の慰学療法における一般療法,安

瀞等の協助の効巣拭ついては未だ一致 した箆鰍 こ達して

いないかと懲われる.

入醗濡療か,在 宅濡療か,将 叉就労治療かの決定は,

欝嶽的にも偲入の幸穣のため裟も影響するところ大であ

蓼.灘 療を援当す嶺我爆 読 つても璽大な諜變であ蕎.

要入院溶療の国学的基準を楽灘におくかは,そ れぞれの

立鵬か ら衆智 を傾獨 して決定すべ謬で,ハ ンヅルに傾雄

すべ蓮であろう陰

繕常の診療に当つて,外 来濃療では入院濃療に雄LX

線歓 熱,廢 影溝失憲での期聞の慧鍵と消失不全の綴をま

ま菟導ので,単 に軽微な廢影であるから外来濤療噂よい

と⑳みは愚つていない.然 し漫然と一定魔 までの締結穣

は入院溶療が醸劉であ羅とも必ずしも灣えない。この菰

とは発兇時鐙みならず退院時においてもしか1)とす墨.

昨年廉,近 畿地籔の全醗立療養所め共懸研究として,

入解患籍の実態調査を行ない,雄 計も進んでいる.そ ⑳

うち,入 蚤まで跨期間 ・療養安静状態 ・化学雄法 ・経過

罅と入蕨後の経邊を種聯な角座かも解析検誕し,本 懸の

瀞考資料に供す嶺が,み だ鞍に外来治療 を懲灘す導蝋乏

僕しむべ鳶であ嶺義考え嶺.

演轡は36年12月 来,琉 球の結核に対す導撲衛援助

の一磯 として,欝 下沖總に滞窟中であ惹が,豪 地では結

核病床が少 く,ヂ在窯濡療」ぶ瀬正薩療 として実施毒れて

はい嶺ので,公 務澱羅師灘 と共にその実態と成績を〓査

分析し夢併せて報驚したい と作其串であ愚惣

(入院治療 勢

(灘窟欝京療變鎌)鍵 沢 識灘

入院治療 と外来湾療の成綴を態數す嶺場含に,現 婁の

縫会的条件や婁国療体系の絹異をそのままの姿為して取

入れて沈較す5凱 とは,そ れ霞偉癒憾があ 孫ことであ

翫 しかし,今 後如蒲な導藏療或いは保瞭舗座の改善を

以て結繊灘策 を樵進す町謬かを検討す導日的には,鐵 来

薦丈国学的に条件 を一定霞せて姥較することが必要であ

凱 現姦まで,厳 密にこれに酸嶺す碁検討は殆んどない

が,1956年 一来W難 ◎ の企繭によつて肇礒イン ドのマ ド

ラスで始めもれた,藤 結核の在宅漆療と入院治療の姥較

研究は,全 く雄作為に選ばれた患者を,控 宅及び入続に

簿麟 て溝療し,レ 線像,播 麟の廢性化綿,醗 牲欝発理簿,

膿薬の確婁性,納 作驚などについて,糖 密に箆較検討 し

更に5年 に薫詫5遮鑛予後 曝騰 毒かにすると糞う,極 めて

大規模鼠つ系統だ噂たものであ導で,そ の礁綾は全撮界

の潅 国を欝ぴてい嶺(結 核文獣の抄録逮報11巻2号 瀞

照)。 その1年 までの報告は,確 実な薬納の澱 繕及 び叢

れを指導す葛に必要な入鍛,菌 検査の充分な旛設など演

確保出来嶺ならば,大 多数の患者を在宅で治療して臨よ

い毒結論し得る程に,在 宅治療ぶ入院治療に選い成縫癒

得 たと達べてい愚.し かし,こ れの行なわれた環縫鎌件

は,種 鐸の嶽においてわが麟のそれとは藷 しく異な碁⑳

で,そ れをその ま窯わが国紅適態撫来嶺か墨瓢ついて検講

を行なつた。還,国 立療養所協岡研究灘が,結 核華防会

イ絵学療滋ミ協ぎ驚研箏鷺会奪議と会葦閥して欝1961慮前4灣 認試来繋灣

様の驚的の研究 を縄嬉した.現 在の処,入 醗及び外来⑳

初麟濡療鰹各2巷0綴 以上について 里醗1建A3及 び3嚢

併懲のご方式の治療 を行ない,脇 懸の レ隷読撮などの鹸

衛的畿一を計つて検討申で,騰 始後6勲 月までの集計ぶ

出来たので.慧 れについて総介したい.
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第1日 第 Ｉ 会 場

(4月9日8.15～12.30)

座 長 青 柳 安 誠

疫 学 及 び 統 計

雀.魏 溝道におけ薦入院繍繕織懇響⑳糞懸o第1報)

〈?分)

僻 磁繍 騰 叢緩灘 黎叢辮〉 ○禽末 麟郎

o嬉騰 遺巡 擦 欝 灣鰻協灘金)ま 二織 藪紀 ・外

昭 ・33と 昭 ・28の結核実態納鍼 績 を紘較す葛と,

北海道の結嫉患蕊數は場撫傾晦を示してお鯵,処 女座染

雄帯を懇わせ為地城すら存在 してい葛.二 の疫学的実態

の特殊性を追求す嶺繋的で,一 般病院を含 む 鱗2施 設

30婁813入の入院纏結嫉懲藩を欝象に予騰講蕪から抽出し

たその約1麟 の標塞についてアンケー}方 式によ鞍塞灘

査を行つた結媒肇性瀦では男が夢く窒養前翻 餐では2春 才

代麟最多で,低 所欝廢層においては沈較的藩い年代のも

のに雖瀞型の欝 くない状態が認められ,ヌ 無知識,購 療

機88不燈等の悪条陣が震な蓼発箆,濡 療講始が遡れて儀

生活水灘の罰禽に入院患藩発生頻座の欝立たない,潜 在

患藩の蓄穣を推別 し得嶺地城 勇認められた.聴 海道にお

いて鵬 その特蘇魅に灘禽した結核欝策が必要であ愚と

灣え凱

2.灣 手漿嶽蟻雄区におけ纂入結核為隼結核の88達性

(第3報)(8分)

傭 北大筑鋤 縄 拾鷺,今 野 甑

○盤藤 蕉弘,工 藤 穰

(嚢拳総大麟 撚麟)木 村 武,中 村 良雄,

武村 納

麟 撫金嶽別薄醗)内 藤 蜜勝,小 野専喜久鱒

日摩のチベ繋峯地欝 為いわれ鴇鰻禁地区曝農雄欝で夢

人繕核 とや結核の縄雄性を観察しその藥穣性を認めたが

未だ入聞よ絵も,牛 鐡器よ鞍臨牛整結核繭費羅明してい

な、㌔

ツ陽雛無轡 鞍療 灘 として 轡 型結核繭が報告婁れて

い15如 く,入 型,牛 難座以外の抗醗叢で ギツ」感受性が

慧起せ 鄭れ悉なら璽大な総懸である.

われわれは欝馳 賦小縫摩 生で,轡 型 繭 よ鞍の糟 製

ギツ」驚(九 大武欝簿出講製)癖.2㌢ を皮内濾劔 し発赤,

硬結を 蕪譲7獅認 と焦較Lた.濠 た5鰍 継鶏魏欝o撫o蘇総 ・.

飾 難猟o亀o綴鱒難o欝蜘.P恥 ㍑ 灘懸鵬"暮鎌 霧(露定難抗酸

繭感染疫学研魔班 よ轄分譲)裟 て欝/♪く実施.難 定型 驚

によ葛強購性嚢中 轡 驚75名 でたん拳食轍永の抗酸戴

培養を行つたぶ翻盤。難37R亨講 墨8縛 闇rツ 藩猷応85%

なる場禽 轡 驚では6.2%の 如 くであつたが,各 種銚

酸麟感作鋤物に難する餐株 ギツ講驚 は ドツ講轉異性の外

に 猟騰隷蕪鍵87が 納められたか ら轡 驚騰性者 を轡

型蕗感染 と欝ちには断定で嚢ない.翼 にrツ 」猷誌賜性

無病牛邊求を行いたい.

3。 騰サル謙イ ドージス⑳燕発晃譲

一・一日本国鉄43万 人中⑳成績一(5分)

(日塞灘鐵繕織管環薪魏会)

サル撒イ ドージス欝究班 竹 内 覺

〔研究国標》 髄サル灘イドージスの薪発見率について

の報轡は本邦に殆んどみられないので之 を検討した.

〔研甕方法灘 国鉄の窯に雄座管理雛選国鱒が昭職36年

4欝 押S月 の定期雄座診断の際,特 に本痘に注 驚して騰

部x織 闘接フぜルムを読影 した.疑 わ しい症別は薩接撮

影灘他必饗な検査を行つた.

(研究結果灘 東京渉釧路,門 驚雄区に各1幾 蹴3灘 を

発晃Lた.更 に脇縄研寵串鐙避輪欝某辮に於て1綴 の発

見があつたので之を加荒薦と計4例 となつた.金 別 とも

鹸聯嚢の闘接撮影所児は 騨 常なし」と港れていた.疲

儲の内獣は勇3弼 ジ女1別 であ鞍變いずれ懲 黛心才禽で

あつた心これによつて本集鐡の本漉薪発生繋は約43万

入申3別 乃灘 醜 購1の 斑0。?～1。1と 騰 。母

集懸の灣女態は約 簿 二3夢奪令は30才 台ぶ多く艶職畿

の分霧は東窟雄蘇の約?欝 名を最蔦に,大 販,門 驚雄難

が之に次 ぐ.ツ 探慮購響綿は約98%で あつた鳶

護総捲灘 本症搬疫学的研究を費うには牽だ読そ謬発盤

輩が低嚢に過 ぎ蒸ぶ,昨 年発嚢の国鉄策京 地賦の戴綾

く対象約7芳 入中1乃 璽2別)を 考慮に入れた揚含憲,

本集灘串の本蕪新発艶率は獣米諸醗跨成綾に姥 し,な お

低率であ難とい叢よう(国 鉄国療機関各位の欝協力 を座

謝す碁)。
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BCG

講.BC◎ 生ワクチン巌び乾燥ワクチンの酵素的牲状

⑳枕較(3分)

(簾北大抗鋤 ○佐藤 光窯,本 富 雅 叢,

宗形喜久男,佐 竹 央蓉,

猪騰 縛一,飯 島 久子

欝c◎ 生ワグチンを凍結雄燥す導こ8こ よ軽雖紫的性

状,生 蕪数及び購警辮彗の遡轍盤が如締妻こ変撫す孫かをし

転べた。$3就 ㈱2代10)購 国の 黙CGをMl15熱08鋤 一

撚癖擁撫 罫を媒液として穂浮遊液を作製 ドライアイスで

凍結,典 憩式凍結乾燥機で黛濾乾燥後藩封 し乾燥ワグチ

ンを作製 した.ウ レアーゼ,硝 酸壌還元作懲,力 穿ラー

ゼ作粥,内 部騨吸,基 質添加後の1呼吸,グ ル慧一スの酸

化と分解産物紅ついて測定 し凍結乾燥によ琴やや酵嚢的

幾状が難下することを知つた、 しか し生薦數はよ導拶く

減少 した。阻害剤は凍結乾燥菌の欝が逓過性がやや大 と

思われた。

5.欝CG獣 納擾種法⑳改鍵(5分)

(蕪本 鷺く澱 研蹴駒 朽塞蹴郎ダ鐸

黙α}灘 別 接種法が 朕二礁 灘瘍 を作らないことは内外

の認め蒸ところであ導が,翼 鐙蕊別針の改鍵,説 荊の総

隔 を拡げ悉こと拭 よ絵,接 種後ゐツ猟懸転率を彊鍵上げ

接種後織 幌 ら繍 接曝 瀬 の知 揮 鐵 驚 をなくし＼、

又誰にも上手下拳なく蓉いう導翫別接縫法をめざして本

研究を費つた.新 しく考案した器具及び接種方漁は次灘

2鷺 琴で ① 静演注射針の尖場の孔群燐日を反対別から

も研磨短て縄災蝿の総に毛管現象でワグチンを奮ま駕

ツグチンを塗布Lな い皮藤緬 載難藪に連繞乱別する方法

くの 内径の5難 搬金 属製円鋳の串央に太 惑0。2蹴搬 の

針を1本 懸定 した器具を月蓬い,針 尖の円驚選縁 よ鞍の撫

工含 を種凝灘減 し,予 めワクチンを塗布 鮎た皮囎面に約

3撚難 の闇鶴で垂直に説別 を雄す方法である。上記 ①

渋を従来の乱別瀧 諏比較 し,(紛 法を皮内法と沈較し辮

期鐙鶏的 を略禅達したジ)で報告す愚.

結核菌(類 似菌を含む)及 びツベルクリン

5.本 邦における葬定型抗酸菌感染⑳疫攣的蘇究

ぐ第3報)(ア 分)

ぐ聯定璽抗酸繭懸楽の疫学的醗究叢農黛)

⇔状 予襲緩学)○ 岡醗 購,加 藤 孝之,

轡木 国雖,古 繊 新灘

綿:触驚一講科)日 姥野 進,山 本 正灘,

須藤 憲三

〇熊大驚一内科誉 河雄 勇造,大 場 昭翼

(北大,欝1庶)高 桑 栄松,小 野 国憲,

彗附 繁撫

(九大,總 謝 武魯 雄二,神 釜 寛,

嘱 騒 宏購

醸 惣紬 鞭/i響)今 野 淳

o予灣織繊 鋤 璽騰 豊徳,淺 蹴 蜷

樋 豊公楽欝1魏)染 谷 懸部,允 灘 瀧

(ll蝦騰 生鱒 婁松 逸造,志 噸ただ導,

石幡 保輝,溝 井 昭,

翻 難 三璽

く華識 予隣棄締 葺)た 樟 簿撃ご,高 井 鐙瓢

(日本 至鷺(}繕 、 沢繊 響冶,鈴 木 康雄

練 鉄保雄轡懸勤 千雄 保之,難 澱 安騨

(繕織予騎無乱販支緯 輝購 静雄

(憲大,織 欝○ 小林 裕

(購寛愛媛療鍵騰)赤 松 秘鶴,麟 本 好孝

く研究臨力者)

礁骸r野蹴 無蜘 支鋤 高島 薫鐡 慧

紳 央餓遵病翻 大村 康 ・こ

非定型抗雖麟鈴感染鍵については既に昭灘34年 から 曖

ツベルク攣ン選感研究委縫会が中心 となつて全繕的の講 一妄

査を行なつて糞てお翰,本 学会紅於て蝶iに第2報 まで報 窯

告Lて ぎている.前 報までの研究紅於てそ跨感染は小学 ミ

生以下では難常に無灘で,申 高校生雛なる賦従い若干趨 ＼,叢
ヘミ

くな嶺緻 韓がみ とめられた.そ こで,今 年度は全懸的紅/

串耀 切 年令紳)辮 贈 対象とする導瓢 続一して$轍 か 、難

欝辮麟灘灘
薫難搬 欝と欝れかの 欝の2難 類を繕睡 こ注射し℃48瞭 憾 欝

購後に簾礁 を灘定㌃た。叉,棄 懸各地め病醗療鍵癒に結 導

核とし℃入院してい導患者に対Lて 憲懸醸の皮講蹴購を 囎

鴛ない、難つ購綾等からの繭検査を行なつた。その結羅 薄
ま

中学惣 こ於て黙患習に於ても,薄 臨型貌酸欝紅よ猿座塾'壽羅

蒋と灘講 られ導ものが筆魯貿慧焦に畿灘ながらみとめられ,

それ もの 蓋の聴綾等から難蘇逡灘抗酸繭の分離魯れた醗臨

少數溺み とめられた.

ア.編 型結核菌の羅力に閣す嶺概究(第2報)

漁溝学的紅みた鳥型結核蔽跨餐嚢鑛慧鎌05分)

練 北大撚勘 ○梅癒 鋭欝 誌
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欝 座 安 彦

我燐ま第 工報に於て,欝 究室保葎の各種轟型麟につぎ

鶏に対する毒力を検討し次の結藻を得た.灘 ちA・11鴇5,

A・37鷲,A・嚇21は 簸も強い毒1カを禽し,A-4/10}卦A曙1

がこれ載つぎ,A・52,懲 議瀟擁即,伝 研,竹 尾,獣 疫の5

株は殆ど毒力を禽しなかつた.

今繊は殆ど毒力のない み囎,猟 研,鴛 擁株等が,強

毒株A・1!755季A・3717等 と漁灣学的に舞撫∫なる関簿 こ

あるかを検討した、即ち 趣11755及 び伝研株の家蒐免

疫癒満 を調製し,鳥 型菌各株雛対す孫凝簗癒をみた,,抗
一11γ55撫ミ灣は強灘撫 こ対 しては弱灘株賦対す灘よ睾3も灘

か賦高い凝集備を承した.抗 一獄研撫漕は強毒株慕態 し

ても 弱毒株に対 しても余 善高い凝簾鰍 凝yミさなかつた.

結論:鳥 型諾核繭グ)強灘綜と弱毒株との闘には礁溝学

的に購かな藻がある事がわ爵・つた.弱 薩株 と薄病i蝋性抗

酸性薄の闇には殆ε差が認められなかつた.こ れ 鋸鐙麟

鍵 は鶏轍対する病猿盤の轡無とよく一致す灘.

8・ 結核麓の鷺子顕微鏡的観究(続 報)(?分)

〈鵡欲 撹鵜 海鷲名敏購,福 駈 主計,

○鈴本 隆福,猛 藤 欝部,

憂谷部栄欝

勲欝バグ勢琴ア(献 研株)を 獅鱗812一 叉は!/ゴ ラ繋

礎 で包雄し,繭 体微繕購造特砿纈胞分襲縛の切片座を観

察した処,鞭 状小器嘗の出環乃薫雄の存寝部位 と隔壁形

成の懲 との/謙鉾購8関 係が認めもれた.特 に膜状小器嘗

臆細胞分饗の際の崇完成の離壁の憾跨近く㌶観察 され蕎

獲畿が大であ1ひ,業時にはそれと接続する縁も認められ

た。又膜状小器賞が騨塗と繋糞觸係に纈胞鷺膜 と接続 す愚

懸 も認め られた、

以tの 断晃はこの小器賞が隔壁膨成を礒極的載誘発縄

進するのか,こ の小器賞は未発成の編壁 を奮め,… 般獄

躊動的な総胞質膜の部分よ鯵影麟 され難のか灣れかを意

味 す葛もの と灣蔑られる,… 方,海 砂座粋菌体鐙細胞膜

麟分を再馨粋す嶺と鍔月橡 で麟獅 懸分類似の!/ン グ織造

を翌し又 叢の癒分は樽磨粋せぬ綴/獺難紛 よ鞍騨稿 い 乳1

ンゴ酸酸撫能が認められ藤膜の 一部分瓢は,灘 粒麟分に

認められ難酵嚢系のうちあ矯総の《、のが存在するものと

思われる祭

9・ 抗酸薗フアージの難顕織による型態攣的分類な簿

力の 鯉鎌謙鵬纂叢o織の試み(3分)

(罐灘 離醤縞襯慧)瀬 畷 こ二郎,○ 佐凝木黒雄,

浜繊 良英,井 靴東一郎,

ぐ九大継齢 武谷 健二

電〓籔紅よ導プアージの型態学的分類;緊 研究犠保霧

の5鳶 数蘇の抗酸薄ツアージのすぺてを電鑛写鑓にと蓼

15～3貸のフアージ鑓ついて頭部径 と尾部擾を露欄 しその

平均値をもつて燈 とした.そ の結蟻拳これらの櫨から塗

フアージを4つ 鐙愁 こ分類することができた尊各型紅属

す愚フアージは,免 疫学的分類と繕 一であつて,こ れと

矛騰 しない.

結核菌の毒力の 誓繍8改織嚢磯 の試み1勢 ンペ 新一

レ フアージ撫 をもちいて,毒 力株 燐燕v,人F,ホ9,

薫)T,轡 緯8株 の毒力が無毒 綜 夏褥R盆 に 宅撒嶽8伽醗 さ'

れ得るか沓か を,勸 物実験 をおこなつて検討Lた 。

蔵撚欝融 磁ミ勲 を試みた 縣 株は,導《搬鞭o翌の無灘であ

る!褥 縣 鐙モ}株 に擁較 して,モ ル騰糖鏑 〉臓器の選

元培養成績からも,病 環学的所見からも,や や毒力が強

くなつていると思われる成績を得・た,,また臓器よ瞬鑿元

培養した菌について再変鋤物実験をお瓢なつた成績につ

いて述ぺる.

緯.航 酸麓フアージの菌体への吸慧及び場殖に及ぼ

す褒薦港樵憲彗の影響(8分)

(久留栄大鐵生)O/日 原 弘,中 村 變弘

抗酸繭フアージの抗酸菌体への駁着及びその中での場

殖は大腸菌フアージと大腸薄 との灘難 とやや變を異にす

ることはすでに先入に よつて報轡 されたことであ為.演

藩は今麟嚢藤澱性葺ゆ 激穣を騰いてそれ らが抗酸繭プア
ージー宿主の関係にどのような影響 を与允碁かを実験し

たので報轡する.購 いた感染系は抗酸蕊アアージB1一筑
な

酸繭獣調株 ・感染系である。炎藤灘性 遡は最終濃慶が

薫,◎。1,0}。磁,{}。00}1及び 心。1鴻磁%に な添ようにグ警

セザンヅィ灘ンに擁え,こ の申で感染 を宥わせた.級 藩

実験 としてはフアージと麟体とを混秘後3難 分の鐙も譲

心沈澱 して烹清の薦体ぱ吸糠憲れない残存ワアージ量を

測定した.増 殖実験と1しては混憩Lた のち24縛 闇培養

後に産生されたフアー一ジ鍛を灘定 した.

その結果肇 難ぜオン鷲嚢麟漏性蒼ザ1適醗難80は フア
ー一ジの薄体への吸輪を謝!穣麟 録=し

,フ アー ジ産1生鑑も

少かつだ、陰イオン性の諜マー勘難は吸叢嘗を織 翫したが

ツア～ジ産黛畿 は対照と翼らなかつた.二 の機序は墜め

と濃 ろ 夢く晦である.陽 ぜオン性のアセダミン24及 びセ

資ゲンFは 鞭一蕊に対しても増難諜も影響ぶなかつた.

焦 溶療姓抗酸欝の誘発1ご閣ずる研究($分)

綱 蹉習 織 猿紛 ・こ)徳永 徹,水 日 嚢雄,

鰹総 豊穂

溶獄性抗酸蒲 慧 株 菱道家撫来)を 灘い,紫 外織なら

び紅 馬③ 載よるツアージ誘驚実験に成功 した.紫 外線

の強 さは150驚 壌$1総鵡撒識2で,//5秒 照射 によつて

漁餐心緬 聡 心鱗総rの 魏 よ灘ン}欝 ～滞 に比 し1～2"搬 就

の場糠ぎを示す。この点 を鍍3kと してフアージは慧遮に
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減少 し,200秒 照射では10}秒 照毅 と略凝等い ・数簸 を

承す。

1㈱ 秒照毅懸をブぐ饗ン中に移して培養す嶺と8欝o籍

綴灘齢聡 驚1穣総 賦よ灘 童鷲懸畿沁聡 心餓慰 鈴場加は

懸一120}分鐙間で始まる戯 こ姥L,誘 発 ツアージは 懸

・》go分 の間で増殖を闘始する尊 この1㈱ 賦 欝罫継1は

紫外線駁駁による繊酸謬変/鉱かも成熱フアージ数出惑で

の蕨饗蒔間を意瞭 してお警,種 離の薬麟の影響と共に本

実験灘意義を論鴛たい。

捻.入 蟹結核蕪に講す萎 獅澱 の作購機転鳶結核菌

の 鞭磁 謝牲機構 く8分)

練 大細醐 ○江繊 享,横 鐙 難,

秋簾朝…鑛

演藤等は既に1織 蓬醗性入型結核薄又は難定型筑酸薄

等は く欝一1鍍銭 の繭捧への取轄込みが,感 性薄拭くらぺ

て著 しく低いことを報告した.

本報鑓おいては,跡 澱 緯航結嫉藩ぎ磐灘の生化学的知

晃叢戦1N難 轍性蕾鐙醗性機撫 こついて欝 及 もたい.

烈B座 性及び灘性入型結核藩毅7騰 雛 合成培地 欝 鑓

雄養に び乱獣 獄 を2メ 璽麟1に 毒嚢え襲更に1遷 灘雄養

した麟綜を破壊 し,TCA分 薩及 び 欝輝購 轟蒲燃撚08・

撒麟¥に よ姶 び糺1蕪猟 の行方を追及 したところ,熱 灘

座盤繭では,酸 溶懸分繭職 こ大部分の σ藁一董灘{が 艶撫

きれ華¢批o瓢滋"慕撒麟7轍 よ勢,費 醗 の 夏騰1と 聾や

懲礁撮 麟o鱒 撫騰 為結禽したと愚われるびも獄難 を検

患した賦 醗盤菌においては,編 者嬢極めて微幾しか見

出 灘れず,難 性機機は 驚撚濾麟磁驚ぎの儀下が窯た嶺臨

の と愚われた艀

13.A叢 麟 蕊・母癒y叢一撫三〇熱o難叢¢畿韮雛藤 蜘(欝 纏丁紛

⑳体驚機構(8分)

o国雄大導斑,燃 大理学難建謝 ○東村 道鑑

罅麟 栄窯

瓢斡o繍 畿総撫 懲 獣講株を1314丁 無液中につ1愛葛と

先ず細胞膜透過性の場加(董》32燐酸,S鱒 硫酸の叡鞍こみ

場加)が 趨る。次いで 響 の 欝蓉誌,慰 魅 へ 跨と暖

み阻轡が趨鞍,こ れに麟後 して蛋趨禽成灘難轡が起鵜

すなわも,び 喚一1総麟総,び 転麗就就蕪醤S35硫 酸鐙爆爵灘

分へ鐙と賦 みが灘審 麟 聯 謁 こ導5のアミノ酸へ跨 碑

こみ隷阻警されないが,鈎 麟 総 へ鈴蕊辱二みは蹴審憲

れ嶺,水 素麟違機能の羅警は 鱒%以 凱1鞠礁とど慮つ鵡

以上鐙透膿挫場大,核 酸念成撒審,蛋 霞合成灘響は時

閥的に菌鐙vl轟 難y1難3$添 竃起翻 奪に懸 こ認められた尊

欝.蒙 麟鷺 叢びに誉⑳代謝座物の結鞍薦に葡よ1繊す

ぜ餐驚婁二つ壱、て(7分)

幟 嫉予離会繕欝)松 綺 芳郎

＼蝶

獄慕 の結核菌に麟す顧機 磯 輯ならび媒薄の 脳蕪瞬:灘

瑞鼎糊 輪 論驚欝議農綴
て次のような結黙を得た・蕪戯7菖 醸 の 竃輸獅 獄 導

ぴBCG灘 す蹴 薦撚 麟 獅 比し輔 めて鰍 磯
ミくま

藏を順次は高1凝獲の 欝就ぎ1熱貸蕊を含禽す愚雄地に變代 遷

す壕5毒茎澱1鷺 高座跨醗挫 を獲得し艶難そ灘 葦熱糠鵬難「

および 峯》鍵礁7轟 鐙 漕漁も次第に陰性化す灘瀞また欝蕪'

を2分 別した撫学的雄織 を簸す葛 総0購沁賦撫竸 犠磁 識こ

無y継騰麟鵜 紅ついて捻較す悉 と艶発脊購 止力は 轡織熱'

蕪2至鵬 の方が強い燈 ㍊かし結核 薩のK就 麟議醗 および

P鍵蝶y磁 ㈱ に灣す撫 翌欝1の 特殊な作絹は 三80蜘磁撫 コ

撚羅 の 騨1磁懸 核の方に存在す導ものと考え毒れ跨諜、

れにふれて発育した蕪のK就 蘇蚕翫繋 お よび1藷鍵膿麟総 ＼

活挫は速かに減弱乃鐡 嚢失してお鞍,ま たそむ磯磯座に、

撲して 齢1総礁瀧 に発轡Lた 麟のず薦性は原掬 こ此もて叢,、

㌦驚 搬 く_黙_麟 認
ぐ7分)灘

へ 

榔籔輝験 纏の 鐸井鑓一部 耀
モ 

演著は 紙 麟 職A胃 株の 糠 雀灘機灘 慧 醗 糠

分解す嶺雖繁をもち,こ れがいわゆる適臨雖嚢であ碁麟

とを報欝Lた.今 麟は二の酵嚢が漁礁釣瓢生雄され難撫

式綜ついて報告す灘撫 ・ぐ

獄難 を含灘os議 雛磯 培地 よむ蔑た惑挫薄を静蜘駿＼

態でx黛報 訟接触させた場禽,い ろいろの実験条欝灘7ミ

で《},酵嚢の濾薦的生産は認め 錫れなかつた。

1雛鷲 謙灘藤瀬
lll螺欝 繰懲綴

灘覇難藩議 騰叢/
1課謙欝驚灘識 叢驚/
為の1難遮跨禽無を知う みとした,

使月葺株は}1371鞭蟄Bα 蒸,11755蜜$鶴磁偽蕗6嚢懸購o。 撫

鱗懲慧繰 繋8峯職墨撚 繕欝鞭 鴬!捧 蘇,所 講S雛 難舞7毒

浅雄橡,織.麟 繰夢麓.8瓢 購 瑛恋3練 でこれ燕の慧蕊

を計 鞍,薦 及び濾翼離眼鍔内,マ ウス愚静鰍内に溝雄

驚蕨及び臓器蕨黛,そ の定量培養を鴛つて 蠣難織畿＼
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跳較した.酵 嚢藻 慰 翫しては 《譲雛無驚,案醸齢癬融8餌

恥 滋欝1驚 鑑総就野議響藁鎌叢無撫8蕪嚢癖綴o議 漁輪麟 懸麟

月ξ曝を行いv圭撮1轍心難 為跨觸}盤癒みた,、

抗酸繭の 瞬撚1麟鑓 試験では使驚欝覺,勸 物鐙癒瓢

注射欝灘で成縫が異な膨講所変駕と織器内驚麟数証は必

ず㌃《き一致せず 轍 畿 鷺磯 と畢斥学す愚酵嚢賦慈は惣潟

む得なかつた鷺

17.結 緩蕊⑳ 撫 講難 醗雄嬢奮⑳一方灘 瓢就て(8

分)

〈紘学療法難究騰 高騰 金彌,○ 篠塚 徽

結核龍の1314丁 無に対す孫醗盤 倹戴を縫の 抗繕嫉磯 こ

於け養と懸搬鱒終内結繊繭を鷹接培地鳳接種壌蕪す愚二

とによつて醗盤嚢を磐羅 一方法ほ就て検討Lた 、

我 惣は種紺な愚予備実験の紬果本 離を0・捧貸1(二箋に

溶解した溶瀧 導.!癒諜(濃 獲は 難麟聡 雄地に添加す導量

の 蓬藩量のもの)を5導 心の小繕桑諮地鵜混/♪て轍盤壇地

を納製し肇これに2。5%撫0欝 撫菰浮欝 婁せた結核薦液

0.1馨¢ を接變一すれば,難 曲濾 培地裟於睦難と大蝉騰横

な轍馳成綴を示す膿義癒鄭つた.礁/。て醗性成績は培養

期間の擬難,接 種變量樽多寡轍よつて多少のずれがあつ

た。

総.D鋤08禦 流勤寒襲場雄によ薦結核麟の定簸的

薬鶴鮒性検憲について(8分)

鱗 寛變ケ濾病院)轡 東 欝夫

未知の藤数を念んだ材料中の結嫉繭を定量的に薬納欝

慧検査す犠瓢描灘難 な事であ脅,又 その結果よ鞍醗性

の穫度を決定す嶺瞭規在は鷹25%を 誤差 として渉完傘,

不完金轍雛を決定す孫方法がと繕れ て壕・為が,鰍 性灘

欝o轡雛峯o黛め変動は意外慧大 嚢な毒のがあ 鞍,発 生した

集薄数拶多少にかかわらず廓25%の 演差 を認め導のは危

険であ鞍,麟 液濃縫,分 散,灣 地數等多く⑳検討すべ 鍵

問懸があ難.そ こで小鐵雄地を総いて実験し,推 計学的

に完全,不 兜全鰍盤を決定す導検定鵡線を導 嚢,藪 しい

検定方法を第36麟 本蟻余に報告した.そ の後吏に検討

を加え 翼)ぬ08聯流動寒天壕地を灘い欝蜜橋らの分懸染

磁を利驚して,定 麓場養を砦い,醗 樵戴 獅騨1就薫o雛を

算定L,集 落數変勸,分 艦難,検 定難線によ竣5醗挫鹿の

検定を$M,欝A欝,欝 議 紅ついて検討㌔た.

漁.繕 核蕊雄獲に勲け為曙癖演盤磯法⑳検討 、

-1%漁O慕 凝絹い番廻転雄i国法一 〇7分)

鱗 瀞 瞭 娼療灘勤 離藤 慮雖,○ 亀縛 蕪家

大罵日撫夫,杉 爵 育欝

誌処麗薬麟の濃度を下げ嶺ことがで鍵れぱ,培 地 麟1

および燐酸雄澱凝など綜ついて⑳培地組成の舗約は軽減

され,統 一壇地の出斑 を霧易続する.1%》 絵0縫 水で

3藩 量綜希駅し海購擾を摩試験管に と弩,こ のゆ綜騰一

ター鈴廻転軸に転13つ睦た滅慧劉鑿 を挿入/。,こ れを

1灘00瓢 欝諜.で2分 驚筆蒙国転させて羅舞し均等駕した轍

懸一喀淡につ藩,4%蕪 議01黛水 を絹いぜぺ囎》獄よ導ペ

ンぜンゲで撮搾混和する常法で処理 した亀跨を薄照とし

それぞれ 叢0》…黛か ら/0…7ま での鞭階に騨瀬 し,前 処理響8

始5分 黛緯 分,15分 後に0.鷺 心ずっ3%小 鯖嬉雄に

擬種し瓢,篤 較㌃た5件 のうち,発 生簗欝數か毒みて,

廻紙法の方が多い もの2件,常 法が多い恋の2件,購 繋

醐等のもの1件 であ藤,一 方汚染灘は!80本 麟,懸 癒法

が5讃%婁 欝法が2.8%で あつたが,判 定紅安障はな

かつた鳶

1%》 燃◎猛水紅よ導廻転処理法は,雄 作が簡醸で,離

処飛開始後 鈴 分以内に接種す導こと慧よ1欝,実驚に俄

しう導ことをみ とめた鄭

2嚢.我 鳶⑳維核藤鶏保霧全撫液8芙 場雄の翰味訟通

常検査へ⑳応霧(7分)

o雌麗 羅究灘鱗麟戦)○ 小蝿 縫次,大 谷 興子

我凝の保存金撫液寒天雄地は麟 卵灣雄や,難 の保霧全

漁液寒天雄地紅鋤して毒遜色ない事を醜醸発嚢したが,

今鐡は翼に吟味す葛慧瞭で鶏騨簿地を対照 とし鴫 雄性

ヅ ドウ酸混入の鶏卵嬉地,蹴 溝 を混入 し海寒芙雄雄.

丁議麟1総 雄地 を喀纒の醜処懸によ鯵発脊 した 獅一200の

集藩数によ鯵雄計学的に紘較した結核,無 叢撫総繋寒天

壌地 を除いた総の矯地に蜘 してす ぐれて擬・嶺事 を認め

た.K齋 嶽 蟹 寒芙培地とは憲意の藻はなかつたぶ,し'

か い詳均樂落数は多い。次に鷺常検査への応購とし鴫

講除藤結核病捲及び喀褒 よ勢の結核藏の分雖雄養を試み

たぶ陽織率では,1%小 欝,3%小ll陪 地 と大驚は な

い謄LかL平 均集薄数は多い。 ま鵡V紙 漁 萬1314

丁飯の醗盤検査に使綿した爵變 の成績は漁漕⑳混入 した

獄 細K1鷺 擁齪 寒天壌雄やKl蘭 瞭 寒天塘地 と隷

ぼ織様の成譲を示した難

以上の事から我 凝の塘雄は従来の場雄に態してすぐれ

てい孫だ締でなく実際にも使絹でぎ蕎懇のであ葛事を翻

めた礁

21.夢 碇 型抗斷 盡 瓶 伽 雛 憩欝8鎌No・8及 び

$¢o繍戯鱒瓢08餓 》鵜.礁 ⑳色紫について(8分)

僚 北大抗㈱ 海老名敏購,○ 本窟 雅撫

宗形霧久男,佐 鴛 央蓉

非定型抗酸薦Pllo蹴 魏鱗o欝 鷺No・8及 びS戯 ㏄・

難緯撫o癒雌 獅.6の 色素の本態齢縄 灣的篶 此⑳色讃

を麿機溶媒で紬出 し,建 性試餘を行い,此 の色素は酸

アルカ峯タに安定で渉欝 導な極挫基 はな く繋鎌 撚獅 騰

鼠応が醗甑であ碁事を知つた.既 の色熱 蹴 い鶴 アル
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疑ナカ鱒ムを月峯い,騰 漁瓢一一テル 畢2継%エ ーテルでグ

繋マ 》グ予ブイーを行つた結巣,1三 な色嚢 は β㌦力繋勢

ン及び 撚力鱗テンである事を認めた.更 一に光をあてた

際 握o.8で 増加する臨が)は露・力撫勢ンである事 を知 韓

其鐙前駆物質として 懸 纏醗囎難 嚢考え九二

22.入 型結穣菌⑳結禽脂質⑳硫究(簗1報)

撫鉾繍 ¢犠襟羅 籍禽む薪糖騰覺の分雖(10分)

(九た,繍 と学)譲 村 雄一,○ 東 欝郎

入型結核繭の結 禽辮質につい てはA1綴 欝齢総一門撚

研魔がいくつかあ惹にすぎない.我 紺は薄灘B株 慰つい

て完金騰辮薄体を0。1N難 α37ぐ72時 開水解後客種の

麿機溶媒で結奮贈質を抽出,数 麟分 を得 た,そ の 彗ち

{議紋o薫《騨搬 抽出瞬分 を 綴養餓 欝茎,鷺灘¢蜘 総羅,F1蟹 ・

嶽豊戯 心ミ)無羅黙蕊ro驚識電o慕懸麟yで 精製L諾 鞭o鞘滋蒔

慧撮懲 灘 くF1磁$三ko1難難叢)で く識)就1讃 載就総慧01

(9;1)溶 懲懸分撃(紮)磁1慰 一贈 嶽繊"蓋(8二2♪ 溶技麟

分について検討した,ω 癒分1よ毒姥を霧しないが翼碁こ

精製 した後化講的検討跨結果 鍵油無鱒黛と撚翼擁¢就圭《1

ぶ諜ステル結金をした 畿撫雛節8奪燃y心o箆鍵鷲であること

を確認した尊⇔)懸 分は 獄2鶯壌 で 磁翼系マウス賦対

して致死作懸を示し,更 に精製後,化 学的検 討の結果

撒y戯 蓋心麟 礁 を念む繕 い ・糖贈欝であ1ることを確認し

た。以上の(の,(b)1薦 鹸分よ勢得た斬い ・糖贈質の化

学構1造の詳纈について報告する.

23.醸S繍 瓢驚磁慈 ◎糠 鱒による 蕪餓ぎ鎌蝶磁欝麺

轡 滋伽 驚 ツベルクリン友応につ峯・て(特 に 丁欝

の活性)(5分)

.(国 療繍臨誕病貌)○ 慮島 賢漆,永 松 窯郎

(九大総撫学)麟 村 雄一

現在ツペルグザン猟応は我懸では一般畿マン》一氏猟

応が行われてい導が,我 凝は 驚 滋 氏の 撒磁 慧欝1鰹欝繍

罵諏驚 をP無 鍛7社 製のs蹴 鱒 醗朧G難,に よ絵行

い 凱猟登.℃ 難糠 撒帥ゼ とツベルグ警ン灘性ベプチツ

ドを健康 著及び結核患者の露翻前騰内側に繕結 に穿別

し肇その活性 を比較鮎たので報告する.

この 竃(隷ガ によ態採応は撮窪が籠単であ斡,施 徽藩

によ導欝磁織は少 く,施 繕時聞は短 くP。P.銑,TA1}業 に

発毒.硬 結は時鶴的にほぼ懲 欝経過を滋1欝,判 定の客勢

な3掬 嚇 鰭鐙閥に判定を鴛つた。施衛1痔の蕗癌及び術後

の察痛は少 く,発 熱,倦 怠などの全身の副作月葦は認めな

かつた。

麟.長 期間にわたつて灣一衛轡によ鞍観察諮れたツ

ベルク亨ン笈応⑳成績一 一峯篭奪聞の入攣攣鍵につ

いてみたツベルク婆ン獲応推定欝然購雄率の推

移～一一(5分)

礪 寛公鍛衛生鱒 報村 達

著藩鐙,結 核の疫学的研寛およびBCG跨 接種法に灘

する欝究な潔の経験(昭 隷22年 編25年 約2膿8の 報告

として本学会載提撫)は,著 糧 こツ麺応の 韓捷 は衛艦妻こ

よ壽5醐ん雄がかな翰大 蓼い もので,そ れは 駕G接 種や

ツ液鐙瀕麟注艇などのための猟応の糞貌臆よ警拡大魯れ

るおそれがあ弩,特 に疫学的麟究の日的如繍 こよつては。

厳命約な弱点為な翰得 為も鐙であ孫叢とを糠感暴 しめ

た.

よつて夢 罫舷聰よ騰実験終差を鍛少にしてのツ猟礁の

変鋤を1聾らかにする黙的で評i嚢和 撚 舞以 降の集懲 鴬お

いて標題跨鰻察を騰始 し現孫 瓢及んでいるが,今 麟 蕊そ

の成綾から,我 隙 凱おけ蕎結核癒の消。罫をと亟 纒聯におい

てもつ とも興瞭ある糊懸の1つ と弩蔑られ灘翻題の推移

を麟心 とした報欝をおこなう.

25.結 核欝勝晃管のツ笈応に閣する観究(7分 済

結核予防会ツ選応驚越薪究鎌

(北海滋霞蕩鍵議綿談藪)

(宮麟難支別鍵嶽樵論署)

(捧奈lil猿支溺日崎雄康宰妻羅薪、

(紳碧 日黙支部申央雄漆構藷麹 ぎ》

(愛篶繰支部犠一診療懇)

(渋繋診療携)

〈麟核購究撰離纏療熱擬)

(結核研寵幽)

島羅モ 患男

結核薪 警混 著3睾319名 について,難 奨年舎艶病型蓑ヅ

撰一痴強麓,既 往B(膿 歴 を調査し,ツ 課悠の診断的癒麓

について再検討を繍えた。禽断昆 翻慧ツ探応がく一)のも

のは常用部位で0。7%簿 嬢常粥緻 勲で鉱7%章(窯)の も跨

は夫舘1.1%と2譲%で 禰 めて低 率であ 灘.(～),

(庶)の率は病型夢挫聾彗には薯差はなく,隼 令鋼では年命

が増すにつれて増繍す難領晦がある.ツ 蘇探覆の影響の

強い 導～2魯掌では非常別部/～烹の方が常矯部偉よ甑獲応鹸

度が強い、繰別にみ導為,難 常懲綱 疏では女が男よ軽鹸

いが,常 絹部位では勇女差が認め られな くなる.既 往

難CG奮 無別にみ感蕊,常 絹都繍,発 常環蔀位とも既往

瓢 臆 なし鐙 も鐙鐙方があ馨の 茎,跨よ弩探癒強渡が強い.

この傾向は馨三,年令幣段別鵜みても繕様 藁こみられ てい

導.結 局結嫉霧所號麟串ツ探応(一一),〈血)の も跨は極め

て少 く,そ 鐙診断的薇醸は講轟い鳳と,ツ 選応鹸度は女

が男駒 強 く,BCG鰹 なLの 方があ蕎も鐙よ1強 いこ 、

とを確認しえた。

然.0・A嫌 漁o麟 餓o叢A鱒 ・掌痴蟹鰹 叢薫簸⑳嚢驚搬 叢

国す巻研究 く補遣)

判定時総に関す嶺検討(7分)

(金沢大熱欝納藩免疫鋤 糠下 蕉道,○ 掛灘 賛次



51

横井 健,伊 藤 祐納

ツベルグ婆ン麗応は 鷺《x》接種の剤及あるいはツベル

グ竃ヌン蘇覆注納特の影轉によ謬,促 進探臨及び懸発反応

が親われ,ツ ベルク警ン猟癒の判定時購ぜ)岡懸が,再 検

討 されてい聯.そ 蝋でわれわれは αA麟 黙o麟鱗o藁A⑳ ・

丁曲㈱ 雛糠(OA・A簿 丁)賦 凝5鷺 α》購転と麟然感染

との爐嚇の灘かも覇定時購の問懸の検討を宥つ鵡

被検対象は小薩較2校,ヰ 購 較 蕉校で,注 毅は常灘部

猿をきけ,上 騰メ蠣臆 たは脊部灣騨闘部に行つた.24,

48,72,§5麟 欝纏4翻 判鍵 を行つた結果,OA・A欝o・丁

喉1撫難バ 及 び ≦憶co婁'に 対してはとも紅その嚇性

者数 単均紅懸 銑 も48繍2>9戴 崎購なる灘 黙が得 ら

れたが,24崎 総では簾麟賦よ轄異つた成籏が得 られた。

以上の結束,金 購挫藩 雛 撚 感染懸と 欝CO蝪 転考 との

占める犠舎は48,72,98時 総ではほぼ岡搬であるが,

24崎 闘では集懸によ沁異つた成綾を添 し鵡

27.ツ ベルクサン溝性ベヅチツ ドの安定性(8分)

(九太医北掌)○ 騰田 古叢,出 村 雄一

鱗 療纒国鞭病前)蕪 島 賢濡

ツベルク1タン活性ペプチ ツ ドぐ7A艶)鐙 驗,7ル カ

弓,熱 および蚕爵分解酵熱 ミ対す為安定性を糟製ツペル

ク婆ン蛋霞(揺)と 姥較検討し鵡TAPは 熱 こ灘 して

櫨めて安定で,申 性1こはもちろん,藪 翌9欝 も75℃,5

崎闇鐙加熱鑓対してほとんど活性を失わない.強 醗鐵,

強アル露亨性での熱処理では溝性を央う難一方蟹鐵分解,

酵素(ト 婆ヅシン,ナ ガーゼ,ペ プシン,プ 欝ナ～ゼ)

裟 よつては 魏 賦紘べてはるかは速か裟分解 され麟性を

失うことが明毒かにされた。TA峯》は通常 乱}譲5撃で2000

倍 とOT岡 力備と聾れて居 穆,魏 賦擁ぺて鼻鷺瀧射を

必饗記す添が,そ の蘇礪の1つ はTAや がミ癒射後緑織申

の螢露分解酵潔によつて漕蹴を失 うためであ為ことを添

曖 している。

二の点に霞R!て の考察をまとめて報告す蕎.

第1日 第II会 場

(4月9日8.20～12.30)

座 長 家 森 武 夫

病 態 生 理

2B.心 麟疾患における齢騰拡敵瞳警,齢 胞拡散鮨力,

廢拡轍能力,鮪毛総管撫難および驚s諭 繍 驚c8w

籔聡叢慧雛駕馨蟹6撫 も灘難 との 閣係($分)

〈日大憲憲磐演)○ 坂野 瀞薄,瀬 憲 幸安,

佐藤 規,奈 叢田光男,

今鐵 特部,広 田 悦文,

中村 潔,線 本 光規,

騨部 爽発,猿 田 裕光,

大熱 元黛,森 弘…,

小灘昭一鄭,撫 日 定見,

欝本 忍

α/研 究日擦;肺 胞拡 散崎霧の群暁 は滋賦締胞膜を中

心にして研究されて愚たぶ,か かる腰性灘7い 鰹瓢穏7・

難総C韓 箪o齢 醜)と とも紅藤釜細管におけ灘撫演国子

◎嚢総o鋤 灘凝yO)o騰 欝o鵜鷲)鷺 つい ても検讃をすすめ

二の溝灘墜について報轡する。

鋤 研究方法 ニー酸化炭嚢拡激能力 ① 賦の,膜 拡 散

能力 ①購)肺 篭繍管甑量(V⇔ は 韮之o購董獅 難ぶo蹴 総欝

の獄獲雛もとついて求め,ま た 嚢鵯薫織撫醗C磯 壌欝童5・

譲難o鷺鑛鎗撒魏熱欝 璽〉難o購董獅 識70蹴 欝 轍もとずいて

論'療 …畿 筋勅 た・

03>研 甕結鷲 肺結核,肺 癌では呼吸面櫨の演嚇 琵

もなつて,前 處拡散能力 ① 欝o)亀 儀下 し,そ の程痩は

糠癌獄おいて早期にみられ,1瓦co)の 藩演例ではいずれ

もV鷺 の儀下が蕪 もい心僧轄弁狭窄盤でも0鞭 灘 鐙著滅

別ではv心 の低下が著 しい爵儀 難 とM黛 搬難業譲鷲 鐙蝋

抗を騨儀す導塲含も 勲嫉 とV心 とを蜷鋤して騨磁す墨

瓢とが必婆である。

04)総 籍およびむすび;蹄 胞拡散鎌言 を膜歎鍍子 と鮪

毛綱管内賎子から分析し知見をえた.

29.び 讃ん性騰疾患について 一 特に飾鞄毛總言ヅ

雛ツク症撲群⑳分類について一一 〇7分)

(長濾大抗懸)海 老名敏明,○ 金土 崎夫,

縫 敏納,白 蕊晃一郎,

驚揚 健児,尾 形 和夫,

磁中 元磁,前 懸 寿男

従東胸部 レ線上驚獄ぴまん性陰影を認め,運 動時呼獲

欝雜あ姶蹄拡猷能力が滅少している疾戦群を灘麹毛細轡

ヅ欝ッグ癒候群と呼ばれていた。我聯は騨拡散能力を肺

胞膜拡敬能力(1短 〉 と騨毛細管難量(V⇔ 賦分縫て灘

定す嶺擧慧よ鞍本症候群を納しく次の3群 鵜分類 した.

第1群(前 胞騰窪プ獄獣ク群淋D鰻 ポ減少L驚 は蕉
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常轡もので前線前症が之に鋼 す嶺。男2群(毛 纈轡縫ヅ

雛響グ群)浅)瓢 は蕉常でv心 が演少するも鐙でサル濃

ぜ ドーシスその簸灘灘1講薦芽蓬懸撫変北 を承すものが属す

難心第3群 〈混禽性ヅ讃ッグ群)=1)輔v¢ 搬 こ減少し鋒

膿微聡癌,驚 皮症,癌 鈴肺紙捗等が之獄属す導が,第1

第2群 共羅病変が進行す愚と男3群 慧移行す導ものと考

え鑓 懸.

雛.蹄 胞機能に閣す薦研究 ……特に前灘窯勤雛血酸

緊分蕊較差について一一一(7分 〉

優 肉内科)講 田 二郎,笹 本 浩,

横山 哲別,鈴 木 溝,

高木 座,○ 田村 文彦

前機能崎轡をともなう各種漫性糠疾患跨繍胞機能につ

いて,わ れわれは,各 種の鋼点から検査 を鷲つて来た、

鶏のたび動鎌漁酸嚢分B三をク勢一グ電極を懲いて蹴接

に灘定事5こ とが薄能 となつたので,こ 鈴灘定法によ蓼

前癌,齢 結核およびその織灘疾患について,前 胞気鋤謙

蹴驗素分駕較差をもとめた.動 鰍撫は またv懸s叢 擁馨・

撫 滋 発麗をも薦いて分新し,酸 素飽和座から酸素解離

熱糠によつて岡據的紅酸素分紙を算撫した,,

また岡時に 職 法による騨内ガス分聯お よびs驚 総y

$旗雛 法によるco一 拡散能力の灘定を行い,こ れ らの櫨

との麗達のもとにおいて藤胞 一動嶽漁酸発分鶏較叢の齢

生懸挙的意発 を演講した欝

3婁.呼 吸停止法に議る一酸化礎素拡散熊灘定におけ

薦騰気灘と騰拡数能の不均等分嚇⑳影響
一理論的考察一 σ 分)

0大前成人病魔ンター)○ 山林 一,田 逡 玄篇

外村 舜治,一 之沢昭夫,

藤本 淳,轟 橋 久雄

獅 麟 鯉 の呼吸停止滋藷によ葛一驗北炭素前拡轍能の灘

定においては,各 腺胞の前気盤と藤換気言の分鵬 及び

騰気量と糠拡散能の分廊が均等であ難塲含にのみ正 しい

億を婁灘 し得る事が知られてい嵩.欝 しなが らこれ らの

分霧ぶ不均等であ萎塲禽の実灘總と実際の前拡數能 との

欄の誤発については殆ど知 もれていない。我だはこの内

前気量と前撚散能の不均特分驚を為鞍あげ,2つ の藤胞

模盤に応粥し その織 瓢得 ち縄 実別簸を麗論的織 僻

㌧,実 際の藤拡敬能 との麹較検討を試みた。

82.蹄 膿縷患者に於ける屋大ぬ 患購岡(7分)

0慈大林内科)近 藤 発部,日 麹 準一,

○老識 良男

曝吸機能検査法として最 も簡単な鹸大翫患崎岡につい

て,5擁08撒 撫 よ鞍特た換気諸量 と鷺識ぎ一〇葱無發朧 を

講いて測定した動謙撫酸嚢處灘座の変化 と比較して,検

瓢 鵡'零

止 欝 岡擁 綻 演 議,藻 紙 脚 慧 嫉1硬,前 麟

酸嚢處鞭 凝は 暴紗融 蝋測竃 して経崎的変/縫 晃た.

演結鱗懇潔 鷺施 鴻 轍懲1翻鍮嵐,灘 演変の嵐い藩,撫'1

気機鱗 鰻 齢 ある勘 戦 い.蜘 灘 麟 瀧飽灘麟 凝 懲の1

場蔑られる隈界 諜で織下す導が,欝 剤では鰍下疲ポ鋼藩 渓

で,1分30秒 以上にそ講低下の隈界が絶られ,翫 糠 ＼

結鞍患藩よ融熊い濃度まで止総時総が続くの鵜離して,

璽症蒋群では30秒 前後綜,癖 特症,軽 症群でミ灘 分前、

後慧,儀 下縫場胤得導隈界が黛 ちれ愚蒋が多く,こ の灘

職藏酸嚢飽灘座鐙繊下に場え得愚隈界 と,止 慰時岡の購

垂慧は閥係があ灘事を認めた.

33.繍 機前灘審群⑳機能的分類法⑳試発⑳検討(7

分)

(九大騰研)岸 灘 利行,禽 言 滿,

大秘 驗次,○ 吉田 納

未次 勧,広 灘 隆士,'

0選賀療鍵演)榮 山 蟹

心齢演患 を病態生理学的紅騨磯す孫塲含,露 鴬に拶 く

の国子を考慮す嶺必要があ孫湛,そ の長終の結束ぶ覇鰍

漁 猟儀,P麟 侮,及 び 儀 飽和座獄よつて或 薦程座壊現

謬れる擧は,既 に知 られ導辮であ蒸.

その鋼点に立つて,今 灘瓢共は,藤 驗 藝崎言綴夢30余

濁(變 簸懸 気臨 蹄灘 雛,嚇 慰 璽薯灘 結貌 達藤結 、

核,特)を 対象 と/詳て 縦議8鰍 搬2翫 蕪欝 運動長蒜欝

及び,100%儀 阪入崎の,儀 飽憩座の変勲 をイヤー愛'

聾シメ～ ターで追求 し,そ れらを,安 静崎 儀 飽瓢慶滋

ぴに儀下率から1群 ～ 姦群の分類を試みた.

岡崎に安静時 猟心o驚灘定,◎2溝 賀難,前 胞換気言ゼ

1沁oの 測定,縢 内ガス分帯検査,胸 部レ線学的検討を

行い,i剤干4>知 鼠を得た.

34.慢 性騰薦撫圧癒の心電国(4)07分)

縷 大聡田内耕)蕪 本 浩,○ 細野 澱 廊,

片山 一滲,高 木 座,

中村 芳郎,田 村 文嵐

轡遜 艘央,福 田 綴茲季

轟田 其世,荻 野 嚢徳

我凝は數年東,縫 難締性心の研究をしてい嶺が,右 心 、

力勢一勢ル法を費つた鍵欝櫛 疾艦癬別巻菰ついて,前 蕎叢 .

概 と膚心長萄心電国の岡係を検講 し,次 の結論を特たボ

Lい わゆ嶺肺性驚 〉戴5解 〉では,前 蔦漁繊癒をあ

恭穫性疑え葛.

2。 窟軸変位(牽9ゲ 以上)を 認めたもので愚謎前欝

撫癒をあ導穫鹿疑つてよい.

3・ 謙 ・茎・磯 砂 ・・鑓 灘のD饗 も前 蝿 ギ
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のかち,膚 心長祷め存寝,乃 蕉肺縄漁籏癬を疑穆ことは

危険であ灘.

4。 われわれの盤轡わ,V1業 はV露 誇 獄懲比がLO

以上で,v蒙 ㌶跨$T-丁 鷺変撫を露した毒講は艶すべて

平均繍鋤慧籍蕉が 麟 繍麟璽落颪嫉上であつた,、

5・ 諦高灘総癌のあ導鰐でも,蕉蚤撒 心電灘 を愚す癒別

は穣i蜜綴蹴ちれ葛還

35・ 騰結核拳衛後澱び箸の盤⑳心灘疾懇愚轡の選動

禽荷試驗… 一分娩可言講驚につかて一 σ 分)

(糠搾鞍大驚 前童粥)友 繊・達彌,鮭 良 職購,

○轟雄 延之,纒 田 暁,

撚本 審成,沢 木 政光,

岡本 良鷹

前結鞍繕緩及びその池の心鯵疾憲凝蒋跨分娩躍蒼遷鱗定

の為に,予 め健雛妊婦の分娩蒔仕灘黛を灘建し,之 綜樵

嚢す購憲動驚荷 をくわえ,舞 欝癖及び盤荷後の酸嚢摂取

麟線 を翻館の反応を壊わす指漂 として採購検討,翼 瓢一

般締機雛との溺係を研究もた。この際之等驚藷では,分

娩は驗嚢謄入下に行なわれ 悉謬で,藁 蹴繋構毒驗発吸入

下に薦行Lた 隷

驗発摂取麟線は,運 鋤を究了し得た蹄結嫉事徳後及び

漫性前疾憲礎蒋では正常であつた.然 し心疾縷凝藩では

心不金程慶の進容 と共賦運勤崎の簸大酸禦摂鞭數は滅少

L,此 の櫨は長蕎鮭を増大しても変駕しなかつた.

此の結其,分 娩彎否の判定載は,運 鋤舞荷,殊 に,長

荷中の酸糞摂取言の鋼察が簸灘畏い指懸にな孫と考えも

れ,變 盤前疾患難藩には,殊 鑓酸爽験入鍵糠試験が適す

鵜 糠結核事徳後磁藩でも,片 醐蹄健金な導崎には金 く

分娩の影響はないものと結論す凱

3蘇 低繍機縫擁に対する籍葡運勤禽祐試験⑳臨床的

騨横(7分)

縷 大鱒鞠 鈴木 一部,控 藤 孝次,

佐蕪 嚢諜,○ 鴛田 衆一,

塚懸融轉央,石 渡 弘一,

書泉性国部

近年低聴機能綴轍辮して鶴前外科療法が行われてい蕎

ぶ,機 能的灘癒に国しては,少 なからず岡鋼があ嶺。わ

れわれは織腕機能鰐の衛前に2段 鐸降運鋤難荷 を加義,

動脈血ガス繊 と換気灘の変動を追跡L,換 気機能検査

成續および徳後経過との鞠叢 を追求した難

1>欝 磯:安 齢時,長 霧鷹後,国 綴崎 を轟 鴛て,魔 理

的範懸内の変動に ゐどまる.

2)Poo》 ゴ 低換気機能例(特 に%嫉 鷺c紙 下測)は

安静崎にすでに高爐を示瓢,難 荷織後さちに場大し,安

静崎縫への巌復が運癒す惹鱗織を認めた.頭 について

も岡襟の結果を特鵡、

3)運 動長荷試驗歓おいて呼駁国雜のため運動 を申絶

せざ葛を得なかつたか羅めて不良な成綴を承した症綴櫛

あ巻ものでは,欝 後璽篤な葛曝吸不全に臨蔭罷亡 した疲

劔臨あ鵜 これらの知晃邑その趣駿 について納討㌃た.

37。 低機能轡⑳換黛機能に閣す撫2,3⑳ 岡題(5

分)

(演演医大外演〉 ○木平 広,久 東 驗喪,

藻糠 勤

%vc畿 下鐡について,崎 聞肺溝量跨意義 を換気力学

的賦検討した。

藤切除後%VCの 畿下した群 と,結 核病変の繊總なた

め謬群の2群 綜おいて,切 餘後の灣は拘戴性崎審を承す

ものが多 く,結 核欝偉によるも跨は,崎 岡灘活量灘減少

が著 しく,混 金性障審を紫 している爵叢,濁群記臨,禽 麟

肺総縮率は%VCと よく梢蘭す導ことは,縫 常肺審鷺鍛

演少が生国をなすと考えられ墨.

結嫉 を生体とす灘灘の崎闘前活難の演少は,安 静崎の

総禽崎仕蕊盤および難弾性抵抗の増加に相蘭し,呼 気鷲

擧量および気道抵抗とは橿麗 を示 叢な、・.以上鐙ことか

鋸 崎岡膝活量の滅少は,単 な導呼患障言を示す臨ので

はな く,呼 験筋その飽を含めた総禽的な呼騒能力 を承す

臨のと考えちれ鵜

38。 前結核手衛後⑳糠機能に岡する研究(第1報)

衛後残霧膝の膨鑛程座a肺 機能について(5分)

ぐ準鵬緩丸 織繊鱗)側 見 鶴膨,○ 笠鐙 商次礎

鑓巾 弘毅,中 屋 鰯,

醗部 誠,騨 部 文巌,

矢野 麹,轡 藤 進,

成田 宰子,武 内 崎宏

鰯 究織鯛;納 後藤機能に麗 しては残存前の膨鰻良蔑ヂ

な燕穫機能懲良終であ導と薫う言見が多い。癒後過膨腿

前が気麗懸を屋するとすれば,む しろ機能鰻下ポ響蔑ら

れ瓠 以 上の格違は衛後前機能に麗与する鰹子の多搬縫

に戯5も のと考え,出 東導だ縫単純北して本研蹴を試み

た⑪

(研甕方法レ 上記日的に濃う為,岡 樫礎の病藁を奮す

導患審を岡一徳轡が岡一徳式で行い欝後3爵 月難 菰気糟

液樽 徽鷺む検査し得た疲纏のみを対象とした.

醗 魔結尉:換 気機龍癒では膨膿良婆獺 獅 朗塞性離言

の締鱗が認められたポ,液 構藤では金て膨膿叢聾灘はそ

の機能 臨良終であつた.

(総括淋 理論的結束 との一歎はみられず,一 僕藍 葉切

徳後の過膨膿雛は現象的に気腫藤 と灘 う強い崎轡は欝立

たず,主 として撃徳に伴 う拘束性国子が強 く徳後の機能
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に影響を与え謹5ものと考えもれ鵜

39.呼 吸運動に擧つく空澗形態⑳違続的変勤に岡す

る理論的叢びに実証的砺究 一一 腕嚢灣の病態生理

に蘭する研究(第42報)一 一一(?分)

0日大鱗 構科)萩 原 慮文,○ 発黒 充臨

、 北野 和部,麟 蔦 昭醤,

中溌 戴夫,深 谷 汎,

布緯 趨雄,是 永 大公

生韓内肺塞洞の実態を知るぺ く,特 殊装躍でえた璽灣

内総麹線および岡内欝懸を分厨し,呼 吸運動に基づ く璽

濁膨態鐙連続的変動を理論的に灘察し,こ れを臨床上で

実証しえた.

!.肺 を演弾性捧と考え蕎と,讐 洞内1灘難繊 よ1)移動

気難麟 蕪がえもれ,こ れより呼吸に基づ く燕続的盤灣形

態変數が理論的に権論 され,そ の結襲,3つ の変動膨態

が予想諮れた艦 ず

2.以 上の理論的帰結 をヒ ト蜜澗鐙連続撮影あるいは

呼気吸気崎別断懸性で観察 すると,総 綴申23輝(欝

%)に 呼吸性甕洞変膨が実誠婁れ,ま た両知翻 藝の塞溝

内ガス総成分析,さ ら礁二言ゴム據鐙騰デル実験から毒

壊樽鞭しえた拳

3.呼 騒性塞洞変形は単灣型 および薄壁灘溝 灣に多

く,か つ強く,輝 懸病巣とは密接に購係す愚が,璽 澗の

辣在部位差はない。

鑑.こ の呼駁性変形は,誘 導気管支緯棧織 的縄賜 と不

離不即の闘孫にあ り,こ れよ韓逆に誘導気言支の機態的

性状 を窺知し颪た。

40.空 澗と誘導蟹管支と⑳器質的機能的據禽に閣す

愚研究(そ の2>一 一一蹄空澗の病態生理に閣す薦

研究(第43報)(7分)

頓 大発一内粉 萩際 患交,○ 絹絹 発久,

兜黒 充雄,藤 木 孝,

益岡 鎌明,岡 安 大仁

藤甕澗の病態生理究明の一環として,生 搾内におけ萎

座澗と誘導気管支(誘 気)と の閣篤 とくに蕎者據禽の

機能欄 孫を究明すべ く,実 蜘 纏 憂瞭 漁 驚 描 影

法(気 造法)と 禽成樹贈鱗型法0日 イ」型)と を併環観察

L2,3跨 実鱗を明毒かにし,本 学会にも報告したが・

そ鐙後鐙成續をも併せ,次 の結果をえ鵡

1.日 イ」型法では禽成樹贈鰹澗流入率は,気 造法よ1,

は美5かに趨離で,し かも蜜濁 と誘気鐙形態あ愚いは両者

の接禽様横を,ほ ぼ生捧蒔に近い状態で微継に鋼察㌔う

難雌

2.講 蕃の據禽様式は,多 種多様で,複 雑な国係を紫

㌔婁これらを類型化す孫と,大 偉5型 に分類しうる縫ど

であ翫

3.羅 購 の接金様相および誘気数は,鍵 溝の轍状0形

態 ・縄懸病蝋等〉裟密接に灘蓮L,概 もて,大 灘温 夢

灣型塞澗および陳賠璽澗では接舎も縷雑北㌔,ま た議注

誘気数 も矯繍する,,

4.平 静呼職下鉦其常呼験下(蝶 徽)と では瀞誘気の

機能的態渡は金 く異柏 を呈瓢,曝 演発作の意義を確認し

颪た。

畷.前 結織症⑳燐酸北念物代謝

案驗肺結核症⑳肺病集燐驗化禽物代謝に及

ほす各棧抗結核觀の影響について(5分)

0擬蜷大藝狐/嚇導)大 森 発憲

結鞍感染後2遡 羅緯蒙兎に,SM,碧A$,IN爆{,及 び

K縫澱搬頭 難(K賊)の 単独投与 を3懸 潟総 妻,諦病巣内

燐酸撫奮物代謝畿及ぼす各種薬麟の影響 を比較検討 し

た.結 演感染後2懸 鰻の蔀病変部噂は,壊 妊巣勇存す愚

嬬萎心部では,無 機憐 と為・燐の誌穣及び脂賀燐の燦壊が

細胞漫潤の藷明な遺織部では,核 酸燐 とあ一燐代謝鐙寛

進が著明であつた。翼に,各 種其別磯使邦1によ鯵,結 嫉

家兎糠病巣に認めもれた壊死巣部と羅緑部の燐酸化禽物

代謝の様癒の縮異は変化を激し,一 般に$簸,やA$,及

び 環A難 投与群 では病変部の各燐酸紅禽物代謙は郷騒

され 碁傾尚が強く,一 方,K瓢 投与群では,病 巣部の各

種燐酸傷禽物代謝は盛ん とな鯵,簸 備其別 と金 く其つた

変北を添 してい葛事が特長的であつた。

42.案 験的繕接蒙魔の飾及び肝に象纏ナる繕賀⑳生化

攣的戯びに總織北攣的検索

H.儲01薦 総賊 膳質について05分)

(金沢大纈膿 療蕊〉 村沢 健ダ計,趨 野 徹蜘

縫驚 国夫,村 上 総正,

○趨田 英之,上 原 時臨

剤藤 正広,藤 木 弧

梶村 畢,板 谷 勉

戯瀧 麗

俸難2。鰍 繕前後の健康 ウサギ42灘 を健康対照翫

牛型結核礒死薄ワグチン接種群及び牛型結核死菌ワグチ

ン接種後牛型結核生鑛締内注射群鐙3群 鵜分憂卸 接種後

/0欝,20日,30日,齢 日,50蕪,50難 日載採血の

薫騰殺Lた.撫 灣串の総o灘o総 撫701並 び鶴c漁1総 艶・

蛾H㈱7,は 光電駕難計によつて建言㌔,糠 及び肝の臓

器は 凝搬策結切片を作 蓼繕織北学蝉 こ贈肪の…般前明及

び0二雛麟総糠701膿 肪跨演響:/を行い,残 余の全部は細挫 も

てo撫 磯 蕊齪醜め抽無義を行 い光電 箆色計載よ嚇窯鷺し

た心

慮溝総o)葦掻総糠ro茎は死麟ワクチン接種群及び生鑛前
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内注納群とも接種後場擁するが,膝 病樂の前酪窒溝化の

著懸な生薄舗内涯射群においてその場撫の穣嚢は薯明で

あ葛.撫 漕 偽ol鰭懸戯 難鱗欝 も岡様場譲す導が病発

進腿の轟度撫す器崎期1ひ一致して 騨懸的減少がみ蕊め ら

れた。爾この崎期に轍肺薦燃 幼 購紡沈藩,磁o繍 捻縦 沈

糠も比較的著明であつた、

43。 腕結核癒に於ける撫灣 繋o叢y8鶴o蝋嶽畿 及び勲

溝M慧 ¢o欝o驚濾 の変勤に閣する研究(発2報)

一一塚 中 養麺 お⑳閣叢性凝中心として一…〈7分)

0瓢勲篤…懸 潜 霞鐵 慧蓬治,◎ 大騰 亮慧

継 的)繊 満 撫 及び瓶灣 魯麺 がAI鐙 演少 と磯・0箋

鐙増塘 こ強い榿関性 を窟する凱葱は既鵜報告㌃た葦嚢案,今

籔はこれ触 こ撫東すると考颪られている醗1嬉 沁 急跨関

遭挫を串心として検討Lた 鵜

びぎ法3④ 戴常藩20名 と緯結核患 藩68名 ぱ於ける

尿串 簸難償,並 びに漁溝 撫 及び撫漕 魏欝との棚闘幾。

③諦勢憲警8名 轍於鞭葛徳前後鐙各項の変動。③蕉前株

感染家兎を対照群,$醗 治療群及び 猶欝 治演群につい

て餐項の難移 を検討した.

窺成繍)① 尿窪礁'麺は礁漕 難難及 び慮 灣 簸》簿れ載

も轟度の摺麗性をぷもた、又鎌數の影響は殆ど受けなか

つた。⑧騰切患蒋では,撫 溝 驚 漁濾 懸欝及び尿中 懸欝

灣れ黙衛後/-2遡 で一一過雛轍増加 し,5～ 暮遡で術燕

乃至鳶常纏に恢復したポ撫漕 麹類の増撫が最も4拶」であ

軽,尿 申 魏類の演復が最臨後れ惹傾尚を示 した.③ 歎癒

では慮灣 無 血溝鍼欝羅中 躍嚢梅れも感染1～2遡 で場

加 し,慧 ～3遡 以後は,対 照群 と治療群との闇に発曙な

差 を認めたが,尿 串瓢欝の変勤が最も大嚢かつた.

4鳳 北攣療法施行驚結核懇蓄の鷺解質代謝について

(7分>

o健撮難ケ鳶欝醗)鏡 窺 秘納,○ 闇鵬 薫男

近縛簸光光農計の瞥及麺伴い電解難代謝ほついては多

數齢研究が報告憲れてい導が,結 核症の電解欝代謝に綴

す導報告は少い.殊 に長ll羅駕療は生綜の電解質代謝紅影

響を及ぼす胃能性があるが,長 期化鑛旛弩蒋についての

詳織な報告を見ないt、我潔は129名 の北療施蕎中め結核

趨.蕃鵜於てN難 の鍾下傾海,鎌 の増 撫擁 尚 をみ とめ

たが,α の無下は認めなかつた.筆》A蕪(譲併別群も難群

に沈し(譲 簸に有意差がなく,撫 跨上興傾懸は 欝A5・0論

の使鱗 と薫接国鎌をみ とめ難い.全{琳 舞7別 は高渡鐙電

解質異常醸を濯ミしたが,ll辱6名 がF型 の肺結核又は1聯

以まゴビ療 を鴛つたものであり,鍵 期化療施鶯瑠及び璽症

藤結核では電解鷺代謝演常に注灘を要す,,Kの 畿下をみ

とめたものは全鰐中黙別に過ぎないが何れ もサルファ別

使驚雜3/名 串に禽まれ,サ ルツァ却長期使騰剤ではK

の餓下の欝能挫が考蔑られる。

45.腕 結核のA撚 烹齢oわ麟海 恥h始 舞沁籍 丁総恵

くA.1。Tのに閣する臨床的研究07分)

(国療大縦厚生国)○ 小騰池穰一,

催 立大糠謙 療発齢 福厭 孜,下 条 文雄,

1簸B零 灘一

A麓 至墓lo難犠蕪無血溝は現姦免疫漁溝学鐙分野1こおいて:

種 聲の簾応璽式が考案 され,広 く癒繕諮れてい騰導私お

もはこのうも 難o漁rち の芳法を修飾 してA謙 董8嫡濾 撫

1麟 瀬漁撫 丁轍(瓶LT⇒ を実施 し,本 反応が岡接的に

結核抗体を証明し歩かつ特異的選応であることをすでに

報告した,

今繊は結核北学療渋の本探応瓢及ぼす慧彰響や,そ の億

の臨床症状との関係ならびにG蹴 謙0叢o繍 茎漁 艶 鱗

K鱗k磁 採応,嶽 満蛋嶽分層の変動 との国係装つ奪追求.

㌃た.ま ず駕学療法鶴よる改欝例ではA鱒 麟o擁恥 漁

溝力懸が上昇するが,不 変,増 悪纏では力癒は蝉鰯藻れ

たまま低驚 を示もた熱 また本反応 と赤沈,講 蒸状態とは

ほぼ轡餐麗懸が認め られた。本反悠は結核特異的抗賑航、

体複禽捧に灣するA搬 聯oh魏擁 捧の結禽の上に成立 し

ている機講から斐 とくに漁蒲蕉搬の 予G三 の変動 と密接

な惹岡係 を禽する為考えられ嶺が,◎OT臓,K難 嚢誠

探臨,濾 紙電気泳動法によ導 ㌻01の 動 誕とは,必 ずし

も一致 しなかつた心

4叡 糞験結核症における白趨球の態度

特に 欝ンパ球灘径について く7分)

0長崎大驚瓢内科)籏 島 国郎,○ 浜島 正瑞

象鷹を感作牽感染群と感染のみ撒群に大懸し,こ れに

感染3繋 日よ紛$顛,鋤 癬80難 蟻独,SM,Co痴80麓 併

綿療演を彎い,そ の白撫球数,淋 難球數,淋 載球痘径に及

ぼす影響慕ついて鋼察し,次 の結果を得た。 薫)資血球

数;感 作+感 染灣では7難 欝に感染携に姥 し…欝灣な増撫

を示 した。S誠 投与の場舎 も岡様の結束をみた.Co7撫 ・

o総 擁別灣は演次滅少,後 やや場撫 を承した.蓑)淋 繊

球數=惑 作キ感染纏及び感染のみ携共紅一崎減少,7日

日よ翰増加した.s瓢 使用遡も岡様.く)o撚80懸 使灘別

は爵漁球数 と隣肇L鵡 滋)淋 雛球鐵径;穣 作摩感染樋

では一時小淋繊球が増撫,後 大淋繊球の場加があるが,

感染のみ鋼では小淋磁球の増癬はみられない.$鰻 縷驚

で 慧 難縫よ蓼蕉常分布鵜遡う傾向を承し,灘 購識こは

感作前の分布になつた。C蟹 撫o総 使灘鰹では軽度小淋、

雛球の増加が糀られ愚。即ち淋雛蕪はその経過並びに種、

紺の治療によ嬬奮意義の態度をぷした.
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病 理 解 剖

47二 難治飾継核⑳病理攣的購究(7分)

0鷲講大病理)○ 北村繊郎,木 村 関

0磐購総鐙趨譲 小撫 光紀

雜治難結性の舗検魑を死購懸裟次の如 く饗約出来嵐

《1>化学療漁の結果広汎な肺線維癒 気管鞍拡張症,騰 挫

心ひいては気管枝樵騨炎を起 して死亡す鵜 鋤難濁壁の

類上皮細胞灣が非特異肉芽駕㍊,乾 酪物質と鐙岡に分界

を生ずる際,或 いはそれに混金感染 を戴 熱 肉芽内裟新

生 滋れた毛別血言かも濾欝挫出慮 を東たし,透 導気管枝

醐轡の為失漁死又は窒患死す嶺.こ れはガフ弊一賜性患

藩に多く,そ の燃大出血の警告と兇倣 され嵩。03)撫学療

灘によ絵勧膜肥渾,藤 上葉線雜猛 を趨 し藤動鎌主枝に変

櫨 蕊変形を鵡し,懸 発性飾鋤蕪撫雛癒 を鵡 して死亡 す

愚.㈹ 北学療法の為臓器結嫉癬が長期にわた韓生存した

後,生 檸の条件ぶ悪化した鰹,大 細胞性乃釜は乾酪性緯

炎やTぎ 麟o撮o灘o醗 を趨す.又 出血盤線維素性,崎 に

綜岡蜘生前炎を趨し,前 胞壁の難線維繋縫壌死や耀ツソ

ン体 を見る.鷺 ポ講ルギー乃釜はジス諜ルギー性翼態と

して蕪と生体 との騨係よ弩艶て興瞭ある岡鋼であ凱

48.割 検携から晃た老人結核の特色

欝わせて心及び馨の変化に就いて(5分 〉

個 療溝續病前)○ 長愈勇国部 鴬欝 慧部,

浦 上 栄濃

0欝愛購鱒 審灘 行蕉

演藩ぶ観察した 憩 才以 髭の藤結核菟亡趨検擁 慧 綴

に就藩検発を行つた.

老入祐核の崎色と愚れ葛前の線維北は必ずし懲藷繊で

はなかつた.然 し膨気腫と肺胞隔據の肥嘩は町が)発 明

で,特 に漁言鋼鋼の結舎織の線維北は全綱に兇もれた。

熱 し蹄病藥の被膜形成,蜜 澗壁の線維撫は,特 に老入に

強いとは糞えず,滲 出性炎鳶溺い,為 に病変部の被膜の

線維北は促進 されないと解 きれよう。乾酷北も特に少い

とは思われず,こ の部分には全弼に蔵を謙明した・気管

支病変は年少藩に匙ちぺると弱い印壊を受脅るが成入樋

では大差を認めがたい.今 懸はこの肺病変を蕪礎 として

心及び賢の閣鎌に前蓼報轡を行いたい。

49.小 箆の壌除腕にみられた無気騰⑳病理藩競 σ

分)

棟 京翻 笠溝瀬小発病前)○ 樋鑓 難湾・守麗 男決 ・

麗野 皓,福 島 溝

o繕核腕絵 織研)岩 井 別鶴 岡 治道

小発病院において,前 切餘を受けた症溺中一葉性無気

驚 曝別,難 城性無気前2綱 を経驗し鵡 漉 別は 翼峯7

名,:好/名 で,切 除崎年令は3才 脇,7～9才4磁 瀬

14才 瞭 あ臨 黛

症糠 擁 はx線 騰!翻 後不獅 欝 嚇 疑蹴 鞠 特 ・1

険影を呈Lて いた毒ので,結 麟鐵鍵灣 と灘えて切除され ・il

た瞭漉纏5～7は 繕核初感染時 よ舞経過を追及きれた癒 ＼

澗で瀞 懲 染に醗 無気肺癬演 益醐 不変であつ鱒 鋼, 、,

除 された.症 纏8は 臨庫織 慧非結核き1ざ沖 葉癒醗群 ど彎鑑

切除惑れたものであ輪

切除騨の無気状餓 灘 弼ともそれぞれ異つた事熱 載1

るものであ嶺ことが病理i前繊断號でわかつた・

その症鰹 を紫説す嵩恭

50.騰 繕核一別全騰燐除催の驗床的戴びに病撹攣的

検討(7分)

〇九索胸研)杉 霞漕太灘,醗 中 健蝋

○乗松 克政,雛 松 儒照,

水原 簿之,神 武 聴 講

0国療溝光鋤 梅本薫之助 欝

灘瓢欝翻羅薩欝 饗 鏑纂説み磯

懸濃猫警響窃談齢 懇蕊蒙鵡平馨
学的(滋 として縄織内祐核薄の螢光法によ萎検査)性 発＼ミ

と慧始 しつつ,麗 漉化への膿欝,雜 漉の理漁特 を検討し ＼1

た叢

病理学的漸灘 として窯病巣は硬壁灘蠣ぶ多 く,壌 菟部 ㌔・

に鋸 球 の漫灘態較的少 く羅被膜の舞特異性肉芽,血 管i

納生,充 礁特は発明でな く,そ の接舎部は篤鷹の乾鋼性 ・1

気管支炎で,演 窄を屋す贔も跨が多 く鼠濃注気管実臨繕

捜暁変北が趨性で,低 次の気管支叢も変北ポ兇られ翻1

のが多い.近 傍並ぴ瓢遠驗撒霧病樂には辮 日病其の混霧 ＼

を認め,無 気藤線雜北,穣 状硬化,代 償性藤気睡を認ぬ 、

納膜勝懸眺高鹿であ灘。継繭学的礁は徳前耐臨を欝す嶺.

ものが多く,継 織の螢光法によ導検発では座溝,蔑 鍵の薬

結核縫変北のあ導気管支に定璽的樺欝を多數認めた。

5峯諦 切除療餐⑳病巣内結核言(5・分)

0蓬麗 研究醗前驗職)○ 萬橋 欝広・灘立 熱 、

小灘 長次

幾的 ξ勢絵締の病巣内結核鑛の消長を納毒雛 蹴 納灘園

の性状,病 発の乾酪物賀の戦状との濁連で競較性討した,惑

研究方法(D85?綴11総 病其を嚢樗とし,(難)病 樂lli

鰍 を01灘 灘2)濃 融 轍3職 憾前蘇 識 鶴 職

物蟹の性状 を(1)驗 様前酪挫(2)軟 かい前酪(の 黄5繋

(購 剤齢)パ ス蝋鞴(轍 かい㊥ 綿 鱗 辮



57

ゴム機 〈5)緯峯亜ぜ難06)職 灰イ慕(7>懸疑痩 とLた 幾く灘)塗抹

検発訟1%小 墳培地壌養。成綴;(め 病薬性状,鑛 険性

毒,塗 抹購盤培発陰盤鯛は療研櫛8鰐 巣の麟鑛と1蕊ぽ岡

様の傾向を承 した.(2)縷 様前藻性,軟 かい叢飛購 灘の

藏灘の険蟹嬢 は低 く(47艘9%)塗 抹崎雛嬉養瞼盤磯は少

い023～26%)が,簸 鐙群では蠣めて趨 く前藩〈71～§1%〉

後斎 く52～87%)で あつた。(3)特 に軟かい緑剤色韓酪

とノ蝋 タ様前酪中の薄は塗抹購挫壌養陰雛三膨藍が多い.

むすび 二病巣内結核蜘 ゆ消長を追求する1こは病其性状

と灣蒋獄その被検前酪物鍵麟性状鑓よ導検討が必要であ

鵜

52.齢 總織⑳電峯顕微鏡的鋼察 一一一懲律神経遽断

下⑳肺胞系微總前造 縷 のS)一 一〇6分)

0癒島大縄懸外科)高 繕鍵久夫,河 懸 晃,

○太田 乙治,大 塚 鄭雄,

樫谷 京騰

糞律神経遮断下の齢胞系微細講燈を鋼察す悉日的で,

交感神経遮断剤蔽Lて 儲lo糟70縣 漁 奪25～30撫 鑓lk8,

翻交感神経遮断 別 として1海 漁麟 鷲200御 器0驚 慰爆慕

を蓋日1灘 筋注し,1鎌 投与群登3日 簡投与群及び11日

岡投与群の実験動物齢総織を観察した.

畿律神経毒投与崎の締胞系微細欝造は,一 般に騰處内

諸細胞㌶大小の樂胞が場加し,組 織鐙淡醗化がみられた

が,そ の灘蔑は3日 醐鍵与に於て強 く,そ れ以後の投与

ではほぼ購程巌の変化か,或 はやや軽凝の変化のよう載

慧われた。交感神経遮断群と,翻 交感神経遮断群とでは

鮪胞腔に編胞崩據物のみ もれ導時期,蕊 鷹膜膨化の懸魔

及び糠胞壁総處大座胞内の麟状講造特雛於て藻異が認め

られた。その餓の発鶏 こついては,ア ド勧ナ撃ン灘水麗

を慧趨せ しめた崎鷺初めて明瞭とな鞍,前 蒋では細騰内

及び岡賀内水騰樵変化を軽嚢に認め導のみであるが,後

藩では髄胞系諸細胞はすぺて癖壊魯れていた.

53.蟄 除後残霧灘に灣す墨繕楼感染⑳発驗的観究

く第5報)発 驗的代償性戴膿灘⑳難峯顕微鏡的鋼

察 く7分)

o:寧醗 嚢鍍織嫉粉 餓塾蓬、鶴膨,畢 賀 洋購,

○ず融1蹴 霧

私粟は,懸 謙 醐 除後騰府灘 樵簿す孫結嫉感総 瓢つい

て,一一連鵜実験的欝究を進めて,過 膨騰の結黙生ず嶺代

償挫肺気瞳が,結 鞍惑染1こ灣して墨利な二とを報告 して

来たが翼に蕊れを電子顕微鍵的に滋究しようと試みた.

今繊は,気 腫黙紛 繍懸賀微別特瀧曇こついて観察し,多 少

砕知箆を得たので報告する.

健常成黙嶽兎の左前下藥を燐除 し,4還 岡後過膨脹せ

墨左上葉の一部を憲常嶽兎肺と紘較鋼察 した.

肺處上皮,毛 細慮管特には特に変北愈難出し得 なかつ

たが,岡 質の藷孫しい場殖 を認め,前 胞上皮と撫管内皮

とが密接してい葛いわゆ難欝oo轟隷無韓癒轡響 におけ5

講鷹膜部の纒の場加を認めた。

54.簑i灣 生成騰緩織餐部におけ嶺形態灘お北攣灘訟

⑳麗連性についで 一一飾空澗⑳病態生理 に蘭する

概究(第44報)一 一一一く8分)

Ol・敏 簗一構翻 萩賑 忠交,○ 上国其太部,

騰沢 憲勝,麿 出 雄蕊,

勝懲 長,灘 孝慈,

内山 照雄,淺 井 保,

斉藤美懲子

盤澗は繍癒織の篠雑な幾多鐙過程の終末機転 ともみも

れ,そ の進麗載伴ない,病 巣部初期の肺各部の組織学的

饗北 〈光学 ・電 ケン擧〉に対応 し,北 学藏oo)ボ 消費 ・

驗発活挫 ・燐分灘等)ぶ いかな愚隣遮を禽す導かを,㎏

ト薪〉馨誉除難欝020纏)と 講簗菟の鍵験螺駿洞前ぎ(烹52羅茎)で性 諺

素,次 の結墨をえた。

1.実 験座溝の生成 ・進廢に伴なう嬢澗内 ・座溝壁 ・

座澗稱懸 ・健常糠部の各部の繕驗学的変北に癒鶏,そ れ

ぞれ各部で化学上の諸変北が認められ,と くに叢溝周懸

部では,儀 消 費の増 加 ・酵嚢活性の上欝 ・燐分灘の変

北が驚衝的に発明で,灘 溝生前に該部の北学生の機能寛

進が不可欠なためと蒋えられ為

2.叢 籔霧生成の病態肺では,総 織学的に無断晃緯健常

綿部綴織でも,北 学上ではなんらかの変北がみられたこ

とは注難雛鰭す鵜

3.斌}の 有塞溝結核蹄各部組織では,嘉 くに北攣鳶

では健常藤部綴織よ樽低爐を栄 し,聡 もかに爽驗座澗肺

とは轟稽 を屋し,そ の理由には種凝欺濃子(長 期抗結核

別使愚 ・鰻性経過 ・総織蟻上の発異等)が 藩えられた.

55.級 入感染によるINH轟 度灘性結核言⑳韓力に

閣する礁究(7分)

o繍 藻 寒療養醗)○ 下出 久雄

く結核『難絵 結研)豊 摩 糞一

INBI高 礎耐性結核藩のモル騰一 トに慧す導毒力の低

下は各種感染経路によつて認められてい灘が,言 凝は吸

入感染によつてもそれが認め られ蕎菰とを践報した.し

か し戦入感染においては撫の感染法に比し毒力儀下の穣

慶が少 く,感 染8遡 後において懇 脳R感 性言の羅力 と

の岡に鞍Lい 叢が認められず,韓 酪北した病蟻が多数認

め られ,姉 内の生菌数は感染後次男に増加し,8懸 後に

も減少を示さないことが認め られた.今 麟の実験におい

ても感染鷹後よ吾)脳H耐 黙菌の前内生鑛數は次男に場

加し,Io遡 後においても多数の生鑛を認め.腋 には多數
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の前醗性病変ぶ認められた婚凱のような蕨児は 獄欝 感

牲 麟感染勤物にお鞭る断絶と著しい差を認めなかつた,

しか萎に感染20還 後載な孫と 獄H感 聾繭感染群の病

変は藷しく進饗したの紅 反し,1織 僅醗縫菌感染群では

病巣の著曙な発縮が認められ,前 内生麟數も鵯減 した。

以 上の成績から吸入感染 では1撮1耐 性菌が織の感染演

鑓姥し,よ 絵長期闘締内で増鎗u総 存を総 ナ,か なりの

韓蕪性病変を膨成することが確認婁れ,又,更 に幾難間

を経15と病発は次第に萎縮し,薦 が消失す導ことが鞭8か

一 豊され鵡

5蔭.選 交系マウスC職 と 磁Y岡 株の結核症に対

する癒抗性の蓬翼について(7分)

(結演予防熱 ミ講)e轡 木 正報,踊 龍藤 賢潅

結撫 こ対 し抵抗鉾ゆ 異るCF/と 撚Yの2採 の薫交

系マウスを用い,抵 抗挫の発が彎に由来するかを解晦す

葛二とを日的に実験を鶯つた.結 核鑛を静注感藥 してみ

愚と,一 ・定嚢以上の薦量では明らかにC鑑 の方が病変

の進展を承す.s蕪 総 醗慧蝋1嶽驚 法による識溶獲予鐙

比 較,腹 腔醜球の縄織培養法によ嶺結嫉薄の綴胞内増殖

速座の鋤較では,翻Yの 方が抵抗ポ強い鎮向を承した

ぶ,そ れら潟みでは説明に不究分であろう。感染マ轡ス

で 撚Y欝 方が常に騨の腫脹薯るしいため,網 内系機能

に発があるのではないかと彎えられた.墨 汁紋チ を禦い

網内系禽食能 を姥較Lた のではll嫌職凱差がみ られないが

細 處内に摂取 された優の異物消化速鹿には購瞭な墨がみ

1織 灘驚 鵜ll!
葛 騰 珪 し磯 内系磯 籠緯 びゑ聴獅 勘驚,

られ㌫ 、

5ア.サ ル饗イ ドーシスと結核疲との淋欝腺病変に櫛

いての病理總織攣的検討 く創分)＼

硫犠 予鑓矯～醗)震 捧 穂部

サ膨繋イ ゲージス1よ,隷織学1戯醸 死 を殆んど伴誠 ポ 。

類上皮細麗結節を薫徴 とする疾患であ η,そ のため繕嫉

鰹 との継織学的鑑鱗さら織 よ/茎嚇 濾の 繋欝が織懲 と漆れ

てい嶋.そ れらの点を検》愛するために,我 舞は定畷藪轡 ＼

症 と懇われ 導症趨の鎖骨}禰 ミ縦慧腺 玉4に ついて,そ 鐙 ＼

継織蕨 絃を結鞍麗o化 幽1舞1幾嘱/く,化療後20体)磯 鞍＼、

1讐一縦驚～鎖膏上窩溝轍繊のそれと比較検講し,鱒 せて ＼

サ懸 こ類似 した醸 慧腺組織性鮪 叢するも跨が・嬬 醜 姦1

結核癖にみ られるか賦ついて鐙検講を行い,サ 症鐙結櫨'

難欝灘1諜灘1野舗
疾憲鐙薦の諏 鷺線組職織には励 題いがあるも鈴と言蔑ら、

れた.ま たサ症類似維織鍮を絃す恭ものは,婁 症硬北轍 、

結嫉癖において跨み見出さ量風,両 疾憲の移行璽を求め為 ＼

二とは出東なかつた、,、

第2日 第I会 場

(4月10日8.00～2.30)

座 長 青 柳 安 誠

症 候,診 断,予 後

懇・ 飾結核症における窓窒肥大の心彎国攣的検欝

(発2報)(7分)

Ol箋競 申轡療養譜前)ぐ'谷崎 雄灣,貸 轟 澤,

揚 維鰻,焉 場 濤賢

聴結鞍癒鐙死亡蕪験 織 こお㌔・てかな1)高灘に翻登肥プく

磐認められることは注日慧蠣す㌫ 我々はギ蒲 肥ノくを心

慧籔畿よつて判定すぺ く,翫前検 餐の行なつた麟検心45

灣を検索し,心 織凝麟 こおけるず事キ 茎叢隔の睦琉,費 室醗

際摩さと比較し,聡 瞬 と拡張 とは平行関係が認め られ,

これと作製Lた 心電国醗滅が平行講係である凱為を確認

し蔦

また入野警沖 の安静度1,窯 愛の患織 こついて心電図検

灘を行い,%VC蒔0%以 下のものに,心 電麟蕨昆のあ

＼麟

るもの を講め・か叉 縞 幽 ち死意せ叡 識 よ%vc嘆

40%以 下で,心 電懸響晃の嚇 生にみられたも轟であ導,1羨
一

鱒.肋 縷生検に閣す番研究(7分))き
ヒ とや

(へ海/氏騒納 紛 塩レ嚢 憲{,繍 日 賦之,蔭

織 武瓢 ◎磁 瀧ll

彗融 を官す鋤 朧聴 辞!5懲 こつい働 驚験 赫 蕪

灘慧∴∴融
§灣,:懸 ～該 膨漠慨合併樹/懸,臨 癌越 鱗,彎鐵及び灘 灘

前糠働 購 聴 撚 醐 ∫つ鵡轍 鴫
発性肋膜炎9弼,蟹 結核纏膜炎禽掛纏1轡 離10鰹 率鰭 膜・懸

、、縫
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灣に,業 蟹iべ欝 瞬中 韓 瞬1こ矯鞍結節 を証靱も海箒又

癌挫論膿菱で前よ5!憩1漣3濁紘腫瘍 を証購 した"

之等肋膜翫締成績と織の1灘確検齊成績 蕊靴鞍演講Lた

が事馨褻1俺ゴく申に結嫉}講蓬・証購し烹なかつたが,高 率に

結演讐簿を証1粥し得た.こ の事よ1,納戦生検は結核鷲肋

濃炎に於いては診海、繕食轟猷嶺もの薫認め得騰 、黙癌鷲

跡議輿に於いても糞慧の1緯誉幾鉾畢識糠よ導よ1馨確実賦睡瘍

の診;喜評を確定し得嶋胤とが羅～薄ミたひ

藝畿1繕 璽軟欝鉱よ纂小變サベル〃婆ン ・ハ撃華 ・墜

業 塾について08分 》

;謹鍵ぜ、鷲斡ゼ縛1懸総

く鐸4、ジ紳奮i瞭 薦i躍♪(縛 ぜ熱1}嚇療養織)

ゆも博し耀療養蝋)Ol篭 糸胃へ島絵繋溺)

0縞、㍗欝部宮療鍵魅)ぐ1讃 ヂ囎鑓療鱒壁1)

〈講調演講療捲章ず)(/・ 壕ご㌦戴蝦藻華)

{N療 ヂ{鼻嘗♪ 〈/・糎薬慰竃書)

ぐN療轡訟轡病獣)

レ島 臆鄭

;鵡裏ごチ 漁癩 蝿 践1磁写瀦 ヌ鋤l/灘の 慧 施設1鰭 墨い喋,

ず響室耀 守狩〉ぢ案慧なる鋼灘ツベ鑑グ琴ン軟欝を環い

てバツチ華寒 トo以 ド墨)黒)響 押琉 緯で,そ の結懲を

報童曇許す鞄 対象は4齢 鰐で,為 り内 嬢 学蝋 ドの小驚粟潜

臆 は 鰯 鰹一9手 以 ゆ 醗入猟 搬4蠣 で漫

講 惣 ゴミ櫛 烹絋張癌一縄捻 等を藷む、、鰐めに鑑轡 ヤな碁

橡 こついて検隷を灘え,次1難 書購醜 轍蔀こ2μ 》ミ》/離1ソ

を燐いてマン トー畿 籔応 《脚獄 。)を管い鰹 糺 た、

その結 襲小瀬鮮頻 購§ぱおいては,薫∵ゼ.と 璽澱。は縛

騰 甑臨 瀦 関を試し 数1蕊0・)で 茎・。Tべ…)の 識訟,

4聡 嚇 劉 隠 あ今た 二考も齢 裁 醐 醗 ソ ㌻た

糞華も 検5書!。得た躊三濁 董4鱒ll購 縄叢は賜畳 反憲を暴認

た・なお 硬応の讃簿 にう～べ,年 令楓 捗瓢 病墜騨,

轄菌の轟劉顎にも綾、灣艦■饗えたので、環せて斌 ヤする、

蕪1・ 攣研B,c型 轟診断隈舞 毅7黛 ♪

縄F蔭劣,、L一 卜登ゼ)轟 凄{㌶ 獣聾 盛執 這三撃蒸
'端魅敏ll乱c蓑 も

;綴三}趣場の 無轡/黛 礼}縮1日詳峯要毒)

のへ唆 織より登蟻 甚藁砿G㍉ 乱℃ ζ,)鷹諏 畿1∫導汎 て鹸こ尋

した募)謝!き汰 搭1およご訴簸設麟ぐ)XI・病)蒙 鏑受窯を概鐘

し ミた蝉∴灘 彗饗爽弾}・鍔 ∵、津 熊ひ ㌻覧した、縁濠は

乾酪懸 是'1蹴"1る穿・llン!言)讐濠憩o灘1溺 曝8毒:ぼあ轟.鰭

、薮 馨)4蕊 轡ll・翼 た・勇ド拶》'轡記■ ㌔』ll謡ツ＼瀬で赴きゐば

ら{ぎ ・メあ1㍉ 之晦威藁こ漸 ＼紬 と答襲峯Ll姦}響へ献1の・紳£

購卦∵鱗二/ギだは前 繋よ球clぶを苓くヒ礁のに鰐㍉,1受彗で

は0二藝壁縄擬が鯵く職罫頻薩曇み られ驚.黛)Xl-一 難夢

素の肉駿的癖蝿学湾 奪態隷 隷)農の 難蘭叢す職わ馨降鑓焦

炎熱 紛 みかけ}の8藁 要嚢喉ゐわち・響盤膨病黙ま鳶は

撲脅病東,病 発懸灘灘胞隔縄または無気肺幽 絵など載 よ

蓼XF。縫畿界不鮮鵜魔蔭影を駐ずるもの一 燐2種 繋山こ

分ける轍とがで趣た.焦 療を宇沁 つても難 批 鰻 い黙饗

素はお叢・にみかけ前。のB婆 素ぱよるものと考颪られ導.

62。 騰結核患言の崎癖採徽灘一改屋法 α 分)

ぐ1驚褥罵1廉}讐楓)ぐ濠饗 罫究,〔 下驚 癬一,

漆藤 忠徳

彗醸 ヤ骸患書の診懲ヂ,治 療,f後 の判定に際し,最 毒蹴

要壕∴との薫ハは鷺綜醗1に於縫る結猿麟の鳶無 瓠・あ嶺w

繋ツ溝・以蜜,そ の訟畷法為㌃て,鈍 検法 σ燕色法》,斌養

法,動 物実験法など演 拶菰耗され遵事嵐 て来た,、欝㌃醜

褻鎌取法に就いては奮1瓠朝喀療採鞭が常識!l∴ている纈か

縄窪…飛に1謙,あ まり薫要撹 されて饗ない、鎌!こ滋われ

撫.轡 し,検 褻1こ際して,最 簿に㌃でヌ蟻 も戴繋なこと

は検餐の月的に適した熔繍採取1こある事は喉然であ轟φ

穀啻 熱.総 蓑蓋o欝等は寧ゾ墜ぜザー一を灘いて,グ 撃糠一一

ルと高張食塩叡を戦入 さ鷺,そ 鈴綾に得毒れた聴療が磁1ゴ

癌灘スグ㍉トー諜アゲに最も鐵当であ添奮を認め九、我聯

は聲結縷懲 濫にグ彗慧一適 を級入 させてi採褻 し捗擁一1豊癒

めて好結 懲を得たので,そ の概酪 を報告す猿,

63.3%小 醗場地発薦いての結核言鵜発離場言崎に麟

け薦雑菌⑳優入について07分)

〈北ぎざ脳搬響觀属病罫ε)い 宮城慧・披一ヂ,立 花 嘉 譜夢

小ぎ鐸 辰次

我聲は昭鵜34キ 及びll～韓135年 度において実施した

結演鱒轟簿離弩叢賦あたつて侵入した繍麟鐙侵入菰を彎

穫畷,月 畷にみ導と撫1鋸醤和35年 幾において綬入した

羅鹸の磁芙山菰噂いて懇定 を行つた、,こぬ事は.1じ ∵療演

が籍葱の侵入ぱ対㍉て轄等かの影響 を及撲してい篶ので

はないか 撮思えたL,ヌ 撫憲羅/l掛の繕究のき藤ミか1)をつ

かむ 罫ができ鴇かも潔{1れないと考颪たからである、そぐ)

結黙,我 礎は,蕪 薦侵入率が{驚 療法以蜘 こみ ちれた鍵

諏 こ筆く,欝 李/こ坐いとい吟た様壕緩晦 を認め廠かつ

た この1ボは秘偽が騰塞く職つた撫 こもよ灘上罵わ鳶瓢欝

蕊 一一 廊 〆療灘ル ぜ讐鳶・の彫で響二響1、てい灘のかも鰯1

れない 掻撫 ㌘)い て1謂鉱∵》療法慧離ダ)成專鋤 ～ないので

焦較できなかつた,

懸1前 糠穣懇言鈴曙獲か曝の翼灘笈び$織 緯 ぎlo儲。

曝襟聡 灘検繊に噂いて(5澄 〉

幾;も'■国磯 嚇 、・騰終/浩,1碧 前/■ 導緊

鈴叡i饗,露 蟹 ゴ・義,

詫 曙

緕 ギ挑虐辞嬬い 曽懲 こ一蹴 で,一 識 薦叢め搬 壕,或

は1憲交べ理象によ譜畷,薬 橿に抵善い 強い 心離 雛漁 属,

8鱗 懸ぎ豊糠蹴 丸総,叢醗 麟o搬o購欝 等鈴 分離麟!麓が繕擁し
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てお薙,こ れら糠伴麟は診断,濃 療懸に璽饗な意発をも

つている。私たもは国立蕊言療總蕨に入院してい萎患藩

及び健座蒋の崎餐よむ其鑛及び5嬢 麟ylo心㏄撫繕特の検

発を鶯い,そ れ らの抗結核灣と検出率の麗係,言,軽 症

総者霧に戯5検 繊率,賀 癒憲藩にお綬犠藏の溝長特を検

討し鵡 ① 患藩 鍵0名 の崎餐中よ鯵C畿 藤 磁 属36。3

%,s撫 麟麟㏄㏄¢聡 慧%,A8鯵 顛 撫$き.8%,そ 緯簸

を分離した.(2)抗 結核剤肥 の騨係は 艶A$,環A投 与

量毒の蘭驗はなかつたが,s瓢 投与量が増すに従つて分

離率臨上昇した難(3)C議畷 漁 属 を検出した震藏1患者22

名について6カ 月驚達続培養したところ毎月63～73%

の0)鋤 磁融 属 を分離 した.(4)$糠 麟麟o導㏄¢聡 跨耐

性率はPQ76.欝%,$鍛:61.5%,8L;42.3%,T《 訟

23。1%華C鍼 濃3ほ%で あ瓶 単独耐性よ鞍多遡耐性鑛

ポ多 くみ られた。

65.飾 結核症のX線 齢断における ◎d麟職C數 瓢¢撒

による 婁00撮撫 岡接導輿の診断簸髄0難 分)

0)翻 鰍 研究委鍛会

(繕纏鷺徐)御 購生圭輔,座 嬉 懲男,

○塩沢 活,逃 藤 鋼一,

灘崎 畢槌

(鍵 雛婁)藩 絵 栄一一,加 愈井駿一

(別 前)梅 沢 勉

0言士鰻扮 近江 購

0藥鉄)福 田 安平

傑 窟彎鰹 麟艦 轡謝 大木 保男

(公鍛講艦醜)璽 松 逸造

(専ヤノンカメの 田沢 進,柳 藤 鑑

(ツ§ツぜルム〉 沢鑓 達夫

0小爾幻 江頭 元樹

50鰐 の前繕核有勝晃例におけ羅鷹據零其 依)と オヂ

ルカ ・カメラによ蕊10)0撚騰 岡擬写其(P)と の診断 輔

歎事を検討 した.麿 断範鰹については学研および学会分

難,拡 が 韓,長 大病巣紅っいて,11名 の医師轍よむ,難

と筆》を別紺載しかも独立 した読影を行ない。この読影齢

約1癬 飛後Rと 欝 との岡様な読影を行ない.こ の2織

の読影きこよ融①R1;R2②P1漕2③ 難1灘1④

鼠2:P2の 綴奮わせ鵜おけ嶺一・致率 を検討 した.学 研

分類では 烹1名 の平均…歎率は ①63.5%⑨55.欝%③ ④

61。3～56.韓もと 獄;B》の方が畿いがその差はおよ讐!0

%以 内であ弩,Rよ 絵欝緯方が病影が軟か くみえ導傾繕

があつた.学 会分類で跨一致事は ①～④ の簿れもが70

%以 上,拡 が馨では 參o%以 上と高 く,最 大病巣ではΦ

72.3%② 磁。3%③ ④56.4～ 騨.1%と な鞍,獄 よ鞍欝

緯方が病影が大彎くみえ愚綴織が認め られた.

懸6.嶽 嫌騰繕核について0発2鞭)

一悪化催⑳検討叢びに繍機能一(8分)

0濟座鎌織磯購纏騨販糊導〉

彎羽 霧夫,○ 言多懲 漕,

武野 智,河 癒 鞍憲,

榊原 功一,高 祐 康之

妊婦齢結演go綴 鵜ついて経過を追つて驗部 レ線写其

糠機能検査特諸検査 を婁施し,妊 娠分娩が締結核にいか

な孫影響 を及蹴すかを検討した.

対象90弼 中懇撫鋼は7劔0乳 η嘉)であつた礁学研病

饗分類賦従つてわ瞭薦と撫難10別 中2趨,C型32弼

中3灘,欝 型3灣 中2別 であ 鯵艶悪北別はすべて活動鑑

肺結嫉で妊娠中に悪北したものな く,分 娩後6オ 薄以内

に悪化し分娩後北学療演を行つていない劔であ嶺.

妊婦騨結核の換気機能をみ葛と妊娠6カ 月鑛繭 約半

數の纏に瀞岡肺活鐙の畿下を認め,勧 膜癒謝 灣,騰 成徳

後纒では長に驚活難の蟻下が加わつてい蕎.酸 素摂取量

は全別場加していた.

胸成衛後例,灘 其切餘納後纒で小簾 を得てい碁13鰐

は悪撫した悪のな く内1鯛 は46%締 濡量を灘したが産

稀 勺拳徳をす猿ことなく納事分娩をすませ蕎ことが繊来

た勲

§7。 凝娠分娩剤驚特⑳前結穣に及纈す影響 ⑱ 分)

(織纏畢前会第一縫縦耀談胸 瀬愈 數

妊娠分娩欝鷺によ墨母体鐙前結核の悪北をふせぐため

にはどの繊な方法を行つたらよいかを検討した.対 驗は

妊娠前か 鞍分娩後1年 岡の経過 をみ導菰との出来た1騨

国の分娩について妊嬢前の病型,嶽 族数,初 蕪,縫 座,

霞壊営鑑 と夫が勤務藩の塲禽 瓢常分娩と発欝分娩 　獣

擧と剤児豪本人が金部背つた揚禽と拳伝のあつた塲合等

を態較検討してみた.ま た薪生児の出生崎体賀,生 後1

力年の発奮状態,愚 親の糠結嫉鐙懇北 と納生発の日ツ諜反

応購転灘を検前 し,葵 媒生後1勲 年総妊娠串の北学療法

が瓢生難に異灘 を東す二解 〉ない叢とを認め,以 上の崎

果かも病壓が欝型でも療養 と北療によ鞍悪北 を憩す二と

がないことから,活 前雛が拶少でも認めもれ嶺ものは牽・＼

分な化療を実雄 し,0)灘 でも生澱磯境が悪化の危険の響'

えられ導状態裟あ葛崎は北療 を驚 し,そ うでない為欝で

も十分裟経過を言視して餐けば,疑 娠分娩轡発によ轟無

擁ド〉灘結嫉の悪惣綜予分ふ鴛ぐことぷ出勲5鞭 壕 奪颪 、

られる。

総.浄 化嚢灣⑳臨床的診断について05分)

㈱ 樹 掘 欝前 繋)加 納 保之,浜 野 蕊鰻,

○蕊田 鋤津藤永 亮窯誕

撫内 秀央
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纏o)羅漁 織曙就至艶$
y総70難 ピ'臆 ついて灘北嬢溝の臨

床診臨 こ必饗な条件の検討を轟二うみた.臨 験切除症鰐

のなかから箋灣が浄北濡癒に達したもの,あ 嶺いはほぼ

渉麹した叢,のについて病理維織学的に検討するとともに

ト織所昆,気 警支濃影断織,墜 納響混 などについて検討

しまた盤澗鏡を試作 し,一 部の藏別織ついては戴達的繍

塞溝の内視鏡検騰を実施し,浄 北劉 欝跨診断轍必要な条

件について検索をこ徽うみた.

欝.嚢 状化勧た繍結穣鍍灣⑳予後 畷5分)

韓讃擦 立小糠癒鐵簿 気こ膚灘 文轡,溝1/1寛 霞,

単鵯 構子,小 林 宏鴛

当初明かな結捜雛三叢溝で化学療法瓢よ弩それが嚢状撫

した肺結骸綴 蕪鰍 徽就て嚢状化塞澗鐙推移を1～4年 に

鷺1,x線 的臨捧1的に鮮細に玉叢求 しその予後を検講した.

嚢状北嬢灣は壁跨摩漆よ鞍 の 一様賦極めて葬薄 ⑫

撚撫 以内),難)一 様に鎌簿(2～3熱 灘),⇔ 一様i続葬

薄であるが壁の一離 こ点状影鱒あ15臨のに分類した.

X線 所見では薦趨察濁は長期岡に獄犠鋼壊でかな蓼形

が変化したが,の 紡 に達 もた塞澗では撲菌もなく臨床

的に安定していた.4縫 謬簸 彎では窯溝の変化は藷明でな

かつたぶ,の の 載達する叢に更裟多くの年月を要し,

言癬纒では1難機能不全,ア 叢ベルギルス感染,喀 識を趨

した纏があつた。単織 懲澗,多 灣鍛澗 とも ⇔ 叢しか達

しない濁の予後は安心出来ず,特 に欝菌ある鰹は予後不

良であつた、入院期闇,就 叢 と予後 との溺係では禽効な

化学療法の援護下に軽作繋を背 う程座では岡題はなかつ

た。

ア0.誌 結撲症に及ぽすインツルエンザおよびウイル

ス性呼畷器疾懇⑳影響に閣する研究(第2報)

(?分)

月郵矯欝療麹勤 て〕}騰安 大鵜,野 村 鰭郎,

林 鷺男,灣 薦 健夫,

串耀 鋒,剤 藤 忍,

墨加 古久,祐 本 郁

われわれは糖結嫉に及ぼすウイルス性呼戦器疾患の影

轉綜ついて種凝検討中であるが,今 織は昭和3鋭 年3月

轟蕨入所患者のインフル講ンザ0以 下日イ黛 崎す)流 行

に際して,そ の典盤的発癒をみた 蔵2名について,経 過

を系統的瓢鋼察 したと菰ろ,総 禽的経過覇定では12名

申5名 鐙悪蜘を,胸 部 レ線轍では4名 の場悪別を認め感

などの比較的蕪しい悪影響を認めた.ま た灣照 とLた 当

時入1舞巾の鞍 」難発巌藩叢蕊 名蓄こついても9名 の悪化鰐

があ参,そ の内4名 は撫溝ド4漂抗体懸および霞覚症爵・ら

日イ」の不鑛性感染,震 たは軽微感染が考蔑られ導な蕊の

興瞭あ聯成纏を得ためで報告す燕とと臨に,前 結骸に紺

す難呼隈器性ウイルスの影轉鞍ついての暴礎的実験とも

て,結 核藤 と日イ抄 ぜルスの相互影響樵紅関す導実驗憂

ふ北鶏郵培発法を粥いて行い,鶏 訳撃の生欝数80}綴04

程鹿の存在は日イ抄 イルスの場殖㌶影響 しないことを難

斡得たので報告する.

7L化 攣療法後の欝燃悪化擁⑳検討(7分)

(1耀隷 京雛講慧院)○ 蕪谷 謙瓢,佐 藤 武材,

猿欝 栄助,石 田 宗夫,

綱原 藏鷲

昭灘28年8月 よ箏昭澱35年12月 まで紅入院北学

療法を管い退院 した134§ 例の患者のうち33携iの 男燃

悪北慮再入院治療観察した番この33弼 はいずれも9カ

月以漁S瓢,照 慕,勲A$の3蒋 轡携 を脅つたものであ

轟が,こ の霧燃,悪 北の諸国子を生 として日シ」線学的に

分類 して次の 憩 の項日に分類検討した.1>小 な葛鞍

磁藥よ勢の男燃9鋼,2)残 存せる小撒布巣 よ鞍の男燃

8遡,3)上 髄葉の無気騨からの男燃3鰐,4)星 簸の嬢

痕北巣 と愚われ碁も緯からの再燃4綴,5)祐 核爐か愚

の再燃2別,の$6の 病其の日レ講乳1二の見おとしにょ葛

もの2粥,わ 残存小箋澗から響燃1例,8)広 汎な硬北

性病藁からの再燃1綴,9)癌 の禽鎌・に よる再燃2粥 葵

欝)碧 年性糖尿病の舎併せるための欝燃1別 に分類L,

それぞれの国子を検討し1),2),3)に おいてその気管

寅造影所見および切除肺から1)に おいて奏諜據 禽部にお

け難石蔽棄の形成のため塞洞が究金礎 驗痕北 しない毒⑳

のあること,3)に おいては無気前形成が遜導気管支の

不究全なる肉芽性閉座によ灘ため再燃がおこ嶺こゐを知

つた爵

7焦 気管支造影からみた慢性気彎支炎症躾群(7分>

0演京叢総病醗鯖穣科)○ 田中 元一,古 懸 一部,

中山 清

長近再認識されつつあ嶺變性気管支炎には,未 だ一・定'

㌔た診断規準がないようであ嶺.わ れわれは気管支造影

の所見かも東して變性気管支炎が,独 立 した疾患 として

鑑溺できるか否かを検討した.す なわち懸結嫉,前 腫癌

および限局樵騨嚢胞癒特を除いた気管支の炎症性疾趨磁

綱について,そ の造影所箆と臨床症状,既 往歴等 との麗

遮について検討を撫えた結束,気 管支の炎藏の造影上⑳

墓本的癬見 として,気 管支壁の不正と分泌液購溜癒 為を

考えるぺ奪であ 箏,縫 性気管支炎はこ。れ毒の所見 と臨床

症状とを併せて考慮さるぺ嚢である。この見地からみれ

ば従来気管支拡張症と診断された癒纏の多 くに薫管実炎

所見をみることがでぎ,慢 性気管寅炎 との鑑別は国雜な

ことぶあ灘。しかし嚢状拡張 を示す鰐は,既 往の綿炎と

密接な閣係ぶあ為ことと,叢 年者に多いこ訟等から,特
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殊癒発盤機転ぶ慧建 きれる隷気管支痙攣の造影飯蟻であ

る細小化 為,理 性窯管支炎とを鷹ちに騰簾づけることは

羅難であつ海。

欝.難 治結核分理(試 案)に ついて(5分)

学研 ヂ難溶結核」灘

練 大鎌琳 北本 治

文部害欝究費による総禽研究 ギ難治結核」藻では慧名

の襲鍛,欝 名搬研究協力春の共醐研究および討議を経て

今繊難治結核分類(試 案)を 作製した.

運常の紅 露症法および通常の外科療法によつて治療 縫

的を達成 ㌃がたい結核を難治結核とし,そ の研號および

診療に植立たせるため内科的裟る外科的裟も都合鐙よい

分類を横立するための試案である心

内容は,x線 彩態学的な磁 く主 として灘瀦)と 騰職能

の藤(主 として糠活量)の2方1溝 に重点ぷおかれ てい

る.す なわち,非 叢洞焼で肺活灘軽度減少型と趨度減少

型,一 燃纏 澗性で藤添量軽度減少型 と高度減少型,両 灘

難澗性で藤活鐙軽縫減少襲と高度減少型の6難 であるむ

これ賦総灘 した種凝の問題点 を述ぺる.

欝.乾 酪性安害支炎の予後

一一特に軽症肺肺核症おの蘭達において一一一(5分)

織 植灘絵 録f膿)○ 留高 照幸,日 欝 治舞

1)欝 究縫標;化 療普及下に おい て乾酪挫気管支炎の

存在が遷襲源として璽要な意味を《きつているか答かにつ

いて遠耐成績をみた尊2)研 究方法 二X糟 。}二難溝のない

叢大病藁小葉大以下の症弼を対象 とし,す で載演著が乾

気炎x線 診断で灘いた分類璽 を応驚,病 巣群影,斑 轟影,

砕状影等乾気炎鐙存在鑛鹿が高かつたものを特蛛灘とも

対照群 と悪轍の頻蔑を 蛋》鍵馨o黛董儀議晦 舩rで 鋤較した.3)

羅究成果:澄 療なし群では特殊型賦悪化鐙鑛度が蔑く禽

意差をみたぶ,臨 床.1流分な漬療 を撫えると悪化率は畿

下し,し か蘇薄群の総紅鳶意差なしの離叢渠を得た。しか

し治療充分群で懇化鐙蒔期から検討すると特殊型群では

靴較的焦懸 こわたつて悪撫をみた症鰐があつた.の 結

論 皇乾気炎の存在頻農鐙窩い特殊型鷺おいても化療は運

めて窟効である,㌃ かし悪化の時期の問題を考慮すると

肺 型においては小数弼の検討で確実なことはいえない

ぶ膜重な経過観察を要すると考えられる。

ア5.気 螢支拡理症の臨床麟研究

逮霧鵡成績⑳検討(5分)

練 北大抗醗)○ 漿繊講雀騰,熊 谷 薩,

松山 蜷,平 総 仁,

押郷 光正

蝦近約10年 間に診療 した気管支拡張症 爆15鰐を鉱慧議

眼驚性気管支拡張猛,肺 勢結綴74例 警 脚隈局性気管

震拡張症難切除鯉鵬 臓 鱒 灘漫黙気鰹簿簸 症鱗蝿 薗

鯛の3群にわけ鴫 アンケー峯に駒 治療成績及群鰻1

について調査検討した鳶

そ鐙結果糞登 舞 では欝%に 完全漕癒をみ驚鞭映12繁

悪化2で あつたが(1あ の鵬 対融 灘 行つた志礎/

は,大 屡数は一縛軽快した灘 醗 麟純 すも鋤 磯 く,薄

喀漁悪化が2鰍 死亡1儲 であつた.な お繊)群 の灘 縫

漫難気管支拡張症は両纒にわた蓼気管支拡彊があるる⑳ 雌講

で,薄 発悪化携が多く,死亡6綱(糠 炎)をみ,孫に灘 曝

縄下葉支婿鵬 状欄 勲 承し 灘1三蒙糟 支炎の後遺鵬/

われた擁では,植 気糠害が嵩麓で,饗 幾翻轟腔炎を禽併 嘆 、

するものが多も 治療効勲濾 かつ鵡 灘

ア臨 肺切除藩晃及び遠隔戴績に挙く決驚的な治癒講 噸

定基準⑳研究(5分)趨

傑京欝薄懸執麟麟膨}院磐鋤 城飯 違士,、 灘

○本鑓 瓢 岩崎 望彦 騰

蔭。総 騰 繍蹴 鷺鰯愛灘 麟
巣の遺残を触知しない議蹴 小豆大～米粒大以アの病樂 講

ぶ畷区域轍御小区城盤に密集するのを憑残 した裕群等韓 螺

分類し,愚 れらの 憩 侮灘 にわたる累蟻悪撫率其龜から 響

次磯 羅 概 。ll購

ω 群 の醗 雖 はo・5%美〉ギ罫で・ツ購 既購儲 謙

纏発病率鉱罎等である心 聴

② 畿群の累植悪紘麟線は6カ/等以後承率 訟なむ.本

群の悪化は手衛載よる含併症灘みによることを示してい

る。

鋤 叢撫群醗 には再 発轍 よる曙植な蓋繋が認められ

る。

④ 再発鐙原鰹として撒轟植串の小蟻管支の韓麟騰気

讐支炎が塞溺と欝導役 隣を梁していると考颪られるぶ事

その存在は触診.鉦の撒嶺墨の形態 と相欝す惹、

以上の如 く勢除後の憑残植の喜無 ・膨態は予後慧決定

的な条件を与えるむこの所見紘より少 くも雛除患藩紅離

する明確で無駄を与颪勲植職覇建基準を羅る二訟惑出来

る㌃,そ 跨知識は化療のみ跨場合にも電理な役剤を果す

であろ㍉

ア7.聴 繊に蘭する糞験的観究(鱒 分)

ぐ魔峯博愛病肺)○ 渡蔀良次,擁 鐵 濤

従熊喀藤 こ灘する研究は少 く,結 嫉羅患動物に実験的

に喀慮 を惹灘し颪た文献は見あたらない,、我爆勲灘病巣

を作製 した癒難の携床下部鷺細胞区に電気輔激を藤蔑肺

出漁を慧趨 し丸たので報告する。使灘寂魔は 滋 灘で麟

激紅は黒灘式電極支持器とヂ誌ボア,レ ぜ懸ン灘感応鞭

イルを構いた.色 凝に麟激強處,醐 激鎌数を変蔑て箋験 ・・

躍
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を行い,病 蟻 と蕪懸側の難細鞄区に申等縫跨強さ騨)麟激

を蕊当な問隠を鍛いて頻織に植灘すこ飯によつてほとん

ど確実に肉膜的に認めうる樫鹿の病璽内懲醗を藩た㌃う

ることがll彗かとなつた.こ の実験は情肺的ス}払 スが購

漁を惹起しうること灘実験的撮拠 となるものであり,ま

た出魔は主載病繋部賦みられることから気管寛鋤鎌系に

よるもの と考えられ,諸 家の鱗水騰の実験に対し1つ の

藩綾 を与えるものといえよう.な おこ鐙方法は麟種櫨凝

の勤黙覇定に秘稽し彗るであろう.

78.撞 種結核症 樽 奪の観察(8分)

〈臨篠鱗礫 養鱗)○ 繊村 政 議

(鍵 く大小翼繕)佐1暮 一幾慕

嚇 植欝欝懸講)嚢 麟 竜郎

昭織 灘 年5鐸 兵庫県下一磯村の騨驚学校で,腸 チフ

スツグチン注離が曾われ,そ の審い入型結嫉菌による植

種結核疲が102名 発生した.こ れ等植灘納縷児難の肺蔀

シ糠植査を年2醤 つつ3繕 隼5灘 叢15寧 賜にわたつて貸

い,そ れと聾毫こ糠外結嫉の有無を爾べた。

局断変化 を生 鷺た後鐙一次的電病纏は2§ 名で,申10

名に続発病灘が鷲られ欝のべ紅すると 憩 鰐(藥 勲結嫉

2,肺 膜炎2,肺 野漫潤10,麟 騰性無漫灘 轟,麟 膜炎

欝,肺 門淋繊腺炉膿 嚢,骨 関節結核 暮,泌 羅器麟核3,

肺結縷/夢 叢憲機淋繊腺睡騰4)轍 なる.慧 隼8鑓 以後

1磯 職 迄轟問紅肺部結鱗が6鰯 盤病 した,そ の嚇メ北が内

鰹幾鷺しろ夢外鋤挫にLろ20粛 を中痩》とした轡年麟発

病である箏は注欝すぺ鷺事である難

現寵迄の死亡擬彗は綜植挫肺膜炎死亡欝弼 と,接 灘灘 撃

後騰所淋繊腺摘山跨際2日 購に死亡 した 踊錬擁 織 鯛で

ある。

簿.S欝 心0織0榔 の進展に蘭する研究($)

… 一ツ笈強度⑳変動 …一(5分)

(縛鉄藤 轍 結警懸響)千 蘂 保之,ぐ 灘繊 裕

個 鉄鎖灘病鱒 藤療徹太郎,江 鳥愚田郎

(麟騨慧凝轟鑓饗蜥)。1蕪 茎 新

礪 鉄島楢病醗)離 鑓 郵夫

鰹 肺露理轍 羅 麟診療齢 佐藤 幾苧

サル謙イドージスでは羅凝ツ嵐が絵轡か蠣階暁である

といわれる春我聯の経験綱 欝 鯛申,発 見簿の寧反成績

の畷らかな 鷺 粥を検討した帯200似OTの 綿1麟 講植

を 叢)発嶽(+)叉 は(一)で 獄つ鍵結(一づ と 鵜 発嶽(率)

硬結Cト)と にわ睦ると発鼠鐸舗嬉続鈴 侮,縫 轡3綱 であ

つた.雛 患鹸⑳ツ猟陽軽確 認 ぐ問診によちない)め6遡

は発見蒔に硬結(～)と(牽)夫 凝半数を占めた.叉 発猛臨

硬結(一)鰐 で経過中硬結(一ト)となつた藁例があつた貸撫

病変現存の 蕊綴は 娼 蜷縄簾金く結幾,7日 纏は発赤硬

結 と覇媛 一ゆであうた姫之 を饗する鵜襲本盤発見時⑳ツ

探は鍵結(一)で 病変消退 と共鑓硬難露(※)となるもの淋少

くなかつたが,驚 覚時慧重発嶽鰐もあつた.又 磐 時購

殖が陰難でも理鷲探悠を考處銀て灘定する必要をみとめi＼

た、父経過観察1こは発続鹸のツ反成績と鷺較でぎるよう

蔦濃嚢のツ猟滅 よ婚むしろ懸℃濃度のツ反1覆を驚いる必

理があろう。

80。 肺サル難イドージス診斷に屬する2～3の 知菟

く8分)

轍 歳第三磯科)○ 騰鐡 進

嬢 羅斑立繊入総 じター済 松田 実

幟 核予防会大鞭支鋤 大島 蓋男

(織寛大阪騨 路)小 欝瀧穰一融

(研究難標3肺 脚 凱嘱 ドージスの皮囎反応 としての

K艶 糞撚 麺癒 については未だ種凝議論があ 鯵,又 我翻で

は良 き抗厭が得 られない為,余 轟)試みられていないが,

最近Kv藪 瓢 検査驚行の機会に懲まれたのでその成縫を

述ぺ,慧 本疾患慧 醗磁1曲ro醸 一1)輪o慧氏赤甑球凝集簾

応(繊)猟 臨),及 結縫カオ婆ン反応等も行い得たので

その 慧,3の 知鑓を述べる.

日欝究方法〕Kv麟 総 試験植は科鱗 サル謙イ ドージ叢

綜舎羅究簸醗布抗駅を使摺し,約 壕運後注射部を生植し

患者離漕を灘いてMI)猟 惑,カ オ婆ン鼠応を施鶯した.

〔研究成績及総括コKv磁 撫 簾 応は全 曝綴共に組職検

藻轍て購性で…補臨本荻患診断の一綴1と嶽韓得ると愚われ

特に斜角淋難節鑑検にご総網細胞の増蜘掌)み胤もれ,本

症の初難と思われる症{司獄ても騰盤であつた億ヌ無0還 ＼・

癒脅オ リン猟応が本疾憲では簿爵、も弱曝軽三叉は結性であ

む,或 穫嚢活動難瞭結鞍と講鑑懸に鍵立つのではないか ・、

と考える。

翫 肺結核 ・肺癌念僧症倒の検討(7分)

〈嶺入日焦野断 勤 伊藤 和葎,霧 藤 洋一・,

騰村 穣,○ 安藤 蕉欝鵬

《緯立鋸 鰹病院)山 藤 光彦

綿 鉱病鱒 片灘 富男

繰 立理知病院)伊 藤嚢一・郎

縢結嫉に肺癌が合簿して現われる事が珍 毒しくない爵

禽紳鰐35劔 を経験したので,非 金併鎌発性肺癌症鰐 と

比絞薄照 しつつ,含 併綴の特徽を考察 した.

念鍵綴は瞭発性肺癌の15%を 占め,鷲 甥では磐対女

は?対1で 紫年令甥頻獲では40才 代登50オ ぐ黛,㈹ オ

代の麟でやや驚年騨に多い心

結嫉病影は繊維乾酪型の鎌 日性のものが大楽であ鞍,

肺癌の病影は肺野型が半数を占め,次 いで肺門泓 肋炉 、

麗型の噸で,病 影の大 安警は姥鞍約小病影の恵の溝7綴
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で飽は大病影である雌瀬病影の掩麗的灘孫は種礎雑多で

ある.

肺癌の診断は,解 擾の細胞診によるものが最 も多く,

外科約濾肺診資によ鞍講めて植診 される弼 も少 なくな

い鄭肺癌の診断は一般爵璽こ.非 奮併纏よ1,縮当遅れるが

凱れは藤結核症に眼 を挙わオ急て肺癌鐙植診への努力が遅

れるためである.叉 糠結核症 として定期約管飛 を受け喬

それ故にレ線患鰍較的小病影のうちに肺癌が発兄された

弼ぶ5綴 ある、

$2.老 令結核患害⑳臨床心理(/0分)

礪 療織 欝趣潴 生罫も究班)深 津 要

老入結警の増癩に ともないこれらの慰藩に対する精簿

身檸医学的療滋鐙ために撃22の 国立結核療養響が老令結

嫉患著についての鍼床心饗塁的な脇講蟹究 を行つた.

約 窯千名の在所結植慮者を抽出して,老 令患審鐙神経

症様漉状が どのような実態を示すかについて80曝 絹 に

わた 導艶またいわゆる老入性絡特植と穂せ られる臨のぶ

結核症によつてどのような変審を蓉すか獄ついて20項

欝にわた鞍,そ れぞれ該当項記号式による日覚的なもび

に難覚的謹癒法にて考察 した.

その結果として一般に結核 憲春の身体的および心麗的

な神経症様病訴の頻度麟繍 こは 盛つ鐙墾式があることと

鷹入性格なるものは結核患審では必らずし磁聖令増加と

は相闘せず,逆 簿麗の壌懲あるいは中隼難で一一貝滅少し

てから霧び増撫する項日その飽と5型 鵜分類しうること

を認め鵡

これらより鷲入結核の臨床心理は結核症による場の反

応の見地 よ鯵力動諏 こ弩究すべ曇である、

.総.Cゆ 総ガs$y議 魔o搬 磯ど害えられる1偲(7分)

〈徳島大蕎橋外科)高 騰喜久夫,○ 牽本 仁

傭 立縦懸療欝齢 鼠1腰 茂昭,鈴 木 一一成,

轡藤 昭男

(徳島大隷蟹綜粉 佐竹 成男

薄53年C鱒 三織 畿よむは導めて報告婁れたC鱒1鍮 穰

鯉蝋緯灘鷺は,爾 鰯糠鐙多発綬賑羅艶円影陰影をぷし,

しばしば欝イマチス牲灘節炎 凝灘雛して起む,肺 陰影は

0。5細5轍騰 の大ぎさで,急 速に発生する点が運常の藥齢

症 と異な鞍,塵 埃にさら婁れた入のみ紅起ると記職され

ている。

われわれは戦後ソビエ}遮 邦紅搾留率雰いち轄るしい

灘埃 をあびる椀内で強講労働誠従事したことが主な誘鰹

と考蔑られる38才,男 子,大 黒業の症爾を経験した.

本綴は獄イマチス性濁節炎をともなつていないが,入 貌

後現在までの約 §年間賦わたつて,そ の臨床経過をみな

ぶら切餘薦側肺の肉眼的,総 織所箆さもに化学的試験を

肴つた結巣,撫 金鱗性無機質による璽肺症である二とを

植認し,し かもc聯1徽 憾響麟漁騰 の範疇に入れ導⑳

が もつ と毒繋当と考流愚れるもめで,本 綿ぱお鞭るは添

めての症携 として報告もた,、

桝.極 めて欝理な経過發訟む,盤 運感染番念欝し撫

Ty欝hoわ繊叢蕪o鱒 の 箋例(7分)

噺 編大‡下1擁粉 本ぐヂ 康斑,荻 聡 講,

山作房之輔,◎ 鈴木 害欝,

縄根 理

噺 潟大病鞠,木 ギ内科)秘 継 十次

ツ反癒及び結鞍薦終始陰性で,金 経過2{》数箏 講駒

肺結籔症 を疑われ糞起期に少数の結核薦でTy麟o糠 麟1・

o醗 を来す等,極 めて植雑な 無o獣・韓撒戯熱蕊織慧・驚1熱

薫《瀟熱沁 を示 し,遜 常病原性のない霊麟縷染を合欝した

欝宇の興昧ある症纏を報告する.3才 頃よ鞍発熱,霧 縫

炎を来し,両 繍野に異常陰影あるも対症療漁のみで経過

1繕報34年 よ鞍疏者併讐瞭 法を受けたが改簿せず登36年

Io月 高熱,呼 吸田難を録罫として木下内科入院,ツ 猟礁

陰性,レ 線鍮で左糠炎に犠瀬,左 全藤,震 中下懸 こ浸灘

性絵影あり,自 礁球増 多し,董《鷺,抗 結核総,抗 生剤,ヅ

レド識ンを投撃したが2趨 闘で死亡。剤検患,糠 は小葉

性灘山治駐病 変を滋とし,大 単核継胞乃至は戟酪性肺炎⑳

総織懲を中心に一一部壌死巣あり,類1波 細胞 を響 う結植

結節,幽 日賛三結欝iは少なく,少 数の増殖鷲病変蔀に結嫉

菌 を誠購した簸,喀 終,壌 死獲及び樂洞内に生物学的挙

性 を示す霊麟を認めた例 を述べ,そ の発徴機序は関して

曝考察した。

雛.結 核性フルンク糠一ジ業癒搾う肺結核⑳ 葦處擁

(5分)

(美畿轡 災病醗醗 齢 徳申 弘之,誌 川 静枝

礁 大翻購予肺鋤 脊馬 純,山 本 植一・

患蓄は 姦7才 の男,巌 欝紛 曝歟発作を主訴として,約

1カ/3憑 院し,漫 挫気管支炎め治療 を雄行 した.そ の縫

発熱とx線 上讃肺炎部に滲山性の陰影 を認め入院し凝

入院時赤沈の充進と虞漁球増繍あ蓼,ぺ 識シ餐ン,ス 築

レゾ 卦響イシン,ア ク捻マイシンの投与で一・時的には解

熱 し,一一般状態は好転 したか載昆えたが,入 院後 憩 蕪

で顔藤,頸 部菰主 とLて 承泡難発疹繊現 し,承 泡は化炉

㌃,つ いで疲癒を作つた蝉一方x線 上でも病変は欝騨上

申肺野に拡大 し,電 締にもS轟 麟 が認められS擁,継 購

.1醤薫の投与 を灘鱒㌃たが,入 院後約2カ 月で死亡した。

炉泡か らは抗酸菌が純壌蓋の如く認められ,ま た湾穣の

薦は喀蟻かもも証購された.分 離霞れた麟は形態,染 驚

性 ゐ《きに普懸の結骸繭と変らず,ナ イアシン結織癒灘す

ことかちヒ}型 と思われ惹,卵 培地上の発育は欄めて懇

く,欝A$耐 性菌で,動 物試験,継 織培養溝で臨雛轟畷＼

弱毒麟のことが証1努された.



65

第2日 第II会 場

(4月10欝S。00《 ㎡薫2。30)

座 幾 辻 周 介

免 疫 及 び ア レ ル ギ ー

総 空澗形成隙止に屬する糞験的礒究一一礁核菌々傭

繭労の静騰内注射について一一一 σ 分)

(鱗療刀縦ill病醗×大阪鵡大:羅搬毒鞘醗)

渡還 黙郎,○ 小川 禰栄,

㍍士 賢一一,1董 喋 英潔,

高 磐一麟,中 村 滋,

(九夫瀦鱒輪 山村 雄一・

(鋒羅 製麹1磯 鶴 甲職 良夫

盤澗膨成 を繊癒する為載多くの研究がなされているが

最近演考ちは結植督三塞洞の形成を難出するには,結 核撫

熱死菌 を静鰍内1こ濾射する方法が最 も寳効である鶏訟を

発表 した.

今遡は結嫉欝欝緯成分の うち,そ の遜皆内液なもび裟

遜析外植睡分に活慧があるこ激を認めるととも拭,蝋 れ

ら醸脅 を予め騨臓内注射蕪601勲 耽静鰍内注射 した場禽

においてもなお,か な 鞍の効堪を醸めることが可能であ

ることを示し,結 鞍性 アレルギー炎症に趨する免疫力の

理得載ついて燃ぺる,,

欝 糞験的簑澗形繊繊止に及ぼず抗ヅ箏ス蔑ン鶴の影

響(?分)

(大販欝寛糠驚野磁齢 つ木村叢鶏 高井 馨,

縄村 晟一

銃療i抗綜獄応によつて 癖 灘 薫難 伐 はF圭瀕 黙綴y蜘)

の活性化きれる二とは践に多 くの人に よつて研究 されて

いる・一方塞澗形成がア勤ルギー反臨によつて誘起形成

きれる菰とかも私藁は坐抗アレルギー剤(強 力率オ ・業

ノフ響一ゲンc)が 形成灘齢 瓢禽効な二とを報轡もて来

た。今麟は抗プラス ミン麟の影響賦ついて検講 した。

実験方法は山村法に準 慧て脅つた蜜1樋形成実験賦二次

抗蟻肺内注入翌難から抗ヅ謄ス 溝ン剤として舎成された

イプシ難ン ・アミノカプ撒ン酸2磯,バ ヅシ貸ンと$纏

100撚 暮欝絹を毎 鑓2力 懲購行つたのも剤検してみ鵡、

その結黙無処廣薄肺群では全鰐に窒澗彫成を認めたが,

イプシ撚ン単独群では篠綱中2例,ぜ プシ欝ン,$M併

用群では全鰐に嬢澗形成が離II漆れ,総 織学的には全 く

乾酪化がみもれなかつた.

総 翼験的結核牲窯澗形成におよ纈す1搬 撫慧総To・

驚蓋鍛 磯 の影響 σ 分)

〈懸療 鶯鰍 購肺)○ 出村 好弧,小 墳 彌栄,

仁士 繋一・,山 県 英潔,

串 醤 滋,矢 級 茂,

〈九大 医/と学)山 村 雄一

懸磁雛岬,翫 撒醜 らによつて報難された1瓢 雛搬総

搬 鈴1蹴o嬢なる現象が,抗 瞭航体鋳 慰によつて形成 毒れ

る実験的結核挫犠澗鷺及ぼす影理について考察 した.す

なわち生誕後0～4鷺 簸の家菟に結核擁熱菟麟又は欝隷

成分 を皮下 選鑓腔 ・静鰍内碍 烹射Lた.そ して生後 蕊

日犠よ13山村溝によ13感作 し,生 後 鴨 矯難に結鞍加熱

罷麟 を羅内注嚇 して1カ 月後に贋殺編検して犠瀦膨成の

欝無を観察 した.対 照 とLて,生 誕時に注射 しない毒の

を,驚 様の生後日数にて感作,肺 内注毅を響つて叢澗形

成の禽無を観察 した.ま た成熟家兎に結植加熱死藩10

㎎ を静注し欝様紅 鱒 欝欝よ警型の如 く感作 した⑳も,

塞溝形成 を観察した.そ の結 黙,1)生 誕時載結核加熱

亮菌を注射した家兎では夢注毅しない家薦にくらぺそ鐙

後感作を背つても,捲 洞形成は著しく照審され,ツ ペル ・

クηン猟癒添陰性であつた。特に甑誕時に死蔽を結注し

たも跨が,臨 つとも顕著であつた,,2)成 熟家菟にあらか

鷺め死菌を結注 して感作 を行つたも鐙では,高 率に蜜澗

形成ぶみ 為められた、

83糞 験結核症に及ぼす学蹴0難 の抗結繊 構 撫撫溝

C熱磁鷺灘 緑 髄撫の屬係(第 茎報)(5分)

僚 良鎌大驚罪 難)宝 来 善次,辻 本 兵博,

松村 謙一・,土 谷 利幸,

横井 正購 麟川 元運,

福 織 衡 滋沢 常裕

丁搬o難 投与が実験結核症鷺阻止的鷺作灘する点につ

嚢2津3の 観点よ龜)検討オペ く実験した.今1懲 は$雛 轄

らの実験を追試した成績について主綜報告する.

砺 株 σ ×105)の 内静脈感染騰ル騰ヅ}をT癒 織

WR一 韮33釈1《購液,0護 就,5日 毎注毅)き1)翻轍(鐙 撫慧

毎 蕪内嚴),無 処謙 撚 の3群 に分容て観察した.處 染

γ憑欝ではT漁o職 投 ㌻群は肉眼的病変最 も少なく,

ツ反応は最も弱 く,肺 内生菌数が簸蟻少なかつたが,3

および 欝運黙では,こ れ ら漸見いずれ織3群 の問に明ら

かな穏違 を観察 し荒なかつた.す なわち,T癬o慧 投与

の効渠は感染攣鱗裟は理れず,か なり後期になつて現れ



毒6

て くる1瓢とが態植される難

なお,ツ 穣液の鰹腔内注餐に伴 う流鯉 毒イ/嶽球数及び

漁癖(撫ol轍 難艶1値 の慶動ならびに病理紺織餘につ、・て

臨併せ報告する尊

警嚢 肺結核症におけるツ笈応と運鑑融凝抗鷺とする繊

溝反応の平行観察(7分)

総 融漁警 北野購院)¢ 罵島 灘単,販 東 慶一・,

長羅 麟部,

〈大数鰻鷹 嫁癖礫)友 鐙 蛮野《典

発病籾戴の繍繕捜患蕊について経時約にツ反毒ーと,薩

i廣山を抗元 とーした沈降反癒 と擁体結禽反憲 を/力 寧半に

蕊 鞍行つた.漁 濤反応は癒ー清稀釈灘 瓢よ諺抗体黛を判轟

した難難洞がある癒例や改善が藷曙でない症綴は除外 ㌃

たので,本 観察は,発 病纐総か ら化学療法が處され経過

ぶ良好であつた患審に蕪定 される。これ等特定の患欝群

ではツ潔臨は6カ ∫懲 を薫点とし弊沈降抗体量は12力

擦湾を略頂点とL,熟 こその前は上昇,そ れ以後は下降

する績露のあることが認め られた,補 体結合抗休のみは

療法麗始臨に薫点があ1肇以後漸滅するも鐙であつた.急

盤肺炎及び癩轟 縫過中における特異猟応樽 植移 証擁較

し,肺 植鐙ツ採応及び沈降抗体は病勢の劇しい時寿よ,そ

⑳進展が阻審されるものだろうとした餐

鱗 周一罵筋反復施行によるツ笈応⑳提進について

(第6報)〈?分)

僻 鵬大 小児科)○ 松島 墨1三視,宮 ド 肺夫

1)ツ 燦感の影響の持続期間につき掌5年 後の成績を

報告する心学童 鱒 名鈴ぶ紘 騰で5箏2力 鷲の間隔で2

1薄ツ反応 を行い登購,24,遵8時 闇後の反癒を対照跨纐 藤

部癒と鵜較した.猟 復部鐘では,講 時間後跨騨繕に全樋

が灘難 を伴う鹸簾応を呈 した鳶48時間後の反応は,賜 性

砕蕊は補麟部載 と叢がな く(獄 復/"奪%,鰭 瞬 飢 馨%),

硬結触知率は纏 麟部鐘の約3!4(縦 撫 鎗{}ミん 纐 嚇 嘆溝

%)重 色素沈蒋のみの反臨は 紘7%で 爵i年年報欝した4

年後の成綾為ほ"懸 様であつ九、2)探 復畿よるツ麺臨

鍵)促進は瀞騎所跨感作状態の変織 こよる為鯵蔑られ るが

憑作原挫が殆どないとされているツ活挫ぺ励ノチ戯3(出

村)を 騰いても擬進が起るか苔かを検慧した。成へ5名

⑳背部の姦力線 こ,ツ 活紳ペヅチ 響罫と1日ツとを墨灘鯵

⑳緩合わせで4膿 聡隔で2i嘩 携践 艶 壕爵懲箋2墨雰礁 時

間後鐙反臨を対照の初輝部赫=と態較 した.北 ぺて鵜組含

わせに探癒の織叢を認め,ツ 活挫ペブチ謄バによつても

ツ猟癒の捉進が起ることを知つた心

駿 結核に対する生体⑳肺衛力に幾する概究

→ 織運盤抗結核菌縫物廣⑳検嚢一 《$分)

蘇 大結研)辻 周 介,○ 大島 験作,

淺欝 高樵 泉 孝 英 美

結核死薄載よる感作及び 鐸く議麟鎌欝 を肴つた蒙魔

の騨胞内賦蠣めて夢量の灘鞍細胞が灘黒 し断講湾肉鐘植蕪

の様報を盤した.こ 灘家癒載就て韓だの免疫';郷験 討薮

癬えた結婆ミ感作のみ行つて 《灘磁蕪鋤辮 を行わない家難

と比較して殆ん燈繁を認めなかつた、従つて轟藩 の難臆

よ絵操燦した単縷羅馳繊!溝液を繕いてカラムグ繋マ}ダ

ラフぜ一や総遠瞭v分離法による総腕分剤を磐鍵L,抗 薄

試験,蟹 ジゆ 定量,琴 ゾチーム定黛及び暮種抗体癬の灘

定を費つてその実験成績を茎麟許韓 就て,比 較検討した結

疑磁 欝の総には全 く塾異が講められなかつた.以1の 実

験成繍よ鞍感作及び 《灘繍撒 欝 を併せ曾つた実兎の藤

臓よ雛極めて多蟻に採繁出来る単核細胞を綴いて結嫉に

対する特翼的細胞性抗薦物難の探究を背つた,,

93結 核発疫の機序に屬する購究 く7分)

綴 藻刀綴蝶購 貌)○ 寺井 武雖,永 管 徳 ヂ

マ轡スを宿主とLて 結核灘実験を行 うに際もて,そ ⑳

条件を織定するため畿,マ ウスの蟻肺および菌株鵜つい

て検討し,c薮1系 マ痒ス ・牛型R畿 糠総1株 の櫨π麗

係を欝いることとした鴬凱の場合感染マ寮スの感染後の

生存日敷申央驚は,感 染菌盤の薄数に避姥纏するが津炉

i染麟螢が徽嶽の場合日 よ鎌勤梅壊v撮導購聡 が慧繕性にな

蓼感染免疫織よる影響が規われるので,こ の ような影響

の少い植韓。05撚慧)を 感染薩黛として欝いた.

鷺α}免 疫マ寧ス賦)場合日 濫 瓢rv蒙v麟 磯響鳶で第瓢

構が藷畷賦なると共拭,第 一一糠 こ先行する皐期死穣が現

われる、

藏体贈質中で,感 染マウスの生存践数を麺疑さ慧る撫

灘はW簾 議3にのみ認めもれ こ鐙場含の 鎌費舞麟鵜r鞠

には難co艶 疫に昆られた挙!講死糧は現われない。

W撫簿難 は$雛 顛yloα蹴 織難灘鞭難 感染に潜する防

禦力はなく艶結核饒紘対する特驚雛がある心

マウス檸内に於費る感染薦の消長および1織器の麟ー織翼

癒 を手段 と㌃て,鑓 下 灘鐸圭畷1鷺欝驚 の解析を行つて

いる、

鱗 リベルクリン・アぴル串一欝鐡中抗植及び獲得癒

挨⑳耀互麗藻に蘭する研究(5分)

(懸で薦小樽療養}督淑.1し嫌～譲 野跨繍、

○大撫 秀 一,山 寧 鯵 一,.＼

高嬬 義夫

ツペ騰ク婆ン蛋ジ苓掬 藻 髪T鼠一獅;N.1裳 譲%夢 驚1欝

%,Pl}.鷲%)をA撒 磯1麟1)撚漁㈹1爵W議瀞B《)0ひ簸ア

ジ潤ヴ?ン 墨として足謙内,皮 下,皮 臨 静鰍内,肺 翻 、

内,歟 納 の麟経蹴 嫁 懸 醸 種し,皮 磯ア晒 ギー＼＼

と蕉日,多 糖体,燐 肺難の3つ の灘申航搾の溝轟を見欝 こ1
、＼這き
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轡シ璽薦 熱海緯の 熱羅難磯窟發に よ 軽獲得紙薮の醸灘 餓

ついで謬胤㌃.海

㌢ジ㌶ゲノン トを謙需た令鰹1燈強くふ続鷺るツ ・ゲレ

彫ギー臓 がゴ奪い・嚢坤 膿窒が認めらオ硫 が軽路懲 慧は
.撲

内醸 薫曇てで〆嘘 も強い響裁墾的?い 嫉賑 緩1媒が 懸 爵き

れ・鰹繋灘ば貸 び 〆》訟毒弱 く,ー又菰戯ら1凝 吋航 鰹}蟹

と山 響等聡 膜l!鵜ミ・譜められなか噂だ 父 鷺織II難確o後

撫 日rlの警験 所ILI=於ては,爆!醸¥蒸 騨が㌦!嚢緯肉ll麹寒

病醒細議 が∵1陣、病寳を示レゾ・ぎい瓢麟・一蕊甑申繍 ㌻

が鷲欝款慧鈴摺繰1菰職るという蕪三拠は得られ鳶か〆琉

鱒 結鞍盤灘癬鈴離注による一過轍醗懇韓につかて

1びy、

轡:歳紙瞬 ◎ ヂゴ馬 曇憲,懸 谷 爆,

l/l本 健 一・,1藩 無 義 汽

離籔∵/ξジ1の瀞灘 こよづ〉て起る脱礁作現獣をメ掛1きとL

て鍾鞍ゲいしぶ一の 献態 を響墨かに気よ導葱Lた

蝿轟撫 攣}茂 び轡ザギを驚1樗死麟で強 く感窪㌃,QT

蟹織× 液てソ蹴嵐羅ミ幾凝痔総講ば結縷藩罫㌻蕪自あるいは

ツ薦慧を静ll∵劇るとツ反蓄慕は環われ為い、かかるヅ ・ア

レ導ギー一のぎ/ゴ紅1嫉購 鐸ぎ驚 懸鵡鵜復北る.結 縷多糖捧に

は・ツ げへ割!;職韓舞彗～隷ない尊無繍蚤ジ1の中 沿1》1}。8ば

ついて 細』してしらべた結堪,1駕 の騰礁龍に鱒する,

1拶0の 最 ㌻ゾゴ蜘縫隷 恥～韓0寧 である。聾・0静 灘載よ

鯵各鞭艶醗 ～濃聯(ハ 熟球凝糠ミ反臨,溶 蕪頭 応,濁 降綴

嚇 隷1肇灘船 隻び聾購ζ繍 こ餐灘 よみ られず,ま た織湾

蛋!㌔購分の1ゴゼ1なも認めもれない,

総 騰戴嚇繋塾輿験結植縫瓢対オる辮講糞山饗タ墜ン

の効挙に噂かて(7分)

</薄1榊 葱1類 》爵≠{燦 讐,斉 藤 義漕

駅麟駕へ ㌶轟 ヂ舗 察篭こ!懸・1嶋轄蟻轍 既姦瓢轍1ミ瞭 れ

た 灘のl/べ 暁説 華窒鼓投撃鱗では濃険が系き ㌦・醗効慧ミ

ノくであ1み 黙1津 群蘭?は濃度小職凝㌧!,む しろ婁購償

を示琳齢瀞鐸慧あ騰燃滋を襲議1し た、ノ捧ミは,麓 瀦ド抗俸

を観察写る就陽から蝋1・の現集を究擁し訟騰お畿み海

鞍検瓢1夏1の莞縫 遮ジビ懸ミ察に於いて,モ 炉しゲ}慮 湾転カ

オ琴ン凝弩1ゐ総臆ξ》ダこ蒸を認め,父 煽ll郭ノグチンミ}感

鷲職 駅瀧胞 ≧継る蕊諏が輝噂た、寒乱ゾーン電矯 獣穂がミ

諏よ轍 ㌔》鑓され 廓凝ジ/寧醸 菰縫いて乳,免 梗聴癖 献騎

が鴛い得船 鱈 越 ξヂ/分暦の餐動覇爆し職 素,襟k熱 識よ

るγル ずミ瞬 撫 プ繋ヅリンの紙下が認められ海 桑爵瓢

オヂ卸覇:鱗曳の 餐動1訟,絶 の輻がた趣く熱麟轍得難いが
騨ξプ聯 撫 鐸は講轟魯

,鎌 藍単蕪及び8羅 ど弩プ催響謄鐸隷

はそ鐙撮動の碁論襲!lが忍められた、

騨i結 縷懲染に対蜜る喰纏騰灘役剤 一一繕織塘蓋法に

よる鱗究一(7分)

藤 北糞・載署)ビ 蓮識ll蕪 醍,海 慕名敏聡

結檎懲 誠蓬する生体の幽禦、餐は,隷 胞性鐵 計8慰 液繰

因ず魂こよる{講 と塔鵡られる 本実験は1餐瀬 彗蠣 ず燐 拶

喪下での縮鞄鷲閃チ謬感婆は於/!る役醗 を紺織岬!養演に

よ琴鱗察した」鵜G穂 疫掌鎌ぎ遷獲腔内単撫綴醜 を1旗 ・,

菰の織難 蓋蓋灘潔vを 暴§喰させ.こ.れ に ・定数の挙鱗総

胞を礁騰酸3,γ,沁 日1四1鵜磁慧1培養して,/,2趨 縫

隷得あ れプゴ/繭 数齢 ミ導定 し,輔1㌘の薬/攣ぎご比絞検鍾し

た、装糠 鐸み条/㌻ギ導の選二騨、喰織麹謬 暴α藁及びII露γ鷺》

に対する喰欝 馨爵に 獄X憂免覆i蕊の植・騨のll繊ξ撮 於ける

喰細胞数を濁窯Lて 次ジ与結 懸を得た.④ 難ぐく3驚疫後は

喰細醗は増 環する試2>釜鵜礁 及び 織蔀vに ・冠する喰癒

載 訟,免 礎渋ぴ鳶磯疫群では鰻1翼な篭を認めない、嬢縫

紹懸 こよる1翌欝R駕 賑 ぎi難黛鐵こ聡 濫,鷺 α養態褻灘轟離

惣 こ於て簿彗1に認めら壽忍,儀 轡幽塁搬こは灘係き津もなか

つ九。

騰 囎轡践i結植症鵜灘疫鵜研究,訟 くに寒叢驚畢ツ裳

縫i撫の交叉発疫について(7分)

綴 人纈熱、 牛場 大藏,斎 藤 和久,

◎氏家 淳欝,繍ll武 久.

中野 昌康i

感撫 ハ繕誌瞬謡講櫨 騰 の罫黙融 勺増犠を凝欝な繊義Lて

魚略疾病の購には,艶 喫その難の現象で密接爆報孫ぶ植

定される・響か くの 黙讃心感染治婁麟炎薄感染の争日鍔を磯

蔓せしめ,ヅ ルセ學感塾に抵抗汁噺与えるこ滋難こが簿毒

れているが,舗 嚇)れ われは広 く1続鞭較免疫麟欝費の一

翼訟瓢て,結 纏離iとチ撃ス症蕊の蝦ノ澱轟箋を種 礎の響轡

ス綜轍ついて検講㌃た.

叢ず 叙x誉 翫麟をマウス 〈赦璽潔$夢{欝/,霞 販 醸 、慧

静注 して接,/遡,3遍,導 叢 黙 こ強掛跨 気麟Nミ}.縫

綜を樫腔賦感輿∵ ぐ,そ 撫死意載態激1欝慧抗甑の 餐駕を

みた 難α}撲i藻 後 蒙遡で1よ愚飛藏 濾爆する抵撫 構癖 繕

隷 よ1樽らかで癒いが,3懸 および5選 では撚ギ菰・叶の増憐

がみ訟められた

次擾}郵難iβン蔓麟 ぐN《》.幡!の1電麗変響/瞬 を一磐齋畿,

(日彗,騨 鞭 撮誉/こ曳 卜譲騰 して殴熱慧,凄 饗ミ北臆へ

慣漂嫉1憲に煙する抵捻i亀の変化寿罷亡薮態蕊蛮・・矯準穏譲

数の筥定ー補よつ ご検畿ぎした 麟曝挙か餐欝接鑓/黙/選 に喋

は繧鯵麟に詠卜婁樹幾載響ゆ 変瓢は 塩ら戯なかつた撃ミ,磯

懸較轟成繍について1よ1北ギ縫鰐中 である.

鱒 癌義結穣毒轟屬係 毅第 肇報)結 植欝懇染が撃ウ業

移櫨癌繕発欝1隷激ぽす影響に噂いて(藩 分浮

(曳欝轡ガヂ成入購磯・ふ鳶 ・き

◎絵 繊 実,寿 戴瓢 感次

結縷と癌とが鍔一一翻体内で撃拮抜的鵜鰍 くか蕎かを鑓
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藩毒か慧 するため,㌣ ウ 畿 く礎/,磁0)に 繕嫉麟

鞠潔翠夢焦遺1灘評1鵜蟻 及びAT懸 を難㌘の方法で感染

し,一 方諜一ル弓ッ轍腹水癌纈胞を,欝 期 を翼毅して種

離の方法で移植 むて,結 核感染 との灘係をみた.鹸 後麟

獄の実験成綾から,予 め へ灘結核麟を感染 させたマウス

♂
では,明 港ちかな枕蕩作灘が認められた。二欝作欝は,.・

〓の癌総馳織対する戯接作撚ではなく,麟 感染によ鯵動

物が弱つた九め群現象で誌ない.ま た徽捧内鐙結核蔽態

染凝と抗癌作講と畷織 こは,特 懸な1餐轍を縫出し難い,

これら抗癌作繕の騰耐については珊控霞馨疑中瀞さある.

カ オ リ ン 凝 集 反 応

璽融春 結核菌燐脂鷺感作カオ 饗ン理纂反応(高 橋結核

藻応)⑳ 集鐡検診への応灘(?分)

く羅立純鰻療鍵懇x北 肉継ジ拶鑓部)

(1厳澱 憩夫,貸 曇 典夫,

宮城 行雖

(蟻幌難蓄磯 揮結瞬)灘 武 徳植

繕鱗藏鱗謄質感作勲オ琴ン凝壌反臨(高 驚結核反応)

亀 集繍検診愉びに輿 諦的な方癒への応講にりいて検討

した.薄 象は定期職場難診慧,新 規採灘藩難診!,翫 民

健診黛の5つ の挙醸で,植 検総数1511名 である藩高濡

結核選慰は既定薄繕式に従つたが,血 濤耐駅は 欝,32欝

6る 藩の3段 階のみ とした,ヌ 肺部 レ線所貼は間接撮影

鵜よ諺判定しだ、その結巣次の成績を得た.① 高橋結植

猟臨の鰍生率は肺結核禽病者で 賢%で あつた,、③凝挙

髄 簿2藩 を承す者の3分 の1童 §4倍 を示 す者の3分 の

2織,胸 部 レ線所鑓上翼常を認めた鳶③各集縫齢陽性率

を緯較すると,鷺 病の礁 鐵生を多 く含む犠綴ほど高い陽

性率を示す傾尚がみられた。④本探応賜性零を疫学的な

藤からみると,ツ ベ蔦クミヌン反感賜挫率 とは無醗嫉で,

むしろ肺絡縷要指導率と華萱 する岱

縦 肺結植におけるカオリン凝藁笈応の臨鎌的観察

(7分)

く豪寒灘 議嚇轟 轡 ㍗捗 藤鋸興之鋤 富1董薯広次鑓蓬

く公艦学較教職惹総拾躍蜘続簿羨銃き

Cは 波戸欽彌,1曝ll菰 郎,

越 樗 繕

肺結綾轍お縫るカオ琴ン凝簗反応の}演勧騰聾麟 を検講

するため,鶴 結核 鷲4鰹 に カオ馨ン賦応を鴛つた,嚇

性粛および平均抗体癒は病変の違援磯鱒高愛醸 こ最も高

く,中 等度,軽 度の麟に餓くな1き,繕醗のF型 鐙最も高

く,A・難 型,心 璽の願に紙くな琴,霧 鷹洞鰐は蕪犠濁

鰐よ靱 擁 癒結盤綴は捻薩i壌挫弼 よ13高かつ撫、菰が)/懲

響騨10《き儲には鐡織 こ賊豪磁叢鷺疑oo峯赦 》癖繍 赤蹴発鼻凝纂

猟憲(蟹 一叢》猟臨1)を施鴛 した。鱗論 轟熱は 力寸ザン

採臨と大捧購欝傾向を紫 した漆叢,抗揮纐が全捧に幾 く,

病変による抗雑癒の1縫はカオ 琴ン募ー感に著しかつた、化

学療漁施行中の選、のに両反癒の植移をみたが,カ オ 攣ン

航鉢鰹のギ降する例がやや勢かつた このほか非結騨 鱒愈

呼騒器疾患紅カオ撃ン猟応を蕎つたが,抗 体藩は藷しく

低かつた.ま た少数鰐に癒浩蛋織分麟を測定してカオ婆

ン反臨と匙較 した,、これ毒の成績から吻オミタン凝簾猟応

は麟麟核の 嶽満学的 診断蓼嚢と鮎て灘い得る方法と考蔑

る。

化 学 療 法(I)

灘2各 種化学療法剤⑳拡散渋による抗結核奮力につ

いて(7分)

縷 大蒼難内科)叢 瞭 二郎,○ 害柳 昭雄,

熊谷 敬,小 穴 蕉澹,

吉沢 久雄,書 沢 繁男,

松島 婁雄,海 波 鰐光

0欝 擁,K蟹 爵欝AS・N議津1騰蒙,丁難1警$董,T無,()S,難A

の 繋種類鈴抗結核凝の液体矯地載おける最低発育鰻止濃

處と1)麟o$-A勲 藤黛 寒果翻 董いたc囎 法並びに薩立

拡数法の阻止帯の大掛さ為を鷺較研窺した.

各種薬離の発轡灘止帯の大いきは試験管内抗欝力 と拡

数性の樵熱鱒穣こよる.1欝 葺は試験管内抗繭力毒結れ,

ー叉拡散騰も大であるので,叢 も大 慧な議育羅出帯を生雛

たのみでなく,培 養 日数の経過紘よつても眠翫帯中に挙

落を纒ぴ生ずる叢とは少い韓沿A$シT績 は2遡 騰定に

おいては,大 なる蹴止帯を働ずるが,8憑,爆 理培養植

鑓は,欝 ぴ集落 を生/♪灘三熱帯は不購瞭 となる.こ れは各

種薬剤の作驚機序の輯暴による《}のと響蔑られる鵡 丁無

は試験管内抗麟力が10屑 鳶"で あ1穿,分 予壁 も小なる

に熟拘もず阻止帯の大いさが小さい理1撫は苓聡である。



囎

郡 緯3ρA$
聾T瞬 嚢綿欝 驚転C$き 欝黙A⑳ 結核欝に対

オる抗菌力⑳$(℃ 法による検討(5分)

縣 蹴理鷺嚇麟 ○永灘 彰,購 瀬 薄

對AS妻T熱/襲13!4丁 無警C$ぐサ イグ鷺騰ピノン)繋撚A

の入型結嫉繭 欝黙愈無賎 株に対する抗藏力を,箋%小

川壇地K董 罵雛慧鍵 培地並1驚sα ♪鷺よ鞍検査し,父 以上

の薬麟を各醸独で内膿も,時 闇的経愚を滋つて採撫し,

$ccを 費い漁申抗欝力の離購的消長をみた,、

8心《二による各薬麟の完全羅寵濃幾は欝A$欝 曜3《}ワ、心心,

T無1薫 鞠御 嬢 拳/3懲Tl箋3～10㌻ 姻 詳CS緯 ・v3ぐ1㌘!心綜

の醗紅あ1,,㍑Aは 撫玲 纏 で も令 く灘翫力を承さ

ない.之 等め成績を培地鵜よ騎瀞もれた成績 と比較する

と,臨 纏窺 於ける不滅軽北 は 欝A$に 最も強く,丁 罵,

欝懲T熱 は撚舞に於ける不轟膏蛭駕は殆んどなく蟄CSも

又軽魔であつた。

内繋後の礁中抗麟力の消簸はI櫨S議 。舷,《 黙0,5総

は内搬1～2臨 醗後綜艶 織4T難 姻5慧欝T難10。05暮 は

蔀 舗講後媒最 も強 く,FA$磐13羅Tl篭 葦丁無1は いずれ曝

殆ん ど完全雌騰 に近く,G$は 之 よ1)穂 劣るぶ鹸い阻翫

1カを拳す.1鷹AIゆ 絃は全く購庶力を承さない.

篭麟 化学療法施行中の 肺結核患害撫液⑳灘 蒙癖繊蕊

に対する抗欝力灘驚⑳臨床約憲義に就いて

(8分)

繰 壕騰 鰭病醜)永 坂 慧央,○ 大鑓、 弘,

醗瀬 瀬

化聴療法施行串の舘結繊慰欝礁液の,日 家排山繭に辮

する航藤力を小綿氏薩立拡散法碁菰よつて測定し,化 学療

法鐙効 撃との総係 を検討した.轡 せて逓常の醗雛植義法

とグ)関係も観察した.

職濃の抗藤力を認めなかつた23名 は,鰹 れる化学療

法6力 導問蕊麓の陰盤北 をみなかつたが,抗 繭寿あぢと

判建された嚢熱中8名 紅菌の陰難化を認め,臨 液抗薄力

と欝の険性撫とがよぐ一致 した。

運常の醗醜植騰法轍於いて惑盤薬剤を使欝 した22名

申欝陰撫 難をみたものは,漁 液薄力のあつた$名 に眼ら

れ,劇 彗薦 であつても,漁 濃航薦力鐙ないものでは,轄

れも陰鷲駕を認めなかつた.

姦聯鐙方法は醐化攣療法鐙効果を予灘す撫驚当つて,

臨床約に霧意義な方法 と響える瀞

鐙5薬 剤の欝矯効挙に湾する欝検罰(7分)

織 烈 講納 讐)○ 鱒藪 徳光,北 本 治

私共が難常縫用する結植化学療法剤は最近!0種 類近

く慧なつている,結 嫉の治蜘 賦 れ 毒を総禽せて併罵症

法を行うことは勿論常職であるが,瓢 》で,癩 驚なる懇

禽せが鷺効であるか婁あるいは 翻)に よつては無やみ賦

組禽せて墨あ竈鱒意瞭がない鐙ではないか餐などの挙構

については必ず鮎も畷かではない.殊 に,所 講強力なる

駕学療法又は カグテル療法が必理と讐えられるような雖

治結核賦於ては竃要な問麟と響える.瓢}に 於て,

私 興は,$糠,i灘,㌶AIcs,猟,SI,漁 笈 が)7種

類の薬剤を絹い黛これちの2暑 轡驚21種 顯,3藤 併購

欝5種 類貨4習 §瀦$5種 類の絹合せにつき,各 薬趨阻癒

植度以下のところでの試験管内轡繕実験を施得した。

今後熱 ご起験条舞を変えて植討する必要があるが,今

羅跨実験に於て,多 くの綴合せの中で,殊 菰寵藩併驚の

場禽に,少 数ではあるが結核菌に対し強力な繰灘効巣を

発揮するものが観察された。 ・

緯8難 嘩猟 ⑳生体内代謝についで く8分)

(熱聯 耽 饗納 科)○ 繕本 章,長 谷1聾 翠,

山本 止灘,研 藤 灘膨 〆

IN慧 投与量磨変化轍よるIN難 各 代謝鷺の変動を追

求する 嚢的で,び 毒1醗{0忍 難罵,0・5難罵,1・0燃 慧・焦0

撒繕の喫鐸を隷電20慧 のマウス賦注射し,嵐 瀞灘後の

肝及び譲について,欝 獄 各代謝型を追求 した結魁 譲で

は0譲 搬菖 に於いて,費 磯1欝1が 多く 礁51璽,1撫 霧

と投与黛を増すと,熱鶴 撒窯0懸 鞭欝I》曙1畜が餐舞植の主体

を占めるようになるが,更 に2撚 慧濾増す と再び 勲瞭

茎N猟 ぷ多量に排澄されるよ うに なる,一 方肝では,轄

れの投与量賦於いて も まr騰猶 銭 が多く,就 融y茎羅 叢,

無麟r羅o総 患y欝1繋1蓬は略岡盤蔑に認め られた鳶

又一一方体璽 慧0繕の㌣ウスにC慈INIIO。5撚 繕注勝後

の各IN難 幾謝型の耀時的植移を検討して昆ると,羅 で

は初期日 議h翼 撒鷺o欝 熔搾 が大量轍癖植 され,其 の後

灘醜翼IN鷲 が多く群植されるようである.＼

勲醗脳Rは 紛期から各時期にわたつて娩較的¢鎌$漁 滋

に癖瀧警れ る.一 方野では初期には 無翼 無灘o號 轡欝 ぶ

多いが,湾 で獄各時期を運 鴛て,各 代謝物は締れ も少量

認め得るに過ぎ癒い。 これかも 難y撫㌶o総 鞭辮IN蕪

と1轡 鮮 は代醗上密接に1理係していると慧定される爺

鐙ア マウス案験的結核症にカける薬剤鮒性滋昇に閣

する研究(魯 分)

練 大儀研内粉 ○木村 仁,福 療 徳光,

北本 治

マ轡ス実験的結嫉症について薬剤醗機上罫を検討した

欝究成績は外灘で臨,ー叉わが畿でも鷺,3あ る鄭私共 臨

これ慧ついて蘇究Lて 来たぶ,欝 干の不完金醗性繭の出

理は観察することが山来ても,完 全に,毎 常,顕 薯な耐

糠。勲昇をみ ることはなかつた鵡 ・

薬耀感受性薦は動物体内で強力なる薬剤に遭運すれば

強く搾えもれて耐牲蔽の出現にまでは菟 らない。また一
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たび薩騨)薬飼感受治1三が碧干でも低下すれ1薫以後は憩速鷺

醗驚あ舞がみ もれる場舎が夢、・。以 上の観点か毒,私 共

は,試 験管内て短臨 日薬凝と接触婁せて若 騨感受性を低

下 港せた麟を墨いて実験 を施行しているが,今 餓 煮,こ

鐙 うも,漁 璽翻喉能 昇の状況と,こ れ隷c$1叉 はSIを

轡絹した堪含が)成績 を報告する,,

弱K懸 欝臨 橘 株を接種 した摩ウ発をK懸 で治療

した群ではかな1穿顕著な酬ご/藷汐罫が鼠られた。全懸力慧必

ずも志轟慶な噸金鱈性とは云えないが,私 態が従来経験

瓢た成績 と鰭べれば,今 雛ゆ よみな醗糟掛 響を観察 した

のは繕めてである、

1鰺 無航生肺廣 歎叢fo瓢yo撫$Vに 関する基礎的概

究 く5分)

曳1麟療大職荘き ○豪村 道雄,安 保 孝

翼雛難慕 のL鷺 欝臓 祉の新抗ノ墨翻 難R蜘 灘頭 欝sv◎ 之

瓢)を ぐ瓢爵 簿 むよ辱洪与されて暴礎実験をした。R鱗

は(誉懸難 陽熱蕪に作欝蒸し,抗 酸藏 では 汽墾麟及び牛畷

欝 澱 んど蒋繋睡 詐 絹する.解 穣瀞 齢 繁,蝋 縄

で作繕強 く,濾 結によ1荒戚弱する。1)曲 蕊 鐵壌で 《)・16

詔癬 筆魏培地で6。鱈1癬 懸醜繋議ko鱗滋 法)で1{澱R撃

の発育 を晦翫する譲 性検叢は卵塔地で幸分群能 である無

櫨筑繕核剤耐性麟も感樵菌 と岡様賦難騰する、交叉鰍性

はない.ま た簸抗結核剤とは拮抗な く併懲薯饒と愚われ

る噛歎糠 耐幾め発現は速かである.磁 系 マ贈スを矯い

る動物実験では1繕2瀞 難鑑1遡3購 鈴灘射で藩購な

抗織嫉蓉講捲 悪篤 た.う さ潔に170騰 ぎk翼 筋潔1寺趣 戴

溝中濃嚢は鹸高 蕪ツで意外に低いい二れは製剤が 脚ly・

擁薄やy饗o撚o総 慧溶解 されているためかもしれない・

10嚢1耐A撚 戴o廊s,R犠 恥欝yo薫叢A笈 びB⑳ 抗

結核藤作購について く5分)

(販大微欝綜織醗究離驚II醗 究ぶこ/)

e堀 三津夫,縫1縛 宏鉾

慮之内1紫爾

武難麟工研究断で1新 敏線状繭よ韓単離,精 製された

撫 繍y磁 馬 叙 蹴A,獄 懸繋)鐙 それぞれ を界面澱

難剤添擁によ1♪本溶化 した標晶 撒IALぶ 冨鷺潟 ならび

に燐酸諜ステ肩 雛、たR騒AF,R澱 隷 の貌結核欝舞灘

について 象礎実験 を讐つた心

1)熱 轍 懸 跨実験:卵 黄擁液抹深部墳地,撫 満爆灘

ル敏ナー培聴 で 獄瓢A,獄 灘AL,隷 瓢A艶 は 歳ト0・難

屑癬,獄 籔鷺,聡磁 瀧,黛 灘鍵 は1-5ッ 灘露の濃度で薬

剤感難,厩 知薬剤耐繋三斑訳Ψの増麟を購三}二する。1娠鷺V

のR擁AI・ 醗鷲と既知薬麟耐性との闇に交叉醗誕三は認め

られない。

鷺)無 蠣》oの実験:R蟹A腹 腔内投与は 斑燕v感 染

響ウ器 欝 し軽愛の濾療効鷲 諏 簸鵡 脳A舞 嘱

皮下注購は$蟹 とほぼ麟程嚢鐙懸果 を認めた,蓬気懸鼠 葦

嚢瓢1畿,R鱗Bや には曙 らかな治療効瑛を植認瓢えな轟'

つた聾 ＼

1緯 無雛生物廣 撫 瓢繋無 ⑳魏結植欝力に閣する議 じ
織

クリー轟ン〃 ・テス 難(5分)

(麟涯予概鮎械郷)○ 賀来 隆二,金 井 興美 ・

野研,抗 俄物質蔀でs総 鱒繍鑛ぎ雛繋熱1議照1繊繋 か毒

分離された辮抗勲物質II慕熱ぎc漁砕麹結穫麟メ黛は,京 離

感受韓三入型 ・半饗結演薦及びIN猛,8鑛,K鼠 籍購 餐

醗撫憲の驚春を 《妻。婆驚蠣1瓢ぼで難慮し,1》Ils舗 の挑麟

力 麹 優れていた。鮎かしv鍼 醗牲蜘 譲鼠 ては慮

受性株蓑較ぺて,抗 麟力が戴下する.非 定攣抗酸醗に慧

しては,P-1株 Φ蚤購o撫 灘懸欝難)日 よ,強 い抗灘力

を渉1すが,齢 簿麟競o,獣 航鉱撚0撚o慧難 搾に玄重する論

菌力は弱㌦㌔ 叉こ群 撫 瓢翼鎗 も,卵 辮誕!では貌麟力ぶ

轡夢∫に紙下する瀞 ぴ

マ齎ス鐙実験的結鱗癒瓢対しても,5撒 慕燃o繋懸 膜難

内投与によ鞍黛撲IS臓 に匹轍する鰐 らかな延 命効漿を二

認めたが,繕 鐸投与では,無 効であつた・ 論譲

欝1鷺 漁犠撮勤滋ol⑳ 銃結核作用について(5分)・ 藤

く鞭大驚慧識科)伊 藤 文雄,青 叡 隆一,

e鉱 花 瞭夫,高 橋 洋一・

ζ研究欝標灘 簸近米織で発鼠された転含成筑締嫉蹴

蘇無撚撫乞o韮襲2,2へ(就轡1磁 麟蕪麟 難o)鳶茎・1毒貳鍛olの

抗轄核作醗を検講する。

£研寛方渋コ 獄撚瓢舞雛oll叢 沿鮎および 難体を植懲脳

蟹繭 力は10%織 綴融 蓬K叢罵撫 轄 驚地,織 半流動挙蹴

培地,憩%牛 漁清アルブミン趨1)漁 ㈱ 半流 勤寒戴壌

地 を灘い,入 璽結嫉繭 撫潔》株および その欝磁薬麟耐

樵株,II諺 殊,黒 野株,患 鱒分離株警株繊 藻か 猟)o讐

鳥株紅つ慧検Lた,勤 物実験は均一一系マウス雛入型結植

藤熱野株を静鰍内感染せ胤.め藩そ4)生存職 慧1)覇 定し

た癬

叢研究結黙および総括灘 各蕗株とも5～10学 癖 賦て

発脊懸止を認め,継 種抗結蝶粥との闇に交叉耐轍 癒認轟

撫かつた。また動物実験においても疑鍮葡黒力鯵 撰繍論1

董稔 長期療獲携の肺結核簾び結植樵膿細肺纂携肺穣㌧

菌⑳薬剤耐盤⑳藻異に溺する醗究(?分)、

く総慧鱗紫病難肺譲轡讐)

○灘嚢 脩,講 麟 結憑 、1

(鐸 欝究検難讐)1蟹 蟹黙兵衛

喀植内結核蕪の薬融縦 獄 検 醜 時が遜 嚇善脅篤 鞭

変がみられる例が少 くない魁 この変掘 瀬 一榔 雛礁 蕊

蕪の耐挫が変化した鋤 ・,或は異つた癖巣の肺嫉謙 欝鞠
・.黛
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つた醗鷲 を鑓すのかその鑑懸は黙灘 である鳶騒共は結核

菌鐙葵燃耐鶯三は病植鱒及び株間磯理鵡蓋異がある裏を認

め次の研究を讐つた。職共が纏鱒或きよ炉胸手術を行つた

蓬期療鍵結鱗患 欝60綴 の各病植 よ韓結核麟 を培養し登

繋養欝農 毅 鰹灘 重輸 治妻三菌株をもつも緯2嚢 灘 こついて

!例 で譲繋以ゑの病藁をもゼ)ものは病搬灘,又 嗣一病 巣

の慧力癒以 熱を矯養した蠣では各舞欝1及び癒藁と喀疫隠

の耐盤 を比較b次 の結果を簿た.隣 一鋸灘骸病難問の耐

盤が等 しかつたも跨は 藝鰹にす蓼ず/霞孟の23縄1鴬 は差異

が認められた・鱒一病巣襲衛灘も,ー幻薄藁為購擾問轄も

耐盤に差饗のある綴のカぶ掛く,醗 懸に関 もては屡紺逆

の購謀が認められる肖

以上結核麟の薬剤醗龍の藻異は結嫉の化学療法上穗め

て重要と鷲颪蝦告する.

質3掘 鷺 耐盤肺核欝 鞠 燕V株 に鰐する獅撮"膿 癒,

IN難 ⑳協周柞矯につ轟懇て α 分)

(蕊瞭大騨メ鶯路)高 部 勝衛

臓 大職籔賛穰継響)○籔日害兵衛,守 山 結1灘

我 鐸は・36羅 総会に於て 嬢簸 耐性 入型結核懸発轡

に対するLyl灘 鐸鞴馬1愛轍 共存培地裟於ては
禁夫凝単独 、

潜地織於げるよむも著明な耐淫鹿戴下を認め,こ 鐙箏寅

は細胞鑿の変駕紅よるIN難 の作梢機構に臨とずくもの

と推定した難我燃鳥今緩更に細濾壁の生金鑛 を離害する

欝鋤績111徽を作用することによつてF纈 無II沁
簑1織雀⑳

発脊羅止ーを予想して次の実験 を試みた.灘 も 欝 難60㌻

完全耐性 撫潔v株 をD漁o難 燃暮鍵 平籔 驚地に,接 種

しβ7℃ 培養5W判 定 したところ對挫翼癒III撫藩1欝1共

存培地紅於ては,薯 曙な 欝 鷺 耐性鹿の畿下を嵐た.

この叢とは・$瓢1耐性薄INI鰹 藤受性薄に於ては
,か

》る協鱒撫罵がみられない。こ》にも1欝 薫の結植菌に

轍する作懲機講がS籔 と異なることをボ している謙

第3日 第I会 場

(4彗11藻 露。00{》12。3(})

座 長 青 柳 安 誠

化 学 療 法(II)

鱒4蓋 醤鷺 磁串濃度と漁療効果について(5分)

(麟療縦蘇購肺)浦 野 元学

鑓立療縫蕨化学療法研究斑の薄象藩数購鰹(無 作為抽

出一繭定方式欝 羅の纏1胎 療患審)について 撫o藪 驚毒驚慕

投龜 後2葺禰 蜷 問6醐 些課 臨 小川噸 立拡散法

紅よる1欝1生 物学的灘定法 を規いて1騰 黒撫中濃鍵を

検べた・爽に治療時欝獄 。た実際膿搬量 を 艶A$凝 拝用

して懸鎌灘定 を行つ鵡 これらのIN}1代 謝型及び血中

濃度の高紙為慧鐙陰軽:化,x寒 概 二NTA論 裟本醗の慶撫,

翻 の改 瀞との鞭 を求め鵡 又 薫灘 徴鞭 嬬 慧2

難蕪及び 謬)難織ぎ燕雛慰讐憑黛鷺PA8を 紳講 して1力

擁鰭観慧 これらについて臨夫諌掌撫畔磯 慶の測定を行つ

た・これらの強凝な角罐から宥つた燃1驚のい くつかの試

みにもか 》わ らず撫串濃度或は代、謝璽蕊漆療効果が併行

するとは断定出来ず撃更に今後の検護を必要ゐするもの

と考える。

塞総 陳糠雛肺結核に対する各穣離剤 磯醗翌療法の樽

検討 く5分)

《閥醗鎌大牧野肺肺)称 本1山一鄭薯 小林はる枝,

1司療 笑子,今 鉢 識次,

山本 羅子,○ 縄野 久子,

中溺 薫チ

糠1日難肺羅裟に懸 して短時間持続,鑓 時間持肺各穣サ

剤 ・I澱浬療法の効濃,趨 作購,諸 機能1こ及ぼす影響を 気

比較検討し更載之等サ剤1臓1療 法と織種挑結嫉綱療法

とを比較 し鵡 璽裟サ鋼大黛 脳難 療藻織ついて検討 も

鵡 蓋)s鷲蓋撫o撫鱗 羅IN董1療 法,翫 撫o贈 鑑olI麟難 症

洗s藁1癬 董贈 醜 薫総1翼 峯響療法ぜ)3療 法 の醗には灘療

効繋では霧 ㌃い簾叢がない.の 陳融弩飾 結縷に対す る

継磁 酷 肺 療灘 横 灘 鋤 職 鳶蹴 藤 碗 肺 ・
、薦

陰輯麟が脊力な撫擦毒獄 るが,之 は13欝 猟 鮮が最

も優れてお 離次でK鍵 群,(二S群 が勝つていたがサ剤

群 もほ ジこ蔚)黛群に遭い成綾であり豊P撚A群 よ1黛は慶 、
れてい鵡3)大 鍛サ鋼療法は解熱効果等に於て優れて

い鵡4)各 種サ剤投与蒔の漁中濃度を鍵期に籔 弗観 挙

し更に諸磯能に及ぼす影響を運察 したが.普 運難投与齢

場 禽は劇作駕は少なく大量投与の場含輔 機 能其簸に及

ぼす悪影響は殆ど児られなかっ たが,i駿漁職能障害購
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0.欝る 認められた.総 サ剤療法後載見られる貧撫其鷹の

旗液辮見の改善は結核症の改善による2次 的なものであ

ることが分つた。

讐欝 無作為剤当による化学廣法方武の箆較 αV報)

σ 分)

G蝿療ぐヒ学療法舞事轍 究驚)

藤井 実,渡 灘 蕊郎,

勝濃 六薦,畠 山 辰犬,

療縄 壬書,瀬 川=講1,

赤松 松鶴,島 村欝久治,

G砂 厭 茂一,横 鐙 英夫

今懸は症溺を黛群に分け艶NTA分 類で申等症以上で

灘澗 を欝するものをA群 とL,そ の畿を 欝群 とした,,

比較 した治症方式は下記6方 式である。

A群 ⑦$M隔 譲牽PA$毎 日2憑 問,1欝{一擁鷹A2遡

問交互6力 纏(く るくる癖法)

⑧$藩 間欠1奪,副 警皮質ホル騰ン鉾愚最擁4憑 ー

問.

③IN繕 大量 ◎$謙 藩撫の+PAS6カ 月.

④3考 間欠 裏年($鍼 一INI鴛遡雛 掛一一PA$毎 日)

B稽 ①1醗 繋囎A$少 量(5繕)膨 灘 年

③1搬1+艶S普 通量 α0奪)轡 環/年

欝象鰐数はA群 藁25魑 く①1黛1鰐 ⑧1慧 例繋

③ 繊 携④1{}0鋼)難 群22轟 粥(⑳1黛 鰹②

1《}5例)で あつた.

6カ 月湾の培養陰性傷率は,A群 では②②④③の順と

な 蜘 欝群では◎①の韻となつた。鶴x線 植の変化,耐

性 繊現,臨 床症状の変化,蒸 覇翻 などについ て報欝 す

る鵡

1鍵 過表 欝 難問にカける結核再発⑳植移と特に化

学療法a⑳ 屬係
一一藁 京剤内郵敵職籔就労有病害の観察 一一(?分)

(棄窟郷敷罎攣結課)○ 駒野 丈夫

(繕 結購 鞭 蜜)教 田 道子,鈴 本 竃部,

中村 正夫

僚 蘇申央藤鍵騰管理室)植 灘 洋一

東京都内烹要尚郵政職 員80局 約1300導 余入の挙醸

において,就 労樽病者計124§ 弼について購25年 から

36年 までの再発状況 を追求 し,特 に 鶴学療法 との関係

を分新検討 した。再発宰は昭2掌 年5黛 例8。3%で 最高

以後漸滅,30年 以後著購に減少夢34年 は 鱒 綱L4%欝

蕊 年 鐙 綴L5%,総 年 懲 例1。$%と34年 以後,

定蕪状運となつた.化 療劔数は 磐 年以前少 く,欝 年以

後急増,30年 最高541縄 で登お 驚嫁 でビーグ を持耐

し,34年 以後滅少し始めた.菰 れは2黛 箏以後新規,追

き
鳩 継続,再 発予防投蓼と龍療を励行したためで,累 計jl

施行率は §61鱗 学6.§%で あ琴,化 療の普及 とと懲に誰

再発率が減少L飴 めた跨は両苦の関係を曙かに してい

る撫再発藩化療なしは,2$年 以前88%,齢 年以後62

%で1年 以。/一裟及ぷもの殆んどな く,化 療なし叉はその

不足が再発の主麟 と考えて よい.醸 騒 箪以後の1。3脚

L5%の 懸発諦駄 艶焦藪犯健康蕊の発病講が1)護～0.$%

である欝実からみて,繰 界紅近い醜 と考えられる.

董懲 結核化学療法⑳効挙増強に蘭する臨鎌麟購究

σ 分)

ぐ熊大溝雛 薄科)蒲r盛 勇造,徳 欝購慧占,

縄結 透,○ 金 拝 次郎,

津野欝 誠,森 山奨五郎,

前鑓 徹,一 蕊 隆毒1,

榔 織 武力

化学療法の効果を増鹸する繋的で鰐麟治療劔を対象 と

し津1)$瓢 ・1》聡業・1》A$ー■譜を2力 川掘連縫併携 し夢濃

後1灘1糟AS紅 切替える方溝,2)1欝 董・PA$にA籍

亀董欝総M駄 轡II騨鋼灘訟讃ツ稀釈液 を併摺する方法,3)

1餐懸 ・鷲A連 日と$纏 憑21瞭 ・1》AS凄 日を2還 灘毎

鷺反復撲与する方法の3種 の化学寮法 を行い罫夫 喋々 れ

蕊1薇 改 灘o撒 嚢を等しくする織数の1澱 脂 やA$の み

を投与 した症鯛が)臨/馨効果とを比較 した,第1灘 鼠IN蕪

・野ASめ み3)投与法に匙 して 壕本病変に紺する効襲は

優れているが簗溺に嬉しては差が駐られず,灘 作欝とし

て慧綴に麗熱,/樹 緯耳鳴が認められた。第2法 は薄照

群に麹 して結核腫及び塞洞化結嫉炉の効 饗が優れ てい

た,、第3法 は薬凝鰍性麟の欝現と蘇彗作灘の予防に効盤が

認められた。

肇簿 初灘治療⑳臨旅効挙 殊に耐牲菌感染と思える携

について σ 分)

網 豊広島療養沸C佐 惣叡欝婆予,沓 掛文争,

村L妙

購所に於鞭る初織治療弼は購灘 総 撃1黛 慧現窪で退

所著2磁 劔睾在所撫102側 である鵡退所 薄2麟 弼ゆ治

療曙始誌及び治瞭申薦臨性のもの50例,薄 隣性なれど

耐性検査の山来なかつたもの27趨,治 療醗始濾耐挫検

査 を行つた 解)16学 鰐で,そ 群)中s赫,PA$,1澱 篭の欝

れにも感輔〓であつた臨のが95例(56瀞%)嬰 滋砦の鰹

れかに 罫完金耐性緯あつたもの52例(3玉 。箋%),蕊 藩の

ぜ曝れか鑓完全1劔!の あつたもめ 黛鍍殖12・0%)で ある。

在撰蕃1繊 轡 薯燃 療麗始前及び治療中麟陰性の臨の 欝

翫 繭鰍 擁 れど醐i榔 粉 出来癖 ・つ麟 の 鷲 縄}

濤療聡始漁醗性検査を行つたもの?2携 で,そ の串蕊響 違＼噸

萌 れにも灘 蔵であつた騨 が52纏 伽%)識 疇



糠
霧跨慈オ!か姦ご響完外醗/ぜ1二のあ凸た縛頭)讐 総(欝 。欝%),

藷 傭 れか㍑ 全・轡}の あ漉 も朔 職/2瀞 暴)で麟

る一難驚的驚雌をみるため藻薄辞義桑=所僚 こコ聾/た が畿

金醗挫をボゴするも鈴は,曇 癒辞では 鶯% ,在 所 辞で韓

!2・5%嘉 殆んど鷺ら薮いが,蕊 薯喋は完毫醗挫 懸 日{

㌢鳩 の ものが2郷 繋 ・叢蠣 鱒 綴NIII㌘ 賦至

が 窯鰐く欝%㍉1♪AS壌 卸 〕q・が蕪轡/〈25%)で 播㌢塞全

醐 の 騨 が6編 る瀞叢酸 緯 蔦 数II轡 痴=畷
,

のが§轡/織 費呉665震})1騰1婁 学以 鱒 竃こ璽f醜1鳳3%〕

1鷺8董 γ無 鉦の ものが 菱!嚢/もないう灘 転 無近轟もの で

は 触1及 び1》A$完 全醗・撲の ものが減㌻して 裏NI翼完

全懸鷲 のものが櫓擁 している。之婚藤晦 憲感塾 と総鑑る

難 懸の銃纏縷鑓に漏弧で る1轟潜ミ甥饗,蟻 紅 レ綜湧融,挿

欝鰹態等を讃告する等

簸0薬 翔灘盤肺結核防止 磯た轟⑳初麟化学療法鈴強

化(7分)

ギ窟人楽∴騰箒 説内藤 益…一,麟 絹 暢 鳥,

搾欝 敏郎,津 久欝1饗次警

填含 騰

(掌多野横養所)麟 護 武簸

(蘇離糠蜘督)羨 沢 春_二

く懸武緯鐸赤纐給 鍾馨村 彰

灘"簿 が/の 麟績 を述べた$Ml》 潔 纏日,2カ 月寧,

醐 鱗 購1誉AS矯1獣IIO⑥$12 。晦 日の 轄 鳶1・

灘謬/癬 年まで跨成績をメ蕊ぺる、醗蝉憑感染 を除外した

紛醤翫学療法の殆んど総ての症纒に於て麟敏難圏ド!l撫こ

成魯し 貫の勢くは鞭めで 遷懸llこ欺転した,鱗 秘 稽変,

塞満懲鐙改 簿も織 藤与慈れみ鮮購衛毒 こも鼠患u経 ない

欝度詳)廣i秀性 を示 もた蜂

繊動物実験で藁善繍 韓簿琉,鰹 撒慧灘 鱗/の交 ぎ熱

を鰍 検載 た結蝋 瀦 砺 婚壕すぐれ鋸 る縫 認め

た。

演 綬等は此雛無を以て最 熱畜男 叢黛 鳶するも灘では決 ㌃

てない」 も 現霧最 も難点 蕊な・γひ}る 薬蕩醗軒!懇塗き譲

翻 鍵)一一予段 として鱗1畷じ評療誌の鹸㍍を鹸ぐ1ミ張 した

㌧、のてある、

12蓄 肺結穣癒初購治療憩糠検欝 毅?分)

(棚凝冥}乱1漏翌講 うll/F縫 獣
,◎ 事沢亥佐霞,

河野 鷺鑛整 乳ヤ屋 湾 菰蛍

鈴 郵 購

擁結核の携睡溜 《ミにおいて強ノ/かつ完磁 慧l!瀞療滋意

鷲い・綜婆中薄の警纒1鐙 酬 縫 はかる劇蕊 その改舞蕊嚢

をはやぬ また黛の後の縛発 を防いで鍛症結綾講発生予

隙 款 き搬 鱒 演ず嘱 纏 環らか舗 る。嚇 鵬 年
蕪彗よ1肇薦 年鰐 は で跨入貌患趣 ぎ雲

,入 貌離化療未施

費轟宥空溝樹について実驚 し海下記撚蕪 の臓蕃併繕8

醜 欝A翫1欝1)に ついてそ ぎ)治療効曝を地較㌃,ま た

肺 澄療に欝 る 撫4撫 ・㌶A鋤 職 も検戴 た.

③普憑鷺辞 く瓢1鷹2羅,欝AS,INII録 購,② 鋤1{感

講毎鑓憾燕 ③s蕪/慧 毎日 《醇 治療成績はその焦本

型改 謹執 空愚毅善黙 蜘ご奏轍 慕率において,s織/慰

纏/竃6や 彗の成繍が曽通蕊一茜嚢が 達の成績日 灘欝一機 し

た.

簿瞬濤療 鷺欲善通蕊需鼠は少 く趣§脅月継続する.藁 症

蝦日 よ灘 撫!縞 繍 シ醒 照 よ搬 輪 槽2A等

鉱よ翫 内轡漆療鐙みによる治癒を高審にのぞみ欝る蕊

結諭 した.

1鶯 肺結縷霧灘漆療購の灘鶴転例にお ける灘盤なみ

ぴに騰の臨鎌的経過 くγ分)

〈奉～燕 予鵜会鼠㍉欝)亀II璽 聯彦

瞭鰭嫉の顯畷台療螂讐容勢に藏難響韓したも轟(A)及 び

最耕から陰挫であるもの(聾),計 隙蚕湾から,薦 ぶ陽懸

漁する頻嚢を病幾の挫状繁慧鐙薫及し 瓢1欝 ㌻,籍鳩 紳 撃

1鱗蓄董学 以 鞍)醗性の1蓬!現する状況 を鰭た尊(A)か も

は 欝 鰹・《恥 か らは!5纏 が塗嫁あるいは稽養で陰挫

持繍 受欝畷1親 を鷲鵡 こ爵も等5/鰐 串30糠 よ遅縫(率)

3覇 傭 欝 縄 繊 難 蠣 めて高 く28鰐 絡 隅1謝

轍憑が証醗された。全経邊罫/婆灘は癒く,入 院蹄醗難轡

なかつた 欝8榊5鋳 鱒%)蠣 騙 難 熱 鵡 騰

醗瞳L麟 縛搬3,1擦/醗 挫!,濤 協 は簿れ も微量

欝欝鰐で漆療 を変更することなく経過は鍵好であつた
.

㌃かし 凱の ような症魍に褒撫塗勺には紙事として毒
,醗

聲=藩が山斑することは蓑駕齢予紡を考える場合に考慮せ

ねばならぬ難訟である。鵬憩空溝 を盲する麓纏で1意羅購

幹鑛嚢が高 く・総 では掩 憲が鎌黛鼻ものが撃かつたが
.

龜の病難では簿薦も多く醗鉾/包繕斑頻煮も高 く,練 挫麟を

追蟹㈹ て蕪灘 懲を欝るものが多かつた。

繋3織 韓 饗熱植講に屬オる観察 く暮分)

ぐ難 嫉 圭講)縄 捨礁,新 濃 楽本隆.

今野 淳,叢 山 英男寮

こミ・藤 縷,事 総 輝雄

轍 翻 醸轡癬燈 牲藤 ・鱈 芦沢 久子
.

青沼 賢濤

(紬ず黙 赤懸肺》 撫鑓盤一郎

曙 ゴ鍬た木撮麟 こ蓄)○奉村 武,小 野寺 稔,

中鱈 良雄,鈴 叡 黄

く蒙慧母 ナ説 ウム)濁 嘉 光羅褻

/3無T無 を臨捧1的綜如欝に欝裕・るぺ 藻か を知るた轟

華磁樽なら山 畿臨謙観察 を行つた。!814T賑 は 難蜘o醸、
難1揺無難載慧灘 で 薯1澱獅 ・$を 紳 でおさ颪

,臨 き織旗龍は



韓

小川培地20学 以土が醗賛/三とL得 る心㌣ウスの実験結植

鐘ではIN熱 に劣1)$》1と 差はない博叢騰ル騰 鍵}で は

$雑 よ奪僅裟劣つていた.初 繰治療?名s欝,灘 欝,艶A$

の韓れか載一一つ以上紅醗性ある再治療 憩 名 に1瓢4T無

をK蟹,c$,鷲,T1醸 ㌶圭篶 又はs鱗 と轡醗し3爵 月以

薫観察したものの肺 レ懸,た ん中結嫉薄の植稗,灘 作灘

などにつ嚢数値をあげ報轡 したい.織/3懲T無 使糟後拶

締切除理本 を撫覧する.

124搬4T無 に蘭する臨床的研究 ⑱ 分)

練 黙逓欝病肺麟植鋤 ○加藤 威司,河 欝 鐘治

藤結核症8{}鰹 に,131ギ 臨(T獅 を単独慧,あ るい

は鍵の抗結核斉既 併糧して治華寮を響つた.今 醗は臨確成

譲のうち,特 に 丁簸 に対する耐畦麟山現 と,丁 欝漁申

濃植澱ついて述ぺ,あ わ ぜてT獄 の織作絹,坐 荊鐙使

灘経験等について報告する.

趨藁症 認 儲にT経 と,K欝 または(聡 をふ くむ併

講を背い,小 川培地 と,騰 鷺難総鍵 寒天培地で測定 した

醗雛鑛 山現の状溌を観察 し,両 嬉地のT蕪 醗簿 嚢地と

しての優劣を此較 した。次にT疑 藤勲濃度をK童罵無麓婁

挙天糟地による戯立拡散法で灘定 した。内醸では濃饗め

型 と高 きに麹入蓋があるが,坐 離黛驚ではその差が少な

い雌

学難 の翻作講は金盤鯨 蓄覇55?る に騒られ,郵 こ消撫

器症状であるが,こ れ と撫中濃鹿 と鐙関係を観察した。

なお講作懲に鱈する薬麟の効黙 こついて響察 した.

穀5重 漉肺結核耐性例に対ずる懸化学廣法欝叡K擁,

CS,及 び 捻纏T熱)⑳ 供講に閣する購究(?分ラ

縛 懸 轡 麟瞭濁 嘗究籔灘i会)故熊谷 魯嵐

火森 憲太,○ 蕉瞭 二郎

$賊,PA$艶1醗1轍 醗幾 を黛する繍結核患著数は増 瀦

の鱗司鵜あるので,こ の搬な重症糠結縷瓢対L,K臓,

礁$,!3慧T蕊 麟3霧 轡聡療法の効 黙を検討 した。対象 と

しては,治 療醜に喀植中結植繭が塗抹賜挫で,$瓢,茎》AS,

醸1竃の2-$纈 こ耐種を示すも5)を選 び,之 を黛群に

分響嚢1群 はK瓢 浄CS,13猛T熱 の$蕊 繕鰯 でK懸 簿

為し,飽 稽は懸意謝 ヒ学療法を背なうもので対照群とL

た.KM稽 は 麟 綴,対 照群6?綴 であ頓,薦 群轍おげ

る騨始欝の背崇礪子はほ 礎尚様である。之等の治療成績

は麗始後3,6,攣 及び 鴛 力導観察された.① 臨床症

状にお韓る改害捧惹は,い ずれ もKM群 はすぐれている奪

⑧職 鍵中結核繭戚績は,塗 採,培 蓋共にK誠 群は薯る

しく陰性化毒が高い.② 肺部X線 所慰は不変が大部であ

るぶ,K瓢 群に改善 愚れる ものぶ多い.④ 翻作懲で溝

療中止鰹は掌鯛で,K蟹 群にみられた難⑤K懸 ひ欝1嘆T董篠

慧対する酎性繊環は5力 懸迄はみもれない恭以上の成績

講
の如く難鰭 獅 溶蝋 はK醜 鄭 灘勲 罐 諜

併罵が霧効 と蒋える難 濾

叢難 重症耐性檎に対するK擁,欝 凄ぺ懸,C$併 驚慧 ＼

おける結核欝の灘雛繊理について σ 分与

(辱生省魚七核療法鐸/究職議鍮)

絞熊谷 轄鞭,繍 減 謙季 ザ

じ牛場 大蔵

最近 欝無T無 が紘結核鋼 として注日霞れてきたぶ療

研にても昭癩$5{範 脚)研 究諜麟とLて 職 欝轍!携 賦婚 ∴

する轡羅療法鷺おける 灘欝T難 の治療効渠および畏期

使総による耐雛の餐動を研究してきた.鮒 馨三灘変麟につ

いての報告であるが患 誇は全麟鐙大学病院および療養辮

等 騨 ヵ所か ら選んだ蹴症の 鷺荊以上醗性を款す藏を植 ・

泄する 懲0名 である祭

ワ{}名はKMシTII磐CS繕 薦療法 を宥い華1講 揃 およ 章

び灘療後6力 日森で毎鷲分離 ㌔た薄畿っいて 繋慧丁馬

K醗 夢S鼠 灘 駕 峯醜$糠 薄する1欝挫を癒較した・ ご

残畢)の?0名 は任意瀦療群灘三対照群として醗縫検叢は}1

治療燕分離/漉 薗について鐙茎湊篶なつて参穏にし鵡 濃

療論および 薫押6力 湾に分離 した繭繊耐驚を懸凝に集計

慣ると建に,治 療演と濤療後とをそれぞれ鷺較 し得る鰹

について集計㌃たが5力 鐸日か鉱13憩 丁無に対する醗盤

が1二昇している如 慧戴向はみられるが,懸 ヅ認 に完急

幽譲全醗性を承した欝は分灘瞭 れず,は つ製 琉 上罫し

てい るとは認め られない。篭弧童}漁1北 るi醸1轍には変鋤

はみ られなかつた⇔

12ア 肺結核症餐病楚に対す る翻蟹ステ饗イ ド欝罵⑳

影響について σ 分)

(織大ツ葺嚇こ})三 方 一沢,勝 驚孝,

本聞 驚男,骸 懲 黛驚,

○飛聾 灘降,鱗 倉 驚,

野添 昇

A醗4野B型II摯C型8,夏)盤1撃F型$纏 計 鍛

樹の鱗結嫉症に各種熟勢讐ずダをプレド瓢ソ欝ン植葬慧

約80熱 黛 よ蓼漸爾 醗 鼠。て串止蕪噂篶後まで観察 して 、

その影響 を検鳶㌔た.腰 噸,嚇 擾,食 欲 蝦 磁こ対 して 、

は病型の甥なく好影稽を認めたが,謹 沈好転はA>鷺>

c>欝 ザ磯職こ認め られた.沐 璽は大半に驚獅 を認めたぶ

標灘簿重以1ψ 増加例はなかつ鵡 稀薦1灘縫 礁磁湾の 、

織2.1%隷 無轍 縫 認め,ぎ蓄癒 後 蔑、熱 膿陰轍 難灘は増大 い

した雌鰻し3綱 の悪撫蠣を認めている鐙レ線蒸叡病糞は

串麟 凝欝%雛 改藩を認め病型懸改簿程礎はA>B>¢1

欝Fの 順であつた.又 澱 繕の嬢濁はステ欝ぜド欝薦串 ・こ、

に改善する鰹が多く樂澗壁葬薄化,内 容懸失の傾織を認 、壽

め併騰 螺 鰹 あ翻 拡彊 識 養灘 鰻 鋤 た㌔ 億

＼黛



驚
野

i、 線斜 綻 ではA>8>c離 の麟1蕊故簿㈱ 鴇 い.ス 勢

繋イド総投与量,1鑓 撃均投与鑿 と欝改 簿程礎との織 瓢

こ 繕屬 を認め得なかつ為 なお蹴騨繋写 購 禰2藁 講にわた

鞍長期観察した興瞭ある欝症黎綴 を表激す輪

捻3肺 結核に対する化学療法とヒスタ業ン⑳欝講

(5分)

韓機 大七茶内科)立 石 武,○ 近藤 忠植,

大沢雄鷺}鴇 下田 新鴨

笛塞 隆魔,欝 藤 昭鷹

肺結嫉雛対する化学療法の進歩は近来薯㌧いものがあ

るが,そ れめみでは完濡を期待し得嶽い癒9勧 箋ある.わ

れわれは,3～6力 縫以!=化 夢療渋 を行 い,そ ⑳中最後

の 蓬～$力 騒問 漸線ま戴 轡び》ほとんどみとめ られなかつ

た症鰍 こ駄スタミンを欝懲す る訟煮に よ鞍夢霧い 、効

果を得 ることが山来たので蝦告する.ヒ スタ糞ンは1押

2㌢ をS灘 文はK簸 注射2時 闘縫皮内ヌは皮下に10羅

注蟹 し,業 グー一ルとした、効果判定は本植渋肺後のレ線

植,蹴 沈等の検査礁績及び檸璽等を沈較することによ弩

行つた訴 肇洞を脊する羅鯉の中3擁 は本療法によ辱麟購

に犠溝が縮小L夢 龜の1縦 も纏小の傾織が紘え始めたず

灘瀬のない3総 中2例 は購ら漆・な病鑿の肺小が,蓬 鰐は

軽度の縮小がみとめられた.叉 漁沈そ幽濾の験姦成繍,

韓鑿にはほ 為んお影響なく,講 樽講蝿 なかつた、

したぷつて,本 療法は飴讐療熱で改藩が簿婁符出来なく

なつた癒携裟試みてよい方法であると考幾られる鵡

1鱒 被趨乾酪楽に対するク蓼チル欝ヂンの使驚経験

く5分)

(岩鋤試 驚ゴ 鰍)○ 小野尋 稔,照 井 孝獣,

木村 勲

近箪藤結核の麟戟植法麟としてグηチル1詳チンが とり

あげちれているので,わ れわれは被包乾肺藁を膚する入

院難結嫉患 蕃22名 を薄象 訟Lて,$瓢 夢やA$婁I欝1の

三 餐併撚療溝紅合せて便灘L,騨 駆線の変駕.講 蕪状態,

翻作灘を観察した爵5× 羅懸灘 から25×2諏 襟 の大 蓄

婁の植懲灘酪黙を寳す黙 鍛 名賦s騒,FAS,脳 欝 蹴蕃

併繕療漁 識ゲ 蓄チ2説 チン1軽8軋 き驚慧～120燃 黛 壷 鷺

運闘綾灘㌃,琴纏 織の斐化を理蠣鷲 た結果,22。2%に

禽効鋼 を認め,撫 菌.認 なξ糠 勲なかつた,,

以}二の成譲から殉 チノい}チ ンは纏包乾肺懸 二簿し轄

勘のようてある.

1纐 肺締核の空潟内注入療法 く5分)

個 窟武雄植麺響)◇ 久保憑難難,澱 購 義鑑.

前購 轟臨 聡 日 鷲漱,

富繊 端棄,井 筆 徳鰹,

1甑運 濡=二

昭灘3!隼 以来6年 間轟期の化学植法で殆んど効果療

見られない難治肺結核 灘 綴紅P2繍1讐A擁,欝 輔亀

瓢 等の抗麟核鋼 を嬢澗内に注入 して次 の成績 を欝庶

(判定は学欝分類による)癖

烹。x線 所見の変化.繕 本型では13%に 改善がみ姦

れ薫$2%が 不変夢悪化5%で ある噛

獲溝の変化は 鷺%が 改警奨不変74%.増 大4%畷

ある。

黛.携 麟状態の変撫。塗採の場合 憩鮎,矯 蓋で 蕊傑

の改善がみられ,塗 嫁で不変は 駁%,増 悪 攣%,慾 灘

では不変 総%,増 悪7%で あ蓼夢X線 鐙変化よ1貸や 鮎

改善灘が蔑い と考えられ る鱒

3.麟 作構は縄皮注入紅於て爆樋に喀撫,灘 確こシ講

一ブがみ られたほか薯明なものはみられず.経 気管燕 蕪

入は全く安全である。

從つて,難 治結核は,単 独の療法 として奪法のみで渥

癒させることは綿難であ管,拳 披の難勢等も問題載な蒸

場含ミあるが,従 来の化欝療法でX糠 線,沸 欝駿態等裟

殆んど勅禦 をぷ さない難治結模1こ対 して手術羅1果を麹黒

させるための徳前処難としては試みるべき療法である転

考颪る。

纈 肺糞菌症に対するマイ凝ス奏チン鈴畷霧吸入慈

法に就いて($分)

綜 都解翼鋤 ○罎瀬 敬諸,趣L哲 男,

長沢 幽学,山 下 政行,

井上 スミ,ll!麟 欝朗,

斉藤 隆輔,論 宮 憩ヂ

x線 工虐滋肺野 載均等 な鑛影 を脊 し,高 黙弛張,叢

織(ザ ート ー慮0%),霞 慮球増麹薫(爲 齢0,病 的継雛

懸t)を 認める25寧 の女報1に対 して,あ らゆる抗鑑鞭

質,ス 墜鎌バドホルモンなどを絹いたが傘 く織効であ蓼

粘液轡の階植申に常轍(1鱗 磁融 議1雛職難 を認めるため

に 説 驚マイシン,マ イ欝猟タチンの大量内綴を鴛つた

が全 く軽効であつた。

菰のために,発 病以来3力 庸 讐に薫 り,バ ー一ギマーグ

翻攣なる閥歎的騰険驚呼吸襲縫を稽いて,マ ・ぐ欝スダチ

ア懸濁液の噴霧験入療法を鴛 つた所,鷲 矯潔が罫熱と

森融,箋が …黙1こ全身状態,x線 飯賦撫 為凱常となつ鵡

入織沖 の糠結核患者の購襲を検 熱すると,聯%に 轟菌

陽軽1であ韓,本 灘三鰐よ絵検出された爽薦は 塾…1灘マイシ

ンに感受性がなかつ鳥

以}の 経験から,糠 爽欝症の診断,藁 耀の理択方法,

毅び畷運吸入療法の意義等に就いて述べる趨

叢鍛 肺切衛後化学療法⑳検討(7分)

ぐ綴療灘機露病肺外欝)
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0段 醸 広響,橋 本 博,

書竜 資雄,坪 井薫之助,

安保 純部,佐 繍交太郎

蔀切癒後勧挙療法として衛鹸紺盤植査で判職Lた 非感

煙購の使灘及び憲暁麟跨少量使驚が轡効であるか叢かを

検討した。

3魏 耐箆28醒 のうち11綴 に3者 轡驚を讐つて区切

の1鰹 ⑲%)に 舗痩 を生Uた 。穂の17綴 はV議(1籔

0.6慕 遷2灘 全鍛7押12慧)PA$(全 量1800慧)を 鋳薦

L2綱 ◎L8%)に 気管支癒炉肺を発宝した.2斉 轍 性

1マ例中12織 畿3覇 沖駕 し1鋼(全 愚彗)の 気管交痩膿

胸 をみた、1鐡 融挫 欝 綱中V無 使驚の植舎手術鰹に

肺癒を発生した.紺 機ヅ ドウ蔽聲懸1肺の3織 よ3麟 耐難

の3蒋,vM縫 罵餐1蝋 と感性鋼3蒋 使騰 の1鰐 であ

つた尊

以上の成績からノ1憾繰鋼あるいは少量戯化学療法でも

合併疲の発ご註は歎率であることを知つた.こ れは外料的

に病巣が健康都分で,切 離除去警れた後の化学療法であ

るためにかかる成績を得られたものと考えられる.

欝3化 学廣法中⑳雛菌状態一将来撲箇 の推定に就い

て σ 分う

(癖央鍬遵病院肺部磐轡)逮 藤 兼総

初懸治植審1鶴 総の1～ 瑛年間鐙携菌状 態を調査し

て或る蒔期迄の欝菌状態よ韓将来の欝麟の竃無を擾定す

る手段 を得んと試みた難特殊な治療法によ魯欝菌状態に

影響のあつたと考えられる鋼は除外する。3カ 月を1撃

として観察の単位 とする.① 治療第1年 孤撃の捻菌の慮

無は蒋来の撰菌の轡無に大なる屬係がある.② 或る時期

までの既排菌暑は未稽薦者と沈較して,禽 意に篶い将来

麟糖繋 を承すことが多い。③或 る時期の当挙撲繭蒋は非

舞繭者 と地較 して,畜 意に高い蒋来排薩率を示す瓢とが

多い。④1年B撃 よ鞍2年 煎挙の問に第1繕 撫菌をする

綴は他の時季に第1欝 麟 癒 をする催 と比較 して将来舞藤

率が麿意に高い.⑤ 治療2年 の終 琴まで陰性であつた鰹

は6%程 農の将来欝繭零を示す.

欝4呼 吸器疾患患者職 に 肺結核患害⑳喀疲中の緬菌

叢について(簗 壌報)(5分)

ぐ纒立康薫第一一病肺内料)

三 ぬ 次郎,櫓 壌 購夫

ぴ 磐科)松 葉 卓郎

鑓立京窟第一病院において治療 を受けた30名 の呼鰍

廣挨患溜藩(内80名 藤結植症)の 喀痩中の結核薦以外

の細菌について植査を行つた.こ れらの細菌は多 くはあ

気道常在麟 と称せられる 騨連鑛球薄,ナ イセ婆ヤが多

いぶ蒔載ブドウ球菌,肺 炎繭が認められた.肺 肺植患春

獄おいても喀襲蟻の増大する時覇においては,こ れも欝

窟薩の繋薙が増すと共載織の藤の薬薦に鷲}婁懲 酬漫二をみ

ると多くはク鷲導ふフ轟鵬鷺…ル,瓢 撃ス繋マイシンに

感受繰であるが,べ 談シllン,特 にサルフ 済 嬢こ麟性纏

が勢かつた,、肺結嫉薪1ばおいてサ庵ツ燐 購 罫ラジッ}

搬欝灘療法において喀綴 縫の著減する鰐が勢いが,そ 鈴

原霞を混合感梁の羅1娘こみているが,こ め点よ1タか 事る

説は必ず銀も正しいとは愚われなかつた一これ らの点に

つき検討を懸1えた。

捻5駕 学療法による空潟開鎖の運程(第3報X7分 〉

(豪邦ガス診植療)e大 轟 厚生,加 藤 洋

駕学療法による難洞鐙懸鎖機結の解轡3は極めて植雑な

要嚢を含み,殊 に犠洞を申心 とした病態生理〕津的の縷構

の植雑 雲か ら到底臨床的のX線 議兄鐙みでは究鰐も得な

い断であるが,蕊 匿々は箋澗の醗鎖遜程を頻羅の断麟撮影

によ鞍追求し,塞 洞の閉鎖様式を 議,裕,c鵡難,葦,鐙§灘

に分類 したが,今 瞭 ‡誘導気管支漁の植麟鵜就いて裟か

鐙植討を試みた導鄭 ち化学療法はよる嬢洞購鑛は誘導気

管支のぎ男ちかな程,塞 洞の閉鎖墨のよい ことを知蓼,業

嬢洞の治療総際 し誘導気管支の存在を結認すれば,か な

帳 惣 わた蛋 も 鋤 臨 糠 法を締 鎚 灘 つ

よ蔭,窪 溝 読 分に閉鎖の 聡繊 がある舐 を知 鞍,蕪 醤

に誘導気管支のある餐澗は む型,心 型声 鑓鎖灘式 を訟 い

るものが多く繁次で 嬢型,議 型の 鑓鎖璽式をとる懲齢

が多いことを喪鱒,化 学療渋による甕溝の閉鑛には運導

気管支緯存沓が総めて叢要であることを知つた跨で報告

するぐ

欝6化 学療法による空潟溝失携の臨床的秘究(7分)

嘱 嚥 驚瀬病肺)○ 福欝 鍵男,平 敷 安正,

石原 啓男

昭灘 欝 年 工月よ蔭鷹年闘鑓轟院1こ入院した全患春の

入院申めレ繊写爽 を検討して,㌢ 線上叢澗消失 を蓉たし

た §2例 について,調 麟iして次の結果を得た.

め 年 金的鵜は藩年者に治捻癒傾海が強い.

窯)男 の方が女 よ鞍治姶易い.毒

3)発 病又は発見よむ治療騰始までの期醗は1鶯 以内

の審が断熱多く,鷲つ初翻潰療の者が絶灘多数を占めた。

4)発 病縛の病型は紫基本型では難型が半数以薫を煮

め,特 殊型では,殆 んどが弾硬化壁単発性雛澗であつた。

5)黛/3は 漉療離藏賜轡三を示したが,大 多数は3川 試

内賦麟陰性化 をきたした.

の 治療方式としては,$簸,艶AS,1醗1の 三磯併購

が半数 を占めた.

?)治 療灘始後雷嬢澗消失までの簸驚は登6月 以内湛

3/4の 絶窯爵多数を薄ミした龍
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紛 鍛澗溝央溺の挙後は撫めて良終であつた、

繋7肺 結核に対する齢来化学療法,欝 に投薬率發中

心訟して α 分)

ぐ労鍛肺植欝甕金 六灘韓欝欝療懇)

菊池 誠作,幾 欝 進,

黒部 籏

ぐ小織ll次雛譲植鎌)

小山 幸欝,丸 愚 実,

○灘説 戯雄

6力 薄以烹の撫螂 講鱗5{粥鵜ついて,外 来化学療渋の

投薬灘を運騨の観謙から検討㌧た.⑧ 金投薬灘は30才

以ま瀦,鍮1併 灘鰐,B灘,灘 溝型,欝 欝 鋤 黛その対照

に鷺 し高灘である。

③化鰹聡始6力 樽 讃に投薬灘70%以 上が 瓢 懸%,

5導一鱒%ぶ 盤。7%,50%以 下が 感灘%で,黒 年鰻,

L5卑 鰻妻2年 欝為漸次投薬犠は鰻下するが艶期め轟繋

の稽の錘移は略紺騰灘を承 し乍 毒儀下す。

③投薬率とX線 的改讐震をB難 灘 綴についてみる

為鍵藩購改簸弼は70%以 上投薬群では6力 肇 箋に26.1

%誉1聯 叢0。7%繋1護 年5学%豊 驚年 磁 護%で あ 軽襲

難C鮮 では各 鱗勲%,蕊%,騨%黛60%で ある。④

化療申騰落鰹は翫嫉1以 内に多 く,翫 カ月以後の醗薄鰹

の投薬率の ⑳%以 上群が5?.0%襲5欝 紳ワ《瑞 稽 欝.蕪

%撃50%以 下は15%で 欝税藩鰐の投薬率は儀い趨 ⑤

化療韓の懇化率の糧灘 をみると,6カ 月以内の懇化鰹は

懇化時投挙綿 マo%以上稽から 黛.笠%,猶c群 から曝.2%

で,以 後の運化については,投 薬灘による差 を認められ

なかつ鵡

欝8肺 結核外来化攣療法⑳効果撫遣撲成績(第4報)

灘峯⑳検酎知晃補澱 α 分)

(i肺樵畢肺畿紘学炉法騰欝欝甕金運)

罎鱗 竜郎,城 鍔審分盤,

磯泌鑛一郎,並 湾 購,

○松尾 公窯,数 理1義 膨

獄 的蒸 肺結核化学療法の効媒賦灘達する譲鍍子の検

討

叢響究方法灘 昭和 鰭 年1月 蓋灘よ鞍麟昭瀦 鎌 年捻

灘 瓢 欝逡に,外 来化学療法を終了 し,引 続嚢京の後 も

経運嚢観察 し得た症劔 鱒藩 例のX繊 改害,X線 悪駕を

検討し,脅 叢報欝した知羅に,下 記諸環を加糞る識とが

で選鵡

餓 樹

1)初 繊撒療溺c難 型に於 て亀雑令 の藩い穫改害が

多い。

2)3潜 併罵と1搬 雀・撚$毎 欝漁 との 醗では嚢櫛購

治療鯛難璽,c難 型の轡れ⑳場舎に 毒x線 改害載明かな

鐙は認めもれない"

3)樽 治療綴難型 ・《灘 型のX線 改欝は,年 令獄よる

影響が 《)B型に於て購か であ る淋懲型では明かではな

い心

の 欝治療蝦に於て黙,そ 鐙駕学療法終了後のx線 悪

化は,年 令が驚い鶴の慧多い。

5)初 醗漆療弼で,3藩 と1騰1蕾AS毎 鐸法 との購

の姥較では,終 了後の悪化ぜ)差は明かではない。

惹紛旛難 結植予鞍会外来施設の協懸によ蓼2§0暮纒を

挙め,今 叢の成績鐙補爆 を行つた.

箋欝 外筆化学療法肇⑳中絶について(5分)

(豫繊 畢肺巌鏡一織 肺搬麟)毒 欝 欝遜

昭和36麟 鷲 月末 までに轟勝で外来撫症 を終了 した

欝80名 の中止理磁の分析 を行い,ま た 飯蕊串止嚢にア

ンヶ一 》を送 難,中 止理由及び親状について鐡答を求め

た響8薦0名 中指 灘 中 止503%寮 入院12。0%養 転灘

II。§%艶 叢難串止25。襲%,死 亡0。2%で あった、捲蒙

中出以外の中止は濡療麗始よむ1年 焼までの闇に夢い.

罵は各中止とも年令による中止率の差は殆んεないぶ欝

女では高年禽になるとともに入院が少 くな轍 論灘中血灘

結緩求ふえる.病 翻 難では 罫型以外 の病灘 では搬灘中

鳶,露 繊中止撫とも大蓋はない。笙澗の膚無懸では無蜜

澗携の方ぶよく,病 樂の撚融ぶ大になると成績ぶ運 くな

った。初麟濃療と再治療ではあま奪差がなく,鴻 症法灘

ではS誠 塗難AS又 は3藩 併粥から1醗1・欝AS併 飛に変

更 したものが最曝よかつた心講灘申止藩に慧するアンケ

ー 峯の結挙は篇れらの申止春が繕核に対する無知からな

ん とな く中止 してし憲つた菰とを承 してい る.

縛0肺 結核⑳外来化学療渋串における鮒性患害⑳検

鍛(第2報 治療方法の問題)(5分)

(肺穣予肺豫驚一健譲糟談辮)

○本堂 薫郎,中 島 丈夫,

瀬禽 徽,山 欝 智道

研究湾理 雲醗性患藩に於て完全醗性群は不完全醗性群

や感盤群に緯べ藩明に悪化の多い ことを第1報 で灘ぺた

が,今 購は完全醗性群の治療方法について植討した。

研究方法 豊当外来駕療患藩申1年 以一熱弗療 を継続し醗

轍検燕iを実施した懲の鐙内,化 療中に少 くと志1灘 以上

s紙 欝A$,1搬 薫の1欄8遡 に発全醗性を示 した ワ5擁

を離象胤した。

研究繕挙:(A)学 研綜金判定成績は軽快群 欝.㌘%,

不変群 黛5譲%,運 化群5臨0%で,3稽 共に串等症進

展が 沁鵯 を滋め,屬 始聴の結核菌培養結性灘 は平均

5?。4%で ある恭く扮 化療後期の結植麟成綾によ絵後期瞼



讐

性群及び騰臨群に分響た場禽,結 牲 稽に於て化療変更に

よ警結雌三化した時の化療方武叉購性群に於て後期の醗盤

検査で處好 な領向を示したもの騨)化療方武は1響 為 掘難

叉 騨,IN獄 鍵鵡が多 く,ヂ ネヅライザーづ 植趨の も勇

臨みられた。(C)換 気機能及び病変から手 繕の 濾蒼 を

ギ遊}鮎 一ゑ叉は讐本の分類にもとづ嚢検討すると,夢

衛遡が 遵Ls%鷺 みられた。

婁41肺 結核の短期入醗に屬する研究(第3報)

σ 分)

戯 金深険難購診療燐)○ 北沢 幸喪,盤 藤暫郎

く概蟹購 病肺繊籟荘)佐 處 実

藤結核に翫学療法 を鶯 う場禽入院治療か外来濤療かと

い う問題は簸 も賜 心がもたれている問題である難懸結核

4)乗治療443測 を対象として肇入院治療群の内饗期間に

よ蓼餐瀧期(8力 馨選試内)準 鍵期(4～ 馨カ月)長 期(難 カ

月以上)の3群 と叉外寒群 を完全,不 完全治療の黛群計

5群 載分け,短 期入院が縫期入続瓢比較 して劣 るか,又

外来濡療に鋤鞍してどの点が異るか裟ついて検討し,次

の結挙をえた。薫)化学療法灘始後/年6カ 月の時点にお

鞭るレ線結の効挙は摂継入肺が最もす ぐれている爵㍉ 入

肺蕊欝闇に麿意差はない.又 外来濾療は不完全治療及び

化療 を中止する擁樋が多く,入 院群中で効襲のやや劣る

短期入院に鷺較すると外来 黛群のは劣 鯵警ヌ増悪事がや

や高い鎮向ぶある.2)退 院後の経過は,短 期入院群は外

来化療によ韓改善がすすむが,畏 期入院群では遮》はや余

鞍みられない.又 悪化率では差がない。3)以 上の成績か

らみて肺結核ぶ発箆された場舎媒長期入院をすすめて臨

し種凝の事傭 でこれが不可能 な揚合には外来化療 を行 う

肺に短期入院をすすめたい.

肇載 肺結核患害⑳作業療法と悪化に幾する購究

σ 分)

(九戴病肺)森 万寿央,○ 誌購 宗僕

昭和34年 護月以降,36年 慧 月までの 作業療法中

及び結了退院砦345名 について,肺 結核病巣の悪化,欝

薦等を検討し,併 せて病院縄設以来,作 業療法を行はず

退院 もた 蜥 側の悪化について毒欝及 し,作 業療法の意

義について響えてみた.

ご悪 化灘

1.作 藁群の悪化,撫 学療法苦よ滲§儲,箏 繕療法蕃

よむ4綴 で計13纒,対 象樽約3。?%の 悪化である.

2.非 作業群の悪化 化学療法憲よ勢 認 綴,手 衛療

法蕊 よ勢15綴,計57鰐 で対象の約 載1%を しめす導

$.作 業療法翻始前期及び後期の悪化 肺期は 齢 濁

で約6。6%欝 後運は20綴 で約3。マ%と 減少した嶺

4.作 鑿療法結了者の退肺後の悪化は7綴 で約 蹴 を

構

しめ,非 作叢者退院後の悪化は〓述⑳ とお鯵欝 纒で総 『

6.1%で あむ,作 叢療法の意蓋ぶあると溝えられ鵜

5.悪 化 まで騨)期間,作 難群では作業療法醗姶後 三岬

学力懲,舞 作業群では羅院後約s俸 の喪期間に及ぶ。

$.年 度懸悪化 非作叢群で昭郵34聯 以降の悪化藩

が増綴している鶏

マ.細 繭学的悪紀 作窯群では纏鋼,懸 磐業群では欝

鋼の欝薄がみられた癒

懲.シ 線的悪撫 作業群では §例,非 作漿群では 欝

例であつた。

繋.そ の飽の悪化 喀漁による悪化発 見ぶ1鰹 あや

た雛

10.悪 化 とその処躍 作業群では化攣療法?鰹,肺

切除4綴 努成形1携 欝作叢継肺!粥 雲非作業群では嶺学

療法3轟 例,騨 舅除 懲 綴,成 形黛携であつた・

鱗8肺 結核症例⑳$擁,K鱗 による聴力瞳害につ熱

て(ワ 分)

〈北鑿購究舞耀掘 病肺)○ 簸立 達,三 浦 安儒

縷 大翼轟科)大 和田健次郎 、

醗 究澱標js簸,K簸 の騨結鞍癒例 の聴力緯害の献

餓.麟 究方灘$纏,K瓢 欝 賛鰐に聴力植養齢 灘以ミ

上行つた521鯛 について検索 した離 ギ成績謙①両凝の聴

力障害は感音穐聴力緯害で$k"か ら始まる。K鑛 によ

る障害は$蟹 に擁べて急激に趨る蓉穫が多い。$蟹 後K蕪

使規弼ではS蟹 黛鐙多い程K纏 量が少 癒 くても肺害

がおこる.② 騨結核症携の23.5%は$擁,K赫 来植溺

でも蔑藩障害があ鞍,訟 くに高馨齢 綜慧ある。⑧初植時

聴ヵ正常鰐に$鱗50・ 》20{}霧余使欝Lた 場 食礫 轄 発

鷹毒は$鍼0一 黛0慧憲で既餓稽弼群では 乳1%で あ韓

初植臨異鴬灘では 欝.塔%で あつ た.④S懸 による灘

害出環弼の 徽%は$灘50慕 未溝夢纐%は100慰 牽

溝 勲6%は2馨0馨 未満 までに山規 した詳 結翻 本羅鷺

騨〉磁 欝では会話欝城(500～ 鰍lo鷺総)の 聴二壌蕊審は跳籔

的少ないが,障 警山現の欝鮨挫は充分あるので聴力管理

の必要を認める.

璽44サ イク饗勲リン⑳灘作蒲 ⑳分析(5分)

ぐ公窯学綾藁籔纏含縄懸1峡夢鑓院騨磯1響嘗)

○霞鐵 二鄭,伊 藤不二雄,

藤陵 鑿功,林 繁太藻

サぜタ濃鞭婆ン(c$)は 肺性患藤の宵ブ癒 治療凝で概

るが,翻 作灘も欝いのでその分厨を試みた。投勢簿は,

攣0樋,魏 猛0.銀 駕分二,投 与期間は媚 趣 慧オ聯で

ある.畷 纒(46讃%)に 種凝な翻作欝をみたがそ⑳ 露

%は 肺神神結癒状で,肺 搾症状は購鶴,擁 欝,鞍 麟麟

性寛進,不 安,盤 的逸脱行為な賦で,神 経症状は龜癒



簿

理臨 織癬様発作 なεである毒拶 くは6爵 懲以内に理れ

懇が神経癒状は聯期に現れる.大 部分投薬申止 で羅懲畿
甲消央するが11弼 が治植 を理 し

.搬 植に3運 を理Lた 鰐

もあ翫 灘作薦と鴛i,年 令,病 型,病 巣の進展鷹との閥

記は曙かな屬係はなかつた.然 しc$投 与前に麟波的轍

・なんらかの異常を認める臨の紅謝作灘が多く現れ,蕊 た

翻作矯発理畜にはペンタゾール肺溝鷺おいて挙常を承す

臨のが多かつた。cs投 与後,前 鑓比 して脳波に変化を

示すもの 捻 綴中7鋼 である.著 曙な精神症状を呈した

欝 綴中6佛 は外界の鯛戟が 誘羅 と考蔑られ,CS投 与

中は鞍劇戟盤嵐進に注意を饗する箒

第3日 第II会 場

(講∫II圭 日$。00～1錦 の

座 鍵 内 藤 益 一

肺 真 菌 症 の 診 断

鱗5ア スベルギ糠榊ム訟肺結核 ぐ?分)

(麟寛康環療蜘鷲):激 欝 .鍵戴

本学会綜おいて過去2灘 獄わた鯵,肺 アスベルギ捻一

・ムの轟験麟を報告して糞た.鰻 潅急激な報告鰐の増撫轍

よ甑 われわれるき曝に摩癒を潔 く究明する意瞭で,今

遡はわれわれに最 感麗藻深い肺結植賦肺発せるもののみ

・につい鴫 総括的に観察並びに考挙を試みた
。

麟験14鰯 中一臨肺結植に続発 したと考えられるもの

が 欝 鯛(71議%)で あ鞍夢難常に高率であつた撃二れ

らの癬鰐に対し 発病欝からのレ線所蟻の分棉 こよ絵,

灘 結核続発症義しての本症にその発生形式として二つ⑳

型のあることを箆出した撫識の分類鑓簿 し切除肺所驚を

離競 しな溝転 代叢的症網を磁つて詳細を報告する,,識

た肺繕核患蒋慧おける結核運とアスペルギルス鐙問連歓

ついて鵜 講春共算㌧ていると認められたものは/縄 の

み で・惣は全鋼にお粋て結撚欝と交代性 であつたことは

翼 瞭あることであろう。 さらに本症の 漸繊所 蟻は成欝の

如 く特異性 を承す瓢とは少く,見 落し易いことを繰運し

う強講したい尊

懲8肺 アスベルギルス縫携について(?分)

練 大鐵 墜麟)堂 野縮維鷹郷,拶 藤 文雄,

○螺良 英郎,黒 薮難 稔,

杉縄 秀欝

弊舞薦症偶中,肺 アスベルギル業症纏はぶ雛総欝 綴難

などが)轉異な病璽を串心と㌃て,近 年注欝を浴びつつあ

る。

われわれは販大病肺叢ぴに醐係療養所 で経験せられた

難鰐鐙腺アスベルギルス症綴轍ついて,臨 床的事項 を巾

心に報告するお簡鵜 アスペ溜ギルス感染に濁する一,

慧の騰礎的実験を加える銀

5講 の肺アスベルギルス麓の内訳けは,鑓 獅 灘結植

外科的優理後に続発した膿肺型と,1携 の殆んど無窟覚

に終始 し切除によつて診断を確定猛つ植治せ㌧めえた菌

球型,そ し鴎 薫癒聯結核に金鉾Lた 結肺型諭び紅繭録

型の混禽型の ま粥とである.

これら症鰹の発症饗灘並び紅治療紅ついて特に考挙を

加える,,

纏ア 培養不能の糞欝による膿肺⑳一携 σ 分)

綜 大鼠騰理学紛診療学鋤 ○小松 韓雄

く鎌焔 懸 纏蝋 溝学部)漁 二坂 一郎,

大岩 弘濃

昭搬 鱒 年 よ鞍齢結核兼気管実癒及び結胸の診断の臨

とに客種の抗結核購 とほ とんどすべての統生物賀の鍵期

投専 とs鯉o灘 獅撫o黛 療法 を樋 ナていた患嚢の騰腔

内炉汁から常ぱ…種の輿薦慧魂のみを発見した.本 繭植

は壇蓋不能でまた動物病/ミ翼性 も認めない.こ の爽薦の繭

糸は太 さ3～ 蘇惹で隔壁分植 を麿 縫馳 癒 胞予は講めな

い。韓繰に弱 くただちに饗縮崩壊オる為に,生 棒染色以

外はぎわめて染雛照難である。電苧鑛微鏡約鐙は細胞外

壁の構造が穣憲でいか垂誌 脆弱鷺兎え,こ オ腰職 燥に鵬

く培養欝灘 な一鷲翫愚われる。織本薄は恐 らく運常は病

糠性の殆どない臨のであろうが,宿 主の特殊な条件の臨

とで病変を惹趨したものと考えられる熱本繭は従来の丈

献に徴する慧 無醜 賑 裟比鮫的近いが尚確定的な縄建

には理り ていない嶽



暮0

薬 剤 耐 性 菌 感 染 症

総 京事業藩に於ける肺結植類発生につ鄭 て～一棚

講概慈桑結康餐よ夢⑳灘性簾感染についで一一一

(?分)

耀該 影鵜会綜載附鱗療蓋漸)

小池麹 慧郎.○ 村瀬 貞雄,

初旛野 浩

儒 索鰻行籍盤監理竃)近 江 鱗

これ震で繕核の所講既感染発病の発生機転につきツ採

癒騰 発生までのx線 写糞等の調査分析 を餐つて嚢たが,

今麟これら患者の醗性菌感染綴につ 嚢既感染雛病の発生

機転につ慧考察を雑つた.既 感染発病者で治療前撲菌が

あむ灘性検査 を行つたも鐙は54弼 で塗蔦のうちS醸!0

γ完全,野A$1学 完全,IN蕪1学 完全以 転の何れか畿

肺性のあるものは4名,7。 蟻%で,S纏10撃 不完全,

繋ASI㌢ 不完全.撚 難1学 不完全 以士の何れかに轍挫

あるものは7名,1凱 難%で あつた。 醗性薬凝は二趨醗

性2名,難 は一欄 肺性であつた.醗 性薄感染溺?傍 の う

ち,昭 灘20年 鹸に初感染を経過 したものは2綴 で,外

来蒋感染を疑わしむるものであるが,龜 の5鋼 の大部分

はツ猟応歴,発 生肺のX線 写爽,家 族歴等か らみて昭灘

欝灘以降に於て灘性麟による籾感染を受畿,数 撃後悪化

によ鯵発見 きれたもの ど害えられ る雛

纏3化 学療法未施行肺結核患害 ⑳肺樵薦耕繊 ⑳頻度

及び其⑳臨床難晃について(s分)

(犠大 欝批野灘斜)山 本 正膨,岩 禽 盈

(熱欝醗第一繕継病肺)○ 片山 鏡男,讃 下 挙堂

(静講済磁金肺肺)梅 北 盤二

く串 窟 病 肺)欝 藤 黒敏

(安 田 肺 院)黒 沢 武蕉

篠 立麟 叢病肺)神 閣 博

購和25奪 よ婁購農和3§ 年叢 の未化療に て1撫慧ぜる

6醸 綴の齢結騰 無者の醗臨癒出現類嚢を年譲灘,薬 斉彗(s

瓢津A$,1餐 鷺)瀦 に検討し,各 薬趨 共,そ の醗雛蕪患

理瀕嚢は経年的に増加 を認めた.$鷲 欝学,欝AS鯉,

1澱IIT以 。解 》完全醗性出現率は 舞硬 増撫 し,羅 灘 器

年 までは 黎.凄%,鍵 年 欝.3%,$1年 慈.8%,鍛 年

1凱6%夢38年 瓢7%郭 鍛 年2黛 轟%睾 蕊 年 よ奪は更

裟増加 して54。5%撃36年 灘.1%と なつた熱又 黛羅

性菌は31年 よむ,欝A$耐 雛菌は35年 よむ,1欝1轍 臨

簸は 総 年よむ夫潔著しい増加を示 し,そ の肺嬢35年

以来二藩又は竃者肺性藤患者が増撫した.

次に醗性群 蕊感難欝の韓療効獲を比轡植討すると,欝 隙

聾撒 齢 紬 鋤 渠醐 騨 たが灘 症諏 於・鴨 講

繭の陰骨瓢が魑 愚醜 つた。又講 盤 織瓢 二藤堪歎灘

の醗性を吉するも纏緯化搬効梁は璽つ鵡 天灘

篶癖 結核化学療法施行欝⑳曙嬢串結核欝灘盤検査讃・講

繍 纂つ篭・て($分)灘

蹴 樹 醸 臨 激 闇歓 慧

川含 溝 ○串非 激 藻

久世 丈毒 遡

㈱ 黛寧多野療養蒲 岡 武雄 穣

麟立京都療欝掌)撫沢 春瓢 瀬

く懸療鑓野蕊)蒔 光,藏綴 蒸

醐鐡鐵鶯赤病肺)中 村 難多 薫

繍32糊 、榊 調86鞴 半まで甑 隊 灘

瀦 学療灘 麟 濾 獅 醗 搬 成縫 麟 肺 鍛 ザ 本

る調査対象を増して集計したじ ろ,各奪嚢の醗 臓 発 灘

絶の%は減慧たが,聾 糊 繍 簿は昨年本学会で発嚢した 舗

胴撫 蹴 購IN既 も囎 睦蕾麟 纈 肺 驚
年次的裟増加して来てお奪,S簸 に於 て特に著明であ 遷

つた、 こ灘 増加の傾向は昭灘36年 癒肺半に臨ひぎつ"溝

謬見出 婁れた・ §

憲た本挙計に於て略外礪性羅感染の疑われる症綴ぶか 鱗

な鯵の頻鹿に発箆婁れた嬢 購

15縢 網 樋 懲肺 結脚 分)還
僚北大抗藩)縄 捨難,○薪灘 鑿墾.濃

辮撒 輝雄響 武末 蜜予 懸

轍 雖 染艘 鰍 轍 風地輔 罐 学謝炉 鹸 憾

却 灘 灘 搬 並び蹴 麟 の礁 蜘 ろうとした・謙

欝謙愚懸灘灘鰯
入(鋭)で 醗 灘 囎 臨$黙 蔦 蹴 騰 誉騰
L2%灘 鷺 ・2%であ硬 憾 た輪姉 耀 で温 叉/

頗 灘 灘 驚 鵬 名輔 接灘凹 入 く5編)⑳驚 譲

牲が叢醐 された。紬台,盛職 妨 では醗 噛 感染綜乗だき/

蔦くなく,地域約に魑蜘耗 ていない・た焼 学璽で織 灘

簸近その麟鷹が轟くなつている」》撫黛耀総 撤麟礁の曝

場念3者姻舞鑛に抵抗し外斜轟糠溶療を必要とした臨緯購護

ある競 勲 翻 蝿 騨 を・赫 翻 購 融 脚 囎

学勤 聯 ・重肺 蜻 魍 る麟 麟 つ描 難 繁

る。 、講

瀬
・藤
、



撚

峯澱 理剤耐樵藤懇桑肺結穣 σ 分)

麟 窯懇三鰹療養輸 ○鑓藤 き鴛騰,づ 離1稔,櫨

瓢共隷継 鰻 賦 麟鴬きお蝶嬢趨肇濃5旛 鷺ゐ脇ノ聴 得て

演懸購)灘甕灘繊 を鷲い,!l鐸搬34集 の㌻学嚢に於・ご講!

鰯の搬告を行つた、そ賦》縫滞究を続曾している《誉で讐の

縫緯成縫を轡せて融煮す齢 駁擾つた撫'罫療繋鍬 犠癒 蕃

は/0魯o名 以}惑 が 醤,そ 沸約半数 よ;)結雛麟 駆1粥駕

た・その中礁轍癩 藩を滋 しプ惑 の1よ韓 鴛%で,糠 餐赫

ぎ,1醜$川 学,1醗翼!㌢ は線距熟幸ば完肇恐醗箆を議馬 た

も穆は約 慕%℃ ある、、麟磐拶 績礎ジ)講い も醸 激鎌薫で,

欝鳶導,鎌 鷺1よ畿いり欝評}犠繊婁辮譲愛が灘監と1餐に 簿耀轍 歎

欝Lて いく鱗 憩隷認められな㌔㌔ 鍵織離挫薄滋磯鷹叢誓緯

患書の継織 難 悉麟 数磯,推 定惑犠源等鵜 ついても述べ

る糠

嘩灘 薬鵜耐樵運懇簸肺結植 韓 分)

ぐ麟瀞載求鱗…講騰憑欝)

鷲 熱 次郊,植 縄 磯 薦

我 贈は麟発職縫濾おいて昭搬 麟 撃以来蕪名菱糖鰭縷灘

病藩を認めたが,そ 跨うち5名 畿おいて治療灘始鵡の検

終駿綾でs灘,銑 繋,繋 葺慧耐幾影認めた、/織 畿騰凝

なる治療にもか 無わらず次第に悪撫を襲し,欝 病以寒爆

年織て死亡,/鰯 は外轍 慧簾法職鮒 背鳶癒 し,墨 醗は鹸

力聾善鍵糠 隷 り警 凝礪は 捻騒T撫,総y鵡lo懸纏総 の欝

講瓢よ弩癖状諏好転 をみている.以 翫を澱覧纂,鋳 羅治

植鵜おいても耐雛結籔藤,特 は3璽 醗甑薄 を舞患するも

のがあ鯵,驚 に緩療鍵ぎ鉾苦の発病ぼ毅少峯醗輯鶯 による懸

病 薯が塾 く と繍,懸 感染鐙存憲を疑わ㌃むるものがあ

曇,充 分な注意が必要であろ弗と慧慧讐れる.さ らぱこれ

毒鈴溶寮においては携期1叢慮分臨騰ぜ)蛾隅をとる滋搬菰

載あ叢て恐る 網識は驚毒ない 懇鐙 と讐蔑られ,要 は濤療

剤の潔応する鑓韓 磯の嬬 醸鵡よるも誇毒考荒轟れた,

1鱗 欝繰鱗鑓ぎ0灘 慰簸瞬 織蕪難韓 磯に対する漁療効

挙鵜閥する鱗究 く欝分)

(墜撫頚聾識 寮 婚轡濾 議無激 熊谷 欝趨

醜 学灘淑欝究馨)大 撫憲 きこ,○誌礁 忠聾

既纏三に舞学療法 を受鞭た撒転がな㌔・㈱ 畿治療羅始離載

醗挫結鞍麟 憂喀山 している翼蒸鰹瀦/ひ 隼沓 ・病璽 藻 奪粉

鋤な鱗繕の譲療法が講醸で,齢 よ劇獣である症総 と《o総

に,漆 磯髄 懸の叢がみら為るか答か隷ついて検討㌔た.

欝黛1灘磯縫で灘/性鹸藁だけが翼なる帽で 懸鋤 を窪つて

駕較する毒,耐 欝剤 を馨む治療 を脅つた 総 欝癬 で獄,

当初6が 鑿醗の麟所 黛1瀬餓三懸のカが書る懇のが多 く謬

x鯨 所 桟の罵曇は絡 聯罫磯醸であつた.醗 治纏糖 含激撫

冶療 を行つた/4舞1ガ ごは,麟 茂びx線 所!駐 湧,1薄 群

講楼な成継であつた。鋼 璽蜘墜肇灘灘幅費当鱒6勲 鷲$薯

磐済蓑を宇ゴつた瀬狐欝 購o≦爵窪,感性群4嚢 弼の!年 寧譲で

磯濁纏憂濾較する訟,繍 湧見は櫨陣群の黒fが雰 軽,x植

改簿率1よ購騨略溜灘濃であつノ鱒 鷺,響ll欝畿耐菅i醸 慧多い

綴麟がみられた,蝋 上の結饗かも,冶 療醗婚論の耐盤の

宥艶は治療効蟻に影響 を与えるも緯 であ導,治 療翻始誌

轍耐性検餐 を含む薦検答を麟背掴ξるこ為が,権 めて重要

である蕊結論 ㌃うる難

1灘 耐盤懇染肺結嬢⑳漁療 く5分)

繍 蹴鑑欝療蜘輪 後藤 送蓬,◎ 耀購 稔,難

瓢共は九粥臆区瞬蕉鰭核療藁醗25施 畿轟協力を欝て

演麟概灘轟購 究を讐い,昭 灘 鱗 塾の電響会紅於て第 蓋

騨驚)成績 を発蓬Lた 、その擾騨究を続鴛㌃ているの 欝京

硬 麹 、成雛編捧せて臓告する 以 熱群患書醜1蓼,1集 問

以L}☆療 ㌃て成蟹硲響 灘したも鈴について述ぶれば殆 ど

の癩綴が簿購な改挙をみているが,$欝 鱒0撃 兜全耐樵

鈴猛懸では$懸 韓撃 のも齢に焦すれ諜効黙が璽る.欝

L龍 学療油!達に離難げ 熱慧た癒懸o比 オれば,1耐賛藩憑

染麓織0治 療効羅は嚢好である,憶 鋤醗!二の場禽の治療

効職 蕊践 ては鍵来跨 懸 雲,/檎8,IN縫 のみを以てす鑿

治癖演 では余1)大 曇な期轡はかけられないようである,、

傭漁織鱒の年令,病 巣鈴恕さ諭び1こ鷲状,餐 溝の大 婁及

び犠溝壁の娃状驚 貌偉曇婁/の襲件鵜よ鵜鴛響懸れることは

蒼定!l懐 ない・なお喉鹸 灘鞭1に1醗1露械薦を感染謬せた

懲禽の治療磯績賦ついても灘1ぺたい、

外 科 的 療 法

欝藝 辮植左聡霧肺機熊検叢よ 藤難鋤肺燈除講武轟検

討澱び欝後機離翻糠麟効挙(5分)

(轟 麟 騨 糠 蜘糞夕鐸こ善)1融 等,◎ 奈良 嚢鐸露,

灘貧 都宍,撫}ご 紀牽

鰭結嬢に澱する藤縛除衛鐙灘 鉱拡た綜つれ許肺騰能検

憲特鵜総《ご懸糠騰能検騰導際驚饗飛は増大 ㌃ている爵苔将

は 献灘 慧より,肺 嚇斜舞縷ボ機 能が,徳 武によ絵如韓な

る影響を受けるかを検譲 し,又 篇れ等の検終鰹闘には繕

後難誌騨i疲を行い,叢 の嚇果についても紳せて検討を加

流だ 疲鰍 譲神劇1瞭 幾碗 こ婁3いて最煮一年購鵜轡われ

た擁窮除鋳齢 串5/鰐 媒ゼ)㌦く,織 縫 距}5力 欝繍畳せ

るものを懸ぴ検薮の対熱と㌃だ 籍式響婆に徳後糠縷能賦)



繊

振植状態 を羅ると,齎 賦切では膚藥燐に姥 ㌃て,藤 活

叢,酸 京摂取叢共に恢植状態に殆んど変化が見られず,

肺機能鐙点だけから害蔑ると,区 切よ鞭も,む もろ葉切

を理ぷべ鴛かと愚 う.嚇 区切及び葉燐では機能の籔僕が

良欝で特に薬切を理ぷ必要はないと思 う.こ れ等は再膨

膜良好な植溺にお縫る傾尚であるが,追 擁成膨を要した

も⑳噂は機能の減邊著しく嵌植 もおそい,Lか し衛後機

能罰練療法 を餐 う事によつて,機 熊籔植跨時期及び樫慶

を可成鞍高め得 る.

繕ア 肺切除欝蕎麟捷 に対す る響按一肺勤賑翻塞試験

よむ髭た肺換安機能⑳検討Go分)

徽 蔑武灘外斜)武 照 義章,○ 藤野 蕉麟,

川飯 寒志,渡 辺 巌,

宍芦 元,久 康 宗雖,

山川 真,山 講 寅喪

個 立理媛療養醗)磯 灘 麟郎,奮 田 耕平,

松浦 竣介,井 簿 植雖

販大武繊外科及び麟立愛媛症蓋所における締結核患蓋

碑 名につ謬肺換気機饒 と肺動鰍溺塞時の 型を姥較検討

し,肺 切結胃否覇定基学につ難考鞍を加颪た.鄭 ち換気

機能 を灘定する事によ暮麟動蕪懸塞時の結果を略 綴予灘

も得た。切結斑否の職定 として①%vc綜 禽 §o%以 上

戴測 曝o%以 上の縛は 勲A難 ㏄数 妻こてI型 業は 慧型 為

な辱勢除囎 慧雌②%VC綜 禽60%以 下対{剤 姦0%以 上

の誌及び対剤%VC護0%以 下 でも対測Vく ユが全体の

幻3以 上の時は 欝A・簸o心k難 型で簸 の身 抹状況が許せ

ば勢餘斑能瀞③%VC綜 禽60%以 ま二対側40%以 下の

蒔及び綜禽%vc60%以 下で対側VCが 全捧の 駕$

以下の時は切除鍛が過大 となる為1》A・無lo心勲w型 とな

翰切除不可礁@%VC綜 愈60%以 下対偲 難%叢 鼠下 で

切除予定縄と対縄の比が1;2に 近い時はPA・媛就敷瓢

驚,騨 型いずれに亀なる軽能性 麟あ る為,実 際に肺勲

諏懇塞試験を施鴛もて擁めて燐除の懲否を決定せねばな

もない。

1盤 肺戴徳における機能低下⑳予灘に屬する麟究

(5分)

織 核予跡会毅欝、 ○木下 巖,堀 江栄一郎,

安野 鱒,塚 綺 義人,

塩沢 正俊

難治性肺結核鵜肺成術を灘正に行 うためには,術 演の

X線 蕨見,機 轟駐約所滅を薫しく騨癒するととも織,肺 成

犠に よる機能低下を正確に予灘することが極めて必要で

あると考えて,2響 溺を講象として研究を進めた,講 後

の肺泌量と術前の勝騒形成型,切 除趣骨の本数,切 除総

幾鼻切除総長!身 擬,衛 後X線 所疑における虚税型など

ゐの相饗鞭 検禦 した.切 撫 轍 は切除総擾,切 結縁蜀ll

身擾,植 後の虚騰理 と騰植な蕊の絹灘 をポす鐙で,肺 欝・

勢除本数は衛後機能織下を予灘鍾するため妥謙な指理鉱み

なされる。 夏～礪窮除肺成轍よる減少は率均%V《)で,

1駕vcで 欝鋤心 とな軽,烹 本あた絵の減少度は%v《}

で 黛～篤V《)で100鷺 心にあたる.し かし気炉 を伴わない

隈 甑 横隔膜麟欝騒膨成の轡無で大部異な鯛 なL鰐 で轍

1～ 職切除肺成の減少 度 では%VCで/鼠0%,V導 欝

簿0鑓離ジ勘骨勢断1本 をあた韓%VCで4,VCで 懇0・

心煮であるが,勝 脳形成綱や鷺植型職成 では低 下痩ぶ藩

るしく鍛 く,%V楼 で1奨VCで60襟 馨にすぎない螢し

たがつて虚騰形態雛注意を払蔑ば肺成衛は低蹄機能鰹の

芋徳 ともて牽分利懲で藩る方法 といえる黛

15§ 肺結核に対する鍛近⑳完壌衛症例(5分)

(鄭 藍警察病肺磐科)藩 林 利鑑

ω研究 欝標

各種抗結核斉難に耐性を獲得し,藤 切,肺 戚も行い得な

いような爾鰯広瀦 鑿濁を慮する略の,或 は一綴胸成で處.

騰 し龜側に蜜澗 を窟する擬期療養の肺結核患春に対し,

侵理 を少 くして理択的に甕溝を総遺せしめる翼的で充蟹

繕を施行 した。

/2)研究方法

擾石教授植奨の溜 ノ》瓢一ルホルマ…ル使灘.透 視,

レ線写京特賦断麟写糞を細か く切つて犠濾の位灘,性 状

をたLか める愚納骨は切除せず前醗脅膜を残し内醤骨膜

跨み翻離 して轡炉外肺膜外に兜翼する難なるぺ く余分の

剥離 をし数い よ輪 隠心掛脅る.誘 導は行わず剤は一・次購、

鎖する.

鋤研號繕果

症弼は6綴 でうも姦綴は一側肺成ずみ撒もの,大 体處

税効果は充分で肺活難の減少は10昏～200穫 礎、簾の陰

難化,滅 少,全身疲状の改善のみられるも跨が多かつた.

韓)結 び

充翼衛の利点を生か し,縫 の盤號,鷹 達療法 との組禽

せを巧鵜 訴?戎 ば以。1ブ》如慧症溺慧も懲成鞍効 銭が期欝

撫来ると欝ずる.

欝0薪 安螢支断蠕鰯鎖法遊応繕せ る肺切除欝⑳成縫

について(轉 に耐盤獲得偶症中心に鞍て×扮 〉

傭 大懸 鍛磐科)○ 懸 難 入郎,坂 元 聡雄,

川 縮 薯 奉,川 燈 鑿単,

内山 一一雄

(植島病肺)鮫 島耕一麟

(藤 識病鱒 晶辻 達憲
㍉

(北熱結響華蒙肺)北 峯糞鐵 挙

く灘理病肺)畢 瀬純之雛 、＼:



総

(小林霧立病肺)瀧 鐡 蘇郎

肺繕核に封する擾期化学療法鐙鋼の増加と共に,耐 盤

理得症講の増えつつあるのは当然であ滲艶外斜的療法に

際して,そ の運礁,衛 式,予 幾等に理大な影響を及ぼも

ているのは諸象の等しく認める藩である.蕎 凝愁特に肺

切除徳の衛後金併症の最たる気管支癬について羨気管支

断蠕閉鎖法の改良 を串心 として,防 止対策を考處 し実灘

Lて 来た,今 羅は,最 叢6年 間に於ける切除肺病樂⑳織

薄学的検禦か も薬剤耐性理得の貌灘を分析 し,肺 切験成

績8)屬 逮縫を追究した.昭 鵜 鐙 奪1懲 以降昭灘36

年8月 慰3総 携の肺切験に薪醗鑛法を実施し,衛 前x線

所見,籍 式,繕 麟学的植紫等の分析効 賦 たが,気 管支

癬の発生害無 ゐいう野成績を得て,藤 粥鎖法の鳶驚性を

立議すると共に盤耐性獲得鰐に臨,積 極的に臨灘L得 る

亀のと確儒し薫その衛武及び霧点等について報告する瀞

欝1ナ イ糠ン糸番驚い潅肺瓠除戴績 ぐ5発)

(龍難耐灘鐸鵜鱗肺肺外舞)

○姻中 栄一,鈴 木 達雄,

広*丈 雄,挙 河 輝久,

村江 久葱 爆永 謙

われわれ轍,肺 切結 欝8鰐 に ついて,気 管実断蠕に

絹糸 を植驚Lた 灘1鰹 および ナイ繋ンを植絹した$騨

綴⑳臨隊成綾を麹鞍植討 もた結挙,次 の成織をえた.

絹糸稽にお縫る気管支撰は,耐 性4?弼 串?弼 ◎5%),

感性 鍵4劔 中γ纒(黛 澱%)総 欝 舗1携 晦 轄駅3瀞%)黛

ナイ膿ン群瓢お ける気 管支癬 は,耐 性 鷲0例 中1例

(0惑鶉)憲 窪 欝 樋串0で,総 講$解 携中1粥 ⑳3%)

で,ナ ぜ撚ン欝の成績は裏好である.ま た,肺 綴職の結

紮裟総いた絹糸雛よる,縫 禽糸結蕩衡経験したので,肺

総職鋼離醸の結紮にもナイ膿ンを植欝し童糞わめて踏鱒

結挙を丸鵡

ナイ繋ン群の勢成繍 こは,箏 耐手技の改害,K羅 の植

驚等も,灘 然,購 撃しているの繋あるが,わ れわれは,

多数鐙症纏をか憲ねることによつて,縫 禽材 料鐙点 で

は,一 臨,結 論をえたと考颪るので,こ 興瓢報告Lた 次

第である.

絡2肺 甥除衛後灘無安肺に蘭する研究 くマ分)

(神騨聯 立黛購療欝欝)○ 増醸 健一

織 鱗筆醗鎌 灘)壌 沢 蕉俊,小 熊 書男

く紳鎌川欝緯 鍵浜療養麟)鐵 纏= 益鑑

昭和32郊 叢月よ鞍35年1欝 ∫達蕊蟻 諜窄擁 つた糠燐

除 書4轡携を対象ゐし争無気驚の発盤灘奉臨床像,礁 霞,

治症及び予後等 を検討した。二こ鐙いう無効肺 とはX線

上少なくとも烹区域以烹に黎縮挫婆饗ン性結影癒黛し,

本結影申に醗管植が認められないものである録X線 写輿

の読影は$人 ⑳賑肺によつて行なつた。無気肺像を1)覇

型結影型,勢 塊状陰影型,3)そ の飽の型にわ酵て観挙

Lた 麟

無気肺⑳X線 上の肺 は境界の匙較的鮮明な懸形な

いし魏状の結影であ鯵季全発生率は4。3%溺 形型鑑8%愛

塊状型1議%で あつた.そ の発生要灘 ピしては,年 傘,

肺膜癒藩夢衛武等をあげる叢とがで嚢,盤 顯,衛 誌癖害

の麿無,衛 肺病型,肺 分葉の理處,肺 撰鰯の窟無,残 存

病業の麿無,徳 後出叢の多少等 と無気肺発生為の闘に根

屬は認め られない鱒大部分,予 後は良野であるぶ,欝 に

雖治性のこ義臨ある.濃 症法とLて,体 泣変換,ネ ブ肇

イザーの植矯,気 管内吸引が有勤 と思われ,肺 切除を必

要為することもある瀞

綿3衛 後肝灘害について(第3報)(鐡 溝欝炎発生率

の増撫と船炎予肺に閣する検酎)(5分)

仇 大騰耐)纏 舞浩太郎,弁 上 権濃,

驚木 宏,○ 璽松 儒昭,

書鐡 猛龜

(九運病肺)壌 元 秀黛

当研號所に識テる昭灘3$年 憩 月以降の肺部外桝手

衛例(350綴)に 発生 した輪癒後肝炎の年次騨発生率 ゐ

その濡療,予 肺については既に 黛麟の報告を行つたので

あるぶ,今 麟はその後更に次の 露点について検討 を加え

た鵯

の 昭和 鎌 年以降,漁 溝肝炎発生講籔増大傾向のみ

もれる原灘。

紡 肺慮後肝炎の予防は不響能であるにして臨,そ の

障害穫農を減鷺,聴 に叢癒発現纒を減ずるための種紺の

検醜

その結渠章簸近にお脅る血溝肝炎発生率の漸理繧磯の

原霞の一つと㌔て聾肺撫鑿の増撫毒手衛 く輪血)前 後に

おげる化学療法の量韓雛 欝懸 の縫灘量の増加が認めら

れ,従 つて輪嶽董の多い重症結核の手徳後の管藻 為,艦

学療法剤の鐡中濃農の欝究に発螺した1醗 蓬鐙使繕量の

問運翫には,縣 床的,細 藤学的,或 いは病理学的な検欝

、 鐙夘 礁,こ のような癒か毒も蝕 ご検討が撫えらオ、ねばな

鋸ないと考える。

量麟 肺結核外科廣法後⑳ツ審ジ灘ルセう繧一,欝 に.

矯正療法鐙揃導について(5分)

(糖械畢鋳勲保盤騨 森綺 理灘

窪院欝ハゼ㍉}勢一シ欝ンの一環として,肺 結核外麟療

渋後のフィジカル働肇ぜ一については,灘 にその標灘方

筑を提唱L麟 鋤果の報告を行つたが黛 この力式のみでは

改害搭れ灘衛後の変彫 ・運醐障害載蜷 しては,徒 事綜操

の撰導の際や掌徳植定期的に撮る霞立静止縛及び理蹴時



鍵

⑳背癒写京によ蔭,そ の理處や部位の発晃につ とめ,蕊

ちに穣運約な矯蕉療法 を加えねばならない轉凱れには,

捷手操驚隷矯と器械矯正簿操があ翫 前蕃は脊雛に購与

す葛変彩の改善に勘策求あ鯵,後 安は上鞍 ・欝甲麗節理

鋤離害⑳改善に麿勲であ墨.之 等によ軸筋 ・屬籔の拘縮

を積極的に緩解す態と襲に筋力増鹸を講弩,庶 震又は局

辮の筋力不均灘 瓢よ導変形 ・運動障審 を鋳止すぺ鷺であ

導.業,発 兇鐙羅い理改蓋は畢 くみもれ愚ので,運 償療

法の移行は理れてはならない.灘,敬 善鐙購標点に違 し

て臨,再 発 を訪止し,そ の状態を懸驚せ㌔め嶺為継続の

必要麟あ鞍,辮 くして変形 ・障害 を減少せ しめうる.

絡§ 手衛の蕎無に依る髄結鞍症⑳予後について

(暮分)

(講餘結鐵蟹理欝究麟)○ 千挙保之 龜

事衛の欝無に依 葛肺結嬢症の予後を検討する鷺的で,

昭灘 欝 年 藁月よ軽昭和 認 年黛月までの闘に騨轄麟症

で初めて休職 となつた灘鉄験澱 欝,欝⑬登名を外科手徳旛

管群と難運行稽にわけて,復 験率,復 験後の霧休率,休

職中戴ぴに復職後の繕核蕉亡率,衛 式懸紅みた復職後の

レ線運化率等 を調査もた.復 験事は手衛施行群 欝。磯%,

難癒欝稽$慈 譲%,復 験後の欝鉢率は手徳旛行稽 焦マ%,

露旛行群7灘%,で あつた。そ⑳織更に休験時病型瓢

拳徳後遺残病藥の癒無瓢等についても分析検討を撫蔑た

⑳で報轡す愚.

1総 験窮除衛後⑳社会復彌1捲に転験挙凝中心aし で

(蕪分)

織 樵肇鋳会餐讃)○ 小熊 書鑓,撫 綺 英欝,

書欝 嚢1二,餘 木 法平,

附久灘絹技,塩 沢 蹴縫

昭和 鱒 蓋鍔 鍔から昭鵜 蕊 寧 捻 彗までに結核予防

会結核欝究所で行なつた蹄切除綴 捻懲 遡を簿象とL,

鮪切絵繕縷の転験率及び転験灘 を左右する菌チについて

検講 した.こ 簾にい う転職 とは結婚のため慧離験したも

の婁纏年のため難験 した愚の及び学窯が卒業縫新しく就

職 した場禽などを除 嚢,欝 離と異な嶺験叢についた場念

および験場を変更した場合 をい う。また聴締嫉症鐙ため

稽騰 婁れた場含をA群,職 場麟変更を余儀な くされた場

禽を鷺群 とした。

金転職率は 藻L3%鷺 みられ肇A稽 の発幾灘は3護%幣

欝群のそれは$.マ%に みられた. 紙職繋は誌 ・後鐙捌,

発箆鈴動機瓢 徳誌病型,衛 購捻菌の麿無,術 醜 ・徳後

⑳麹騰漁量疑,翻 入の属す蕎企業体の大きさ麗にみ畷も

差はなく艶発職よ蓼驚陶3年 で手徳 した群の転験率は簸

⑳群 よむ高 く,衛 前の労働安,衛 後金併藏の禽無も転験

毒に大 蓉く作薦 してい 慕.な お全転験苦の大舗分は戴常

入と略醐等の生繕 を選んでい獄識 ぶわかつた.

繍ア 濃勤縫分理(善 ⑳難)一 一外科廣法後⑳濃翻麟離

定蓋襲 一一(曇 分)

(搬騰結織響究脇議熱燃麟 究戴)

隷膿 絡,撫

われわれ綜数次識わたつて,{難学療法 を讐なつた嚇禽

の溝動簸判定基瀞鷺闘 して報告したが,今 織は外轟手繕

佛 菰ついて観察 した.

薄象は某 事業揚の従事麟約学芳入のうも,欝 繊 聯 墨

擦から 緯灘 年 黛飛まで鈴謙 菰騨結核症によ絵休職 歎な

つた 黛,響"名 儀鐵を 繋購 年 鼠で遜及 した.初 醸偉験

期闇串鵜外科手衛をう縫たもの7鐙 名で,復 職離は 総

%で あ感.

切除綴では衛後 捻 力鶯以内に 総%が 復職Lて い蕎

ぶ,麟 形灘では 鍛 カ月で 総%綜 す ぎず,ま た復験ま

での期間は濁群 とも残存病蘂の麿無によ導藻が殆んどみ

られない.復 職後のx纏 舞菟上の懲 難灘(斡 麟 難憾 蚕

鷲鍵 巌の は,勢 除(襲 存 ない では 復騨 郵 年以内

三%,烹 年をこえ蟻と"譲%で,騰 穿病巣cc以 下の

場禽 も略凝織様である.又 成形弼でもc難 以上の残存ぶ

ない懲のでは 熊蕪%以 下であつ縞 した湛つてC欝 以

上の残霧病挙ぶなげれば,復 験後 叢年(衛 後切除で灘解

3年,成 形で3岬 姦年)で 不活勤嫉 無 ともてよい と考

えもれ輪

欝$鍵 癒蹄継核症に対す薦餐穗外科的療法⑳検討

く$分)

総 療総野藏)○ 小林 君美,外 村 鑿一,

井上 穣チ

選縛,蟹 癒藤結核癒に簿す導外科的療法については,

多くの努力が鱗 姥》れてい蒸跨であ燕が,そ の治療成綾

は必ず し誌満驚すべぎものではない.そ 叢で,我 囎は,

病巣の拡が 鯵,及 び騨機能醸よ韓我凝独霞鈴外科的難症

締結嫉癒の定義を規定 し,こ れちの症縦に鰐 して裁凝鱗

手衛を行 なつた 総 織 瓢ついて徳式溺の治療繊績,及 び

灘応について検討を加颪た鐙で報轡す嶺.

諦葉切除衛は薄摂聯 病藥の外綴 ド瞭 法に騰雖を生導た

滲,或 いは,合 併鞭を来 した鞍す嶺ことが多い.又,金

懸除籍は抗結核綱醗繰及び薄縄糠病婁縫に考處を払いづ纂

曾なう時は優れた沸戴 籏を期する菰とがで愚纂.＼
一方,犠 濁切麗徳は蹄機能醸よ1欝みた揚禽,嵐 い灘薦

運懇を持つてい導が,脚 成徳でも,そ の勤果をあげう纂

場含があ墨.又,麹 成衛に塞溝切灘繕を併講すればそ鐙

効果をよ鯵期待す嶺ことがで藩犠.

馨磁 遠隔繊績からみた叢處齢結核手欝⑳運簿綿 分)

礫 北大抗欝磐翰 餘木千欝志,o齋 戴 繕,



瀞野 寛漕,森 撫瀧太郎,

薪濁 澄灘

昭灘 鱒解欝 撃各運筆徳 をお撒なつた叢癌糠結核 鱒蕪

名を学羅難濤結嫉研究班め分類試撫 こ従つて 鑓～糠i盤

の 蕪群に分類し こ轟 と総 年 蕪 簿宋穆予後調査成綴

とを照舎むて難癒肺結嫉響衛購 謹癒を霧検離した.鱒 蕪

名串 鱒 名が鷲亡L,盤 霧藩 難 名串 鎗 名が就労 し
,

欝 名ぶ軽作蜘 鍛 名が療蓋串であ鯵,慧 縫きのうち,
瀦 名が愚切れを欝鵡 欝 名は;豪だ欝麟がみられた

.死亡
擁は呼戦不金および鞍幾心拭よ鑿毒のが綴灘趨 こ多麟曝

つた 織%)浄 衛斌 謹 後との醐簾 繍 櫛 購

群では・就労 灘%・ 軽作灘 窯娘%で 予後が良静であつ

たが・胸成 骨膜外充蟹騨特に後藩では死亡率が曝乳$%
,就

労離燃炉かに 欝%で あつた.撒 れはむしろ病型およ

び繍機能と欝懸 があ難訟みもれ,F職 型では死亡が灘.慕

%に も達 した。

庸心力弊一勢ルをおこなつた 鎗 名中 鷲 名は
,畢 均

灘覇蕊難 竃が 慧難搬撚難慰以.1漣紫 し櫛 轟磁慧弼は,欝v,

鰹 型に臓輝的鑓多く,蕪 名(3鑓 感)ぶ死亡 む
,特 慧欝職

灘では器名中爆名が死ごした。辮導難症纏に対 して壱裏従

来 と異つた観点に立つて外轡療法 を講ず嶺鳳ゐが必饗で

あ導ことを感 導た鳶

肇澱 欝縫繍結棲に鰐す葛 絨樽醸羅薫職鱗廣法の霧検

討(織 噺 しい購 瀞 ⑳工央)(藝 分)

僚 簾 訣 磐鋤 ○締方 答逸,木 零 広,

萩膿 勤,篠 井 金蕎

(駄 騨 野鞭嚢㈱ 縛理 治螢
,醗 轟 洋,

須藤 漣治

(趨 騨 檎 瞭 欝勤 麟/lぎ 欝男

〈羅蹴寧都欝療蓋欝〉 欝騰 牽聡

(茨然ゴふ羅究燐)濁 沢新太郎 沖倉」灘治

現巌鋤進歩した外科的療法,化 療劇を毒つてしても濃

癒せしめ得ない一胸 磯 灘 灘 轍 穣対簿 堀 め磁

要であ鶴 その治鍵嘗法の一つとLて,懸 や聡 羅薫の戦引

療法を羅険討す蕎ため,我 凝は,新 しく先蠕が黙旋形で

柔軟な級醗管を作鱗 鍵期灘に藁つて塞澗級購と抗結核

購注入を行い,癬 戴綾 を得た馨

鰍 紬 櫨 裁 舗 灘 嫌 晴 塞顯 翻 総 核

鋤 鍔と繍膿蕩 窯纏であ鵜 拶 くは欝薄購挫で化療醗盤

を轡す翫

簿後 総%は 一・爵月以内載繭陰転総し,叢 溝縮小緻 灘
を認めた・特に呼吸機能の改蕃購安明で醗数癒雖は溝失

し・編般状態ぶ野転す導礁毒は轄挙すべ 糞であ嶺
.

本法は瀧独に・或いは飽の外科的療法と併驚すれば
,

欝塗溝戴癒騰結核の濃療に欝勘な方法 と、懲われ輪

総

馨鴛 空潟級鱗療法の溝検射 σ 分)

醸 療村松職 鍵叢)撫 納 保之,○ 奥井 潔瓢
塗

高塩 幾

近来璽症騰結核症綴紅対す添治療方法の灘発iぶ翼求霞

れ・從来病理学的・細薦学的,ま たは心藤機能上⑳理由

によ鯵外科的治療法鎖運礁外におかれてい蕎症鰐の漕療

方法が研究運難の 三つ義なつて来た.≦鑿溝性蹄結核癌鐙

濤膿法として化単療法を併驚 した鑿溝駁引 療法に つい

て・躍難総購 の成縷を実菟す 導に及び本法の簿検討鐙

必饗を認め,臨 床経験 を璽ねた.従 来一般 に行われてい

撚 療法では治獺 雖 拷 えられ纏 劔に斌 本灘

燦独または池の溝療法の灘備処螢として行つた
.

本法は手繕優襲洲運めて軽いこと,鱗 磯 能上の犠難が

少なく識 桐 融 の灘 鹸 効挙麟 め得 嶺点で,織

単独・または難の拳籍と併懲して理癒綴の治療に轡鋤な

方法 と考蔑られた。なお本荘に識 ケ孫ぜ鷺学療法難繊理以

輌 疲磯について搬 討を猷 る予定であ導.

貸黛 験績核に対する濁擬外耕療法⑳検討 ⇔ 分〉

構 鴬理簿療理鱗)○ 澱中 哲,秋 爵 窯郎.

林 轡勢磐 武欝 鰹

(熱欝羅驚瓢蒲赤病薩)菰 灘 験鐙

(麟立聡懸療養解)黒 懸 綾嶺

(熱大驚添外灘〉 渠鐵 轟鷹

(懸立羅張病醗i)鎌 谷 轍

(鈴灘遡 灘病醗)八 木 正規

(購蕊縦羅療蓋醗)上 沼 愛鉱

(蕪霜鑿鑓一難赤病院)むll購 栄轡

肺結接の治療 として外科療漁が広 く行われて嚢てい蕎

が・そ鍛必理性はなお大である.特 に両側に外科療濠 を

要する症濁 毒かな絵あ萎。瓢れちは鮪活量に対す悉考處

の必理懸が大 で・その灘礁決定,手 徳法の理択は棒だ羅

難である・叢海地区蕪施設よ蓼講縄外糾療法鐙疲鰐 を挙

計 し検講 した・癒鰐は 鱒 鮭 衛式 として肺切,胸 成,
輝 磐 ミー謹 凱 充楓 麟 黛胸漆窯鋤 べ 編 の

運紺の譲禽せで行われてい翫 初羅事衛載 よ導薄側悪化

は・特範多くはない 。講側 驚切は%VC藩 寒紛繋 以上

の癒織 こ行われてい難が,窯 管実痩等の含併縫発郵 瓢よ

鞍極蠕に%vcの 減少する場禽があるの で,譲 離決定
に炉難を要す鵜 その点で騰成の瀬応 も多 くなつてく導

.
%V〈)の 少い漉鋼では,そ 鱒病藁の蛙鷺賦よつて

,盤 切
充翼鱒 の濾励 鰍 なつて く鵜 勲 彗・鷲 勤 減舞

よ難危険火な 蔀舗乳 欝逆轍鐙あ導納外気騰鐙灘応も考

慮され嶺.

鞭$騰 結核に対す薦両劔手衛⑳成績(暮 分)

㈱ 立憲餓療蓋辮磐科)矢 吹 溝一,○ 鈴木 挙単
,
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木村 罐也,醸 世馨,

安澱 輿 一

蹄繕核に対す難手衛漉傭の薫癒拙 に伴つて,最 選,騰

欄手衛倒が増繍して来てい愚ので,そ の成績を知る必要

に追られ成績の検討を行つた。

癌鰐は屬立富城療養辮において昭灘 鷲 年 よむ規譲iに

i騒葛謙で実施 された総数3$例 夢3S鐡 の爾鰯手衛であ

滲,蕊 丁。A.分 類では34例 が 鷲A・ であ 甑 簾綴は

鍼。A.であつた.手 衛の運類は濁鰯胸成(憩 働,灘 購

膝切除($鰹)を 串心 為し,切 餘,絢 成,充 壌,鋼 皮,

励膜外気絢 を組合せた11種 の手衛であ観

綜合成績は死亡 黛綴 ⑮.?%),現 在入蕨中 鷲 綴(謎.

3%),こ ⑳うち 憩 翻は理辮晃込みのものである.す で

に治癒邊蕨 した臨のは 瓢 綴(so澄%)で あ絵,退 蔽見

込みのものと禽せ蕎と 鐙 樋(総 澄%)鐙 蜘較的良い成

績であ蕎が詳手衛成綾 を尚上させ葛ためには各症劔 をよ

く検討して,疲 例に運す葛様 な手衛徳武を理択,綴 金せ

蕎必要があ葛。
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第1日 第III会 場

1314Thの 問 題(60分)

ぐ篠月 嚢鑓 暮譲難～・§譲の

灘会 砂 原 茂 一

讐蔑 畿灘チン酸ア箋F及 び 斑 によ蕊 肇3韓篇 灘作

簿1防ぬに閣す愚欝究

紳 央戴送病雛 簸 購稽)予 漿 保之,松 本 鴛治,

近内 購懸,○ 大糟 獲

く 謬 騰熱磐騨)遠 藤 兼椿,

く欄購}粥義)篠 瞭 研一《,

稲鰻 患r磐

長轟 瞭,

春謎 欝男,

欝藤 健秘

中村 灘幾

安藩 譲,一,

緯秘 瀞郎寒

森 濤 幸雖,

轡鐵 寿次,

難添蟹鵜 核の治療慧おいて 慧蒸羅丁熱 が麿璽な筑結縷

燐であ導と云燕奪は既に実証姦れたが,本 斉獄 湾腸障害

を申心 義す嶺翻作欝が態較的叙 ・。そめ薄策 おいぐは現

婆叢色礎考驚 られてはいたが,根 本的な治療法はないと

されていだ しか し最近の 葺蜘 籠磁 簿の講灘チン酸ア ミ

ド麟 謬心 とした 鷺紘 潰欝購灘 議これ編 纏 糠 韮対 して
,

予慧繊鄭乃著効があると認めもれたので,翻 作講跨あ導

鍵 禽余名に追試を行い,そ の成績をここ轍報告す嶺
,

〈鍵与法殴び研究対象)

慈等か講翻作用のみ られた 鍵 脊余名賦蕊謙チン酸ア

ミド窃韓撫慧及び 騰 嚇癖辮慰を 笈3ま曝篇 と轡駕㌔た.

ぐ成績)

主毒職 騨 勘 あつた灘 鋤 約$導%編 酢 欝の消失

がみられ鵡 その外発疹 くアグ隼,ジ ンマシン)の あつ

た症綴では 撫1%霧 効であつた。

鞭翫 欝韓篇 に騨す番欝究(繁 §報)

黛一繊醇 叢一蜘 簑獅 編 酸の尿中麟灘に就いて

く《販驚寛灘灘野病鋤Ol難 本 実,撫 鑓 宜

惣 は 撫 藁難 げ 轡 内代灘 攣ゴ アシンの代謝を

挙穣 畿して欝究㌧て善たが,今 灘は遷燐 蒙内 膿藩欝!護に

踊 撫嫉 鋤 隷蜘 繍 酸鐙存窪寸慕ことをFFCに よ鞍認め

得たのでここ鵜報轡す難 辮だはこ鐙鍵の鋭敏な検技悔

漁を懸 検々 灘もたが巌蟻撫駄冷が舞糞いので,魚 むを欝ず

騨蓄指示薬であ纂メチノい欝一}を 灘いて鞭c 。転にその

鋤畿 を検織む鵡 又 鳳轡酸を齢 難の織の物翼よ鞍出来

導だけ分慧す導ため磨縦 壕で処環 したA撚 董蹴 蛍1総撒A

蜘 鹸 職 鵡 鵬 撒 鵜 ・繍 幡 納 懲 勧 結

嫉縫藩 難 欝鞭 導を承で 論 藩に稀駅 し 嬢 を 鱒 とな

L嶺 騰カラムを運灘蓑水洗後 欝%食 塩水で酸を縦藩L

これを濃縮難麟後濫ダノー ㌻で廊濾,濃 縮し 欝難cで 展

醗 メチ導欝一}で 顕 難せLめ,こ の尿申に 欝・發燃y1。

総燃豊心磁漁 酸の存婁する事を証越し得た簾

撚 ・13欝 驚 灘樵の臨床的観察(第 黛報)

ぐ譲療大欝鞍)東 村 滋雄登 安保 牽多

河蔭 栄女

藏撲滋(瀧 撚識茎¢⑪鞴 愈法)で 毎 讐 案3慧丁難醗盤 を灘

定し 醗軽の 推移,撫 然醗鷲などについて観察 した鳶

繋欝 丁熱治療 効黙は治療葡の爵然醗性と大いに灘系

し 藏然醗挫が懸いもめは大部分聾転も,高 い惑⑳は不

変紅とどまつた。諜た好転遡では醗挫 蚤二昇は軽凝であつ

たが,不 変簸では急激な。撫鼻が認め ちれたむ醗軽三度と臨

鎌効 黙はよく婚曾する.K瓢 またはCS欝 幣によ蓼醗盤

は理樋された・ 識た逆に 芝3慧丁難 使稽によ弩K麓 醗盤

醗蝿 も稽羅麺L恕 一一澱 鑛寛した 欝慧 学h醗 盤は安定

である.

塗鍛爆丁難自然醗彗1と獲得醗縫 との簡には,も 鰻o醗

(丁煽 騰替とめ騰簾で叢がみ られた.濤 然醗盤 と 丁疑

醗挫 とは絹縄々係購なく 撚 撒篶麟鍛 であ嶺が.理 得醗

軽欄 では 丁観 醗の上欝が浮う。瓢の所疑は 織 喚丁難霞

然醗幾 と鍵得醗挫 義ぶ鍵鰯の起醸縫緯来す導諜とを蝋L

てい鞠

ηア・ 肇3纏讐無 に屬する醗究(繕i報)

一一㎞欝鱗 丁無療溝申における 箋3欝丁難耐性度

の推移(撫 くに薩立拡散法凝応驚せ萎鮒性検

査法)に ついて一一一

ぐ漿窟醗穫繕欝授驚瓢磯科)火 漢馨 廣敬,

藤繰 醤喪,○ 大貫 稔

〔欝究繋購 叢3懲丁熱の醗幾検 《滞法 を検討しつつ,

臨旅経過と醗性礎む変勤 を追求した硝

ご研究方法き ω 小鰯繋地 賦 慧業燕職 を の,露蔭,

翫 驚 瓢 駄 撫》㌢緯 ジ)麟に混入し,烹3懲 轟 来

藝灘群慕鍬 導癬月使用無効群 欝鰐について醗性處を匙

較し鵡 鱒次紅療立拡敵法を感燐して 撒 燕丁無の鰭盤

を測定す犠瓢とを試み,鱒 鰐紅ついて 繋無 丁難療法誌

後の醤の麟慧窒を藝力灘窯で追求 した.

縦 究桔果董ぴに結謝 ω 小罵∫婁地法では未欝讐藩
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で,鱒 ゲ醗性 緩携,鱒 撃縦挫1劔,既 使灘蒋ではすべ

て醗性が上昇しシ 鱒学1綴 筆5劔 藷携夢鎗劔 黛携で

あつた.鱒 藏立拡数溝では治療前はいずれ懲焦$ワ 醗性

〈s学感盤)で あつたが,黛 力耀畷か ら鎗～薦ぎ離牲に

よ昇するものが多かつた./3>小∫1陪地法は渡立拡激法に

嬢 し,約$藩 高い数値を示すので,予 め理示濃愛の慕倍

灘鐙13羅T難 を入れた小耀培地を作製すれば窒鷹立拡

激法の場禽とほぼ縄様の成績が得 もれることを知つた。

誓8.欝 鱗丁難⑳誘導体に屬する墓礎的競究

(阪大第烈内科)拶 藤 文雛,○ 青木 隆一,

立花 隣夫,高 濡 洋一

日粥臓 鶴

13縁Th(以 下T縫 と略議)内 澱の際,高 繋に出環す

蕎糞要な翻作驚であ導胃障警を軽滅す燕ため,承 溶性の

T難 誘導体を考案し,非 経日的投与 を鍔能なもしめ臨

鰯 究方濁

Thの 各種誘導体 繋 種 を合成 し,入 蟹結核菌1{3訳v

株 登.烹難慧 を一定濃獲のT鷺 誘導鉢を含膚す嶺10%串

慮溝アルブ 箋ン加 撫 馳$液 揮培地に接種,$憑 問後騰

眼覇定し最少発脊賑止濃度 を検討した.ま た均…系マ穿

ス(NA一 ⑳ に人型結核斷黒野株o。翫難慕 を尾静謙よ鞍

感染せLめ,丁 蕪誘導檸を経皮的に投与 し,麺 命効業よ

鞍航結核作駕も併せ検討した。

£研究結挙および総括難

T叢 誘導搾 欝 種のうち 篤・齢δ 欝 癒¥1謙鷺および塩

酸壌が水溶性で,し かも抗結核作螺を認めた嶺

算9.13橿 丁熱S力 驚終ア餐の遼隔成績

(桜臨 雛)○ 篠膿 蘇篇

安藩 胤一,

海利 書郎,

森日 幸雄,

1雛 蒸 難次,

/l/13懲Tぬ6カ 月完了後,

た103例 の臨床成繊を検討した,,

韓/

稲壌 忠笹,

長島 趨,

春 欝 蓋男,

斉藤 健磯

10乃 至1蕪 カ月経過し

レ懸的には治療終了戴後の成績にくらべ,藩 干改

善離の上昇ぶみ曝れ,今 後の経過が期待 され灘。一方,

細叢学的には16例 の再購盤北 治婁みられたが,大 半が不

可選性病変の持主である事か ら止むをえない結果 と慧わ

れ 観

⑱》喉03魑 中入院馨春は 黛《》弼で,そ の中 蕊 綴が退

院 した.そ の中 黛o縄 は治癒乃至溶癒過程にあ絵,残 蓼

の13遡 は繭醗性化したが,レ 線上 治癒 とは認め られ

ず,爾 しばらく観察期間 を要するものであった.1例 は

シ隷一ブをおこ.し再入院 した.

懲0。131ギ 撒 による肺結核の治廣繊縷

〈北大難逆麟)Oli懸 達 豊治,

灘村 潜 一,

礎韓 北海道鍛 一療養嚇 近藤角五郎,

永獣 能為

個 立醜幡療蓋鞠 宮城 背雄,

矢欝 慧,

樋 纏輝糖 鱒 小野 英夫,

深江 難,

礪 立。1購遵辮 療 養辮)/慕覇 垂書,

ぐ1嚇欝広療麹沁 佐藤 睦広,

個 立熱寄療養}舞〉 磁尋… 魏穂

(孝鷹病院)小 野 純一,

紳 央病鋤 奥購 正治,

(慰 醗 麟療蓋沸 轡策 慮入

(北鍛療養辮〉 秘羅 良裕

(蹴蓋拳穰療理辮)欝 藤 栄窯

彦

瞬

二

彰

英

孝

獣

井

購

久

坂

璽

月爆 典夫,

渡議 交

小野寺忠純,

鞘施 鞍鷺

安達 懲

大野 勝彦

締木 ヒヂ

今 魔

各種抗結核織 こ醗欝三を生建た難症患藩 総 灘 纂T蒙蒸を

含む化学療法 を行い,S力 薄問観察 し得た61例 につい

て次の成績を得 鵡

の 喀襲中結嫉薦は塗採 で 曝導憾%声 糟蓋で3焦$鰯 に

陰臨化嬢丁熱牽CSで はそれぞれ71%童 欝%でT製 単.

独,丁 甑 とサルフγ麟轡驚 よ弩優れた勘果を激した.黛)・

レ線織 構本病変饗は改善 黛L難%,不 変 鷲 。鷺駕 増運二

6惑%恭3)丁 無醗性繭出現は治療糧数が撫わ悉に従つて・

増加し,6カ 月1§では 齢%紅 醗盤繭 を認めた.欝 治

療終了後落力∫擦 謬検査で6纏 中 難鰐鑓感性復帰が認

められた.の 翻作 罵ばよ孫中止携は 懸 例郡熱螂 鰍

(1絃$%)。 治療継続蕃の約半数鷺湾脇灘警を認めたが,

これと湾液酸獲との1雛紅判然とした購係はみられなかつ

た,,肝機能,漁 液,尿 癬見には影響がなかつた。 の 篤

嬬結嫉簾応を 撚 側翼欝つた.治 療醐始離の平均凝挙懸

鍼$樒,6力 鷲治療後のそれは 鮪 藩,綜 合判定軽快群

では凝挙価下降,悪 化群では上昇の傾溝 がうか がわれ

た。

織.欝1ぺ 撒 撫中濃度の化挙的定縫法⑳検討(締報〉

鰍 大驚三内鞠 鐸藤 交雄,轡 木 隆 一,

○林 昭,大 溝内挙一一

(研究欝標)欝 懲 難(以 下T難 と略記)の 生韓内勤

態 を贋 らかにするため,特 に撫申濃魔跨化学的定黛法を

確立し,ま た生体内代謝物を追及す嶺.

£研究方法き 撫中濃嚢の艦蟻的定盤法 としては,獅1一

議鵜慰撒擁 およびS欝 衡o欝無o緯贈 敏 に よる方法を検

討 した.象 た殊にs織 紬 融11磁THを 嶽鷹および患藩に

投与し,漁 中および鎌申代謝物を追及した。

壽



総

麟 究結桑および総括)撫 中濃農の化学継3定灘漁とし

ては,欝o叢鍵o謬撒麟 は輿際日 鼠不譲当で極めて鑓難な定

量法であ嶺が,(灘 蟹o鰍 搬夢硫酸で紬出 して$欝 ¢鱒 。

麟0鱒灘 搬 で定盤す嵩方法は櫓当低濃度窯で定鍛町能

で実際賦黙 ・う孫.S戦1麟 融II麟T欝 ほよ 絵検討 した結

巣,波 擾3欝 搬μの吸光鍵 を測定す萎方が 丁難 その懲

のを懲実紅現わし,波 長 欝饗 撫μ 鐙冷れは,丁 難代謝物

等の影響 を相巌灘 きているこ訟が轡 総した,愈 た入と家

璽ではT勲 代謝が棄 く翼な融坐さ録こT蕪 代謝物の一

部には 騨 を禽す鑿慧描 鞘 らかであ灘.

馨縫。 織 講T無 ⑳繊中濃麓轟翻作講

(千蘂大礁購 科)憲 輪 漕窯,福 永 憩雄,

騨 隆,松 灘 蕉久,

○澱村 騰撰,小 騰 稔

麟 病事蘂》 濁灘 好一・,幾 崎 昇

く織保松簸蕪)堀 部 毒雄,佐 藤 実

じ1藁県窟鶴欝病醗)斉 藤 広,宮 崎 隆次,

技欝 覚太郎

⇔膿沖爽病醜)杉 鱗憲久欝

13慧丁難緯繍床効繋,徽 と裟その撫漿中濃鹿および翻

作ノ鐸について総麟に引続 鍵検討した.薄 象は薫輪内科お

よび醐係病院入院患霧 で 繋懲 丁無治療 をうけた3$測

および愈漿中濃度測定を行つたII3綴 である.

実験方濾 撫漿串 欝無T熱 濃農は 鷺%寒 果加卑ル顯

ナー培地を灘い鷹立拡散法によ弩測定瓢,懸 縛に 黛嬢総

晦の方法轍よ翰化学穂 鷺測定 し比較検討した.

実験成縫13無T熱 宋および錠翔と臨簸趨濃度には毒

時聞で達 し艶$鋳 糊 後に騒薄幽 総帯 を認め漆蒔爾者を凝二

較す葛と宋投与の方が濃嚢跨上昇が速やかであ犠.墨 乃

蕊6縛 問間隔で霧投与すると憲は嶽漿串濃麗の蓄穣購認

められた.坐 薬は一般に漁漿中濃蔑は高濃處に達しない

が黛臨問かも慧時間にわた蔭蹴止帯 を認め孫.灘 作灘は

早期に発す難ものと理れて発するものがあ導が,畢 期の

臨のは一般的に叢つて漁漿中濃度の高いものの方に著葛

しかつた。

鵬 。 葬病療性抗酸盤菌凝驚いる寒天華籔拡散法によ

る 纈 講T難 活煙灘度灘定法

纈 潟鉄道病院)金 沢 裕

私 どもは非病織性抗酸性薄を検定麟 とし挙果平畿撚散

法(薄 耀カッヅ法)で1澱{の 蹴溝申濃度灘定が可能な

ことを報曇した。

鴛欝T無 紅ついても本法が可能であるかについて検討

し鵡

新 らたに分雖 した難病羅醗 抗酸 菌紅ついて13懲T熱

感受挫を検 し,K-§ 株 を得た.

本菌は讐運寒天培地,K量欝傭難鴛挙天培地,玉)慧醗 挙

果培地拡 黛日以内に良好な発欝を示 し,薄 層力 囎プ溝で

撫溝中濃度 〉慧惑μ劇麟 まで羅止円の出理す嶺凱とを

しつた,、

烹3無Th轍 穂 臓用後の成人にっいて本法で漁漕中活

性灘度を 鷺,爆,響 時間載わ た1欝灘 定 し,〉 蕊 μぎ癬

を追求す巻ことがで鷺た.

INHの 代 謝(40分)

(毒月9欝 曾。$0～薫(1。10)

司 会 河 盛 勇 造

欝峨 葬病簾盤抗酸性灘凝検定菌おする寒芙畢叛拡敵

法によ篇 鋸 難 瀟盤濃度灘定法(第 雛報)

纈 灘鉄避病院)金 沢 裕

著藩等はすで}諺雛 源挫航酸雛繭(懸.麟 撒懸 株)を

検定藷とし寒天撃飯拡散渋(薄 層カッヅ滋ミ)慧よ嶺鉢液

申 欝 銭活 雛磯 獲測定法について報告した.

本法は霧繊の粉宋寒天培地 を使灘し,黛 蕪以内に灘定

を終了Lう 導霧点があ1壽,実 施蒔の実験誤藻総ついて検

討し,ま た1醗 蕉不添性化様武の判定慧役立つことを報

告した.し かしその灘定驚能域は 〉昏.3雌!癬(低 濃度

法"譲 μ藪燃の であつた.我 聯はあらたに分離 した非病

猿牲航酸麟 践拶 株が1澱1に 轟獲感受性を承 し,本 菌

を総い,欝 様挙天壌地で黛欝以内㌶0.1鰭 綴 露まで灘

定 しうる蝋とをしつたので報告す為.

1総.溝 性 鞭鰻峯撫中理處に及縫すグル謙サミン⑳ ・

影響に閣す贔研究一墓鑛的案験

(北大驚一懲科)醗 欝 豊治

儲 療灘灘病院ひ ○小野寺忠純

臨中漕縫 芸}磁 を小/ぎ眠 醸立拡散培地によつて灘定す

るにあたつて,方 法を出来う嶺限 り簡略化する職的で実

験 を肴つた.第 薫鐙方法は被検液について全漁,撫 漿,

漁漕の窯者を匙較 して,磁 漿を用い嵩のが最臨運当であ

導ことがわかつた.全 漁を罵い葛と発育阻止帯擾が短ぐ

な鞍低濃度の灘定が照難紅なる.又 鑓駕す る撫漿鑑は

0ぶ襟¢で1鑓 と大差ない結果が得られた.夏N鷺 代謝の

P就艶鵬 を従来の如く黛璽に分け葛のみであるなちば蕪

中1醗1を 灘定して魔液内濃鹿を難定 し得ないかを尿 を

稀釈 して測定してみたところがINI{の 尿中濃處は大隷



鱒

癒中の1鱒 藩購後であつて罎鍛の変化のため蕪中濃麗よ

弩も籏中麟羅量 と血中濃度 との問にや 鄭併行屬係が認め

ちれた。

グル驚サ ミンは皐期鐙血中濃度を上轟せしめた箒

1総 ・ 溝牲 三醤薮 鑓中濃度に及隷す壌酸グル凝サ蔑

ンの影響について

(北大講一溝轡)鶏 購 驚灘,○ 久世 彰灘

く灘立鵜鍵療蓋潔)月 懇 爽夫

纈 立就海避第篇療養欝)永 出 能為

(欝立欝鑑療挙羅)炉 渡 敵舞

く羅立龍海理驚一一療理溝)小 懲 嘉}齋

欄 黛灘憲療養購)斉 藤 六郎

(醗講病醗)糠 木 ヒデ

硫 菱手獺療養醗)欝 藤 栄三

繍 究鎌 壌 塩酸 グル繋サ ミン(以 下GL$)墳 糠 鷺及

び糠結観縷藩の 置N鷺 漁中濃度(以 下血濃)に 欝し如欝

な嶺影響を及ぼすかにつ慧検討した。

鰯 究方濁 黛菟 藤 難を懲い1難4蒙 螂k慧 投与後

の磁濃を小灘氏薩寛拡数法で測定,健 康鯵 と繕麟態染臨

の変化 を地較 次 にOI惑 憩,欝,獅 騰慰撫慕 を併欝

し・蟹鑓羅独投与時 と姥較した.又 結核窯鷹に1醗1灘

独及びGL$併 稽投与 を継続的鑓行い,礁 濃の推移煮麟

検病理勝難とを比較 した.姉 結核患者 蓬⑳名に対 しても

G瓢S筑 黛難講 魯鱗慕愚慰の欝驚投与を行 い,単 独投与

欝の撫濃 との姥較を行つた.(研 究成綾及び結諮海樋 で

は健旗縛及び結嫉感染蒔で艦濃 雛特に差異は 認め られ

ず,又 慮中 嬢 鷺代謝型紅人闇醐様の癒綜的蒋窪が存窟

す嵩ことが うか 壁われた.GI。S欝 撚慕併懲では軽嚢の

癒濃上昇がみられ,し かも鷺較的擬縛問この値が持続 し

☆ぶ 鐙導難暮群では急遮に烹昇 し又急速に下降した.継

続併期投与では 蕪磁鷺慧群ぶ姥較的高値の搬濃 を示 した.

肺結核患憲で毒s命瀟慰併罵稽が全毅的に上鐸効果を示 し

た。.

鰺乳 溝盤鎌翼蕪⑳臓器内分霧に閣する研究(第 遷報)

〈北大箆一磁科)爵 綴 豊溝

く北大驚一蒋 科,撰 立銭纒織灘響)○ 申野 就丈

(欝鷺欝的》 現在各種の貌結核麟が,登 場 してい導ぶ

掘蕪 は依然その申心 をなしてい嶺.そ ⑳漁巾濃蔑の問

運にっいては広 く論議 婁れてい悉が,総 織内濃度の麟運

特に活牲!N鷺 濃度については余 鞍知 られてい癖 ・.そ

こで我離は活性!N叢 の臓器内分痛を盤沖 濃疲と屬理し

て検欝した。鰯 究方淘 隷)被検材料 豊平均徽 難驚k繕

の鰹康象兎及び蹄結核患巻 の 実験方法:漁 申濃農測定

は小灘鷹立拡散法,臓 器内濃度は 猟韓撫 添加処理によ

贔臓器ホ燭ジ率一 峯(繊 器1慰 鰻蓼漁液1癬 として姥

較)を 総様小想藏立拡数法で測定 した.

(実験成繍 獄兎 に 嫌 蚤慧 撮慕撫慰撮燈後 の血液,

鰍 肝,腎,脳 及び騨鑓於鞭墨活性 贈難 の縫問的鑑蓼

をみ嶺と,全 般的に臓器内濃度は藏中濃愛 よ鞍高い纏 を

承 し特に締では漁中濃度消失後もなお認めもれた心嶽兎

に 王N}14惑 ジ1慧瓢麟総蕪灘繕させる毒 鎗 搬慧 で1漁脳欝

騨鑓特裟著明な増加をみた.手 欝結核患者摘出膝では,

鍵康部,箆 澗螢,雛 溝内容の懸に儀 くな馨が,学 研分運

鐙 撫,1敷 の差異によ鯵濃度も変化 した.

懲6・ 脳 鷺 戴い綜其⑳誘導体投欝後⑳睡液中に禽脊

書れ巻生物攣的溝盤 鞭曜H

(鋲鵬灘濾鎗醸紛 爵本 轡盤

1織1が 人体に投蓼婁 れ鰍歌分霧叢れ導遮幾隷撚めて逮

く,脳 脊髄液への高度鐙移行が認め 毒れてい臨 簿内⑳

磁繋 は購織膜 を遜遜排出せちれ,羅 繍鰹へ出た1醗 は

管細胞を逓遜霧蟹戒雲れ鑿為歎われて愚 る.従 つて既れ

が曝液線細胞轍劔んな態度 を取つて講綴婁れ導か魯こは興

瞭が持海れ導が,未 だ鵡れは検紫 されていない.演 藩は

磁 例の鮫検畜裟1醗1或 いは其の誘導律をオブラー 撃に

包んで縫"投 与L,撫 溝申並びに唾瀬申活性 掘 難 濃農

を微生物学織 こ定鑑し,懸 蒋ゆ盤が近似 してい墨事を発

見し,鼠 つ,本 法は少 くとも$ぬ 轡 量懸蕊綬滋鍵 の運鐵

き譲 灘L得 慈事ぶ分つた、なおs瓢,欝AS投 与後紅お鰺

る難濃申への錘出は殆んど認められない澱で,1臓1の み

が睡液申に欝出峯れ孫鵜とは,や は 勢 叢鷲慧 の特異な運

過雛ミに依 導臨のであると考え毒れ嶺。

力 オ リ ン 凝 集 反 応(60分)

(篠 欝勲難1瓶 慧暮磁/。慧の

司会 島 村 喜 久 治

董総。 繕核運燐脂理露博リン凝藁茂簿⑳追試戴炉

醸 療溝瀬病鱒 工藤 麟,○ 石原 隆男,

欄串警久子

北大高橋氏考案の結核菌燐贈賛カオ鱗ン凝集探癒を,

健康でツ麺臨嚇性の懇護学院生徒3奪 名 お,本 醗入院灘

結核患考 窯齢 名(叢,鰻 癒および胸部外舞手衛後患蒋)

と,非 結核胸部疾蟹嵐春蕪干名綜驚行し検討 した.又 瓢

佛 慧ついて難鱗灘の推移を梅 桑妻した。



瓢

!6藩以上 を購性とす慈訟,健 康藤及び難結嫉盤胸 部疾

患患安は 欝導%険 醗であ鯵,結 核患姦では 群。蕪%が 隣

性であ導.蕉1論A.分 運および学研分類で成績擁 をみ嶺

と叢鋼 の有蒸もの,お よび病墨の拡が 滲購〉広い愁の程購

性離漆鴇 い.還,喀 襲申欝 器輯の 暖)戯礁癬 献癒漆黛高く現

われ蕎.切 除手衛と絢成徳では切除の場禽に険盤麟が高

く,胸 成講測ではそれがかな鞭露く鼠つ安定性にみえて

も抗捧傭は縄い傾曝 こあ嶺葛湾一入で3カ 月鞴の探憲麟

績で 綿 鰐が瓢管以漁二抗難備ぶ低下㌃,s佛 甑論管以上

鐙上揖があ轍 病状に従つて航捧磁の推移が認めもれ縞

欝難.灘 結核におけるカオぴン凝集笈応⑳逡獣戒績

く雛 薦 城療蓋灘 ○鷲井 憑,轡 購 綾子

麟立富域療蓋瑛に入所巾鐙糠結核患藩 憩毒名につい

て,カ オ謬ン凝挙猟憲を実施 鮎たので,を 緯成繍を報告

す輪

実旛方法は,北 海道大学結核研蹴辮予防部の考案にな

葛実施要領に暴いて行ない,髄 結核よ韓臨むしろ創醤漉

の方ぶ優越 もてい嶺志考えられ葛患藩は除外 した.

追試の結挙,結 麟病挙の活動性か ら慰た叢癒轡は,漁

漕稀讃處獲1濾 藩以上瓢探癒磯樵に出嶺臨のが大部分で

ゅ挙癒は64纏 と嬬 倍の断,軽 症では 鍛 倍と 騒 倍

鑓鶴轍審が多 く,略 濡 く治癒乃灘難常に軽微)⑳ 病態に

あ難臨のは拶そ諺殆んおぶ16倍 購難以下隈性 までの範

屬に存在す翫

結論 為して,瓢 の灘オ讐ン凝挙籏応は,少 数の鰹外が

窟孫とは云允,よ く糠結核の病状と一致 した騰機鷹の強

弱を示 し,病 勢の判惣 瓢発常に禽力な綴鍵 を与え導もの

であつて,奔 後の騨結核の診断は,x線 検査と結嫉薄検

紫糞それに既灘癬オ渉ン凝挙茂癒との ヂ鷹本立て護で行

なわれ灘蝋とぶ望譲しいと灘え釜ものであ犠。

欝1.麹 療蓋務鵜勲ける縮鞍蕊燐騰廣感舞カオリン凝

集簾応⑳遮試戴纏

傭 雖譲水鋤 疑縄 研二,○ 秘縄 達藻

繁療蓋所入院患藩及び健康藩続結核麟燐膿質感作カオ

夢ン凝挙羅臨を費い,そ の成繍と学研分類轍よ灘病型,

塞溝の轡無,講 糠 及び慮沈,外 科撃徳 との屬係について

検討 した.そ の結果,鍛 倍以上を購難訟Lた 場禽日 欲,

蹄結核患憲では約鱒%の 騰性灘 を示 し,特 に難灘で欝群

%,欝 型で 繍%,犠 溝の認め もれ惹蠣では約 鱒%の 趨

い隣性離 を翠 し,蹄 結核の活勤轍癩鳶 拶 締糞蹴1生嵐藩の

問に麿為の蕪を認めた.一 方健羅蒋では約1"%の 購性

離を灘㌧,巌 療蓋辮Lにおけ嶺舞結核患藩は凡て臨轍であ

つ鵡 臨床藏状の織過と凝挙瓢戯 績は大穂畢行し,灘

手衛後は経縛的に凝集猷悠の儀下を潔した.以 上によ鞍

カオリン凝挙癒憲は,結 核病状覇定の一助轟な滲得 嶺愚

のと患われ導。

1製.織 核蕊燐脂質感難カオ 墾ン凝集笈応⑳臨床的京

義について

糠 衛酬 映 鵬 納 科)林 簸,○ 笠島 瀦男,

鈴木 良亮

北大趨称教授の結核欝燐辮欝感作癬オ!藷ン横集漢応の

臨灘的憲矯緬億,特 に結核,舞 結核の安及び鑓結核の活

動雛診齢 膿どの穫鍵轡意義かを追試した撫昭和36年 蕪

鍔か 毒 鴛 灘までの問,露 衛隊中央病院入院中の結核患

藩塗 とその飽の患蒋欝健康者の計1鴇 例について検査 し

た結果,難 結核37纏 串賜性 瓢 鋼(平 均凝集磁 嬢),

結核1嚇 盤陣1詑 纏 ⑬め,内 齢結核1総 纏申 鱒 鯉

⑬3.s),絢 膜炎13例 中13濁(欝.難),飽 臓贔結核s鰐

中 蓉鋼(3鷺),糠 結核鐙学研分魏 こよ葛病型懸ではF盤A

型は共鵜 鍛 倍以上賜牲で畢均横挙懸は夫紺 捻$,嚢$。3

欝型 齢 綴中36灘 く礁6)きC型 は 慕0樹 中約畢数⑳

黛嚢例が16藩 以下で,1)型 は 暮綴全部 欝 藩以下尊慮

癌のあ墨臨の ㌘鰹中6倒 ⑱3)な い もの ⑫懸の 誹 繭購

性藩 黛穣例中 黛導例 く6登3)陰 性春(欝4の 沸 沈冗進者

15鰐 串 欝 磯 ⑱3.の 正常藩 像.驚)で あつた.こ の成

繍からみ愚に3灘 倍以上を斷挫 とすれ塾ま活動験の診断に

禽意義であ葛と蒋えられ導翰

欝3.結 核奮燐脂難感作爵オリン凝纂笈応(講 橋織核

笈応)に よ番肺織穣症⑳診斷(第 窯報)

〈臨繋購 遵簸瓢療蓋紛 ○遣藤角五郎,永 撫 能為,

藤繊 誠一,縛 熱 三郎

鱗 立譲騰 道欝 路蓋働 安達 京

鰯 鍛 臨 療蓋藤)欝 懇 典夫,毒 瞭蓬 職夫

纐 立小湾療欝勤 大禰 秀… ・

傭 療燭i購 翻 深江 運i

説海磁内藏立療養所s施 設の入蕨憲者賦ついて,主 と

して結核癌の臨床経憑 と本課応の推移 との闘 系を調べた

が,今 麟はそ拶一部 を報告する.

1)初 麟治療趨においては単研乃型は短期間紅抗搾劔

⑳低下を承すものが多いが,c型F盤 では不変が多かつ

た。

齢 外科療法的 鱒難弼の経時的観察では,衛 後に抗韓

癒は講明に低下す嶺傾向が認めもれ導が,切 除鐡では一一

般に急速でほぼ 轄聯月以内裟,虚 騰療法では一般に緩か

で約1年 以内歓妻16藩 以下の抗檸懸に下降す萎携が夢か

つた.し か し運残病醸のあ嶺もの,及 び手衛運過不良鰹

では 鎗 嬉以ま二の抗綜傭を示すものが多かつ鵡

3)約S"0鰹 の退所 安について,遜 所縛の転帰 と筑棟

儀の屬係を見導と,略 濃では約 齢%が16倍 以下の抗

体鶴であるが量軽決では 鱒%に とどま脅夢ヌ繕核死で



麗

は殆ど1韓%が 鐡 鰹以上の銚体懸であつた馨

欝鑑 結穣麓燐騰廣懲悸爵オ欝ン凝集茂応(轟 橋繕縷

茂応)⑳ 儒運度についで

(態大鑓一鑓羅)○ 久轍 彰彦,大 騰 亮ご,

嬬轡 武交

(瞳 議 繍療養醗)鹸 購 鵜夫

磯 叢趣醗病院)横 井 敏夫

結嫉麟燐謄質感作カオ 撃ン凝集猟礁(嵩 薦結籔探感〉

を非結嫉憲者,結 嫉患者慮濤について実施 した.判 定は

絵性,鑛 樵慧分げ,購 性反応を更に撫溝稀毅懲倍,麟 欝

の中間黛慰,鍛 蕪以上の活勤反慈に区分 した.成 綾 二

A)難 結族嵐憲に灘 タる蔦線 鼠歎 欝桝 卿舞験盤三4曝暮鰐

く?6.蘇%),串 間反臨 鱒 濁 〈欝.暮%)蓑 活動漢礁 鐙 磯

(6.S%〉 で舞活動反応弼は聾湾癌,乳 癌婁子宮癌等の叢

漉綴,ア レルギー性疾患,湾 炎,肝 炎,高 灘罎症,糖 羅

病鑓夢くみられた。締癌,鱗 ザル膿イ ドージス,擁 炎そ

の飽呼戦器疾患 鱒 鋼中気管支炎の 頁殊拳み鋤 藩賜性で

あつた.難)結 核患者鷺おけ孫高橋課応 濃灘 濁中,陰

性II弼(塩 、$%)中 間反応を呈 す灘もの6導 鱗(齢.欝

%)で,之 等の多くは略治退所璽は不活動挫結核であつ

た.活 勤簸結嫉1胃 鋳紳,本 反応険性又は中闇猷応を示

むたも緯は 鶏 綴 韓.$%)で あつた.以 上齢成績 は,

趨鷺結核糞臨ぶ臨床の実際に投立つ漁溝反応 訟㌃て優れ

てい導胤贔を承す毒のといえ鵜

1鱒.蕩 橋銑カオリン凝簾籏応⑳魏鎌的検射

(九大講麟)杉 出浩太郎,鬼 鰹 欝畿,

篠欝 懸,○ 鷹溝 暢雄,

署橋 凡雄,篠 麟 響鰍

萩本 伝次

我 舞は拳趨称氏カオ!lン反応を蹄結核患藩 錦烹,肺腫

理33歯 其の池鐙胸部羨患$1墾 正常6,計 嚥!件(壌 欝

綴)に 就いて験濠的検討を行い,次 の成績を得た.

鮎線所見で学研分運によ嶺罫型の平均凝挙懸 慧懸,A

灘1離,鷺 型 鍵き¢型 聡.3,勘 蹴4挙 丁無3鷺,1》型

IL乳 丁型 黛4,腫 瘍S.欝 強其 の難 瓢9灘 常 姦であ

鯵,こ 禰 繊 傭 雖,擁 雖 磯 賊 は蛸

欝xか ら 識×蓬の問濠考蔑られ葛.

又炉理に於げるカオサン反応の陰性及び呂×迄跨微弱

糞応藻をと墨ならば約 鋤%迄 は鑑懸鰐能と愚われ嶺.

結嫉 懲春のオオリン猟藤 嶽生 総.賜,陰 雛II。蕪%で

あつ鵡

尚糠結核ぬ徳後経憑難総,麹 羨患,慮 沈葱 ツ漢応,

結核病雛の拡が穆,欝 藤及び叢瀬沸寳無鑓対す葛カオ撃

ン凝挙蕉応跨推移 を見たので轡せて報告す蒸心

欝薮 蟻校縫診に献 ナ葛結撲運燐炉鷺慧馨爵オ婆ン凝

藁反欝(蔑 称結穣笈応)

鰻 寛小樽療論響,北大騨藤 鄙誉麟

○丸欝 竜司,大 騰 秀一

結核の病勢判憲,鑑 甥診懸に理理な蹴置を毒めてきて

い愚高携結鞍猟癒 を学鞍健診は応灘 ㌃て鞠部 レ線蕨見な

どと此較し,縞 い抗捧緬を示 したオ畢に蝿して1議化学予防

を実施して抗偉懸の変勤について観察Lた.

満査薄象は嵩較生徒L3鈴 名で,鶴 食前載6黙 問にわ

たつて採礁 したが,3鷺 藩以、鍵〉陽挫藩は 嚢.姦%齋,絢

部 疑線霧所見者のみでは 鎗.慧%で あつた.

化学予防は騰性蒋 薫鉛 名籔頬しII{絨s箪 独3療 灘購

連 蕪撞与 したが,全 毅纏抗体癒の著購な紙下がみ られ

た燐

以上かち本猟応は験微鏡的懸勤殴結嫉病議の存在にお

いて毒轟い航体癒 を承すことが推測 欝れ,結 嫉銘蟻挙跡

の摺醸 と勧ても懸髄あ慈《 のど懇允られる,

描乳 爵オ夢ン凝鍵驚応に鷲オる欝究 く騰に験熔除病

挙撫鐙比較戴ぴ鑓灘オ 彗ン⑳吟昧にやいて)

囑 欝凝潔病院)護オ懸 彰

本猟臨為臨床 との屬係につい嚇 灘羅職 総 年暮飛購立

病院療養蕨学会載於て報告 し海が,今 鎌は嚢病院入院患

嚢煎び轍健康・春,のぺ騨1粥 の灘定結果をも為賦本探応

の懸櫨につ愚検討を試みた.

轄紅肺切除を行つた 繍 弼紅つ嚢,そ め切除病藥と本

猟応 訟の屬係を検討し或程度は関逮があ葛と愚われ導.

しか し紹瀦36隼 蕪鶯以鹸櫛識オリンでは未治療患嚢の

陰性率があま嚇誌 多 くく聴%),発 病 予知の豹けにな鞍

難い と思われ惹、叉未治療者に購樵率の高い オオ攣ン

(昭和 欝 年 欝馨以降紛爵オ 撃ン)を 懲い蕎と,健 康春

も患者と全 く隅難ように凝集して,両 蕊講賦馨藝が全 く灘

難であつた.数 賦カオ婆ンの問題が解決叢れなければ,

本探礁 も臨床的鐙総い導意義が少いと慰われる.



難

地域職域に於ける疫学(5O分)

(4驚 黛欝II。3{湊《㎡1量。鑿0)

司 会 重 絵 逸 造

緯a下 北畢處⑳結穣

く講療大欝病蔑)岸 灘 聴…

下北半島紅於ける結核撒趨勢を見嶺一助 訟して,ヂ む

つ」保健所鷺於融導結嬢予防漁診査会に提出港れた肺結

嫉の胸部x線 写爽約6導癖"鰐(昭 瀦33年17磐 鰹,昭

灘 騒 年14懸 鰹垂昭瀦 蕊 年 欝繊 鰐麟紹灘36年 約

鷹黛鞭春例の見込)に つ蕊これをNTA法 薯W蚤{O漁 紅よ

概 分類 も各織舞の盤澱保護毒,礫 嚢保運率,獲 税率,

往驚結核検診受検離及び診査奮提織率との問の比較検討

を行つた、ヂむつ」欝及び陸奥溝に癒する地域に於ては糠

地域紅態 し軽症ぶ多 く,叢 症が少 く,又 上記難灘曝高い

が・これ ら地域懸格藻は遂年減少す導如 くであ嶺。鎌療

機屬懸に見れば麟窯療蓋沸 蝋戴癒麟蜘 やし,醐 業繊の取

雛 うゆ は軽癒がハ ・が縞 の論 泌 しろ鍬 ようであ

る これ らの蝋とから結撫 こ屬す嶺知識の轡蒙は追麗そ

の箋を挙げつつあ疑 のと拷 え ら描.

憲鱒 ・ 陣永農葦鄭轟盤蔑の繕核

(謝 鵡 曝徽騰1)○ 窟蜷 武人,柚 木 角撚,

講屬 実掌 松元 光ミ鑿

傭 立臓ぎ夢)鹸 繕 滋明奪 荒耀 巖繁

小林 茂億養 蜜称 理穂塗

〈結蕪『欝跡嚢纏欝)高 井 鎌二

(灘驚翻懸籍総醗究所〉 太鑓厭灘入,谷 撫勢之輔

奄美稽麹 〉結稼については,住 灘村(鍵赫購1,鑛 年)

及び徳之處織(昭 灘3S年)の 成績が報告 されてい悉ぶ

総年秋紅は更鶴瀧の沖永良部島鍵蔑について調査を行つ

たので報告す嶺籍

本蹴 織 蜘 矯 の爾 よ糠 つ為 ・観 演欝 は対

象約 窯3淑}0名 の約 鱒藩%を 検診する菰とが出来た.

本島住斑は女のカが男 よ蓉や 》多 く,全 醗単均臆に地し

甥 娯 酢 聯 減 ¢てい凱 ツ跳 騰獅 は禰 町で

瓢 鵬 で徳鵬 駒 灘 職 ほぼ醐様であ翻 灘 名

驚では瓢れよ楓 趨く 鐡%を 灘している.ま た年令群

欝鷲にツ猟臨騰轡 織 みて爆瀦滋町よ翰繍 礁 簿の方が腐

率であ凱 鷺α聾接 鷺の鰍 拠 小串学生及び高校生にみ

隷 たのみであつた講 灘 椥 要講 率き認,錫 要賑療

率は 欝%で ・盤擢結核憲藤は知名町の方に多かつた.

また奄美群島以外での居獄経験藩は結概憲藩に高率であ

膝ことは・結核管理上理要な問懸と考える
.な お糟検老

について行つた麟検査成繍 こついて尋欲欝下検 討申であ

鵜

黛泰難。 薪鑑難態慧⑳ 黛葎問の推移について

(織核茅防巌第～健康描談辮)

○鶴欝兼春,坂 元佐多畢

麟 究欝標)各 運学絞および事對 簿 章$集鐡につ 嚢藩

発見饗簸療善の頻臓およびその内容の推移を明らかにし

ようとした。

日凝究方法》 当辮で少なくも数年以上管理 した誕 ぺ

鱒靱慧導S名 から昭和 鷺$-36年 の問に発羅されたも⑳に

つぎ検討した。

護研究結挙き 発見率は総数 難鯵 名で0.黛0%で,事 叢

所の方が高 く,学 校では女子の方ぶ高かつた.遜 年の変

化は,動 揺を承しつ 旛も各挙懸とも懸様に減少 し,奪 絞

の運類瓢 年令懸にも懸様の傾尚を箆た警内容は定期検

診によ導発見が 鱒%以 上で,麿 璽溝のもの,初 雖 核

など織小数乍らあつた.藤 購性のものは1乳7%蒙 挨歴

あ犠もの14。S%で あつた.こ れ ら所驚を年次懸に慰た'

が特擾はなかつた.そ の他悪化離の年次的推移について

臨検討㌃た。

鐵結び)発 昆率は平均 ◎燃)%で 載入に趨 く,性 安 臨

あつた。年次懇藝には低くなる傾織がみられた。その内容

の改善は明らかでなかつた.

黛0L棄 京都における感染性患者の一斷欝

傑 京雛 瞬 鎌 骸欝究会)溝 承 窺雛

都内II保 健燐1カ 月の公費禽撮購講者16慧幾名申⑳

憑染挫患藩磁7名($γ 護%)に っいて数項欝の分析 を試

みた憩

/l)男 燕⑲ 名(6蘇 。1%)欧 慧盤 名で拳年金から見 葛

と男は お酬麟 才灘は横して多 く華女は30蝉34オ 聞ぶ

特に夢い。入院が 鵜嚢名(総.1%),入 院外 黛0$名 で.

その謙叢は趨年男子に低い.

鱒 轡箋濁 餓0%,撲 藤 導Lマ%,学 研分類では欝型

17・$%,A型3惑%,欝 型3賦 遵%,く型 膿 譲%で あ蕎.

鋤 化療徳式は$響 憩 。3%,欝 欝灘%,SI6。 露%,

SI》3護%,KP焦3%ぶ 主で,外 科療法は 薮勢慕で艶成

形よ婚は切除の方がやや多い.

輪$IPど れかに醗性の者は3L6%嬰 うも$は 鱒。3

覧 欝 は 箆3%夢1はII灘%艶 驚購醗性は 訟4%嚢

3辮 醗性 は6。6%で 婁 醗性率 は$夢 夏は 鱒0響夢欝 は

総0導墓使稽後急に上昇す鑿懸



嚢4

⑳慧.飾 門郷リンパ節石茨化藥⑳奪次及び隼禽溺鐡挙

織 糠畢鋳会第一健騰 麟 撰)中 島 丈夫

蟻衡磐来で撫部 レ線検査をうけた臨のの串から無作為

に為む出し,生 年鷲により明治 慧0年か ら紹和35年 に

わた難,5年 鐵 こ挙計し,A群 二肺門部石灰沸藩(以 下

x難 ゐ略す)の あ難もの(欝 姦魑),欝群;欝 と灘内に

結核性病変のあ導もの(蕊7携),C稽;X鷺 なく,締 内

結核盤病変のみのもの(134偶)に 分けて検討した.ω

薦年令藩には 鶏 の軽臓のものが多く,X鷺 鈴趨漉の懲

のは肇昭瀦6～ 慧5年 生れのものに多い.② 結核嶽族の

あ葛灘のの鑛嚢は鷺群 とc稽 の問に安はない.く3櫛内に

緒核盤病変のあ葛鰹の申では,小 晃期にツ反購転,な い

L病 変を発艶したものは,成 入期にツ反騰転,な いし病

変を発見したものに姥べて,X繋 を趨す頻巌ぶ轟い.〈心

一つぎ,騨 内結嫉挫病変を麿する擁の うちで,難(IG擾 懲

歴⑳ある臨のは,x8を 合併してい贔ものよ鞍も,x欝

を舎併していない愚の慧多 くみ られる繍

⑳3.特 殊理境(鋼 務務)に おける結核の案態につい

て(鐙 隼問の統欝的観察)

傑 大黛磯弩料)○ 鳴鐸 弘,知 久 祝康,

僚 大鑓欝磐斜)芦 罵 灘蔑

(八灘子籔炉珊欝辮)灘 鑓 捷美,鍔 嶽 秀夫,

鷲灘 浩二,鑓 村 鋒,

塩照 一嘉 鈴木 康弘

金屬購務所膿筏蒋は1鑓 撃均?万 人以上であむ,そ の

繕核牲疾患運病毒 は金 国災 爆.慕に対し 鉱1と 嵩癖§で

あ概

八黒子賑療粥務瓶 膿役者中結核性疾患について 欝

年閥,千 名に慧して実態講査 を行い,年 令は 慧娘才台ぶ

総 灘%と 篤 く,濤 療期闇は1難 以内が多い.灘 結核にお

猿蕎レ繊所見ではC型 豊欝灘が多 く繋奪 とともにF灘 跨

増加の傾向ぶある.そ の紙鰯は濃癒 解 名1歎嚇%,悪 化

3S名(4.3%)死 亡 滋名鷺.学%で大多数は不変諭軽快等要

縢療嚢であ鞍,出 籏の勤静にて賑療を受けてい導蒋鶯名

で儀 も 殆ん どが無処廣の儘数置憲れてい薦状運であ蕎.

摩激近い入は定職なく,無 為な生治 を送つて騰鯵,疾

患 毒入蕨後の健康診断によ拳発見 諮れ嶺蕊が多いことか

ら,集 鐡的な検診によ蕎実態鱒把搬は懸雖と懲われ導が

羅患率は聯 誠々 少の鱗 義鷲 と辱,鷺 癖型は増加の傾磯を

見せてい鞠

黛麟.結 核検診成纏⑳推移

轟 鐵予隣会)御 懸生滋輔,○ 吉縄 斌臨

鶴澱 兼春,坂 允鑑多も

浅羽 購,塞 下 次子,

島愚 忠欝,高 井 僚 ご,

塩沢 滋

昭秘 鍵 年,蕊 年鷹の事叢風 学校生徒の検診成績の

推移 を検討した.予 防会,一 健,渋 終診療所,結 研附属

療養所にて行なつてい灘検診成績であ態が,藤 業辮は磁

傭人数櫛少ない簾懸懸,医 療,観 察,指 導 を饗す灘事或

は活動蹴事の麟禽が多く,学 儀生徒ではツ課騰盤率,饗

懸療,指 導率,懸 動性麟等は轟学年慧なるにつれて多 く

なつてい導が,特 紘向後懸策として注意を要す導のは定

時舗趨校生ぶ全欝麟高校生よ瞬これ ら戯甥が約 驚倍近 く

多い轍とである鑓

黛05。織核理注意安中⑳撰菌携お籍⑳予後

(戴難公拙穣窟鍵醸管理辮紬雛科)

松谷 哲欝,藩 欝 学叢歯

挙康 欝郎,磯 灘 静康

就叢結核理注意春約10鐸命名のうも,紹 灘 雲1-3$年

の3年 聞に,x線 熱の灘 雛鰯 た罵} 脳瀧総 名であつた

が章この翻検襲を励行して薯悪化に鐸う緯畿 蕊 名のほ

か,x線 所見無変化鐙撫 籔齢 名 を発雪燕鮎鵡 難熱 もの

鉾欝 錨訟欝する処澱は入號56名,在 宅治療10名,就

労下鴻療31名,観 察のみ 蕪名であ鴇ぶ,そ のうち36年

までにx纏 上の悪化5樋 繋鱗穂 違例を兄鵡 処灘懸籔治

療効渠 を見葛と,特 に灘性綴において入院手携響がま護導

化学療法毅みの騰舎 も人院が慮き導.在 宅治療はその3

麟溝繕 懸不良で,就 労下治療よ鯵も劣つている。 しかし

全鉢としては舞藏を認め頬 灘は適饗な処鷺綜よつて,欝

藤を鷲めなかつた群 よ1蔦,む しろその後鐙悪化 を低率

にどとめ難瓢とぶで愚た畠



懸

第2日 第III会 場

重症肺結核症に関する諸問題(90分)

ぐ4薄!難 日 蓉べ》{》・曝懸。馨癖)

司 会 北 本 治

慧総.験 結穣訟験慧様叢状について

ぐ鰻騨 蘇)麟 鋤 ○雛藤 都:靱 高木 良雄,

騨li勲

肺轄繊ミ嘱 勢進襲慧難つてl/暇Lた 嚇息様漉状を禽す

導患灘 瓢弗いて撫嚢し,次 の結駐を得た,,購憩 蕊 年篠

黙日 よ入澱 鰹1名 串 訟 名あり,/箪 半後織 麟鞭快退濁

隷 慧名のみで,3瓢 死亡,鴛 名は構入所申で,新 発生患

蒋 欝 名が擁つて懸騨 隷惑奪 欝 邦灘懲毒においては入

所 群5名 中 鋳 名臆繕加してい講.嚇 轍様症駿出斑は結

麟発華は り馳 輪 後のもの漕蟻 く,参 掌日 磐悪す惹撫 織

があ愚 影線湧癌認 耀/獄病影をギゴし,学 会分類嚢葉の

も跨が蟄く,拡 が鯵隷中等獲以/ヅ 〉ものが 襲い,,換気機

蕊は 蝋黙£,の 減少が鞍 しく糞湘蹴1,は 鋤6麟 後の紙

髄を掌すものが夢い。灘灘 還では懸勤脚1ζ鐙/論昇,鞴 瓢

轡紙抗跨増大,動 蝋漁酸轟飽憩度の畿下を示 も,蔀 機能

翻凝 肇みても輝籔環茶紘譜・が 泌 影響があ 諺鰍雛齢・へと

還む懲能韓二が大 きい ものと弩蔑毒れ灘.

鱒ア.難 濃験織嬢瀧灘翼運について

く難 麟 癩鉛 郵!療 華無鷹,な 欝 了,

寒鴻 蝋一

諜航 大鴇 朧)撫 縄 猛,宮 麟=韓 灘

離鑓療献池病灘 教次 恭平

ぐ水懸繋燃戴 、=瓶嶋 功,三 隅 簿,

武灘 嘗讐,

(艦績簿 病齢 灘II陽 一,藤 叡 交鷹,

麟li聡 糞

鰍 寛き晦 鮭嚇 ぐ武1梅 玄!壽,森 下 昭號,

坂欝 圭墨㌦

(拝醜1払裟病欝 織猛 磁ミ,繍 灘 弘

糺溜/喚 日齢戦)浜 畿賛 翼潔,黙 察 選

(下灘騨 病鱒 照撚 鐸蓋芝

ぐ鶴購 建病鋤 鱗坂 壌I/ミ,大 場 欝 蔑

ぐガ1灘靴 〉 河醤 慌哨 和熱縫 退藏

(繋誼 塁郵鵜 鋤 小島 ボ慧慮 一定 幸治

(ひ鞭 譜臨騨 》 離熱 罫

縷齢 締蝿 解/)斜1・ 次繍 ⊥野 慰日,

憲灘 濾,灘 耕二,

野欝 健策,慧 憾 燃,

赤塚 講,實 賀 購一

排戴購輔で次鐙侮れかの条項裟該当す轟もの め 病灘

が学研F,幾,馬 の毒の.黛)5器1,1翼 難 の 慧購に灘盤

鐙も跨.紛 外事糠 無謹戴 功鰹.識 懸についてx織 漁

の推移,鋳 険紙箪慧ついて調査した沿 撫 型では6力 灘

で 蕊%黛 箏で55%にx線 癒鱒改善が難毒れたが,心

機では6爵 月で 繋%慧 奪で 箋6%,1筆 盤では総力彗で

艶緯 年で 鴛%蕊 鍾率であ琴妻薦陰紙離毒また購搬の

簸藏が認められた、禽欝型の改簿 も既鍵駕学療溝難問及

び菌の薬難感 受汁に影響 された.

黛0嚢.齢結鞍難症牝⑳理灘について灘購究

一一 一騰廣代翻か蓉みた理癒験継核症について一一

磯 澱く料翻状 艶鴨懸 導)大 淵 鷺敬,野 懸一奮代一,

○メく島 試一,麗 博入,

發賀 昭讐,安 達 満

繍結擁孫灘 拶)要懸 瓢ついて謙宿霊鰯か賑櫛欝究誇一

環と鶴て,今 羅は蛍龍綴緯贈質代識を中心に,あ わせて

翻轡皮蟹騰龍 を検灘 してみ聯ことにL鵡

その成繍 蕊欝症 欝 糊について跨愈清総驚凝ステ灘一

沸魏は平均 黛65。掌墾雛辮質 呈難7豊 中纈 欝弩/櫛 。雛瑠

潔,礁 溝 ぬ 漫欝護,K礁 纒 漁獄 噺詳漁 蓬鶯繕灘,躍 串 欝一

K5藁.欝 黙蒜ノ篶であつ九。こ=れも跨雛麟 欝繊 膿ついての

餓は馨症欝菰とに健鎌群と鷺麟鞠 づ 鑓か轍欝濾を灘し,

鵜お こ・糊讐質跨無継が毒難彗であつた。鍵搾 漁溝電解蟹鵜

為に 漁IKな 轟び鵜羅串 鷲選$糞 準澱蜘 慧ついては,患

蒼群は縫康群と鷺較Lて 両 薮とも鵜減少をみとめたが,

叢錨群での紙緯が轡櫛為であつた導

以1沸 事実か も,肺 結核戴症纏ではすで誠報簿した螢.

鷺代謝の異常はもとよ鯵,贈 蟹代詠 乳》i奮でも轡灘な異餐奪

橡を示t,菰 れが繕彗瞥皮難機盤の紙下 ゐ密接撫総撚を麿

す導ものであ鱗慧ゐを知つた,

難嚢.重 症懸結核にお縫轟心潔理常

編 療済灘病鱒e中 谷!こ夢達之,浜 野 麟 ～濫

x贈 戦て 《灘。}～F警ゆ 轡鰹 、を盲する患 辞1麟 名はつ

き心翻麟及び心電蟹を織 、ぎに記欝戴 て,巽 常心欝,繋 常

心電師 第 濫の織類,鐵 現類幾,そ の繕 ∵/灘鎌,%雛 潜量

悲の賜の1灘係を検誕し武藤舗ミξ①大部分の患者慧第ご慧羅

鋤蟹撫 鵡逸 を認め,心 電心齢 鞭∫に翼常を認めた跨は全



鱒

鉢の約15%で ある。②異常心音鐵では第瓢肺動脈藩分

襲 肺鋤蕪叡縮期及び拡張期雑音が多 く,挙 常心電籔で

は叢蜜肥大襲不発全右脚ブ雛ウクが約50%を 占めた噛

③瓢肺活量が少い場合には心藩図,心 電麟異常をみるこ

訟が多い。

禦0.肺 結核縫⑳心電麟学的予後

(燐羅醸立小療療養紛 ○小林 宏行,書 撲 丈欝

震症肺結核の予後 を察知する灘的で響心電麟検査の立

雛よ鯵予後系数 を算出し肺結核及び其れに趨礁する肺性

心について検討した.過 玄6年 間当所入所患蒋 薦0偶 に

ついての検索であ蓼,先 づ之等の%V£.減 少に従がい

心電麟鑓子の発生頻度をみると各鰹子共それぞれの特性

を懲つている.更 鑓之等照子を死亡群と憩%V£ 。以下

鐙蘂期生存稽とを地較し,鋤 数 を算出し蔑縫程璽篤な礪

子と藩蔑,こ れを肺結核心電図上の予後系数 とした。全

鋼について,出 義した心電図礪子を予後系数に換算して

みると,50%V鵡.以 下で趨線的に上昇し,ヌ 繕導死亡

稽でも1年 内死亡群,1一 黛年内死亡群 との問に明 らか

な数濾の安を認めた礁又病型,病 巣の拡1欝,雖 濤結嫉 と

難雖溝結核 との問にも予後系数の憩 紅於 いて差 を認め

た.翼%V£.と レ線臨上の心肺陰影計灘鯖及び予後系

数と鐙相屬欝係もみられた.

2欝 、 籏講重症結核の治療効果について

一一戴々⑳重處分類⑳立場よの一 一

嬢 大叢批 野鑓科)桜 井 保之,小 禽 幸夫,

森 明

く麟立理餓療養灘)○ 左合 愚斉

(肺櫨予鋳蕪理難嬢糞肺第一一譲療麟)杢 野 寿一

嬢 露羅第二繊 講鋤 広瀬 久雄

鰯 立蕊璽療養辮)罵 瀬 好生

㈱ 療志段瞭鞍)野 繊 用

璽癒肺結核疲を論運するにあたつては,そ の定蓋が種

潔問懸訟されている.こ の点よ滲我潔は肺部 レ線上犠溝

を伴うF鍵A巌 職駕磁C総 聡(N。T。A。)を 重癬肺結核

癒 とし塗その濾鑛効渠に従つて特に薮繕を中心 としたレ

線所晃よ蓼,1型:死 亡率高 く脱重症不能に近い,難

型;菟 亡率は低いが税露疲懸難,獲 型;死 亡率紙 く伽な

畷 艶重症可能,の3型 に分類 し,重 嬢持肺(2年 以上)

7$1名 及び騰重疲 鴛7名,計 鱒$名 を簿象 とし,そ の

後 鷺年間の経過を追求した結挙,重 癬持肺例では入院欝

続が半数を占め,残 滲の墨数は死亡,又 は邊院してお 蓼,

死亡はX型 紅多く見 られたが難型では少かつた.退 院は

貰,驚 型ヤ騰重癌したものが大多数で,一 部に叢癒の象

嚇 纏 の箏情等によるものが見られた。騰繋疲1響 名で

は死亡が3名 しかな く,入 院持肺 醸約 鐙%程 度で,大

多数は邊院 し,を のうち相当数のものが祉会復鱒してい

ることが饗鱗饗した.

黛捻.重 症肺結核に閣する一驚察(精 に分類撫治療に

ついて)

(祉金保鹸病肺松職農)久 獄 責治,佐 藤 実,

○曾雛 麟,小 林みち子,

(鋤無攣肺灘鱒診購勤 北沢 幸夫,佐 藤 哲簾

当載入院患藩中,魏T。A。 分類瓢よる 欝鍵 総 職駕磁

C総 聡!50綴 を選択し歩攣研分類 との懸係を検討L罫 織

化学療法の効果を入院後,烹 年半載醸定 しで学研の線念

判定基灘紅従つてみると,3藩 併用治療緯効穣が,か な

鞍認め曝れ,な かでもIN慧 達日を含む3霧 轡驚が特1に

趨率を示している.し かしF型 のみを取 袴烹げてみると

弼 麹1嬢 穫度しか軽快 を承 諮ない.こ れら結快を示婁

ないもの 》尋婁よ り21例 を選択して13鍵T蝕 を投与し

その効梁を調査した,,その結巣,特 に曝歟喀擾の減少,

漁沈の蕉常化,薦 の結性化,ザレ」線鍮の軽麓の改善がみ

られ,13慧T難 は今後の灘性麟による重癖肺結核に離す

る麿力な濡療離鐙一一つと考えられる尊Lか し象3輝5爵

欝の投与では再賜挫化が 窯0%程 慶み られておるこ毒は

灘磐億 者の治療ぶ猟雖であることを物語つている簿

瓢3.重 癒肺結該と 膿 難 代謝

(悲大雛 墜麟)爵 灘 艶潰

㈱ 磐 醗療蜘響)○薄羅 典央

(研兜霞麟):現 今結核治療の中心薬鋼はやは 辱蟹1蓬

及び讐の誘導舞 と晃織婁れるが,今 織理症肺結核 嚥 名

を選びこれ ら 嫌難 の醗粍薄欝成の状態,磁 中 欝難 代

識型及び小綴氏鷹立拡激法を応灘Lで 患蒋蔵撫 慧対する

患藩懲象漁巾1難1の 発轡購止作醗を検討し鵡(研 究

方法紮 鮒牲測定は東村氏のA購 歟1()o犠撹 法で行い,

磁中 獄 難代謝型は鷹立拡散法に従い 融難慕諏慧の1麟 難

膿絹後5蜷 聞縫で分類,患 者菌株対鐵嶽磁中IN難 の検

討は,患 者に 篠撫霧及び12撮 慧権鑓の 蟹蕪服繕後 露縛

問 難の血液を患春繭株接種拡散培地に注撫讐し購止帯をし

らべたむ(研 究成績及び結論)護5名 率24名 く繊%)

が1N蕪0.!㌘ 醗性以 下でその纏懲 名が感盤であつた鷺

これらは偲れ毒既往鵜4細7力 年間鐙IN蕪 を使購して

お削 又漁申IN獄 代謝型は510騨 は1鰐 もなかつた導

菰れら畿醗牲乃璽感性患蒋に 講難藤k黛 の1巽 欝 を懸驚

きせた後の漁液を壇地に注撫したところ,嘉 然難止し得

る漫度の1蝋 を奮む裟も係らず臨 纈 株には金 く羅止

作醗を示さなかつ鵡!2懲 慰撫纒投魯では1欝1感 盤⑳

患蒋麟株が一一様に雛轡を購止婁れた。



騨

欝鑑 重症肺結核⑳死亡例⑳検罰か蔭
一一一撫くに 掘 鷲 謝性菌問運訟旗溝ム識蛋白叢

の観察一一

(騰 捻移野療蓋欝)○ 鍵井外喜雄,森 欝 猛,

韓藤 薫

膝結核の活動騰を判定するのに,癬 串ム膿廣爵の灘驚

(われわれの方法は漁沈残液を鋸粥したポージ欝グラフ

ィ法)が,赤 沈蔽や撫漕蟹霞分纒法等凝篤,は るか載

鋭敏かつ猟鑛である鵜と載ついては昭和$6奪 度近畿地

方学会において再度報餐㈹ て愚海。

今鱗は,昨 年中に嘉療養辮綜おいて不毒な転帰をとつ

た2黛 伽 患獣 つ搬 誠 為 その婁い階鍵 勘 結核

菌の 夏N灘 鮒性獲のうご慧,お よび撫中ム雛螢縫の変動

に観挙の欝点をおいた。対照弼は上記斑亡弼 とほぽ縄繕

の重疲肺結核 レ線籔を然す現生存患藩の申か も 誠 撒ガ

欲》搬 紅理んだ。

結肺 二i死亡群の 欝叢 醗性嚢は難肺群 よ鞍も反つて低

い傾向がある燈死亡稽の全稠に,宋 期に重 る窯で撫溝ム

慧廣鷺の鑿しい増加がみ られた嶋猟之,多 くの薄照遡で

はム謙蛋幾慈は正常化するか,も しくは中等度増量を肺

けていた・従つでデ穣難肺樵度が高 くて礁溝ム欝廣爵溝

蕉常値に近い患藩ほど症状が安定化するという印象をう

け鵡 かかる臨のの今後の運命,お よび感染源としての

実際的雌 麓については さらに研究を要する.

重症肺結核症に対する外科的治療(80分)

(嬬 欝1《》羅 §。曝0洲}11。00)

司 会 鈴 木 千 賀 志

勲5。理症肺結棲癒に対する憲澗切爾衛の治療戒績

轄に逮礪成績による再検討

く窟辮蟹盤麟)○ 幾沢 薩購渉 爵下 敏行垂

紬田 韓朗,井 上 スミ歩

岩瀬 敬治,斎 藤 隆司,

ご欝 織子

撫 は肺2牌 鰯 以甑 舗 年12脈 ま駕,
%V£ ・が 憩%以 下で,灘もその過半数が50%以 下

であ疑 いう劫 騰 癒輪 灘 麹52名 に斌 て肺

切肺 赫 つている謹 紳 藷 後2が 似 嫌 麹 し

た1鮪名に就いて,就労状態かちする治療成績及び不成

勢劔の検討を行つた結挙,鍍 綴 く薦./%)が 就労し,

結 中$璃(24砺),死 亡 薫蹴 αo.3%)と なつ

ている肇

理症肺結核の治療に当つては,手 衛賦よる肺機能の低

下を防訊 手衛侵理を可及的小ならしめねばなら灘ぶ,

その意殊か らする鵜 手衛 としては箋溝切鑓徳,特 にそ

の分鰯手徳を行うのが望まLも 還徳後にお締る%V心 .

が30%以 下賦なら融様な配處が必要なることがわかつ

鵡 衛後30%以 下鐙ものでは,一 応手徳鍵的 を蓋 した

かにみ荒ても 凝会生活を営むこ勲 懸難 であつた 鞍
夢

蜘'は 欝 瀬 鰍 誕 鰯 る死瀞 叢み 楓 講 誌 は手

徳灘感の下の眼界を灘曖するものと云える
.



欝s

肺胞拡散障害と肺の換気力学(80分)

(尋 飛10蕪II.10β}12。30)

司 会 横 山 哲 朗

2絡.肺 庄肺挙について

(繍 煉 謙繋 一病醗)○ 森 昇二,松 葉 麟郎・

霊上 次郎,出 下九瓢夫,

灘井 薫郎,陳 敏 灘

我凝は肺疾患饗藩の膚効翫縮羅 を種惹の条件下に灘定

し 業肺胞気串 劔co臓 の屬係 を検討したので報告

する。

・肺結峡憲藩を醤ぼ識.の 分運で,鼠 中,軽 症 払 肋

膜病変蓋繊なものに分酵雰毘肺率の平均を箆る払 軽藏

0。1?5,中 等症0。140,重 症0。0簿,励 膜病変0。090

鵜 撫馬Oで,肺 膜病変濁に意外に蕉肺率の紙下 を児た・

璽,カ ー レンスの 丁織雛 を環い手繕醗よ姶徳申賦わ

たむ,麻 酔灘による甥鎖懸路中で,麗 肺前,瀾 肺癒叢灘

離後爵病鍵切除後の圧肺率を灘定すると,全 醸癒蒼魑は

軽處癒鷲綴に匙し,開 肺癒着剥離後,藷 しい難肺率増加

を紫した.又 麗肺癒蕊剥離後 と病難鱗除後を姥較すると

圧肺灘の減少は窮除量に大体紘醜してい鵜

趣,薫 肺率とガス動態について毒検討した。

2誓.肺 ⑳圧 ・盤蝕線⑳評鑛に屬する一考理

ぐ九大肺醗)岸 罵 獅肴,倉 富 溝

○大和 籍次,害 鑓 轍

廉次 鋤,広 瀬 隆士

肺の力学的性質 を翠すもの》一つである肺鐙照 ・縫麟

熱の評簸は今臨溝一定していない。私共は今顯 瓢㊧鴎

幾 瓢鉱磁黛,R麟 無 磯 等の考察に基いて瓢 ・黛懸線鐙誕

癒に騰する蹴見を述べ る、肺講遣は力学織 こは慰撚 疫に

分酸し,か つ各分枝問に吻含のない導管によ鯵並列に結

禽 きれた,そ して弾性物質及び気液界灘張力を餅せ禽す

る膜畿よ轄形成 蕊れる,小 礎胞の集合であると鷲丸られ

る.所 で全体 として懸られる肺の瓢 ・鷺懸線は,こ れら

鰹凝緯小蜜胞の総 ・簸麟線の挙金であ鯵,あ る/窯におい

て膨朕する鍵臓の数が羅 ・鷺鹸線の晦配を決定する惚鰻

凝の小蜜胞の蕉 ・黛曲繊は理論的に静瓢驚 スヂレジスを

寳し,そ れが肺緯難 ・量鹸線の静的窺ステレジスを決定

する灘子翫なる,環 ・澱離線載嚢われる難の力学的性蟹

は騨胞形態,弾 盤毒,叢 瀬張力,肺 胞内径が複雑に総齋

つたものであつて,そ の評擬は厳重な跨瞭を要する。

2総.機 能的重症肺結核一力学的呼吸図型について

(職本磐群病肺)織 本 蕉慶

レ線。/メこ欝な晦烈職な病変を麿して臨全 く呼吸鱒難を

認めない事は羅聯である.又,選 な養)広汎な病変ぶ存憲

しても漁液ガス総成のま二に,薯 明な変化があらわれない

感蝿 羅潔である.こ れ等跨事は皆肺には膨大な挙炉能力

がある為である.然 しながら如隷 こ病巣がない健康な簿

であつても,何 等かの騰 繋によつて気道の懇塞 を藷た奪

ぱ篇度鐙呼吸不全に肺いる事は明瞭である(気 流瞳警需

ある墾・は叉,病 挙のない肺で臨,灘 翻に高嚢の勝鷲形成

が行われると,騨 活難は極度に減少し 簸 の欝出繋は

あたかも轟礎の騰譲腫の如 くに儀下する(騨 肺騨弾性⑳

障警).凱れ等の事実は瞳駁の力学が舞胸 鵜 慧毒機雛を驚

麿する土に叢要な役麟を演欝ているかを窟弁に物譲つて

い るも鐙であると考えられる訟従つて裁溜は肇力学的響

鞭図灘 ⇔ サーヂ)畷 二か磯 騨 ヤ婁症結嫉の呼吸雛

をつかみ出L電 症外科療濠の適応決定に役立たしめよ養

とするものである。

第3日 第III会 場

非 定 型 抗 酸 菌(130分)

(嘆月叢1日$。00～烹0蜘薫0)

司 会 植 田 三 郎

黛難、 抗酸蕊⑳ウサギ婁丸内簸種試験

(蘂京女畢難大)○ 平野 憲蕉,須 争磁ギ繋

われわれは 漆慧裟結核藤および発定型雛酸菌 を轡サギ

の難丸内に機種し,驚 盤的な結捜雛病 変を越すことを謙

 欝した。その後われわれは 鎚 筆轡出 鶏塗Vol臨 撫1磁 齢

よび生牛乳か毒分離Lた 筑醗癒 α 株)を ウサギの挙丸

内に接種し,そ の病変を検討した結 撃,次 のよ善な成績

を得鵡

1葦鍵および翻 璽繍 を接態鮎た場禽ζ菰は定灘的な結核性

黙1変を鑿L夢 病変瓢の認織から抗酸藩が証醗 漂れ る撫



懸舞

Vo慈 を擾運した場禽鶴は羅轟に強嚢緯病変が趨るけ慮

ども 撫 懲拙 轍 騨 く消失北一る鱒 である醜 認

点はなお検討中である。非病源牲筑酸麟欝勲1および羅

牛乳かも分雖Lた 貌酸菌を寧サギの難既内に接種して噺

結捜簸病変を趨さない。従つて肺麟報告したように,講
定灘航酸懸は結籔菌の変異型懸あると慧う.
鶯敬 非灘難抗結菌磯搬入懲桑訟肺結植症撫藤蘭理鱗

屬する糞結的研究
一一一欝書叢結穣靴学横法⑳影響に噂いて一…一

ぐ轄核畢訪畿総欝)○ こ難糠:驚・一購

ぐ麟糞漿鎌療鍵繕㍗ 下撫 久雛

山 羅究難標1舞定型抗雖麟と肺結接と櫛灘係殊1隠翫

糠 沸 影響蕪 騨 膏 翻 嘆 験的凝 競 する.
繕 磯 徽 壌 翻 糟6激 分も肺 肺 灘隷 る
嚇次吸入感染後鋤較的単鱗鵜弗黛型翻導酸蕊紅よる

瓢次駁
憾 鯉 徹 ・謙 の懲講 臨 煮よ靴 癖 鱗 場飢_

撒 入麟 後遡 駒 燃 醗 醤難癖擁 非趨 撫 欝

憾 染醗 翻 離 儀 ・囎 寮瓶 薄朧 敏 結肺

のみ醸染審せた場禽,結嫉麟を感染港せて鶴療癒餐つた

場禽 非定型撹酸麟のみ癒篠染婁せた審騨癒おく.感 染
方法はいずれ臨臓入植染,使摺蕪株は結植蕾紅は 難37
獄隣非定灘抗酸欝鑓は 《)罐鯉 株(ア メ婆勲山来の

欝無糠撫薄撫鰍磁)を 懲擬・た撫

鋤 微 線 騰 撫 鰐 綻 轍 酸灘磯 入麟 獄

襖 験的肺 灘 磯 熱 た趣)実馳 肺 植搬 燈

る灘 織 靴 鋤 撫 聯 麟 撹醸 微 憾 難

よ繍/轡婁れ鵡{・鱗縫型抗酸繭のみの職入感犠では肺

慧病変をお礁魯ないが薦はかな導幾期鱒藤に生存した
.

瓢 非鯉 搬 醗 鶏 瓢 に蹴 る難 鰯

貌(肺)

金舞黛魏盤減鞴及び銃結核翔投離⑳欝然界叢抗酸欝

慈染蒙凱簸撒オ影響

ぐ慕繕大構職)占 蕊 蕪,○ 辮藤 蕪
いわゆる非定盤抗酸麟症鱒発病饗灘を解聡する一部跨

手麟警を颪ようゐして,翻湾摘出,鮎線照射並磯こ灘_
チゾン及び抗結植凝 礁蟹,屡憾$及 び1織1)の 設与が

狭義難定灘航酸薄近似の銭騰黙抗酸蕪 漁./株 及び購
晦 蕪 勤 ㍉ 燃 細 頻 へ嚇 染級 ぽす影獣

ついて植討し 以下燃ぺるような結果をえた
.

!)供 試鵜いずれ灘蕪株癒接磁瓢た羅蓬腎嫡山謄囎治轍

おいて臨無処麗薄照ジ贈頻講 けるよ鍵、植撒聡蕨⑳大

藩欝は一毅紅小8か ウたにも拘わらず,織接塗採鏡検で
はむしるよ鞍多激跨抗酸薄がみ建》れたが,臓 器の肉襲的
並び鑓定黛理元壇惣 膿隷華る斑見ではこれ曝爾群購曇瓢ほ

おんど差はみちれなかつた.窯)輪.1株 感染マ慶スで

は騨及び騨の薩接塗採鏡検では レ纏照射群において無処

麗趨 肺 轍 鳩 駒 駄 移 数艦 酸齢 み繍 識

かんず くレ驚紹 灘蕪挙購 紅おいて鑛薯で翻 欝鼠つ1磯 ⑳

みな鵬 繍 磁 脚 肺 繍 勧 職 こみ ら縦 繊)鋲

試のいずれの害株を撲種したマウスにおいても鷲_チ ゾ

ン投蓼によ蓼醸染の進農はみ毒れなかつた
.護)$鷲 及

び 縣sの 愚染繍投参マウ凱で誌感染鐙進讐はみ 鑓瞭

かつたのみならず・臓器からの運元発 育菌量は懇染離

難 駿 与 吻 級 撫 処麟 鞠 獄 菱轍 錨 よ嚇

むしろよ鯵少撫かつた韓

難2・ 公業灘水よ難分離の難驚灘抗酸近織蕪株⑳轟壁

塾讐に対する病灘牲について

(広轟大・繕蕪)占 蔀 薫,○ 葺藤 膿i

鑑物学的乃叢二生化学的諸難状が狭義非定型抗酸藩及び

鳥型薄と近似すると叢ろ齢銭 溝系 灘o搬糠轍灘慕繍無 ⑳

14繭 株の醇 轡 魏 する翻 醗 を轟雖 肺 僻1γ

株)為 態較検討L,以 下述ぺるような結墨を得た
箒

1締o羅 轄 鐙生薄縣麓の各供試落跨5熱 翼宛 を慧後慧

が 揃 麹 騰620～!010翼 の麟ワ}効 獺 被 下に、

各糠 龍接種 し 婁運後慧贋殺麟検した結果,捜 運驚所⑳

変化は 輪 ・/株 襲騰 の瓢ツ峯ワを絵 くすぺて畿み毒れ

それ 鍵)大 藩姦はほとん贈が廣蕊大又はそれ以 上を栄L

鰹譲塗嫁鏡検及び定鍛理元培蓋とも賦陽挫であうたが
,職

器の肉鞭的病変慧おいては轟型麟接種の轟礎 轡 の騨

㌶多数緯業脾綜中等嚢跨結灘形成がみられた騨)に猷L
.

蕪繍輪欝o灘o欝癒心の菌株を接運した識ツ 》撃では濤班の

み繕れるものはあつ鳶が定型的結舗彩成のみ もれた臓器

はなく・又定理約運元嬉獲で毒鳥型 薄群 では欝及び騨

よ穆串等鷹乃至多数の理元発脊がみ もれ たの裟対 鮎て

麟撒輪難撫o辮 総 群 では険幾業は少数の集薄 がみ られ
、

た鵜す鯉なかつ た如烹 の所 箆 よ韓銭溺か ら分離 もた

瀞鵜鞭o撒o慧轍 撫 戯 慧 麟株曇款生物学的乃重生化学的盤1

状嬢 いては麟 懸 縫 飢 て・・る瀞 嚇 甥 蜘 讐

婆鑓対する病灘趣は運めて弱いことが分つた
,

22猟 非驚灘貌酸藩の ツ 讐一 ジによ る蜜イ 総ンダ

(鷺0難)

(麟療購灘騰 讐肺)瀬 川 ご鄭,盤 離木鷲雄,

灘 嚢 良英

(九大繕藤)弐 谷 漣ご

非窯型抗酸蒸 欝 数細 こついて,当 研究叢保存フ響_

ジ鈴 うも・漁漕学的並び獄溶薦域 よ韓みて薫いに盤鋤擬の

醜 る漁 糠 疑 の/2鰍 列 ビガ 灘㍗ 一藻

レて糠 ・ フ騨一ジ ・タイピング齢 緊みた謹 の植難1

蹴験騨)方法は従来もちいて愚た黙ポ舜 漁 隷 れば
,雑`

講 櫨 型抗酸齢 撒おいては,溶 議難類似現象を承す臨の麟
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売少からず
,之 をその ま》感受性試験の鷲定に穣いるには

一考 を饗すと愚われるので,各 フ響一ジを繕いて分類し

ようとする各薦株の鴛懸¢韮鎌鐸 藪 獅就漁慰繕餐して鷺Oの

をおこない,ス ポ繋}法 に姥ぺ,よ 鯵確実なフ磐一ジ感

受性の成績をえて,以 て分類に応欝することが鐵来た。

また非病懸盤抗酸菌2$株 について,上 述の 瓢)1》法爵

並 びにRTI》 法をもちいてフ攣一ジタぜぜンダをおこな

い恭懸藩の成縫を沈較検討してみた.非 定型抗酸麟では

無畿o¢捻0鱗o霧繍 株は とくに 難一17ア ージに薄Lて 総

て懇受難を示すと縄蒔に,難 のフ掌一ジ鐙2種 以一駈綜慰

しても織様感受挫を示すが,No獅 及び$心o給・o捻o艶か

灘雛株では一般にファージに感受性 を示すものが少なく,

特にS戯0¢ 無鱒難0騒鎌 株では筆 感受盤 を慮するもので

臨きその 琢)P譲 が極めて低く,之 は寧ろ雷変異ファー

ジが植験薦紅よ姶$磯 麓 きれて山現 したと思われる。

難4、 葬定型抗酸菌の抗原姓について

く北大麟研予肺鋤 ○山本 結一,慮 罵 縞

佐凝木昭鵡 高濡 義夫

難定型抗酸菌の抗瞳分析によつて,そ の抗酸薄におけ

る癒澱づ脅を試みた趣

非定型抗酸菌 婆株,M.癖 掘,鷺}型 仲野株の各ソー

》ン藩蓋濾植或は菌韓から螢織,多 肺体および燐購質分

翻を得 て,各 熱株潟煎 総 旗職滋 加熱発薗で免疫 した

愚ルモリ}に ついて蛋霞分翻でツ型皮内翼慰 と騨細胞浮

遊植培養法紅よる細朧験解,更 には多肺捧分翻を予め静

注L婁 その蟹薦分翻の騨総飽職解に購する阻止効果を醤

れ も交叉的にしもぺた.斷 様な免疫で得たウサギ漁溝の

多糠体,蛋 霞および燐贈質に欝する抗捧をも交叉的賦植

し鵡

その結挙,鷺 卦型感作動物の皮内賦癒および騨趨胞融

解のみが特異性 を紫 し,そ の飽の戴株間では交葉獄応が

児 られた.多 糖捧分翻の細胞融解阻止熱果懇贋職 跨醜繕

であつた.叢 串抗体は 散1。麟1磁 の蕉霞,多 肺隷抗体の

み特異的で,皮 禽反応或は細胞融解麗象 と趨閣は見られ

ない。以上の菰とから紘}灘 麟と非定灘抗雖菌とは抗酸

薄稽で異なつた鏡置にあると考える鵡

難5、 抗酸菌蕊体安灘盤状による運型鑑溺

麟 庶予麟麟植部)○ 高購 宏,佐 藤 藏管,

蜜濡 豊穂

抗酸菌が非航酸薦に建ぺて,著 しく多 くの藤鉢謄質 を

麿していることは疎承性 という現象で示されている。そ

こで各運抗酸藷について夢蔽型 とその疎水挫と鐙闘違性

を次の灘から鷺較検討した。鶴抗酸藪鐙水および羅滋 ベ

ンジンによる懸濁性.総S撒 濾o黙 液鉢培地裟おける発育

型式。その結果,供 試群遵蘇の水或は石油ベンジン紅よ

る懸濁盤は,少 数の劔外 を除縫ぱ爵鑛型培地上の$,黛

藥薄型 と密接な屬係にあ鞍,麟 型鑑購への補助的手段 と

して禽薦であるように思われる蕩また,水 に懸濁されや

すい$型 挙落を形成する轟理藏$株 と 難o黙織畿雛漁憩熱

o窯餓 所属の28株 とをS総 鱒鴛培地鷺培養Lた ところ

鳥型菌はすぺて培地叢藏に繭膜を形成 したの轍薄 し,

甑糠麟鍍o恋 撫騰礪撒 勝属の繭株は4型 に分かれる発育

を承 し,両 者を聡らかに難瓢 し蔑た.そ もてこの所飛は

激yl鎌1無 犠鑓 亀鰍 の繊糠と…致していた.

鶯§.抗 酸麟⑳ツォルムア叢ダーゼー韓紫の分離精製

および菌⑳生欝に訟もなう活盤変化

(寮北大貌磯 ○長由 英欝,今 野 植夢

騰 植載

抗酸麟には各種のア ミダーゼが存在 し,莞 跨分雑ぶ害

型に特異的であるため夢分類に利粥で港る。この串フ毒

ルムアミダーゼは,雑 蕪性抗酸菌にのみ見総鰹 れ,し か

も新しい酵潔 である瓢とは欝すでに鐙蕪麟線,醗 熱性,

その難から承暖して嚢た.今 羅はこの酵嚢の分離糖製を

主 とし,さ ら瓢藤の生育に伴なう活性の変勤を見る瓢と

によ鯵,酔 素としての独自性 を灘篤 た。

ソ～}ン 変渋培地に生育した 籔.6騨 の抽出植嚢鋳酸

性処理,プ 饗タミン処藻後,硫 安分麟 と燐雖カルシウふ

ゲル処理によ轄,態 活性約 欝 植鵜精製した.こ れは,

轟欝チンア ミダーゼその龜既知のア ミダーゼを禽憲ず,

フォルムア蔑ギ慧のみ特異的紅作欝する導そ鐙酵京駕学

的性蟹を明らかにした.龜 方,薦 の生脊轍伴う活樵の変 ・

勲では,談 綴チンア蔑ダーゼその簸 と金 く異なる学勲を

恭した。

以上の事実は,ツ 油ルムア ミダーゼの独 嚢性 を証明

し,生 化学的分類の裏付けをなす鵯

2禦.溝 灘帯立結穣療蓋辮における非定型航結菌⑳分

離について

鑛1大総灘,漸 溝繍肺嫉療養紛 歳獄 淳簸

く濾轟鮒備 植療理漢)○ 木下 害親

結核患者から結核繭以外の抗酸暁麟がどの紘の劇禽に

分離きれるかを検討して嚢たが季灘去2年 闘の成綾がま

とまつたので発蓑する鵡普通の小翅培地 を灘いた結嫉京

壇養植査を利罵 して分雖したのであるが,入 院外来共

1㌘β38件 鍛中 鯵.5難%瓢 分離 諮れた,入 院患隷 菰ては

1概562件 巾0.14%に 分雖 され夢外来患者にては 匙胃§

件申2.$%に 分離審れ,外 来患者よ蓉多く分離溢れてい

る繍 醸よ慧年間を憑黙て変 鞍ない。分離した懸は約 齢

余株であるが繋約 憩%は 難籍麟o纏 董麟 鋤 慰雛 に属

L,残 馨が 鱒 姻 捻o辮 慰繍 や 瓢欝豊醸 ごo響戴 で,蕨 講

麟o獅 撫》懲o慕醗 は分離 されていない・
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軸雛・諏oも㏄無齢撚鱗磯 に、翼する繭を提難は舞羅 してい

る3嬉 三綴をみたが典に症状は舜馨iく,か》る繭が舞植 され

ている賦題か 幅わらず病状悪撫搬頬 鶴はみ 繕れ な爵為つ

た心爾 鵜敢 らの薦に病畷樵がみとめられる農

難3。 肺結核症訟講流勇れる愚害と,露 黛型航酸菌感

染aの 蘭藻について

〈名友予鋳医学)講 難 薄,撚 藤 華之,

○脊塞 瞬雄タ £至誌鷲 鷲舞

ぐ嶺大讐紘野内科)須 藤 憲三

薄定型抗酸薦簿出患響が多数報告 薮れていること,又

その感染藩の絢部X線 植は入璽菌のそれと綴似ること,

結核 と扱われている蕃でも入型薩を検出出来ない著がか

な馨の事ある事から,入 院申の結核症 と難ミらオ瓠る患審

約 黛000名 鷺ついて非定型抗酸鶯感染 との綴係につ鷺,

皮欝反応による調査を行つた。発定型株5謙,鳥 理講株か

ら跨隊と,対照 とLて の 董灘掌Rv驚 を灘い対象 を6群 に分

けた。(結果3発 定型 驚〉入驚は欝群と嬉1～薫5%,入

驚(～)の 中の約1(1%襲 学欝病灘でC婁 欝型多 く蟄A筆

8型 なL,欝 は約半数賦入型藏検出,非 定型No籍 擁o払

癖轟欝撫o還雛 のみ検山せる弼 薫鰐,次 裟罪定型 簿と入 驚

が略肺理農反篤する藩が欝群と懲1～5%あ1穿 掌高餐層

鑓多く,学 研病型 鷺,欝,型,擬 型縫多かつ尭.

22熱 非驚型盤撹酸蕊に屬する嚢験(其1)

雰楚型抗酸菌⑳発害に及縫す薬翔⑳影響

ぐ慈大毒納 斜)○ 轟総 齋灘,檎ll正 暉,

有賀 寛,神 谷 薫児,

蕊出 鍵男

(難究難糠)入 院加療中の結核患菰よ絵分離された薄

定型牲櫨酸藷(Y艦 株)鉱 薄する欝効薬趨を知る灘的で

各種抜結核趨 を灘いて実験した.

〈醗 建方溝)④ 抗結核趨3轍 凱つ 港,各 植度含嶽培地

を作製Y贋 株の感受挫を騰ぺた。②」綻 鞭雛三抗酸薩欝

欝臨 肺結植患 飯及び健嚢蕃叢瀧のY曜 殊瓢澱する抗

鷺力を$£ ・c・法癒灘いて検し,翼 鵜抗結嫉趨投与後の

蕪液につ響そ鐙貌繭力を講ぺた曇

(醗究結果及び紛摺)②Y騰1株 は 心$憩 助 ㍑ 含轡

糟惣 犠て発育が発全難止 されたが1醗 薫夢縦 護T熱 には

麟 鋤 溺 い。 ② 捕懲蕃識液はぎ麟 鹸 瓢態し抗薄力が弱

い。③Y燃 株舞薄/響に対し《二$が有効であると愚われ

る。

黛鍵・ 舞定型抗結欝⑳驚疫結に屬する糞験

練 北1汰抗鱒 ○佐竹 央行,佐 藤 光蕊

灘欝 伸一・

難定難銚酸蕪が入麓結接麟に懸して免疫能あ鞍や轡や

をみるため1畿 読Lて 靭 械燥 漣 鰍 ・て腱験もた.鄭

蔭各種抗酸薦(1熾o雛 轟欝懲o嚢鎌 蕪o.8,$心o裳o導鞭o撫o.

繕繍No惑 ぼ《o籍擁就o磯 罫o搬o慧懸 欝0磁6)及 び対照 と

して 難α誉,自然界銃結菌M。 擁1磁 をえもび,夫 凝 慧灘

難壌 を墨ルモ饗峯の霧後鞍皮下紅接種 し,4遡 後 馬潔V

O,02撫 暮を實後鮫皮下ば感染書せ,姦 憑後麟殺認植 し,

肉鰻的所覧を観察すると共に雛,騨 婁牌,轡 を肺器磐蓋

し一・部は病理標本 を聲成 もて免疫能 をみた.そ の結挙非

定型抗酸繭申 粍o緯 轟r㈱o欝 掘 こ翼する翼o.暮 株は購

錫かに 瓶)Gと 醐樫度の免疫能 を麿し,次 が 翫就o轟 難

導糠o藝撒 繋o。惑欝餐o籍擁魏o捻 鱒撫o暮繊 蘇}0616の 顯で雲

10総!6は 臼然界雛酸薄 赫.擁 繍 よ鯵免疫能ぶ劣つて

罵た.次 に害騨彗な免疫効 漿を示した 蕪o.8株 について

はNo。8接 種後 ツ探の経過を追いツ反騰性群と陰盤群

に分諦て 鷲3訳vを 感染させ6運 灘 勲器培蓋法によつて

免疫能 をしらべたところ陰性群にも明 らかに免疫能ある

ことを知つた.既 等の事実は難定型抗酸藤の不鑛性感染

が結鱗の発病羅出可能を牽曖するもの 為愚う導

欝馨.非 定型抗酸菌感染マウスの管ル懸*う 鎌轟o、

重鑛熱 に欝する感安性

礪 寛馨山療欝讐)○ 乾 晃,永 畿 誠,

小坂 久夷

鰹 大緯階)牛 場 大蔵,斉 藤 瀦久

各種難定犠統酸菌慈染2憑 欝のマウスにサル騰寒ラ

鷺蝋伽 翼拠(鶏T。)を 注射,驚T.に 藩する感受性の変化

を各薦株のマ轡スに於縁るウイルレンスあるいは禽疫附

与能力 との関蓮において追及 した.非 建型抗酸菌株では

K繰 繊麟 舞感染群が薯しい 鉱T.感 受性 の上罫を,渡

辺株爵ま灘株では軽症の上騨を認めたが夢12欝26株 で

は対照辮 と殆んど差がみられ欺かつた導

駕0感 染群は薯Lい 鷺.T.感 受性4)増 大を示した欝

この現象は灘定型抗酸薦に於てはマウスに対する体内増

驚能跨大小と灘連があると考えられた.ま た強毒結植藤

黒瀞株感染に澱する免疫欝撃実験の結果は,8〈)G株 お

よび非定型抗酸麟上田株,K蹴 熱綴 綜に特 鑓効挙溝み

られ糞免疫附与能と 猟T.感 受性の増大との醐に麹らか

の醐連があると考丸られるが多なお検討を要 しよう塾

鱒焦 葬定型銃酸蕪排植懇害と鶏ん肺との蘭達

(日本鋼管浩瀬浴灘鱒 ○中村 善紀,杉 内 正憐,

高灘 黒太夢 梅露 蓋牽

昭韓 認 年から膿ん藤結鱗憲蕃を叡霧しているが.逝

年之 らの患蕃から発定灘抗酸性薦多量緯澄藩が見愚れる

よ嚇 瓢なつた。昭郵33年1名,3姦 年叢名ジ灘 年2名 塗

36難2名 で営職歴 を講ぺると電気熔接瓢 鑑名,操 欝工

董名,鍛 慧黒1名,事 務/名 であつた.鴛 ん肺分類讐は

搬14名 翠や1も/名,欝 斑/名 津難の 薫名は雛ん肺断
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見はなかつた.学 欝分類では 撫5名,QI名,簸1

名で 難 を除藩軽疲で孤立性の警蓬溝がすべてに認め もれ

☆軸興昧あるのは患苦黒井の震上葉の黛鑛の轄麟黙から

甥溜に 翫翻》磯蹴 獅慰難議 とNo籍 鋤o記o撫織簾曙鷺難が

分離 された.分 離蓉は 翫o雛6概 餐o蝋o無 黛株で・

轄れの藤 もナ ィア シン勢ス 峯陰性夢中轍紅探臨は簿木株

を除 藩陰性,糠 一 ド形成く一),カ タ予一ゼ(轄),ペ ルオ

爵シダーゼはく冊)と(一)が あつた.モ 隅愚Ψ争賦欝し

ては毒力は認め毒れなかつた.朝 司中3懸 よ膳 謬除 を鷲

い桑経過良好であ1♪,雛の4/司山 慕学療法 を行つ てい

る鱒化学療法で臨有効縦があつた。

盤3.非 驚型抗酸菌症⑳ 茎處偶

く黙立理簿癒院、 大井 薫,伊 藤嚢一礁靱

永鑓 彰,○ 繊本 光雄

絡 大日跳勤惣科)永 坂 三夫,須 藤 憲蕊

患灘 よ5$掌 の寒,1舞往に土器製遣 煮5年,職 奮工 嚢

年,以 後主婦とLて 家嚢に従事し,30‡ 台歓気管支喘息

の診断をうけた事がある導昭灘 鱗 年 慧 灘糠炎載羅患

後営昭灘 灘 年$懸 某医及び保健所鵜てx礎 によ鞍肺

結植の診断をうけ,慕 剤鉾罵10カ ∫欝難施欝後,当 院綜

入院した.入 院後,結 核菌結難二,大簸鈴N麟 擁 醜0鷹罫

0撫0慧綴 と縄定きれる非定灘抗酸葭を飛/繊 の検淡に於

て毎獺検出㌃た.ツ ベ ㌻グ峯ノン簾慈結性,職 蘇攣躍及

び蒲生株欝撫 擁 く応は,後 燕 鵡よ翰強く認められた,,鵜

検出蔽は欝斌結嫉凝瓢轟嚢の醗挫を承し,《鴻 系マウス

尾静鎌内接懸の繕漿,肺,騨,灘 こ結鱒 獲成 を認め聾結

簿内に抗酸藏を認めた豪以上の藩艶よ鞍,弁 定襲抗酸菌

症ど診断し驚惣

黛糾.い わゆる非定理銃酸蕊の感染症撫思われる難治

⑳ 遷例(肺 報)

麟 療繕彊灘醗 、 ○慮内 秀夫,藤 永 亮慕,

高塩 銑,澱 沐 亨審

われわれはかいわゆる鶏 鉱鑿抗酸薦跨!株 による感染

症と懲われる雖治の1磯 補ついて観察を肺けている。こ

鈴症鋼は昭隷 懸 零$鱒 か毒嚥年総肺結核の診断のもと

に治療され,羅 麟 鐡 年 ㌘慧その喀癌中獄黄懲纂藩を作

る鑛ぶ発 殖されて以来,切 除糠病蟻からも懸種の麟ぶ純

壌惣 講騨穂 れS醜 欝》A8,1灘1,T撫,等 の投与,人 ヱ

気肺総,塞 溝騨騰徳,肺 戴 衛等滋々の治療にもか 纂わも

ず,硯 喪 まで 魂年総本藏 を講難 ㌧続け,臨 床懸の改善が

見もれないものである。この経滋の一部1よ日本肺部臨簿

第 欝 巻軽 憂く1%の に発凝㌔た造幸れど騰,そ ⑳後 黛年

の灘に,懸 び甕瀬膨成等著しい変化が現オ)れ,それがレ

線難}鱗1結 嫉記鶴似の辮見を磁しているので,さ 鑓 瓢そ

鈴臨床経邊 を追趣報告する.本 蕪櫛薬欝醗性は変駕して

いない.ま た,難4)鰺 嚇も 各 驚繊ずつ非定騰慧抗酸懲を

分離㌔た汁れど蝿 難 めものと號もれ,本 患蜘 綱 蜜蕾

懸講棟讐等から本薄が灘明姦オもた鰐はない。

欝5.一 患害よ鞭畏期に重雛検綴轍られた葬黛理抗酸

藤撫釜醸灘鎌像について

僻 轟馨螂 ミ津療謎漸)○ 肺憲鑓蕉鷺,影 浦 蕉輝.

庄司 正購 阪井 驚

瓢違は藤結植 として鐵蕨に入所Lた 一患審轡喀藻か曝

結核麟とま濯毒わい ・集落を形成する貌鹸蔽 を検山した

が,議 薦は諸検糞i齢結果撰調難定型抗鹸藤の一綜と懇馨

せちれる。

患鷲は入湧時 翫線上,肺 野1こ嬢瀬を認めたが約 黛醸欝

の加療で治癒もたも緯であるが,約 竃年聯の鷺糠慧鱒

溝一一の蕾鱗ミを舞山した.ず懸,叢 の購,建i墾約な結核藏は

毎羅陰嚢費あつた,

瓢達は凱轟抗酸薄織ついて,そ の徹物学約性状,各 撒

動物に対する病厭挫免疫学的特性等 を遠求植索 した魁

結論為して該薄株は生物学的性状及び鋤物に対する病膿

性瓢おいて研講難定難抗酸繭1菰近 く,免 疫学的性状縫お

いて結核蕪に近い恵の と考えられ,鶴 肺病巣と侮等かの

閃果闘係を欝するもの嘉総考し得 る熾

BCG(60分)

(叢 月II日10。 慧0～II。2{多♪

司 会 大 林 容 二

盤蕪.乳 発に勲ける経日 鷺COワ クチン投与成績

練 意大筑醸)高 世 璽瓢,○ 萱場 叢一,

猪縄 伸一,籔 島 久挙,

榊康 寿晃 中村 巖

① 研究講標:乳 児(溝/才 未瀧)曇菰経糠 鷺coサ ダ

噺 ン癒投与L,そ の効黙を検討し鵡

鯵 研究方溝 慧I/l台憲北ぬ保健漸に於て,繕 纏 難澱 礎

クチン投 ㌻を精蟻 した溝1字 未満の乳翼紅ツペルグ婆ン

選矯譲行い蓼ツ蘇験性及び凝曝性 者に経 撚 灘coジ グ

チンを投与し海.ツ ベ蔦グ 肇ン採応は,当 蕨製羅(鱒り

}臨 の 灘細 倍ツペルグ婆ンを蹴肺縛羅欝㌻央部に0。黛

"意皮内注二射/。,醸 時1欝後鎧その発赤及び硬結を灘窺し
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た繋

運欝 難《澱 ツクチンは,ソ ー}ン ニ代10縫 藩養の

BCOを 集繭 し肇水熱 鍮 を入れ驚箏掻饗ルベンで乎振結

蕪 し,20%庶 糖液に 欝0灘 慰緯 鑓 なる植に懸濁 して製

叢し鵡

その 憩0難 癬0。勲鶏を,約5麟 に切断した乳発入工

栄蓋稀ぜ瓢一ルチ愚一プで乳鷺の日謎内に漁入し露その

後戴 ぐにミルク叉は母乳を飲めるだ縫多 く飲震せた.

驚 して経欝 猟x駐7ク チン鍵㌻の$療 月後轍ツペルグ

リン蘇応を穆ぴ灘定し鵡

ツベルク翠ン蝋臨は,発 赤濾二径/0撚 懲 以上を騰性 と

もてW獄0の 区分に従つて分類した礎

紛 研究結挙 二約200名 裟ついて結果を得る蝋とがで

慧た.1力 年未満の乳児を対象としたが,検 査嚇聖 縄

孫上,3力 懸未灘0乳 難は殆どなく,蘇 爵鷲から 鱒 力

薄の乳児が鍛 も多かつた。叢れ らに つい て総休 として

灘%以 上の鵬転鄭を得た。織薦数について騰紙灘裟著差

、はみ られなかつた藪

ヌ壁経欝 駕oツ グチン投与によつて,侮 らの灘作懲

蟻みられなかつた。

韓)総 懸:ツ ベルグ撃ン猟薦結挫の乳児(約 慧力欝以

上 捻 力難趨)に 経欝 欝CGワ グチン100婁捻慰紙 溌心を

/懸 投鼻し,8カ 月後に約黛00名についてツペルグ撃ン

蘇応 を灘定 し得たが 違0%以 上の鰻紙率を得た.

黛3ア.灘CG嬢 運繍植⑳罵漸変化理減について

蠣 驚薄織植肺)○ 称本達一鶴 三浦 馨

窯繕 豊穂

(蝦鎌都立母峯保鍵肺)大 蝉 肺二,村 田 文也

難《)o接種部雛の 翻作糟軽滅は規在解決をせまられて

緊 る大鷺な問運の一つであ観 鵡 葱では挙中乱刺漁から

進んで,婁 ちに接種点を分散して騰 肇渡 化の融合を防濯

その軽減 をはかる籔的で津登o総鍵織茎の 磁就 を欝い窒

灘縫羅脚 騨 罵撫総 法による縫皮搬種 を実旛した撫動物

輿験では縄辮変化の軽微載もか 纂わちず,著 しいアレル

ギーと感染肺理免疫力の慧趨がみられた.乳 幼児では,

接種後,ツ 羅臨,擾 種部館変化,箋《o畿 現象ぶ詳継に追

究 謬れ,稽 接種綴では100%に 凝くo磁 現象が詳理しか

な鞍局断変化を職める菰とが認めれた鱒しかし1年 後で

敏聡辮変轍 ま従来猷 ・ずれの接種法よ鞍結微であつた。

なお100藩 ツ植を講いれば,Ko麟 規象の発現を減少す

る菰とはで 愚るが,全 く除くことがで慧ない鵜とがみ と

め られ,駕0予 防接種の今後の闘運が,接 種問購の検

討等 を禽む 鷺CO羅 接種の研究 賦あ ることを畷か緯し

鳶。

鱒s.難CG撲 運後のツベルク繋ン笈応に及嫁すリベ

ルクリン笈復注肺⑳影響について く難)

綜 大結欝小児部)○ 小林 裕,寺 村 丈勇,

立石 業子

僚 大小発粉 三河 春樹,赤 欝 強驚拳

福鐵 灘,横 山 蓋郎

攣璽に 馨co接 種後撃薫登$巽6騨/2,18窯2暴 浄緯 癬趨

 課に,毎 麟欝一部紘及び新部雛の黛力謬ぞに ヂツ壽獄憲 を

鶯い,滋,鵜 蒔問1ゴ縄定もた.8力 欝まで鐙成績は第

35醗本総会で報轡した緯で,今 灘は断の後の結嬢につい

て述べる。

騰盤に繊た部礁にrツ 轟舞 轟を猟植するこゐによつて

現われる探応の撮進と増鹸は各繊 とも認めもれた爵こ⑳

変貌の結渠,部 鏡懸に艶ると,購 性事は探植部位に蕩 く,

硬結触知率は逆に初綱部紘紅高 く,そ の安蔓は 黛0%鹸 後

である。叢$時総判定で,初 麟部泣購盤,反 植部癒結性 蕊

驚は疑結性者の頻礎はL4細 姦.?%重 鱗盤銘 時聞と臨夢

初蹴部位結性 または疑結性,反 植部紘鵬性藩の頻度ほ

?.黛一鍛.8%で あつた.後 藩は弱アレルギーぶ猷臨の理

強のため反植部位で検山灘れたものと愚われ,る8欝 驚覇

定に及ぼす蘇植の影響は獄応の促進よ蓼もむしろ増強に

由来するところが大謬い鶯ギツ」注射を重ねるにつれて,

初購部泣で臨健進反癒が増すかどうかを植討 したが,明

らかな傾向は認めなかつた,

23黛.ツ 笈応磯雛害へ⑳ 難CG⑳ 驚復嬢種

ぐ鵬 歎 大灘解蕩 ○大池肺三郎,木 村 躍博艶

山申 難臨 安醗 倫芋,

松井 雀鴬,絵 井 暫郎,

斎藤 秀夫,秋 元 義灘,

屬戴 幸次

(簗北難大抗享夢峯)高 世 学弘

ツ探臨鶴性蒋に 登COを 反植経皮接種すること⑳欝否

にっいて追求し詳また8COの 乱切法に講いられる膨グ

チンの改婁 を志した.ツ 嵐応陰挫の学理に蹴切法或いは

塗擦法によつて種凝のツクチンを締いて 欝coを 擾種し

その後3癬 月と6力 鑓とにツ選感の結騰にかかわらずそ

の 黙coワ クチンを簾植接種し,懸 蒔裟接種騰所の翻作

驚を植 した尊乱切法ツグチンを作 る日 議蒸溜水を驚い量

これに鷺アル繋綜ダーゼを添加L,き らに饗鞭 磯 暮0を

添加 した.ツ 反応騰性者に 鷺CGを 麺植経皮擾種 して庵

とくに融作矯が認められないので,ツ 反慰の結隣にかか

わ らず,即 ちあらか尊めツ探癒を検査する二となしに黛

欝CGを 接種する難とが許溢れ る.こ れによむツ蕪慈⑳

購燃 を絶蔑問なし範持続 きせることがで 糞,ま たツ猟慮

検査の手数を欝く瓢とがで訴る.灘 騨lBCOワ グチン
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に 丁騨騰黙齢 を添加すると,接 種局叛の翻作粥を強め

ることなしに津ツ掬 芯紛購転率を高めることがで嚢る。

難6.ツ ベルク讐ン笈応既購性害に対する 欝CO理 種

後の織藩縫過毒 脳 蕊 投与⑳影響に就て

(瞳 訟 搬蹴藁肺)璽 松 逸造,○ 蜜田 文轡,

(綴翻 磯)醐 騰 蜘 戴
加藤 敏忠,撫 磐 兵麟,

木欝 俊子,高 橋 郁雖

昭諏36奪 鷹月埼玉県某小学校の結植検診に際してツ

ベルグ婆ン 〈ギツ黛 略)の 代 蔭に 繋CGの 皮内注射を学

薫 騨5名 載実施するとい う事件が起つた.二 の為ギツ矯ξ

憲既賜難審の8co接 種局断の病饗 を3月 半に薫1穿観察

する機会 を繕た、

接種局所の猟応は接種後1運 で発赤硬結が強く山現,

黛揮る運で炉癒膿瘍灘 挙形成が多 くな蓼発赤鍵結は減少

する雛?運 で膿癒膿瘍植瘍形成率は最高 とな1311遡 よ

融漸次採繕は消縫し,14運 畷には殆ど潰癒した状況に

なつた.潰 瘍形成は高学年に,膿 蕩形成は賎学鱗 凱多か

つた、なお反応はギツ」簾応既購{生藩も肺年度陰性乃棄疑

鶴性藩でも殆 ど変1タがなかった.欝 蕩凝入1隼 生のみは

違つた漢癒を承した.欝CG接 種害にはすぺて1澱 至が投

与 湊れた麟短期投蓼者訟長期投与蒋 とを麹較して鎮 澱 蓋

が 鷺α》の皮内猟応に特に妊影響 を与えたとは考えられ

ず,又 鷺()o接 種後3月 藏のドツ欝ミ応ではINI薫 投与巻

⑳叢ぶ寧ろ強く猟応した。

2購.遠 心分薩法によるBCG菌 体醸分の入体接運

戴績

(譲焦大筑研)海 老名敏購,○ 高世 幸弧

佐藤 光三,鹿 内 難書,

蔦矯 灘 葬,理 場 薫一・,

佐竹 央行,猪 騰 伸一㌧

鈴木 隆糠

!)羅 宛難標 灘 《x》纐分 の韓れに簸熱ツベルグザン

課応発現能力があるかを調べた箒

2)研 究方法 こ承鑿校児童のツ反陰性繋疑結性鐙潔に

細胞膜醸分 《鍍5雛 露(欝α襲約501礪 樵当鷺),ミ}慧

ン蹴1ア 懸分1}。縣 撚懸①《IG約5瓢 黛相灘盤),上 溝麟

分0.叢 雛慰就 磁 約 轍/瓢 黛率雛糞鑓)を 皮隙 譲茎謝 ㌧て

3癬 月,1奪 後拭ツ蹴を検 した。

$)研 究成績 ほ 擾種:難中織混入した生菌激は細職膜

磯分でL5糞 ミ》慧ン 轡}ア 懸分56蔭 上溝麟分0・3で,

3カ 月後 ツ塚隣鷲率は細胞膜鰻分35%ミ}饗 ンド夢ア

戴分 認%シ 上漕26%で1年 繍 こは夫凝28覧3鉾 靱

4藝%で あつた。

心 論 搬1各 醸分共 紛編憩%穫 のツ猟騰性薬を灘し

た心

鱗2.BCGの ㌘ウス腹水癌に及獄す影響

(職 駄 抗研)○ 猪輝 伸一,海 老 名敏艦

高世 幸弘,植 灘 罵簸

烹)研 究鱒標1欝 α長接種が瓢一ル婆礎鷺腹水癌を移

殖 したマウスに如薄なる影響 を与えるかを調べ鵡

の 研究方法:俸 理 綿岬20慧 の 麟 系マウスを植繕

し,欝CG接 種稽 と無処麗対照醸 瓢分け,欝α纂接韓後一

定期聞 をおいて,ニ ール箏繋轍腰水癌を移臨 生存蕪凱

腹水ジ)性状,睡 瘍細胞の変化等を観察 した。

の 研究成績;駕G接 種後1,2週 後に懸瘍繍鷹を移

難したマウスでは対照ほ態較して,あ る程度の難勲効桑

が認められたが,3理 以上経てから腫癌細胞を移購した

群では,こ れを認めなかつた、,欝《澱 を遵加再接運した

群では綴当の延融効果があ弩,腹 水にも差を認め鵡

4)総 括 嚇CO擾 種 マ穿スに腹水癌を移鱗したとこ

ろ,あ る穫嶽の延命効渠を認めた。

薬 剤 肺 性 検 査 法(60分)

(4藷肇II欝11。30避}12。30)

司 会 小 川 辰 次

鱗蓉.小 避罎地およびギル歎ナー寒天培地串における

ス ト靭プ トマイシン滋ぴに爵ナマイシン⑳力癒変動

について

(羅立公鍛衛生肺衛生鑛癒物学郷)

林 治,○ 小山運次鉱

植騰 敏行

(いす繍病㈱ 大竹 昭

結核繭の$醗 灘性検篶iには,一 路 に小撫培地が広 く

利驚され,ま た衛生検査摺針にも縄培地が採綿婁れてい

る諜ただ$無 は卵魏 ノ達に吸糠 さオ瓢るため慕力鰯が半減

するとい う二とか赴 一様轍瓶定植獲の慧藩量を培地に加

えている、しかし一・部の研究二蕃は臓着はないと唱颪てい

る.か 嚇 樵騒憲があつたとして鳴,$鍛 が紙濃鷹の場禽

と篤濃慶の場禽賦お縫る吸麟度舎が～雨植に約50%に な

るか沓かについてはい叢だ系続轟勺な検討はな婁れていな

い ように愚 う,,

われわれは瓢れ らの点をK嫉 につい て毒あわせ再検

討するとともに,評 ル顯ナー寒天及びその半流鋤培地戴



び轍林の饗演キ騰轍ナ・～寒天に♂》いても検講した
.

こ鐙繕隈S薄 は小/酔薄瀬中で約50% ,K羅 は約 彊}嚇

が譲 こ卵識 叢獲譲藩れ,か つ紙濃度蕊篤濃度とでは吸謙

度舎が異る二と,ま た寒天壌塊では懸わめて一部分のみ

が磁溶の存叢iによ1糞減弱する瓢とを知つた.

懸鑑i結 植運齢薬翔鰍盤検蓋i法

(麟蹴蟻震療簸醒)灌 幌婿 政敏

ω 薫藷1醗 挫測定渋 二1齋轟懸罫寒天,楽 流鋤寒襲及

び小患培地を歪撫・総歎稀駅法で約 熱 藏鎌を灘いて定畿

的賦紺盤 を灘定し 結果を比較 した.寒 メ汲 び半流勤寒

天鐙繊績は概ね一徽 したが,小 摺培地では航 薦力が酪

IIIO鵜 減弱㍍ている(5狸擁00㌻ 理度で).稀 釈法 く藻驚。

撫蕊欝 寒ズ)記 小 鱗藏立拡散法 く層囎 壌池)と 緯蟻霧果慧

掘関が励,漁 蠣 撚1訟拡散溝で日常線 覇 姓灘鑑響能

である。K鱗 隷$鑛 よ1欝難雛鍵1聾遵が短い薙

総 慧騒賢1醗 性灘驚滋ミ為臨床1礁 立拡散法(薫%小

川鰭地)鵜 よ畷麟驚稀鞭灘 業劣 ら灘精獲でT無 醗縫灘定

欝雛である。崇治療藩では5学 完全醗鷲以下が多 く,15

学完全灘盤は 慧懇%紅 す潔ぬ。T難 耐騰蒸騨)鱒係は簡

学憾な く懲潔の症纏について植討する必饗溝ある.T熱

鮒難測定は藩激稀繋系列ザ)灘定が必欝である.

懇5・ 理行結核欝肺樵検査法⑳吟瞭

(塞大凝麟 撫学療籔部)内 藤 益一一,○津久間俊次,

欝醸 霊方

轍盤薄感染結核癒の講議iにあたつて,/慧雄設の醗幾植

蕊漁鐙実態 を講ぺた。そめ結梁検査徳式は小川鰹擦地 を灘

いている点を除締ぱ,植1設 欝鉱 纏講跨鱗撫 があ強,又 織
輔株の醗検暖縫も各総設驚でかな琴の不一敵をみた,,瓢

の対簸ゐいごは騎 翻欝の検査指針よ鞍翼に細鰍 こ薫つて

衛式 を規定続一する必要がある.一 方醗鮭検査鐙臨簿的

慧義 として従来鈴如 く治療効瑛が期縛出来 るかどうかの

闘運の龜に醗挫藤感染症発蟻のため と,感 挫藤感染症鈴

溝療成績を検購するため轄は,多 少叢醗難薦緯増加 して

いる場合を発晃する蔀が必饗 となつて来ている
.瓢 の為

には・たと颪薬剤の検査濃植鐙種類 を減らして 毒
,接 種

麟量を少くとも黛段階以 上拭ふやして鴛なう必要をみ と

誇る。

鱗樵 学流勤壕地による結穣蕪⑳薬翔鰯性検驚

く熊本大認囎繕科)滞 盛 勇造踊 金井 次郎罫

○訟崎 武欝,湾 野 義郷

間植灘による織捜麟の薬麟醗性検喋麟撰要縛問を蟻肺

する欝的で 無漁騰 植体培地で増麟し,1)輪 総 半流動壇

地で検叢 を行 う方法鷺購いて誉叢%小 川壊地載よる成績

義熊較した誉

麟5麟 株の篤較で,1澱 竃,沿A$で は,楽 流動嬉惣 瓢よ

轡雛

耀 響い値をボすも跨が多く,$纏 で紘,逆 載よ蔭紙い植

を掌すも鈴が多 く慧られた、二鐙不…歎は 欝%小/鵬 地

上繋薄数の少いも灘慧欝1馨綜認め 毒れた,半 流動鰭地の

判定灘数 を難憑後にすると,小 薦培ナ灘こ比し,醗 鮭億の

諜二欝がみ もれ,2遡 綴冠が濾麟と愚われ る,1)撫 総 事

溌勤培地 蕊Kl響畿総欝楽流勤培地との闘には,醗 性縫に

差はなかつたが,1)癒 囎 楽流 動培地で集落鐙発育がよ

鞍叢好であつた。滞染毒は,小 辮鰹穂と略購数であつた

が発育不良が 黒)癒懸 培地鵜稽高事に認めもれた.

鱗乳 航絃嫉籍1灘性検査に勲けるデ礎叢タ法利講の可

結性につひて

(継植予鋳会結研)工 藤 瀦是

結嫉薦薬潔鰍 挫検査の簡略撫を計絵,ヂ ぐスグ法 を悠

欝しよう義して,基 礎的検討を行つた.

S繊K滅V澱,1醤II,沿AS,C$,㌶A,$1),灘1る ↑熱

の各薬趨について,試 作ヂギスグによ琴,特 殊な壇養瓶

を繕い鴎 韓蟻 汚染を防 ぐよう隷濫夫 して羅翫帯の発

現状態を植討した.

そ鐙結墨,戴 煽 こ実講駕し得るものはS糠 撃K纏,V羅 夢

13騒T無 で,1臓 望も略蔚薄能挫がある。1醜$,《)S,$0

鷺ついては・毒 嚇 こ工夫 を撫えれば響能雛があるぶ.
欝灘Aは 測建不能である無

これらヂぜ膿グの保存攣使欝1培地の辮撫な～ごによる≧織

定纏の変鋤は僅微で,海 染 鶏蕪だ少い籍

鱗鼠 結核欝⑳薬翔謝性検査法

く九大肺欝)杉1難 浩太叢纂,鬼 塚 揺也艶

○篠購 厚,広 購 輯1鑑,

石橋 凡雄,植 崎 讐輔嚢

萩本 獄次,杉 鶏 広海

く1)我 凝の実施 している醗性検査方法は爵薄照培地の

挙落数が略50～50《硫 なる様,戴 撲法夢定黛培養翁蕨謂

就鵜麟 蟹灘総 法であるが夢こ紛場合対照墳地緯葉藩数

に薄する醗桂培地上の集薄の警1禽をy%と すれば,簿%

鈴懸麟蜜に於て約¥恋{L3ぎ 薄測定誤藻漆鴛見込 塞れ,更

に 鐙編!5%の 醗性び)讃峯認が認め られるが墜これ等を共

に灘植臆入れても,我 離の臨床的醗性の隈界麟線紅貰獅

叢示 きれた穆講 高霧鍵乃釜それ1こ近い耐挫程嚢を藩ミす《き

の鳥 紙い縦性程慶を示す暖)鐙跨問には,臨 燕経過上欝

意藻が認め毒れ,従 つて我凝鐙醗性検査方式で得 もれた

結果 を以て当該薬薦灘臨鎌効果の膚無 を鷲断する轍とが

可能であ 翰,灘 ち我凝の植査法は臨鎌的に充分懸頼性蕾

霧するも鐙であるど響叢得る鱒

② 欝!爆T熱 に対しても 裳%小 川培地を購い我離の

方渋で離難植査を行彗ことが堺能であ鯵黛又 叢鐙場禽藻

臨床的醗盤の譲界は略 齢 ㌘癖 理度義云 える様である燃



鱒6

織K簸 に対 し運卵塘地を懲い醗臨検査 を爽施するこ

と麟 導龍であるか否か,植 討を無えたので併 せ報欝す

る鍛

2鶴.KM肺 性検査法についての共岡研究

(懸 鰯 奮験 難鑑較実験讐磁難畢寵斑)中 井 毅

畿検繭綜10株 を全麟の購立療蓋所31ヵ 所に送付し,

それ ら繭株のK瓢 感牲を,K叢 罵難黛鍵 挙天培地(林 変

法)と1%小 環壌地を構いて,此 較検討した.薬 鋼濃魔

獄季挙天培地で0雲1,5夢 憩欝100¥～1癬攣小川塘地で0掌

10,50,100,500,100轡1癬 とし,接 種藏鑑は簿蕪壌

地で100一 欝0の 挙薄脚 尋られるようにと指承し嚢培縫

4運 後の成綾 を班擬⑳恋とで総捲し次の ような結挙を得

た。

ω 擾種麟盤の簸盗であつたも跨約奉数

鋤K賊 感挫藏 く寒天培地で 議撃完金または不完全醗

盤)は 小川培地10ヤ で約$0%が 発全ないし不完金灘

性であつた。

紛K懸 耐臨繭(寒 天培地で10γ 発全 または不完全

肺性)は 小川培地100㌻ で約 ⑳%が 完金ないし不発金

肺盤であつた。

鱒 愚性菌,醗 性繭にかかわ らず判定結挙購特に一歎

しなかつた臨のは小川培地 よ蓼も寒天壌地に多い疇


